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第 1章 序論

1.1 本 論 文 の 目的 と問題 意識

京都 の芸妓 と舞 妓 1は､ 日本 の文化 的 な象 徴 と して世界的 な知名 度 2が

あ り､職 業 と して約 350 年 以上 3の長 い伝 統 を有す る｡京都 にあ る五 つ

の花 街 4に は芸 舞妓 が通 う専 門学校 (女紅 場 -に ょこ うば) が 明治 初 頭

か ら設 置 され ､芸舞 妓 とい う専 門職 育成 のた めの学校 制度 は 130年 以 上

の歴 史 を持 ってい る｡ま さに､芸舞妓 は 日本 の伝 統 的 な女性 の職 業 で あ

る とい え る｡

この芸 舞妓 た ち 自身 や 彼 女 た ちが仕 事 や 生 活 の場 と して い る京 都 の

花 街 につ い て は､そ の伝 統 的 な美 しさに着 目 した写真集 や解 説 書 が 出版

され ､また､芸舞妓 の経 験者 や 関連 業界 関係 者 の聞 き書 き も数 多 く本 や

雑誌 に取 り上 げ られ てい る｡ しか し､これ らはあ くまで も芸 舞妓 の世 罪

を理解 して も らお うとい う内部者 の語 りや ､あ るい は興 味本位 の対 象 と

して紹介 す る視 点 の もの な どが多 く､学術 的 な文 献 は乏 しい｡

この よ うに現代 にお いて､花街 と言 えば京都 の花 街 がその代名 詞 の よ

うにな り､本 や雑 誌 以外 に もマ ス コ ミで も取 り上 げ られ る こ とが 多 い0

しか し､大 阪や東 京 に も江戸 時代 か ら京 都 の花街 に並 ぶ よ うな有名 な花

街 が あ り､ 明治 を経 て 昭 和 半 ば まで 隆盛 を誇 って い た｡ 例 え ば ､ 明 田

(1994) に よる と､昭和 4 年 ､大 阪 には南地 5･曽根 崎 ･新 町 ･堀 江 ･

松 島 ･飛 田 ･住 吉 の 7つ の花街 があ り､芸妓 の数 は南地 3000人 ､ 曽根

崎 900人 ､堀 江 811人 な ど､合 計約 5300人 がい た と言 う｡ 当時 か ら創

業 を続 け ､今 も南地 の近 くで楽器 を扱 う老舗 の経営者 の方 の話 に よる と､

昭和 始 め に大 阪 の南地 に は得意先 と して 200人以上 の芸妓 が い て､南地

1芸 者 と一 般 的 に言 われ るが ､京都 の 花街 で は芸 妓 (げ い こ) と呼 ばれ て お り､花

街 の 関係 者 や 京都 に古 くか ら住 む 人 は ､芸 者 とい う呼称 は用 い な い｡ こ う した 地 域

で受 け継 がれ た職 業 の 呼称 に準拠 して ､本 論 文 で は ､京都 の 芸 妓 と舞 妓 と合 わせ た

呼 称 と して芸 舞 妓 を用 い て い る0

2 海 外 で も京 都 の芸 舞 妓 につ い て の小 説 Authur(2000)や 自伝 Iwasakl(2000)な ど

が 出版 され て い るO この Authur(2000)の小 説 を も とにハ リ ウ ッ ドで映 画 化 され た

｢SAYURI｣ は ､2005年 12月 か ら全 世 界 で公 開 され て い る｡

3 明 田 (1994)に よ る と､ 江 戸 時代 か ら京都 の 芸 妓 は職 業 と して確 立 され て い た ｡

4 祇 園 東 ､祇 園 甲部 ､先 斗 町 ､宮川 町 ､上 七軒 の五 つC 舞 妓 は この五 つ の花 街 に し

か い な い｡ (図 2参 照 )

5 現 代 で は ミナ ミと呼 ばれ る地 域 ､大 阪 の有名 な繁 華 街 の 1つ ｡
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の芸妓 を相手 にす るだ けで十分商売が成 り立 った と､この経営者 は祖 父

か ら聞か され た と言 う｡ この南地 には有名 なお茶屋 ｢南地 大和屋 ｣ 6が

あ り､芸妓 の養 成 学校 ｢大和屋 技芸学校 ｣ も併設 していた 7｡ この大和

屋 に所属 していた元芸妓 の話 8に よる と､昭和 30年代 半 ばには､ この大

和屋 技芸学校 に所属す る ｢養成｣と呼 ばれ る生徒 は約 100人 ､大和屋 の芸

妓 が約 200人お り､南地全体 では千数 百人 の芸妓 がいたそ うであ る｡ し

か し､2005年で は この南地では数人 ､北新 地 では約 20人程度 しか芸妓

はいない との ことで あ る9｡

この よ うな大阪の花街 の衰退 は､大阪の経 済力 の低 下 と関連 があ る と

も考 え られ るが､明治以 降に経済 と政治 の中心 となった東京 にお いて も､

花街 は昭和 40年 半 ばか ら急激 に縮小 してお り､花街 の衰退 の原 因はそ

の地域 の経済力 との関連性 だ けで結論づ け られ る ものではない｡

東京 の花街 について､明 田 (1994)は昭和 4年 には､新橋 ･柳橋 ･浜

町 ･芳 町 ･日本橋 ･赤坂 ･下谷池 の端 ･浅草 ･神 楽坂 ･富士見町 ･四谷

荒木 町 ･四谷大木戸 ･麻布 ･白山 ･駒 込神 明町 ･湯 島天神 ･講武所 ･烏

森 ･新 富町 ･霊岸 島 ･深川 ･向島 ･吉原 ･洲崎 ･新宿 ･品川 ･五反 田 ･

目黒 ･渋谷 ･玉川 ･調布 ･青梅 ･八王子 の計 33カ所 の花街 が あ り､芸

者 は､浅草 750人 ､新橋 633人､芳 町 629人 ､神 楽坂 552人､柳橋 336

人 な ど合計約 7500人 がいた と言 う｡ ところが､東京 の花街 の数 と芸者

の人数 は昭和 40年 以降急激 に減少 してい る｡1999年柳橋 の有名料 亭｢い

な垣｣が廃 業 し､花街 としての柳橋 が な くなった あ と10､2000年 には東

京 の花街 は､新橋 ･赤坂 ･芳町 ･神楽坂 ･浅草の五花街 とな り､芳 町の

芸者 は約 20人 ､新橋 は約 100人な どその人数 も急激 に減少 し､新 しく

6 明 治 10年 ころ (1877)の創 業 ､能舞 台や 茶室 な どが あ る 日本 を代表 す るお茶屋 で

あ った が､2003年 お茶屋 業 を廃 業 した｡ ｢粋 な る大 阪｣『大 阪 人 』 ,第 59巻 第 3号 ､

36-39頁｡

7 上 方地 唄舞 で有名 な武原 はん氏 は､ この大和屋 技 芸学校 の 出身 で あ る0

8 ｢粋 な る大 阪｣『大 阪人 』 ,第 59巻 第 3号､40･43頁｡

9 大 阪南 の島之内のお茶 屋 ｢た に川 ｣二代 目谷川 恵 に よ る.｢粋 な る大阪｣『大 阪 人』.
第 59巻 第 3号､27頁｡

10 ｢芸者 さん に会 いた い｣『東京 人 』 ,第 15巻 第 6号 ､70-74頁｡
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芸者 にな る参入者 が非 常 に乏 しい実情 11を考慮 し､昭和 4年 (1930) と

2005年 とを比較す る と､東 京 の花街 も大阪 と同様 に､就業す る芸妓 (芸

者 ) の人数 は数% まで減少 してい る と思われ る｡

こ うした芸妓 の減少 は､京都 の花街 にお いて も同様 に見 られ る傾 向で

あ るが ､東京や大 阪 の よ うに花街 の数や芸舞妓 の数 は激減 してい ない｡

明 田 (1994)に よる と､昭和 4年京都 には､上七軒 ･五番 町 ･祇 園 甲部 ･

祇 園 乙部 12･宮川 町 ･先斗 町 ･島原 ･七条新地 の 8カ所 が あ り､芸舞妓

合 わせ て 1776人 がいた と言 う｡2005年 ､京都 には､太夫 のい る島原 と

芸舞妓 のい る五花街 ､計六つ の花街 があ り､約 270人 の芸舞妓 13がい る｡

京都 で廃 業 した 2つの花街 (五番 町 と七条新地)が､娼妓 を中心 とす る

地域 で あった こ とを考慮す る と､芸舞妓 を抱 える花街 は業界 としてその

数 を維持 してい るこ と､芸舞妓 として就 業す る人 の減少 は大 阪や東京 に

比べ る と穏や かであ るこ とが分 か る｡バ ブル景気崩壊後 ､京都 の花街 で

はお茶屋や置屋 の廃 業が話題 にな り､芸舞妓 の人数 の減少 が問題 とな っ

たが､ この減少傾 向は､ ここ 10年 ほ どは横 ばいか らやや増加傾 向で推

移 してい る｡つ ま り､京都 の花街 は､大阪や東京 の花街 の よ うな急激 な

減少傾 向､業界 としての規模 の縮′J､に拍車 がかか ってい る状況 とは明 ら

か に異 な ってい る｡

平成 生 まれ の舞妓 がデ ビュー した こ とが大 きな新 聞記事 14にな るよ う

に､新規 に京都 の花街 にデ ビューす る芸舞妓 の数 は､ ここ数 年毎年 20

人 ～30 人程度 はあ る｡ この よ うに京都 の花街 には毎年 途切 れ る こ とな

く 日本全 国か ら少女 たち 15が､現代 の若者 が敬遠す る修業 のつ らさが容

易 に想像 で きる伝 統的 な職 業 である芸舞妓 にな るた め､親 元 を離れ て文

字 どお り飛 び込んで きてい る｡そ して､京都 の花街 が こ うした少女 た ち

を受 け止 め､芸舞妓 の後継者 と して育成 し､芸舞妓 ら しさや花街 ら しさ

ll 2000年 現 在 ､神 楽 坂 に は置屋 に住 み 込 む芸 者 はお らず ､ す べ て通 い で あ る とい

う､これ は養 成 途 中の若 手 の 芸者 が い な い とい うこ とで あ る｡｢芸者 さん に会 い た い｣
『東 京 人 』 ,第 15巻第 6号,57頁 ｡

12 現 在 の祇 園東 の こ と｡

13 21頁表 1参 照 の こ と0

14 京 都 新 聞 2004年 10月 6日付 26面 の記 事 を参 照

15 日本 に 限 る こ とな く､ 中 国在住 の 日本 人 が舞妓 に な った例 もあ る｡
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を継 承 しなが ら､業界 と して環境 の変化 に適応 して生 き残 って きた こ と

も事 実 であ る｡つ ま り､京都 の花街 は､伝 統や 古 い慣 習 によって培 われ

て い る伝 統文化産 業 の世 界 を敬遠 す る若 者 た ちが後継 者 と して定着 す

る とい うことが続 き､しか も業界 として継 続 してい るまれ な花街 で あ る｡

本論 文 の 目的は､日本 国内に複数存在 していた花街 のほ とん どが産莱

と しての競争力 を失 い寂れ た 中で､なぜ京都 の花街 だ けが芸舞妓 とい う

人材 を育成 し続 け産 業 と して生 き残 って きたのか､社会科学的 な視 点で

考察す る ことであ る｡そのた めに､京都 の花街 が有す る二つ の大 きな特

色 に注 目す る｡その一つ は､京都花街 の代名 詞 とも受 け取 る ことがで き

る､ここに しかいない芸舞妓 16とい う人材 ､も う一つ は､｢一見 (い ちげ

ん さん)お断 り｣で代表 され るよ うな京都 の花街 に独 特 の伝統 的な制度

17で あ る｡

京 都 の花街 にお け る芸舞妓 とい うこ こに しか存 在 しない人材 の キ ャ

リア形成 と､その独 特 の制度 に注 目し調 査研 究す る こ とは､その業界 と

して の地位 を維 持 し世 界 的 な知名度 を保 って い る伝 統 的 な共 同体 の 中

の個 人 と組織 とのかかわ りに関す る､現代 で は非常 にまれ な事例 を研 究

す る こ とにな る｡個 人主義的 な考 えた方 を色濃 く持つ現代 の若者 が､伝

統的 な共 同体 の一員 とな り､そ こでキャ リア を形成 す る過程 と共 同体 の

制度 を明確 に した上 で､この両者 の関連 につ いて考察 し､なぜ 京都 の花

街 が持続 できたのか を､本論 文では明 らか に しよ うと してい る｡

京都 の花街 と芸舞妓 とい う特殊 な事例 に､筆者 が研 究 関心 を抱 くに至

った経緯 を ここで簡 単 に紹介 してお きたい｡筆者 の実家 は､京都 の五花

街 の うち､その四つ か ら徒歩 30分～40分圏 内の 四代続 いた商家 18､実

16 芸 妓 に な る前 の､ 芸 妓 見 習 い に相 当す る舞 妓 とい う呼称 が使 われ ､芸 妓 と着 物 や

帯 な ど風 俗 が 非 常 に異 な るの は京 都 の 花街 だ け で あ る｡ 他 の花 街 で は半 玉 と呼 ばれ

芸者 とほ ぼ 同 じい で た ち をす る｡ 現 在 で は芸 舞 妓 の 多 くが京 都 以 外 の 出身 者 で しめ

られ て い る｡ 以 前 は芸 事 に興 味 が あ り知 り合 い の 紹 介 で花 街 に来 る少 女 が 多 か った

が ､ 現 在 で は舞 妓 に あ こが れ てイ ン ター ネ ッ トな どを通 じて 花 街 の置屋 を知 り､京

都 の花衝 にや って くる こ とが 多 くな って い る｡

17 江 戸 時 代 か ら続 く一 見 さんお 断 りとい う完 全 会 員 制 度 ､節 句 払 い と呼 ばれ るお 客

との 特 殊 な取 引の あ り方 や ､ お茶 屋 と料理 屋 が兼 業 され ず お 茶屋 は料 理 を外 注 す る

こ とな どが京 都 花 街 に独 特 の制度 と して あ げ られ る｡

18 明 治 の初 めか ら､京 都 市 下京 区 で米穀 商 を営 ん でお り､花 街 と関連 が あ る木 屋 町

や 四条 の料 理 屋 ､仕 出屋 な どに米 の販 売 を して い た経 緯 が あ る｡
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家 の職 業柄 ､料理屋 で芸舞妓 を垣 間見 る こ とが多 か った｡また､明治坐

まれ の祖 母 と幼 い ころか ら成 人 直前 まで一緒 に暮 ら したので ､京都 の伝

統 的 な慣 習 を理解 し､京 言葉 の微 妙 なニ ュア ンス を使 い こなす こ とが で

き る｡ さ らに､幼 い ころに数年 間 19､ 日本 舞踊 を習 っていたので ､伝 統

文化 技能 を習 い覚 え る過 程や伝 統 文化 を教 育す る師 匠 と弟 子 ､弟 子 同士

の人 間 関係 につ い て体 験 を通 じて知 って い る｡ こ うした筆者 の特性 が ､

研 究 関心 を抱 かせ た背 景 となってい る｡

1.2 研 究課題

本 論 文 には 四つ の研 究課題 が あ る｡課題 の第 1は､芸舞妓 とい う職 莱

に新 規 参 入 す る若 年 層 の女 性 の キ ャ リア形 成 と彼 女 た ちが伝 統 的 な共

同体 で あ る花街 の一員 とな るアイデ ンテ ィテ ィの確 立 につ いて ､そ の共

同 体 の 関係 的 実 践 に着 日 して 記 述 し､ 考 察 す る こ とで あ る｡ Wenger

(1998) に よって､ ｢アイデ ンテ ィテ ィの形成 は共 同体 にお け るメ ンバ

ー シ ップ と してわれ われ の経験 の意 味 を考証す る こ とで成 立す る｡実践

と共 同体 との関係 は①相 互 関与 ､② 共 同営為 ､③ 共有 され た レパ ー トリ

ー の三つ の次 元 か ら記 述 され る｣ とい う考 えが提 示 され たQ

他 方 で全 く異 な る文脈 で､女性 の発 達 に着 目 した 20岡本 (1999) は ､

｢アイデ ンテ ィテ ィを形成 す るきっか けは､両親 ､友 人 ､恋 人 とい った

他者 との 関係 性 の 中に あ り､この よ うな 関係 性 は､アイデ ンテ ィテ ィを

形 成 す るた めの不 可欠 な "土壌"と して存 在 す る｣ と､女性 の アイデ ン

テ ィテ ィの形 成 に は ､関係性 が重 要 で あ る と して い る｡

この よ うな先 行研 究 か ら､まず この花 街七 お け る芸舞妓 の キ ャ リア形

成 にか か わ る関係 性 は誰 か を明 らか に し､そ こで どの よ うに芸舞 妓 た ち

が育成 され て い るの か を明 らか にす る こ とが重 要 で あ る と考 え られ る0

さ らに､花街 共 同体 にお け る芸舞妓 の キ ャ リア形成 を促進す る要 因や 文

19 京 都 で は数 え年 の 6歳 6月 6日に芸事 を始 め る と上 達す る といわれ てお り､筆者

も この故 事 にな らって ､ 日本 舞踊 をお師 匠 さん につ い て習 い始 めた0

20 ライ フ サ イ クル (llfe-cycle)とい う用語 を用 い て ､人 生 は万人 に共通 の一 定 のパ

ター ンが あ る こ とを指 摘 して い る ErlCkson (1968) は､彼 の理 論 が女性 の発 達 を十

分 に考慮 して いない こ とを認 めてい る0
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脈 は何 で あ るか を明 らか にす る こ とを課題 とす る｡

第 2は ､芸舞妓 と して置屋 に住 み込 み なが ら ｢しつ け｣ され る こ と と

技 能形成 との関連性 の有 無 ､また この両者 に関連性 が あ るな ら､それ が

キ ャ リア形 成 と共 同体 の一 員 で あ る と 自覚 す るア イ デ ンテ ィテ ィの確

立 に影 響 を与 えてい るか ど うか を考 察す る こ とで あ る｡

生 田 (1987) は 日本 の伝 統 的 な文化 芸能 の教 育 に着 目 し､｢形 ｣ をか

らだ で覚 えてい く､｢か らだ全 体 で わ か って い く｣教 育 が ここで され て

い く さま を考 察 して い る｡ ｢わ ざ｣ の理解 構 造 が ｢身 体 的行 為｣ と切 り

離 され て いない こ とをあげ､さ らに､内弟 子 が師 匠 と ともに暮 らす こ と

で ｢しつ け｣ され ､直接伝授 され な くて も ｢わ ざ｣ を よ り深 く身 につ け

て い く と して い る｡ 21

加護 野 (1997)は､松 下電器 産業 のア ジア- の進 出工場 の事例 で共 同

体 の 中で ｢しつ け｣を通 じて､即興 的 な状況 で とっ さに適切 な行 動 を と

り うる力 ､マ ニ ュアル化 で きない能力 が 日本 的経 営 で は育 て られ うる と

して い る｡

これ らの先行研 究 か ら､伝 統 的 な世界 で生活 し ｢しつ け｣ られ る こ と

は技能 の深 い習得 につ なが る こ と､この ｢しつ け｣に よ り分解 して教 え

る こ とが 困難 で あ る よ うな即興 的 な対応 力 が培 われ る こ とが分 か る｡芸

舞妓 た ちは､置屋 に住 み込 ん で暮 らす こ とで ｢しつ け｣ られ ､ さ らにお

座 敷 で とっ さの対応 がで きる､お 客 に合 わせ たサ ー ビス提供 の技 能 を磨

くこ とも要求 され るか ら､この ｢しつ け｣ と技能 との関係 性 を明 らか に

す る こ とは ､芸舞 妓 た ちが育成 され る上 で重 要 な課題 とな る｡

第 3は､京都 花街 を経 済活動 す る共 同体組織 と して と らえ､花街 共 同

体 の メ ンバ ー はい った い誰 で あ るのか を､そ の独 特 の特殊 な取 引行 為 に

着 目 して 明 らか にす る こ とで あ る｡さ らに取 引行 為 を明 らか にす るだ け

で はな く､お茶屋 とい う場 に芸舞妓 とい う人材 と京料 理 が揃 うこ とで花

街 ら しい ｢しっ らえ｣が形成 され ､花街 で しか提供 で きない よ うな もて

21 Wenger(1998) の考 え を 当て は めれ ば ､ こ こで は師 匠 と弟 子 の相 互 関係 が考 え
られ る0
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な しが､長期 にわた り京 都 にあ る複数 の花街 で成 り立 って きた 22こ とに

着 目 し､この花街 が どの よ うに維持 され て きた のか を芸舞妓 の人材 育成

とそ の評 価 につ い て ､取 引 の 関係 か ら考 察す る こ とも課題 と して い る｡

さ らに､取 引慣行 が長期 に継 続 してい る状 況 を､支 え る要 因や 文脈 まで

を視 野 にいれ て探 求 して い く｡これ に よ り､花街 共 同体 にお け る取 引 と

芸舞 妓 の評価 に着 目す る こ とに よって ､個 人 と制度 の関係 か ら探 求す る

こ とがで きる｡

第 4は､外部 の人 間 には容 易 に参入 で きない 閉鎖 的 な構造 と､独 自の

規 範 を持 つ と考 え られ る京都 花街 共 同体 の メ ンバ ー をつ な ぐた め､取 引

関係 以 外 に京 都 花 街 に は どの よ うな制 度 的 な要 因 が あ るの か を明 らか

にす る こ とで あ る｡そ して､その複数 の制 度 間 に結 びつ きが あ るのか ど

うか ､それ ら制度 と芸舞 妓 の キ ャ リア形 成 には関係 が あ るのか ど うか を

明 らか に した上 で ､京都 花街 を事 業 システ ム とい う視 点か ら考察 し､京

都 の花 街 が なぜ 350年 間 にわた り継 続 す る こ とが で きたのか を探 求す

る こ とを 目的 と して い る｡

以上 四つ の課題 を念 頭 にお いて､京都 の花街 でエ ス ノグラフ ィ ックな

手法 を用 いた調 査 を実施 し､デー タを踏 ま えて よ り発 見的 な事 実 を考 秦

す る こ とを 目的 と し､以 下 の 四つ の調 査項 目を設 定 してい る｡

① 芸 舞 妓 の 育成 は花 街 の どの よ うな 関係 的 な実 践 の なか で行 われ て

い るかO芸舞妓 の キ ャ リア形成 を促進 す る要 因､文脈 は何 な のか｡

② 芸 舞 妓 の キ ャ リア ･パ ス は どの よ うな もの か｡ また ､ キ ャ リア を

支 え る技 能 とは どの よ うな もので あ り､ そ の技 能 の育 成 は どの よ

うに され てい るのか｡

③ 花 街 共 同体 の メ ンバ ー は誰 か｡ 花 街 共 同体 にお け る取 引 関係 とは

どの よ うな もの で あ るか｡ そ の取 引 関係 を維 持 ･促 進 す る要 因 ､

文脈 は何 なの か ｡

④花 街 共 同体 を支 え る制 度 的 な要 因 は何 か｡またそ の制度 間や 制 度 と

22 あ る一 つ の花街 を ロー カル と規 定す る と､京都 に あ る複 数 の花街 が京 都 花街 とい

う大 きな一 つ の世 界 を形成 してい る とも考 え られ る｡ こ こで は ロー カル な実践 が グ

ロー バル につ なが って い る可能性 が考 え られ るoWenger(1998)
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個人 の キャ リア形成 には どの よ うな関係 があ るのか｡

1.3 本論 文 の構成

本論文 は､七つ の章 で構成 され てい る｡章立て と各章 間の関連 は図 1

｢論 文 の構成｣ (9頁) を参照 され たい｡

第 1章で は､研 究 の 目的 と問題意識 を示 し､研 究課題 を提示 してい る｡

第 2章 では､研 究 の方法 と調査対象 の選択 ､調査 の解釈方法 を示 してい

る｡第 3章 では､京都花街 とい う特殊 な調査対象 の背景 について､第 4

章 と第 5章 の事例記 述 に先 立 ち概説 してい る｡

事例記述 の第 4章で は､舞妓か ら芸妓 にな るまで を ｢舞妓 の一生｣ と

して とらえ､その キ ャ リアの節 目を事例 と して取 り上 げるQイ ンタ ビュ

ー調査 だ けでな く､舞妓 の誕 生 と､舞妓 か ら芸妓- の変化 の時期 に立 ち

あった筆者 の参与観 察 を も とに､エス ノグラフィ ックな記述 をす る｡そ

して､芸舞妓 のキ ャ リア形成 について､調査 か ら発 見で きた事実 を整理

してい る｡第 5章 も事例記述 で あるが､ここでは花街 共 同体 に焦点 をあ

ててい る｡花街共 同体 の中の取 引システ ムの様子 を詳 しく記述 してい る｡

そ して､その取 引 を支 える評価 の仕組 み について､整理 し､検討 してい

る｡ さらに､芸舞妓 とい う人材 が この共 同体 の取 引システ ムの中で どの

よ うに評価 され てい るか を､事例 の記述 を基 に共 同体 の制度 との関係 を

押 さえた うえで記 述 してい る｡また､共 同体 が維持 されて きた こ とを支

える制度 的要因 につ いて も､発 見事実 を整理 してい る｡

第 6章は､4章 と 5章 の発 見事実 を統 合 し､京都 花街 にお け るキ ャ リ

ア形成 と制度 との関係 について考察す る｡ここでは､人材育成 と制度 と

伝統文化 ､この三者 の関連 に注 目して発 見事実 を統合整理 した上 で､考

察 をす る｡

第 7章 は､本論文 の要約 と結論 をま とめ､本研 究が既存研 究 に どの よ

うな意味 を持 ってい るか を検討 し､最後 に今後 の課題 を提示す る｡
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第 2章 研 究方 法

2.1 調 査対 象 の選択

京都 の花街 のお茶屋 は､｢一見 さん (-初 めて のお客)お断 りの世 界｣

で あ り､花街 に入 るた めの敷 居 が高い｡また ､芸舞妓 や花街 の関係 者 は､

仕 事 の特性 か らロが 堅 い のが鉄 則 23なので ､今 ま で に筆 者 が数 回 24お茶

屋 で芸舞 妓 と遊 ん だ経 験 が あった こ とを生 か し､このお茶屋 を通 じて調

査 に協力 可能 な芸舞 妓 の紹 介 を受 けた｡また､このお茶屋 のお母 さん か

ら､芸舞 妓 の数 は非 常 に限 られ ､調査 に協 力 可能 な芸舞妓 の人数 を簡 単

に増 や す こ とが 困難 で あ る25こ とを指摘 され た ので ､花街 に関連 の あ る

職 業 につ い て い た知 人 に も調 査 協 力 の お願 い と花 街 業 界 関係 者 の紹 介

を頼 み ､現役 の芸舞妓 だ けで な く以前舞 妓 の経験 が あ る人 も調査 対 象 と

した｡ さ らに､芸 舞 妓や お茶屋 ､置屋 の 関係 者 だ けで な く､花街 共 同体

26の メ ンバ ー と して想 定 され る仕 出 しをす る料理 屋 27､花屋 ､扇 子 屋 ､

化粧 師28な どに､筆 者 の地縁 を生 か して調 査協力 のお願 い を した｡

また ､お 客 となって い るお茶屋 や知人 の紹 介 で行 くこ とがで きたお茶

屋 で ､筆 者 自身 が友 人や 知人 とともにお座 敷 遊 び を複 数 回体験 し､そ の

様 子 を参 与観 察 の対 象 と して取 り上 げた｡さ らに調 査協力者 が経 営す る

23 お座 敷 で 見 聞 き した こ とは ､一切 口外 しな い こ とが基 本 O 接 待 や 密 談 の場 と して

お 茶 屋 が用 い られ るの は ､ こ う した理 由 もあ る｡ お 客 の身 元 を隠す た め に ､苗 字 の

一 文 字 を とって お 客 さま に呼 び か けた りす る0

24 この お 茶 屋 さん に は ､ こ こ数 年 ､年 に 1-2回 ､友 人 や 知 人 と一 緒 に遊 び に行 っ

て い る｡ 最 初 は知 人 の 紹 介 で ､ そ の次 か ら信 用 して も らっ て ､筆 者 が お 馴 染 み さん

扱 い の 客 とな って ､ 一 見 さん (初 め てお茶 屋 - 行 く客 ) を連 れ て遊 び に行 くこ とが
で き る よ うに な って い る.

25 育 成 され て い る過 程 の 舞 妓 は 10代 後 半 と年 齢 が若 い た め 自分 の思 っ て い る こ と

や 経 験 を言 葉 にす る力 が非 常 に乏 しく､紹 介 で き る よ うな舞 妓 は ほ とん どい な い と

い うア ドバ イ ス をお 茶 屋 のお 母 さん か らい た だ い た｡

26花 街 共 同体 は ､芸 舞 妓 や 置屋 ･お茶 屋 だ けで な く､芸 舞 妓 や 彼 女 た ちが 所 属 す る置

屋 や お座 敷 を企 画 す るお 茶 屋 な どが業 を行 うた め に必 要 とな る ものや サ ー ビス を提

供 す る よ うな､ 花街 とい う場 にか か わ る こ とで経 済活 動 を行 う人や 職 業 的 な集 団 な

どを メ ンバ ー に構 成 され た社 会 的 な組 織 とこ こで は定義 す る｡

27 花 街 の お茶 屋 で は料 理 は作 られ ず ､宴席 の メ ンバ ー や 開催 の 目的 ､季 節 な どを考

慮 しふ さわ しい料 理 をお 茶 屋 のお母 さん が決 めて ､仕 出屋 (料 理 の宅 配 専 門店 ) や

料 理 屋 か ら､料 理 を取 る仕 組 み に な って い るD これ は京 都 花 街 の お茶屋 の特 色 で ､

他 の 花 街 で は料 理 屋 が お 茶 屋 を兼 ね て い る こ と と大 き く異 な る｡

28 芸 舞 妓 の 白塗 りの化 粧 を専 門 にす る人｡ 普 段 の お座 敷 の化 粧 は芸舞 妓 自身 がす る

が ､特 別 な イベ ン ト (見 世 出 しや お ど りの会 な どの舞 台 ) で は ､ この お化 粧 師 が顔

をつ くるO なお ､花街 ご とに どの化 粧 師 が 出入 りす るか 明確 に決 ま って お り､化 粧

師 は厳 格 な徒 弟 制 で 育 成 され てい る｡
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お茶 屋 の後援 会 の メ ンバ ー とな り､後援 会会長 の了解 の も とにそ の会 の

複 数 回 の行 事 に継 続 的 に参加 し､参 与観 察 の対象 と した｡

2.2 研 究方法

本 論 文 で は､花街 の 内部 の関係者 - のイ ンタ ビュー調 査 と､お座 敷 な

ど花街 の 中での参 与観 察調 査 を研 究方 法 と してい る｡この両者 の調 査 に

は､数 十 人以上 の調 査協 力者 がい るが､この 中で ､主要 情報提供者 (major

informants)は以 下 の 16人 で あ る｡ この主要情 報提供者 に はイ ンタ ビ

ュー調 査 を複数 回実施 す る と ともに､参与観 察 の なかで も複 数 の協力者

か ら繰 り返 し話 を聞 くこ とがで きた｡

なお ､主要情報提 供 者 の年齢 と就 業経 験 は調 査 当時 の もので あ る｡

舞 妓 M さん 19歳 (就 業経験 4年 ､舞妓 と して はベテ ラ ン)

芸妓 Y さん 25歳 (就 業経験 2年 ､大学卒業後 芸妓 にな る)

お茶屋 兼 置屋 (新 規 開業) の経 営者 K さん 40 代前 半 (芸舞 妓歴

20数年 ､経営歴 5年 )

お茶屋 兼 置屋 (100年 以上続 く老舗 )の経 営者 0 さん 40代 前 半 (芸

舞妓歴 20数年 ､経 営歴 約 10年)

元舞 妓 T さん 30代前 半 (舞妓歴 5年 で引退 後 ､花街 近辺 でサー ビ

ス業 に従 事 )

芸舞妓 と関連 が深 い業界 関係 者 A さん 30代 前 半女性

お化粧 師 の親 方 0.K さん 70代前 半男性 (職 業歴 40年 以 上 )

お化粧 師 の弟子 S.Sさん 40代 前 半女性 (職 業歴 約 20年 )

老舗 料理 屋経 営者 K.H さん 60代前 半男性 (職 業歴約 40年 )

老舗 花屋 経 営者 F.Sさん 50代後 半男性 (職 業歴約 25年 )

老舗 扇 子屋経 営者 M.K さん 70代 男性 (職 業歴約 50年 )

お茶 屋 (K さん経 営)の後援 会会長 Ⅰ.Y さん 60代 前 半男性 (会 長

歴 5年 )

お茶 屋 (K さん経 営 )の後援会 メンバー で花街 近 隣居住経 験者 M.氏

さん 40代後 半男性 (会員歴 3年 ､花街 関連 著作 あ り)
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元伝 統文化担 当の地元新 聞記者 (花街番経験者 ) S.H さん 60代後

半男性 (花街 に関す る著作 あ り)

伝統 楽器店経営者 0.M さん 40代前 半男性 (職業歴約 25年)

滋賀 県 のお茶屋兼 置屋 の経営者 M さん 70代前 半女性 (職 業歴約

50年 ､現役芸妓)

イ ンタ ビュー方法 は､質 問項 目をあ らか じめ決 めてお くが､場合 に よ

って は主要情報提供者 の語 りに合 わせ て､自由に聞 き取 りを行 うとい ラ

半構造化 イ ンタ ビュー の形式 で行 った｡また､記録 され たデー タは研 究

目的以外 には使用 しない こと､個人名 が特 定 され る場合 には仮名 な どに

よって表記す るこ とを主要情報提供者 に書面 と口頭 で伝 えた上で､イ ン

タ ビュー は行 われ た｡イ ンタ ビューの内容 は､主要情報提供者 の許諾 を

得 て音声 に録音 し､その後すべてテー プか ら文字形式 に変換 され た｡録

音 の許 諾 が得 られ なか った主要情報提 供者 のイ ン タ ビュー は筆者 の メ

モ を基 に記録 にま とめ られ た｡なお､イ ンタ ビュー の文字デー タにつ い

て は､公 表 の許諾 が得 られ た ものは､別 添付 の資料 と してい る｡

このイ ンタ ビュー調査 と並行 して､主要情報提供者 のお茶屋 での参与

観 察 を 2001年～2005年 12月29まで実施 した｡2004年 か らはK さん経

営 のお茶屋 の後援会 の メ ンバ ー として後援 会 の行 事 に も参加 し､2004

年 には､11月の新人舞妓 の ｢お見世 出 しのお祝 い会 ｣(お茶屋 の後援会

組織 が企 画 ･主催 )､2005年 には､2月 の ｢お化 け30鑑 賞会｣､4月 の ｢京

お ど り鑑 賞会｣､5月 の ｢先 算 31 (さっこ う)を見 る会｣､6月 の ｢衿 (え

り)替 え32 (-芸舞妓 のキャ リアの節 目の一つ)お祝 い会｣､8月の ｢川

29 この 間 に､計 7回友 人や 知 人 と一緒 にお客 と してお座 敷 に上 が ったO後 述す る後

援 会 で のお座 敷遊 び を含 め る と十数 回 のお座 敷 経 験 を有す る0

30 京 都 の花街 では節 分 (旧暦 の新年 ) に､芸舞 妓や お茶屋 の女 将 ､馴 染 み 客 な どが

扮 装 を こ ら して､お茶屋 のお座敷 で遊 ぶ風 習 が あ る｡ 例 え ば筆者 が見 た経 験 で は ､

女 将 が看護 婦長 ､お客 は 旧制 高校 の学生 のいでた ち を見 か けた こ とがあ る｡2005年

の お化 け鑑 賞会 で は､4組 の芸舞妓 に よる扮装 を こ ら した仮 装 とそ のいでた ちに ちな

ん だ小 芝居 がお座 敷 で行 われ た0

31 衿 替 えが決 ま った舞妓 だ けが結 うこ とがで き る特別 な 日本髪 の こ と｡

32 舞 妓 の衿 は赤 地 に刺 繍 が して あ る ものだが､芸妓 の衿 は 白 (一般 的 な和服 の衿 )

とな るので､ この呼び名 が あ る とい われ てい るO 芸妓 に な る ときには､髪型 は地 毛
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床 遊 び の会 ｣､11月 の ｢紅葉狩 り｣ と ｢先 算 を見 る会 ｣ に同席 し､参加

当 日の筆者 の体験や メモ ､写真 ､また直接 体験 して い る場 合 で も参加 者

が撮影 した ビデ オテ ー プ も参 考 にす るな ど して､参 与観 察記録 を作成 し

た｡

この ほか に も､各花 街 が一般 の参加 者 を募 る行 事 や ､花街 関連 の 日本

舞 踊 の家元 主催 の踊 りの会 な どに参加 し､参 与観 察記 録 を作成 した｡例

えば､2004年 4月 か ら 2005年 11月 にか けて 開催 され た各花 街 の踊 り

の会 33を観 賞 し､舞 台 の 出 し物 や衣装 ､観 客 の様 子 な どを比較 して ､参

与観 察記 録 を作成 した｡ また､上七軒 で 7月～8月 に開催 され る ビア ガ

ー デ ンや ､ 10 月 に行 われ た踊 りのお さ らい会 に も参加 し､参 与観 察記

録 を作成 した｡

なお ､こ うした参 与観 察調 査 を行 うときには､花 街 とい う調 査 フ ィー

ル ドの慣 習 に準拠 し､で き るか ぎ り筆者 も着物 を着 て調 査 に赴 くよ うに

した｡

また ､筆者 自身 が舞妓 の風俗 を体験す る ｢変身舞 妓 ｣ 34の業者 にでか

け､実 際 に 日本髪 で舞妓 の衣 装 をつ け､祇 園界 隈 を散 策す るな ど身 体 を

使 った経 験 も参与観 察 の記録 と した｡

2.3 調 査 の解釈 方 法

本 論 文 で は､ 日本 の文化 の象徴 で､女性 の専 門的 な職 業 と して非 常 に

長 い歴 史 の あ る芸 舞 妓 の初 めて の本 格 的 な社 会 科 学 的 な視 点 の研 究 で

あ る｡研 究蓄積 が乏 しい分 野 で あ り､精微 な理論 的 な貢 献 は難 しい た め ､

調 査 フィール ドの 内部 に入 り､参与観 察 を重 ね る とい う定性 的 な調 査 辛

か ら軍 に ､衣 装 は振 袖 か ら短 い枚 に な るな ど､ 見 た 目に大 き な変 化 が あ るO ま た ､

見 た 目の変 化 だ けで な く､芸 妓 に な る とお座 敷 で は舞妓 時 代 とは違 った 当意 即 妙 の

受 け答 えや 高 い レベ ル の 芸 を求 め られ るな ど､ よ り高 い技 能 が 要 求 され る｡

33 祇 園 甲部 の都 を ど り ･宮川 町 の京 お ど り ･上 七 軒 の 北 野 を ど りは毎 年 4月 に ､ 先

斗 町 の 鴨川 を ど りは毎 年 5月 に開催 され るoなお ､祇 園東 の祇 園 を ど りは毎 年 11月

に 開催 され る0

34京 都 の花街 界 隈 に は舞 妓 姿 に変 身 で き る こ とを業 とす る店 舗 が 十数 軒 あ る｡ こ こ

で は ､お 客 (主 に観 光 客 の 女 性 ) が ､舞 妓 の衣 装 とかつ らをつ け､お しろ い を塗 り

舞 妓 姿 に変 身 す る こ とが で き る｡ 写真 撮 影 は もち ろ ん､ そ の 変 身 後 の舞 妓 姿 で京 都

の観 光 地 を歩 くこ とが で き る とい った サ ー ビス もあ り､若 い 女 性 だ けで な く､熟 年

の 女 性 に も人 気 が あ る｡
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法 を選択 した こ とを生 か し､フィール ドか らの 内部者 の声 か らで きた グ

ラ ンデ ッ ト･セ オ リー の考 え方 に基 づ く理論 の発 見 を 目指 した｡そ の た

め､理 論構 築 の方 法 と して､Glaser&Strauss(1967)の ｢デー タ対話

型 理 論 の発 見｣ の方 法 に準拠 した｡

調 査 デー タの解 釈 に 当た って は､イ ンタ ビュー調 査 で は､それ ぞれ の

調 査 協力者 のデ ー タ内容 を質 問表項 目に沿 って読 み 取 り記 述 し､次 に研

究課 題 に基 づ き､イ ンタ ビュー ･デ ー タの記 録 を解 釈 した｡また参与観

察調 査 で は､フィール ドノー トを取 り､それ を基 に参 与観 察記録 を作成

し､研 究課題 に基 づ きそれ の解釈 を行 った｡

調 査 にはエ ス ノグラ フ ィ ックな手法 を用 い､イ ンタ ビュー そ の もの も

文化 に コンテ クス トを置 くヒア リング とな るので ､エ ス ノグ ラフ ィ ック

な記 述 をイ ンタ ビュー調 査 で も参 与観 察調 査 で も心 が けたCしたが って ､

解 釈 に 当た って も､文字 だ けで な くフ ィール ドか ら聞 き取れ た京 言葉 の

微 妙 なニ ュア ンス を考慮 し文脈 まで配慮す る35よ うに した｡

また ､花街 で は着物 で 日常生活 を してお り､い つ (時期や行 事 ) どの

よ うな着 物 を着用 す るのか､そ の着物 の生地 ･柄 行 ･色 目に も理 由や 意

味 が あ る こ とが多 い｡そ こで参与観 察 のお りには､芸舞妓 の衣装 ､お母

さん の着 物 を見て ､四季 お りお りの約 束事や ､そ の柄 に込 め られ た意 咲

な ど､ 日本 的 な意 匠 に込 め られ た文脈 を汲み 取 る こ とが必 要 にな る｡筆

者 は 日本 舞踊 を習 って いた経 験 が あ る こ とか ら､着物 は あ る程 度着慣 れ

てお り､家庭 の 中で祖 母や 母 が常時着 て いた ので一般 的 な着 用 のル ール

や お お ま か な意 匠 の意 味 な どは理解 して い るが､さ らに詳 しく場 面 ご と

の着 物 に込 め られ た意 味 を解 釈 す るた め に､知人 の専 門家 36に踊 りの会

や お座 敷 な どに可能 な時 には同席 を依頼 し､ア ドバ イ ス を求 めた｡同席

が無理 な ときには写真 な ど着 物 に関す るデ ー タを後 日見せ て､芸舞妓 や

お母 さん の着用 して い る着物 の柄 の意 味 ･グ レー ド･価格 の 目処 な どを

35 筆 者 が 生 まれ 育 った の は ､花 街 に徒 歩 圏 で行 け る商家 で あ った た め ､花街 で話 さ

れ て い る京 言 葉 に近 い京 言 葉 を話 す こ とが で き､ お 茶屋 や 置屋 の女 将 ､ 老 舗 の経 営

者 な ど と言 葉 の うえで は壁 が な く､ こ うした京 言 葉 を 自在 に あや つ りそ の ニ ュ ア ン

ス を使 い分 け る人 た ち と､非 常 に近 い雰 囲気 で 会 話 す る こ とが で きた｡

36貸 衣 装 業 で約 20年 の経 験 が あ り､着 物 に詳 しい知識 を有 す る知 人0
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教示 して も らった うえで､解釈 を した｡

なお ､イ ンタ ビュー ･デー タの記録や 参与観察 の記録 を引用す る際 に

は､京言葉 の部分 に特 に注記 をつ けず ､そのまま引用 してい る｡これ は､

文化 に コンテ クス トを置 く調査デー タで あるため､注記 をつ ける､あ る

い は京言葉 の標準語 の対訳 を作 る とい った方 法では､引用デー タの一語

一語 に対応す るよ うな非常 に煩雑 な もの とな り､か えって読み に くく理

解 が しに くくな るこ とを考慮 したか らで あ る｡例 えば引用文 には ｢お た

の も うします｣･｢言 わは る｣･｢しては る｣･｢そ うどす｣いった京言葉 が

その まま用い られ てい るO
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第 3章 調 査対 象 の背景

調 査対 象 の京都 の花街 は ､一般 的 に詳 しくその様 子 を知 られ て はいな

い｡一 見 さんお 断 りの慣 習 が あ るた め に､実 際 に京都 の花街 で遊 んだ経

験 者 は少 な く､また興 味本位 にマ ス コ ミな どで紹 介 され るこ ともあ るた

め に､芸舞妓や京都 の花街 につ いて誤 った知識 が流布 して い る こ とも多

い｡そ こで ､本 章 で は､調 査対 象 の背景 につ いて概 要 を記 述す る｡なお ､

本 章 の記 述 に 当た って は､調 査協力者 か ら花 街 につ い て ご教示 い ただい

た こ とや既存 の文 献 を参 考 にす る と当時 に､筆者 が花 街 で遊 んだ体験や

幼 い こ ろ よ り祖 母 や 両親 か ら見 聞 き して い た こ と も含 めて ま とめて い

る｡

3.1 京都 花街 の歴 史 と現状

現在 京都 には､祇 園 甲部 (ぎお ん こ うぶ )､祇 園東 (ぎお ん ひ が し)､

上 七軒 (かみ しち けん)､先 斗 町 (ぽん とち ょ う)､宮川 町 (みや が わ ち

ょ う)､ 島原 (しまば ら) の計 6カ所 の花 街 が あ る｡ この 中で､芸舞妓

が存在 し､現在 も産 業 と して賑 わ ってい るの は島原 以外 の五つ の花街 で

あ る｡ このた め に､京都 の花街 を総称 して ｢五花街 ｣ (ごかが い) と呼

ばれ るこ とが あ る｡

本 論 文 は ､芸舞妓 の キ ャ リア形成 と花街 の制度 を考 察す る こ とを 目的

と してい るので､この島原 を除 いた五 つ の花 街 を リサ ーチサイ トと して

い る｡ した が って ､本 項 で は五花街 の歴 史 と現状 につ いて記述 す る｡な

お ､京都 の花街 の場所 につ い ては ､

図 2の ｢京 都 五 花街 の地 図｣(17 頁)､花 街 の風 景 につ いて は写真 資

料 1 ･2 (167貢) を参 照 され た い｡
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図2

京 都 五 花 街 地 図



3.1.1 京都 花街 の歴 史一 五花街 とそ の特徴-

｢花 街 ｣ とは､芸妓 と遊 ぶ お店や 芸妓 た ちが集 ま って形成 して い る街

の こ とで あ る｡ 日本 全 国 には､多 くの花街 37が存在 し､それ ぞれ の歴 史

を持 って い るが､一般 的 にはそ の多 くは寺社 仏 閣 の側や 港 の側 や街 道 筋

沿 い な ど､人 が集 ま る場所 の近 くにあ る｡有名 な東 京 の浅草 な どは､そ

の よい例 で あ ろ う｡参 詣 のお客 のた めにで きた茶店 な どが発 展 して､花

街 にな ってい くこ とが多 か った ので あ る｡

江戸 時代 には 日本 全 国 に数 多 くの花街 がで きたが ､そ の中で京都 の花

街 は､滝 沢 (曲亭)馬 琴 を して ､『凡 そ洛 中の大 半 は皆妓 院 』 38と､嘆 声

を漏 らさせ てい る｡千年 の都 で あ る京都 の花街 は､江 戸時代 か ら他 国 の

人 を多 く受 け入れ る歓 楽街 ､観 光地 と して栄 えて いた ので あ る｡

この京都 の花街 で最 古 とい われ るのが ､北野天満 宮 の近 くにあ る上 七

軒 で あ る｡室 町時代 ､将軍 足利 義政 の ころに､北野社 と呼ばれ た現在 の

北野 天満 宮 の一部 が消失 し､この神社 の修 造 作業 中に残 った材 料 を払 い

下 げて も らって七軒 のお茶屋 を立 てたのが ､上七軒 の起源 で あ る と言 わ

れ て い る｡そ の後 ､天 正十 五年 (1587)に豊 臣秀 吉 が北野 で大茶 会 を催

したお りに､この七 軒 の茶屋 が休 憩所 となった｡ この こ とか ら､お茶屋

の営 業権 をあた え られ て､十 七世紀前 半 には正式 に許 可 がお り､そ の徳

花街 と して発 展 して い ったので あ る｡

現在 五花街 の 中で ､地域 と して最 大 の規模 を持 つ祇 園 甲部 とそれ に隣

接 す る祇 園東 39は ､八坂神社 に参詣す る人 々にお茶 を出 した水茶屋 が起

源 で あ り､そ の水茶 屋 は十 六世紀 中頃 に あった とい う記録 が あ る40｡ こ

の八坂神 社 は､京都 の人 か らは ｢祇 園 さん｣ と呼 ばれ ､観 光 客 は もち ろ

37 例 えば､大 阪の キ タや ミナ ミも花街 で あ る｡東京 で は浅 草 の他 に新橋 ､赤 坂 ､神

楽 坂 な どが有名 で あ る｡

38 滝 沢馬 琴 の江戸 時代 の享和 2年 (1802)発行 の随筆 『需 (き)旅 浸録 』は､関 西

紀 行 につ いて記 してい るが ､ この 中に遊 所 の記述 が詳 しい｡

39 祇 園 甲部 と祇 園東 は､ も とも とは一 つ の花街 で あ った が ､明治時代 初期 に祇 園 甲

部 と祇 園 乙部 の二つ に分 け られ た｡ そ の後 乙部 とい う名 称 が 甲部 の下の よ うに聞 こ

えて不適切 だ とい うこ とで ､祇 園東 とい う名称 に変 わ って い る｡

40明 田 (1994) に よるO 明 田 (1994) には､京都 の花街 だ けで な く､全 国の花街 の

歴 史 が詳 しくま とめ られ て い る｡
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ん ､地 元 の人 か らも篤 く愛 され てい る｡ ちなみ ､ 日本 三大祭 りの一 つ ､

京都 の祇 園祭 りは､ この八坂神 社 の祭 事 で あ る｡

江戸 時代 の初 め ころか ら､祇 園界隈 の水茶屋 は賑 わ い をみせ ､最 初 は

白湯 や お茶や お茶 菓 子 ､次第 にお酒や つ まみ な どの料理 も出す よ うにな

り､さ らに水茶屋 の茶 立 て女や茶 汲み女 た ちが､歌や 踊 りを披 露 してお

客 を もて なす よ うにな り､発 達 してい った｡

江 戸 時代 ､舟運 の盛 ん な高瀬川 に面 した先 斗 町 は､1712年 に料 理店

経 営許 可 がお り､お茶屋 ､旅 龍屋 が立 ち並 んだ町 とな った｡ただ 当時 は

お茶 屋 よ り宿屋 が多 い町 で あ ったが､宿 泊客 の身 の回 りの世話 をす る女

た ちが現 れ る よ うに な り､そ の後 1813年 には芸妓 取 り扱 い許 可 がお り

た｡祇 園 が祇 園 出身 の芸舞妓 を優 先 して育成 し､お っ と りした祇 園風 を

大切 に して きたの と比 べ て､先斗 町 は芸 が達者 で あれ ば出身地 を問わず

他 の花街 か ら替 わ って くる芸妓 をかか え る置屋 も多 く､粋 で芸達者 な芸

妓 が 多 い とい う定評 41もあ る｡

宮川 町 は鴨川 べ りに あ り､江 戸 時代初 期 ､ 河原 に立 った芝居 小 屋 -

芝居 (現在 の歌舞伎 の前 身)を観 に来 た客 の た めにで きた茶店 が､時代

と共 にお酒 を提 供 す る よ うに な り､芸妓 ･遊 女 を揃 えて発 展 して きた｡

また ､これ は全 国で も極 めて珍 しい例 で あ るが ､芝居 に出演す る ｢若 衆

(わか しゆ)｣ と呼 ばれ る若 い男 の子 の俳 優 まで も抱 えて､江 戸 中期 に

は総 合 的 な遊 興 の場 と してか な り発 展 してい たので あ る｡歌舞伎 で大 向

こ うか ら声 が かか る ｢音 羽屋 ｣な どは､当時宮川 町 に あったお茶屋 の名

前 で ､こ こを歌舞 伎役 者 が常宿 に していた経 緯 か らこの屋 号がつ い た と

の こ と｡ この歴 史 か ら分 か る よ うに､今 で も宮川 町 と歌舞伎 業 界 とのつ

なが りは深 い｡

これ ら五 つ の花街 は､成 り立 ちの歴 史 と地域 が異 な るた めに､現在 で

もそれ ぞれ に特徴 が あ るOこの特徴 を評 して地元 京都 の人 た ちは い ろい

ろな こ とを 口にす るが､｢伝 統 と格 式 の祇 園 町 (ぎお ん まち)､接 待 の場

所 ｣､｢粋 な先斗 町､ プ ライベ ー トな らこ こ｣､｢気 楽 に楽 しめ る宮川 町 ､

41 先 斗 町 以外 の花街 の芸 妓 か ら､｢先 斗 町 の芸 妓 さん た ちは粋 どす え､ うち先 斗 町

の○○ さん姉 さん の フ ア ン どす ね ん｣ とい う話 を筆 者 は聞 い た こ とが あ る｡
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くつ ろげ る居 間｣､｢しっ と り落 ち着 ける上七軒､奥座敷｣な ど､花街 そ

れ ぞれ を言 い表す言葉 が馴染みのお客か らは聞かれ るのである｡

3.1.2 花街 の業界規模

京都 の芸娼妓 の数 は､渡会 (1977)に よる と､江戸時代か ら明治 に入

って もあま り変化 がな く 1500余人 ､それ が大正元年 には約 2倍 に膨れ

上 が り､ 中で も娼妓 は 2200余人 とい うことだか ら､大正元年 には芸妓

は約 800人 いた ことにな る｡花街 ご との芸妓 の数 は､渡会 (1977) に

よる と､明治 34年 には先斗 町で芸妓 175人､貸座 敷 業者 (お茶屋 に相

当す る と思われ る) は 175戸 ､祇 園東 は明治末期 には芸妓 71人､貸座

敷業者 147戸 である｡三宅 ･森 田 (2004)による と､大正 12年 当時 の

祇 園 甲部 だけで舞妓 は約 100人 ､芸妓 は約 700人 ほ どいた とい うか ら､

大正年 間 には芸舞妓 の数 は増加 していた こ とが想像 で きる｡

しか し､現在 の芸舞妓 の人数やお茶屋 の件数 は表 1 (21頁) の とお

りで､大正末期 に比べ る と祇 園 甲部 では 8分 の 1程度 に減少 してい る0

こ うした芸舞妓や お茶屋 の減少傾 向は､京都 の花街 に共通 の長期 的な傾

向で､特 にバ ブル景気崩壊 以降､お茶屋や置屋 の数 が減 り花街 の町並み

が往 時の姿 を とどめな くな って きた ことを危倶す る声 があが り､その こ

とが京都 では話題 になった｡

しか し､ ここ数年 は､芸妓 は 200人前後 ､舞妓 は約 70人でほぼ横 ば

いで あ る と､財 団法人京都伝統技芸振興財 団 (おお きに財 団)の関係者

は語 って い るO また､筆者 が調査研 究 を始 めてか ら､若干芸舞妓 の数 ､

特 に舞妓 の数 が増 えてい る42が､長期 的傾 向を考慮す る と芸舞妓 の人数

は横 ばいか減少 であ り､規模 の急激 な拡大 は望み薄 と思 われ る｡これ は､

お茶屋 の数 が急激 に減少 した後､新規 開業が ほ とん どない ことか らも予

42 例 えば､上記 の調 査結果 と比べ て､先斗 町は 2005年 5月 には舞妓 が 4人-6人

に ､祇 園東 は 2005年 11月 に は舞妓 は 5人- 9人 ､芸妓 は 11人- 14人 と増 えて い

るo 舞 の期 間は 20歳 ぐ らい までで一般 的 にデ ビュー後約 4-5年 間であ るが ､後 に

途 中で辞 め る人数 を考慮 す る と､毎年 20人 ～30人程度 は舞妓 と して新 しく花街 に

や って来 る新規 参入者 が あ る と思 われ る｡ また､複 数 の花街 の芸舞妓 か ら､ こ こ数

年 は舞 妓希 望者 が増 えてい る とい うこ とを筆者 は聞 いた0
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測 され る｡

表 1 芸舞 妓 の人数 とお茶屋 の軒 数 2005年 3月 31日現 在

(京都 伝統 技芸 振興 財 団調査 に基 づき筆者 作成 )

芸妓 舞妓 お茶屋

祇 園 甲部 85 28 74

宮川町 40 29 38

先 斗町 43 4 32

上 七 軒 16 9 ll

祇 園 東 ll 5 ll

合 計 195 75 166

ま た､花街 の事 業規模 につ いて は､業界 団体や 京都 市観 光協会 な ど関

連 団体 か ら出 され る正確 な統 計 はな く､根 拠 と して公 表 され る数字 が ほ

とん どな い た め､産 業 界 と して の規模 を特 定す る こ とは非常 に難 しい｡

例 えば ､芸舞妓 の花 代 43は価 格 一覧表 と して公 表 され てお らず ､ また地

方 - の 出張や 事前 の予約 の有無 ､特別 な行 事 44に よって花代 の計算 方 法

が異 な るた め に､花街 の外部 か ら事業規模 のベ ー ス とな る芸舞妓 の総 花

代 の規模 を推測 す る こ とす ら困難 であ る45｡

43芸 舞 妓 をお 茶 屋 や 料 亭 に呼 ぶ ときにか か る料 金 の こ とC昔 は線 香 が 1本燃 え る時 間

ご とに料 金 を加 算 した こ とか ら､今 で も花 代 は 1本 ､ 2本 と数 え るD なお 1本 あた

りの 単位 時 間 は ､花街 に よっ て異 な る｡ 祇 園 甲部 で は 1本 は 5分 ､先 斗 町 で は 1本

は 15分 で あ る｡芸 舞 妓 を呼 ぶ 時 間 の 区切 りは ､基 本 的 に 夕方 の 18時 ～20時 ､二 次

会 の 時 間 帯 の 20時す ぎ～22時す ぎ とい うよ うに ､2時 間 を一 つ の ま とま りと して花

代 が計 算 され る｡ なお ､ 同 じ時 間 帯 に複 数 のお座 敷 が か か る よ うな人 気 の 高 い芸 舞

妓 を ど う して も とお座 敷 に 呼 んだ場 合 ､30分 しか お座 敷 に い られ な くて も､2時 間

分 の 花 代 をお 茶 屋 が つ け る こ とが一般 的 で あ る0

44 見 世 出 しや 衿 替 え､節 分 の お化 けな ど､特別 な イ ベ ン トで はお座 敷 に い る時 間 が

通 常 よ り短 くて も､通 常 と同 じ時 間分 の花 代 の本 数 が つ く｡ 出 張 とい って花 街 の外

- 出 か け る場 合 は ､置屋 を 出 た 時 か ら帰 宅 す るま で にか か る時 間す べ て に花 代 が つ

き ､ お座 敷 で の最 小 基 本 単位 の時 間 よ り､ 当初 か ら長 めの設 定 時 間 で花 代 をカ ウン

トす る な ど､通 常 のお座 敷 とは花 代 の カ ウン トの方 法 そ の もの が異 な る｡

45 これ は あ くで も筆 者 が 花街 で遊 ん だ経 験 か らの試 算 で あ るが ､通 常 2時 間 の お 座

敷 の 芸 舞 妓 1人 の花代 は 2,5万 円～ 3万 円程度 で あ るO 芸 舞 妓 は 夕方 6時 ご ろか ら

夜 の 12時 ご ろ までお座 敷 を 三つ か ら四つ 回 るのが 平 均 的 だ とい われ て い るの で ､ 1
人 当 た り 1日約 10万 円の 売 上 が あ る と思 われ る｡ さ らに 出 張 な ど､花 代 が 通 常 よ り
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3.2 芸舞妓

3.2.1 芸妓

海外 を含 めて一般 的 には芸者 とい う言葉 が よ く用 い られ てい るが､芸

妓 (げい こ) も芸者 (げい Lや) も全 く意 味で､同 じ花街 で働 く女性 の

専 門職 を指す言葉 で あ る｡ 関西では芸妓 (げい こ)､それ以外 の地域 で

は芸者 (げい Lや) と呼ばれ てい る ことが多い よ うであ る｡ ただ､芸

者 (げい Lや) も芸妓 (げい こ) も正式 には､｢芸妓 (げいざ)｣ と呼 ば

れ てお り､各花街 には芸妓組合 (げい ざ くみ あい) とい うその花街 に所

属す る芸舞妓 が加入 す る組合員組織 もあ る｡

芸妓 の装束 は､着物 の袖 は短 く､帯 は二重太鼓 に結ぶ｡3.2.2 で後 述

す る舞妓 に比べ てかん ざ Lも少 な くな り､ス ッキ リと した ｢粋 さ｣､大

人 の女性 の美 を表現 してい る｡ 日本髪 の結 い方は､明治維新 の後 ､京都

で大流行 した とい う江戸風 の島 田督 (まげ)が定着 し､現在 に伝 え られ

てい る｡芸妓 の 日本髪 は明治や大正 の ころの写真 を見 る と地毛で結 われ

ていたが､約 50年 前 か ら掌 (かつ ら) に変 わってお り､芸妓 が地毛 で

日本髪 を結 うこ とは特別 な行事 46以外 はな くなってい る｡ こ うした芸妓

の等 の使用 は､地毛 に よる髪結 いの負担 を減 らし､芸妓 たちが生活 しや

す くす るための工夫 として生 まれ た ものが､どの花街 で も定着 した結果

であ る｡

なお ､｢芸｣ を売 る ｢芸妓 (げいざ)｣に対 して､ 日本 にあった ｢公娼

高 いお座 敷 もあ るか ら､平 均 す る と 1日あた りの売 上 は ､13- 15万 円程 度 に な るだ

ろ うと思 わ れ る｡ 芸 舞 妓 の公 休 日は月 2日だ か ら､年 間 で約 300日程 度 お座 敷 を こ

なす こ とが で き る と して ､ 1人 あた りの花 代 を仮 に 1日 14万 円 とす る と､ 14万 円

×300日で約 4200万 円程 度 の 売上 が あ る こ とに な るD芸舞 妓 の総 数 と して 表 1の 170

人 を用 い る と､4200万 円 ×170人 =71.4億 円 とい う総 花代 が推 計 で き る｡ これ は あ

くま で も花 代 だ け の試 算 で あ るの で ､お 茶屋 の手 配 代 や お茶 屋 で 消 費 され る料 理 や

飲 み 物 代 ､ ま た芸 舞 妓 た ち の衣装 や か ん ざ Lな どの 小物 にか か る費 用 ､ 芸 舞妓 た ち

の お稽 古 に か か る経 費 な ど も含 めて考 え る と､花 街 全 体 で の 事 業 規模 は この数 倍 に

な るだ ろ うと推 測 され る｡ こ うした試 算 の裏 づ け と して ､置 屋 の お母 さん が舞 妓 の

着 物 一式 に は最 低 で も 200万-300万 円か か る と話 して い た こ とを筆 者 が 聞 い た こ

とや ､ 舞 妓 の着 物 代 に今 ま で 1億 円以 上 のお金 を使 って きた と置屋 のお 母 さん が話

して い た の を聞 い た こ とが あ る とい う花街 関係 者 の 談 話 を あ げ てお く｡

46 祇 園 甲部 の都 を ど りの総 踊 りや 鳴 り物 担 当 の芸 妓 は ､京 島 田 とい う日本 髪 を地 毛

で結 うこ とが あ る｡
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制度 ｣ の枠組 みの 中で は ｢体 ｣ を売 る人 が ｢娼妓 (しょ うぎ)｣ と呼 ば

れ たが､この両者 の存在 が混同 され る ことが多 い よ うなので､ここで少

し詳 しく説 明す る｡京都 の島原 に今 もい る ｢太夫 ｣ 47たちは､ この ｢娼

妓 ｣ の 中で最 も位 が高 い とされ る人た ちであ るO 東京 で ｢お い らん｣､

京都 で ｢こったい｣ とも呼ばれ る｡｢売春禁止 法｣が施行 され る昭和 33

年 までは､ほ とん どの花街 で､芸妓 と娼妓 が同時 に存在 していた｡そ の

昔 を知 る年配 の芸妓 の話 を聞 いた こ とが あ る とい う置屋 のお母 さん に

よる と､｢公 娼 の鑑札 は､『一夜妻 (い ちや づ ま)』 の鑑 札 であ るか ら､

つ ま り例 え一夜 で もお客 さんの奥 さんなのだか ら､お座敷 では芸妓 よ り

も上座 に座 った もの｣だそ うである｡それ に対 して､芸妓 は ｢体｣ を売

らない こ とを誇 りと していた｡この よ うに､芸妓 と娼妓 はお互い のプ ラ

イ ドを異 にす るこ とで同 じ花街 の中で両者 が共存 していたのだ ろ うと､

このお母 さんは語 ってい る｡

公娼制度 が廃止 され た現代 で も､花街 の言葉 には 当時の様子 を表 した

ものが残 ってい る｡芸妓 や舞妓 は長 く裾 を引いた着物 を着 るが､屋外 な

ど裾 を引 きず って歩 くこ とができない ところでは､必 ず左手 で ｢棲 48(つ

ま)｣ を持 つ｡ この こ とは ｢左複 (ひだ りづ ま)｣ と呼 ばれ ､｢『芸』 は売

って も 『体』は売 りませ ん よ｣､とい う芸舞妓 の気持 ちを表現 49した所 作

なのであ る｡

3.2.2 舞妓

舞妓 とは芸妓 にな る前 の 15歳 50か ら 20歳 くらい までの少女 の こ とで

ある｡戦前 の舞妓 は 10歳 か ら 15歳 の年少者 であったため､お座敷 で気

の効 いた会話 な どがで きる年齢 ではな く､お座敷 では主 に舞 を披露 した

47 もち ろん娼 妓 と して体 を売 るわ けでは な く､ 島原 の太 夫 た ちは､観 光 客 向 けに ､

八 文字 歩 きの道 中行列 な どを 当時 の風俗 で見せ て い る｡

48 着 物 の衿 下の部分｡

49 芸 舞 妓 の左 複 に対 して ､花魁 (お い らん)な どの遊 女 は右 手 で複 を とる｡これ は ､

右 手 で複 を持 て ば､着物 の合 わせ 目は右 ､そ して長 じゆぽん の合 わせ 目も右 に あ り､

男性 の手 が裾 に入 りやす い か らで あ る｡左 手 で複 を持 て ば､着物 と長橋枠 の合 わせ
目が反 対 にな るか ら､男性 の手 が入 りに くくな る｡

50 現在 は ､義務 教育終 了後 で ない と舞妓 になれ ない｡
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ので､この呼び名 がついた らしい｡当時の舞妓 はお座敷 ではあま り話 を

しないのが好 Lとされ ､舞妓 同士の会話 には､指 で表す符 丁言葉 が あっ

た｡ しか し､最近 の舞妓 た ちの年齢 は以前 と比べ て上 がってお り､お座

敷 で もお客 と会話 がで き るこ とが必要 とな り､こ うした符丁言葉 は用 い

られ な くなってい る｡

舞妓 の装束は､友禅 染 の着物 に西陣織 の帯が基本 であ る｡着物 は振 り

袖 で肩 と袖 には縫 い上 げが され てい る｡帯 は全長 5m程 あ る長 い もので､

後 ろ姿か ら見た美 しさを出す ためにだ ら りと長 く垂 らした結 び方 (舞妓

の風俗 については､167頁 の写真資料 3と 4を参照)をす るので､だ ら

りの帯 と言 われ るo こ うした衣装 の重 さは合計 20kgほ どで､筆者 も実

際身 に付 けてみたが､普通 の着物 に比べ てず っ しりと重 い｡ しか も､だ

ら りの帯 が膝 裏 の下 まで あ るので､動 くときに帯が想像 以上 にゆれ て､

慣れ ない と周 囲の ものに帯先 があた り､慣れ ない と非 常に動 きに くい も

ので あ る｡着物 の肩 と袖 にあ る縫 い上 げは､これ はまだ子供 であ る とい

う日本 古来 の風 習 51で､地毛 52で結 う京風 の髭 に花 かん ざ Lもた くさん

つ けて､ あ くまで も可愛 らしさと幼 さを強調 してい る｡

この形 は､江戸時代 末期 の京都 の町娘 の風俗 で あ る と言 われ てお り､

明治期 の舞妓 の写真 と現代 の舞妓 とを比較 して も､そ の風俗 にはほ とん

ど変化 はみ られ ないO芸妓 と舞妓 の装束 は､時代 考証 的 に考 える と矛盾

点が あるが､花街 の歴 史約 350年 のなかで､それぞれ に最 も美 しくバ ラ

ンスが 良い と思 われ る姿が残 され て きたのではないか と､あ る置屋 のお

母 さん は語 っていた｡

舞妓 のお稽古 ご と と しては､｢日本舞踊 ｣ と立 ち居振 る舞 い の訓練 に

もな る ｢お茶｣は必修科 目で､そのほか に ｢三 味線 ｣｢鳴物 (鐘 ･太鼓 ･

鼓)｣｢長 唄小唄 ･端 唄 ･常磐津唄｣な どを芸舞妓 が通 うこ とになってい

る花街 にある学校 (3.5で後述す る各花街 にある芸舞妓 のための学校 ､

一般 的 には女紅場 とよばれ てい る｡ 専 門学校 にな って い る ところ もあ

51 七 五 三参 りの女 児 の着 物 な どに この風 習 は残 って い る0

52 現 在 も舞 妓 の 日本 髪 は地 毛 で あ るか ら､普段 着 は いつ も着 物 で あ る｡髪 を結 い 直

す の は 5､6日に一度 だ け で ､あ とは 自分 で ときつ け るo箱 枕 とい う小 さい枕 で寝 て

い て も､髪 は け っ こ う崩 れ て い るた め ､毎 朝 の丹念 な ときな お しが必 要 で あ る｡

24



る) で習 った り､専 門のお 師 匠 さんにつ いて習 った りす る こ とがあ る｡

また上記 の必修科 目以外 に も女紅場 では､華道や絵画 ､俳誰 な ど､一般

教養 的な科 目につ いて もい ろい ろ習 うこ とがで きる｡

3.3 お茶屋

｢茶屋 ｣と称 して も喫茶店 ではない｡祇 園 甲部 ､祇 園東 ､上七軒 が ｢つ

な ぎ団子｣をマー ク としてい るのは､八坂神社 ､北野神社 に参詣 客のた

めの茶店 が発展 してで きた花街 であるか らで､お茶屋 とい う名称 はそ の

名残 で あ る (お茶屋 の様 子 は祇 園 甲部 の一力 享の写真 資料 5を参照の こ

と､167頁 上

茶店 の ころは ともか く､現在 ではお茶屋 は全部 ｢一 見 さんお断 り｣で

あ る｡ ｢一見 さん｣ とは初 めて見 る客 とい う意 味 で あ り､つ ま りは完全

会員制 とい うことであ る｡入会金 な どはい らないが ､馴染みのお客の紹

介 が な けれ ば足 を踏 み入れ られ ないお茶屋 は､いかに も敷居 が高そ うで

あ るが､他 の職種 に例 える とイベ ン ト企画会社 に似 てい る｡お客が宴席

を も うけたい と思 いお茶屋 に相 談すれ ば､お茶屋 のお母 さん53が置屋 (吹

項 3.4で詳 しく説 明)に電話 をか け､芸妓や舞妓 の手配 をす る｡会場 が

お茶屋 で あれ ば酒や料理 の手配 (京都 ではお茶屋 と料理屋 は分業 され て

お り､お茶屋 で食事 をす る場 合 は料理屋 か らの仕 出 しとな る)､ ホテル

や料理屋 での宴席 であ るな らば､往復 の タクシー の手配 な ど々 もお茶屋

の仕 事 で あ るOお客 の要望 に よっては料理屋や旅館 ､二次会 のスナ ック

の紹介 まです る｡そ して花代や御祝儀 ､諸経費 はすべ てお茶屋 が立て香

え､後 日ま とめてお客 に請求す るこ とにな る｡

この よ うな業務 内容 のお茶屋 は､実 はそ う簡 単 に新規 開業で きる もの

ではない｡開業 のた めには､花街 の慣習 に明 るい こ と､花街 の中に適 当

な場所 とお茶屋 らしい建物 を確保す るこ と､一見 さんお断 りであ るか ら

開業 当初 か らある程度 の最眉 客 を持 ってい ること､お客の立て替 え払 い

がで き るキャ ッシュフロー を有す るこ と､花街 の芸舞妓 とも顔 な じみ で

53 花 街 で は お 茶屋 の経 営 者 で あ る女 将 の こ とは ､ お 母 さん と呼 ばれ る こ とが 多 い ｡

本 論 文 で も､ フ ィール ドの 呼 び名 に準拠 して ､お母 さん と記 述 す るO
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かつ彼 女 た ちの技 量 を把 握 した上 で ス ムー ズ な手 配 が可能 で あ る こ と､

料理屋 とのつ なが りが あ り､お客 のニー ズ に合 わせ た仕 出 しの無 理 を聞

いて も らえる こ とな どのい くつ かの条件 が考 え られ るが､さ らに各 花街

にはお茶屋組 合 とい う組 合組 織 が あ り､新 規 開業 は この組合員 の反 対 が

一人 で もあ る と無理 で あ る とい う､厳 しい条 件 がつ いてい る とあ るお母

さん は言 う｡

現在 ､お茶屋 の仕 事 はか な り多様化 して きて い る｡ お座敷や ホテル ･

料理屋 の宴席 に限 らず ､イベ ン ト- の芸舞妓 の派遣 ､京都物産展や観 光

関連 の催 しな ど地方 ･海 外 - の芸舞妓 の 出張 ､絵 や 写真 のモデル に舞 妓

が使 われ るこ とも しば しばあ る｡ また ､着 付 教 室 の生徒 (女性 に限 る)

に男衆 (お とこ し) と呼 ばれ る着付 けの専 門職 が､芸妓舞妓 の着 付 け を

実演 してみせ るこ ともあ る｡ この よ うにお茶屋遊 び は､お客 が あ る程 磨

自由 に企 画 で き､ それ に柔 軟 に対応 して い け るシステ ム とな って い る ｡

最 近 で は､若 年層 向 けに修 学旅行 生 の宿 泊先 のホテルや旅館 に芸舞妓 を

派遣 し､芸舞妓 の装 束や 舞 な ど京都 の伝 統 的文化 の説 明 と実演 を した後 ､

芸舞 妓 と修 学旅 行 生 が記 念 撮影 す る とい った仕 事 も増 えてい る｡ また､

30年 ほ ど前 か ら始 ま ったお茶屋 の 中にバ ー を設 け る ｢お茶屋 バ ー｣は､

お 客 が気 軽 にかつ 安 価 にお 茶 屋 を利 用 で き る とい うこ とで花 街 に広 く

普及 して きてお り､ カ ラオ ケ設備 を置 いて い るお茶 屋 バー もあ るな ど､

お 客 のニ ー ズ に合 わせ た工夫 が され てい る｡

お茶 屋 の平均 的 な造 りは､まず格 子戸 を くぐる と玄関の間が あ り､す

ぐ二階-続 く階段 が見 え る｡二階 はお座 敷 ｡広 間 ､表 ､中の間 な ど々呼

び名 はお茶 屋 に よって様 々だが､2-3 部屋 あ るのが普通｡ 一 階部 分 ､

玄関 の間 の奥 はお 台所 (お だ い どこ)｡ 炊 事 場 で は な く､事務 室兼 茶 の

間 の よ うな もので あ る｡お母 さんが帳 面 をっ けた り､芸妓 がお酒 や 扇 千

を取 りに来 た りす る部屋 で あ る｡お 台所 の次 は奥 の間｡普通 はお母 さん

の居 住 空 間だ｡ 次 に ｢裏 ｣ と呼 ばれ る炊 事場 が あ り､ 中庭 が あった り､

そ の 向 こ うに離れ座 敷 が あった りす る｡舞妓 の部屋 や バーや カ ラオ ケル

ー ム を持 つお茶屋 もあ るが､家屋 全体 のつ く りは､間 口が狭 く奥行 きが

広 い ウナ ギの寝床 造 りが ほ とん どで あ る｡
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この よ うにお茶屋 とは､芸妓 を呼 ん で遊 興す る場 を提 供す る店 で あ り､

｢お座 敷 ｣ と呼 ばれ る部屋 をい くつ か持 って ､お 客 の要望 に応 じて芸妓

や お酒 ､料 理 な ど､遊 興 に必 要 とす る す べ て の もの を段 取 りす る｡ お

茶屋 は花街 とお 客 とをつ な ぐ場 を しっ らえ､それ を管理経 営す る顔 を持

ってい る｡

3.4 置屋

置屋 とは､若 い女性 に芸事や しきた りを教 え､着物 を用意 して､芸妓

と してお茶屋 へ送 り出す ､い わば芸能 プ ロダ クシ ョンの よ うな店 で あ る｡

芸妓 は置屋 が抱 え る タ レン ト､舞 妓 は タ レン ト見 習 い的 な存在 で あ る｡

置屋 は 日本 全 国で通 じる一般 的 な呼称 で あ るが ､京都 花街 で は置屋 の こ

とを屋 形 と呼ぶ こ とも多 い｡置屋 は､お母 さん と呼 ばれ る置屋 の経 営者

の女性 ､舞妓 ､ まだ年 期 の空 けて いない芸妓 が暮 らす住居 で あ る｡

数 十 年前 まで は､置屋 に来 る こ とにな った女性 た ちは､貧 しいが た め

に家 族 の犠 牲 とな って身 を売 られ て きた とい う哀 しい過 去 を持 つ場 合

が多 か った｡ ただ し､｢身 を売 られ る｣ とは､奴 隷 の よ うに人 身 売 買 さ

れ るわ けで は な く､｢前借 ｣ とい って ､現在 で言 えば何 百万 円 とい う単

位 のお金 を置屋 が親 に貸 し付 け､その分 を娘 が働 い て返す とい うシスチ

ムで あ る｡この前借 を清算 し終 わ るまで置屋 に身 を預 けて働 く期 間 を午

期 54と呼ぶ ｡

現在 で は身売 りな ど とい う話 は全 くない｡芸妓 や 舞妓 に憧れ て ､自 ら

の意 志 で入 門 して くる女 の子 ばか りが置屋 の 門 をたた くので あ る｡親 の

反 対 を押 し切 って ､とい う人 も多 く見受 け られ るが､置屋 のお母 さん と

の面接 のお りには､保護 者 同伴 で ある こ とが望 ま しい と､あ るお母 さん

は話 して い る｡これ は､未成年者 で あれ ば 当然保 護者 の承認 が必 要 だ と

い うこ ともあ るが､ともすれ ば誤 解 され が ちな この花街 の仕組 み を､ し

54 年季 とも書 かれ る こ とが多 いが､ここで は､参 与観 察 を したお茶屋 の女 将 が使 っ

た漢 字 に準 じてい る｡ 仕 込 み として住 み込 み は じめてか ら､お見世 出 しを- て舞妓

や 芸妓 にな りそ の後 自前 と して独 立す るまでは､屋 形 が衣装代 か ら生活 費 まです べ

て の経 費 を負 担す るが､ この期 間 にか か った経 費 を返 済 し終 わ るまで､お給料 は な

くお 小遣 い程 度 を受 け取 って修 業 をす る期 間の こ と､おお よそ 5､6年 ｡
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っか りと保護 者 に説 明 し､理 解 して も らわね ばな らないか らだ とい うこ

とで あ る｡

面接 のお りには､一度舞 妓 になれ ば年 期期 間 の 5-6年 はや め る こ と

が で きないが ､そ の覚悟 は あ るか､厳 しい修 業 に耐 え るだ けの根 性 は あ

るか ､を見抜 くた め､お母 さん は ゆっ く りと時 間 をか けて説 明 を しなが

ら本 人や保護 者 の反応 をチ ェ ックす る と話す｡それ は､も し本人 がネ を

上 げた時 ､｢かわ いそ うに ､す ぐ帰 ってお い で｣ な ど とい う親 な らば ､

この世 界 ではつ とま らない か らで あ る｡甘や か され て育 った子 か ど うか

は､経 験 の長 い置屋 のお母 さん な らす ぐ分 か る と言 う｡

面接 で OKがでれ ば ､置屋 に住 み込み で修 業 に入 る段 階 にかか る｡中

学 生 か それ 以 下 な らば京 都 の学 校 に転 入 す るか地 元 で 卒業 して か ら置

屋 に入 り､卒 業 して いれ ば一 日で も早 く修 業 に入 らな けれ ばな らない｡

普段 着 と身 の回 りの 品 をま とめれ ば､す ぐ置屋 に住 み込 む こ とが で き る｡

この 日か ら見習 い に出 る 日まで少女 は ｢仕込 み さん｣ と呼 ばれ る こ とに

な る｡仕 込 み さんの時期 は 1年 間程度 ､年期 は普通 6年 間前後 で あ るが､

芸妓 や 舞妓 にな るた めの支度 な どに よって年期 の期 間 は左 右 され ､明確

には決 ま ってい ない｡

なお ､置屋 には組 合組 織 はな く､そ の開業 には､お 茶屋 の開業 の よ う

に どこか の許 可 が必 要 とはな って いない｡これ は置屋 が芸舞 妓 の教 育 の

場 で あ り､芸舞妓 につ い て詳 しくない と事実 上 開業 が不可能 で あ るた め

に､許 可制 を敷 く必 要 が ない か らだ ろ うとあ る花 街 関係 者 は語 って い る｡

また ､宮川 町 で は､新 規 に置屋 を開業す る場合 は ､お茶屋 も開業す る こ

と､ つ ま りお 茶 屋 組 合 に加 入 す る こ とが必 要 とな って い る｡ 以 前 は置

屋 ･お茶屋 ともに専業 の ところが多 か ったが､最 近 は置屋 とお茶屋 を兼

業す る ところが増 えてお り､上七軒や 宮川 町 のお茶屋 のほ とん どは置屋

を兼 業 して い る｡

3.5 芸舞妓 の学校 (女紅場 )

京 都 の花街 は､どの花街 に も芸舞妓 の芸 の学校 や お稽 古場 が あ る｡学

校 とな ってい るのは ､祇 園 甲部 の ｢八坂女紅場 学 園 (や さか に ょこ うば
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が くえん)｣､先斗 町 の ｢鴨川 学 園｣､宮川 町 の ｢東 山女 子 学 園｣の三つ｡

この うち､｢八坂 女紅 場 学 園｣と ｢東 山女子 学 園｣は､学校法人 で あ る｡

上七 軒 で は歌舞練場 に あ る検番 55に師匠 を呼んで稽 古 し､祇 園東 で は芸

妓組 合 で師匠 を呼び お稽 古場 を設 けて稽 古 してい る｡

芸舞妓 の学校 が ､女紅 場 といわれ るの は､明治 5年 まで歴 史 を さか の

ぼ る こ とがで き る｡ 同年 ､｢芸娼 妓解 放 令 ｣ が 出 され た こ とに よって廃

業す る女性 た ちが た くさん 出たが､その女性 た ちが花街 の外 に出て も生

活 に困 らない よ う､裁 縫 ･機 織 り ･製茶 56な どを教 え る 目的で ､各 花 街

に ｢婦 女職 工 引立会社 ｣の設 立が義務 づ け られ ､ これ が ｢女紅場 ｣ と改

称 され たので あ る｡ 当時 ｢女紅場 ｣は､芸妓や舞 妓 だ けな く花街 に暮 ら

す 女性 一般 の教育 も担 ってい たo

現 在 の花街 にあ る芸 舞 妓 の学校 には ｢女紅 場｣ とい う名称 は祇 園 甲部

以外 で は用 い られ て い ない が､こ うした歴 史 的 な経緯 もあって､花街 で

女 紅場 とい えば､芸舞妓 が通 う学校 の一般名 称 とな ってい るO

京都 の花街 の芸舞妓 は､現役 で あ る限 りず っ と､花 街 にあ る芸舞妓義

成 専 門の学校 に在 学す る こ とにな ってい る｡ この学校 には､芸舞妓 と し

てデ ビューす る以前 の仕 込み さん の時期 に入学 し､い ったん入学す る と､

芸舞妓 を廃 業す るか､現役 な ら死 ぬ までは卒業 が ない｡つ ま り､芸舞妓

と して現役 -在校 生 とい うシステ ム とな ってい る｡

この学校 で は､芸 舞 妓 の基 本 技能 の ｢舞 ｣､お座 敷 芸 で披 露 され る長

唄 ･小 唄 ･端 唄 ･常磐 津 とい った邦 楽 の唄 の ほか､三 味線 ･鳴 り物 (鐘 ･

太 鼓 ･鼓 )･笛 ･琴 とい った邦楽 器 の演奏 も教 え られ て い る｡ さ らに､

立 ち居 振 る舞 いの訓練 に もな る ｢お茶 ｣ は必 ず教 え られ ､華 道や 絵 画 ､

俳 譜 な ど芸 舞 妓 と して 知 識 を持 って い る こ とが望 ま しい伝 統 文 化 に 関

す る一般 教養 的 な科 目も教授 され る｡こ うした教養 科 目は直接 お座 敷 で

披 露す るた めに開講 され てい るわ けではな く､芸 舞妓 た ちの美 的セ ンス

55 芸 舞 妓 の花代 の清 算 をす る ところ｡

56 製 茶 を女 紅 場 で教 えて こ との名 残 りが ､今 で も花 街 で使 われ る言 葉 に残 って い る

それ は ｢お 茶 を挽 く｣ とい う言 葉 で ､ お花 が か か らない (お座 敷 に呼 ばれ な い) 芸

舞 妓 が置 屋 で待機 して い る こ とを表 わす 用語 で あ る｡
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を養 うた め､お 客 が有 してい るよ うな伝 統文化 に も理解 を示 しスムー ズ

にお座 敷 をつ とめ る一助 とな るた め とい った理 由で準備 され て い るO高

級 料 亭や ホテル な どにお 客 と同席 した ときに､この よ うに学校 で 開講 さ

れ る科 目は決 ま って い るが､カ リキ ュ ラムの よ うな時 間割 は正確 には汰

まってお らず ､お 師 匠 さん の都 合 に合 わせ て､だい だ い週 ご とにお稽 古

57の あ る 日と時 間が決 ま り､それ に合 わせ て､仕込 み さんや 芸舞妓 は学

校 に通 うこ とにな る｡ なお ､授 業科 目と師 匠 の名 前 ､開講 日は､各 学校

の前や 花街 の各所 に あ る掲示板 (写真 資料 6参照 ､167貢)で確 認 す る

こ とが で き る｡

学 校 で 開講 され てい る科 目の先 生 は ｢お 師匠 さん｣ と呼 ばれ る､各伝

統芸 能 の家 元や名 取 な どの専 門家 で あ り､芸 舞妓 や 芸 舞妓 を辞 めた人 が

先 生 にな って い るわ けで はない｡ この よ うに ､学校 で は専 門のお 師匠 さ

ん か ら､伝 統 芸能 の基礎 的 な ｢形 (か た)｣ を身 につ け る こ とを 目的 に

して教 育 が な され て い る｡ この形 を身 につ けてい る こ とのチ ェ ックは､

芸舞 妓 と してデ ビューす るた めのテ ス トとい う形 式 で実施 され て い る｡

課題 曲の舞 を正確 に舞 うこ とがで き るよ うにな る こ とは､芸舞妓 にデ ビ

ューす る前 に必ず必 要 とされ る こ とで ､デ ビュー前 に舞 のテ ス トが学校

で花 街 の関係 者 を集 めて行 われ る｡

また､この学校 は祇 園東 を除 いて各花街 の歌舞練 場 内 にあ り､この敬

舞練場 で は ､春や 秋 に花街 の芸舞妓 が総 出で 出演す る踊 りの会 が催 され

る｡ この踊 りの会 の た めのお稽 古 も学校 で行 われ てい る｡

3.6 お 客

3.6.1 一見 さんお 断 り

3.3のお茶屋 の項 で説 明 した よ うに､お茶屋 は､い きな り来 る初 めて

見 るお 客 を受 け入れ ない､これ が京都 花街 の敷居 の高 さの例 と して よ く

あげ られ る ｢一 見 さんお 断 り｣のル ール で あ り､現在 で も京都 の花街 で

57 学校 で学 習 す る こ とは ､お 稽 古 と呼 ばれ る｡ ま た ､各 自が学 校 以外 で技 能 的 な 学

習 をす る こ とは ､お 師 匠 さん につ く場 合 は個 人稽 古 ､置屋 でお 母 さんや お姉 さん と

す る場 合 は家 で稽 古 ･お 姉 さん と稽 古 ､一 人 で 置屋 で稽 古す る ときは一 人 で稽 古 と

呼 ばれ る｡ これ らす べ て を総 称 して単 に稽 古 と呼ぶ こ ともあ る｡
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は続 いて い る｡お茶屋 を通 して花街 で遊ぶ馴 染 み のお 客 は､その経 費 一

切 をお茶屋 が立 て替 え後 日清算 とな るので ､お 客 は例 えサイ フを忘れ て

も一 晩安 心 して遊 べ る｡ この よ うに､一 見 さんお 断 りの システム は ､お

客 とお茶 屋 の 間に相 当の信 頼 関係 が な けれ ば成 り立 た ないか ら､初 めて

見 るお 客 との問で は､い きな り信 用 は作れ ない とい う考 えに基づ い て い

るの だ ろ うとい うこ とはす ぐに理解 で きる｡また ､お茶 屋 は料理 や 芸 舞

妓 の手配 な どをす るが､これ らもお 客 の好 み が分 か らない とで きない か

ら､や は り初 めて のお 客 はお 引 き受 けで きない と説 明す るお茶屋 のお母

さんや ､お茶屋 は女所 帯 だ か ら､知 らないお客 さん を家 にあげ る こ とは

で きない ､も し飲 ん で暴れ で も され た ら困 る と､安 全上 の問題 を指摘 す

るお母 さん もい る｡ この よ うに複 数 の理 由が あ るか らこそ､｢一 見 さん

お 断 り｣ とい う顧 客 の数 を制 限す る よ うな､経済 的 にはマイナ ス とも受

け取れ る慣 習 が京都 の花 街 で はず っ と継 続 してい る よ うに思 われ る｡

した が って ､｢信頼 で き るお 客 の ご紹介 な らば･･.｣ とい う ｢一 見 さん

お 断 り｣の しきた りは､350年 の歴 史 の 中で必然 的 にで きた先人 の知 恵

と考 え られ る｡またお 客 の立場 か らすれ ば､お茶屋 の馴染 み客 とな る こ

とは､仕 事 は もちろん､氏 素性 ､マナー もきちん と して い る と認 め られ

た とい うこ とで あ り､京都 の経済人 の間58で ､お茶 屋 で遊ぶ こ とが一 つ

の ステ ー タス にな ってい る理 由は ここにあ る｡

また､京都 で はお 客 は一つ の花街 には 1軒 だ けのお茶屋 を窓 口と して

遊 ぶ とい う暗黙 の 了解 が あ り､ これ を ｢宿 坊 (しゆ くぼ う)｣ と呼ぶ｡

例 えば､今 日は こっ ちのお茶屋 でお座敷 をか け59､明 日は違 うお茶 屋 で

お座 敷 をか け る とい うよ うな こ とは､差 し控 えるべ きで あ る と､代 々お

茶屋 を利 用す るよ うな最 屈 客 で は親 子 間､企業 で は上 司か ら部 下 に教 え

られ る こ とが あ る｡ これ は､同 じお茶屋 をお客が長期 的 に利 用す る こ と

に よ り､お茶屋 はお客 の好 み を十 分 に知 り､お 客 の期待 に応 える､あ る

58 筆 者 は京 都 に得 意 先 を多 く有 す る滋 賀 県 の一部 上 場 企 業 の役 員 か ら､これ に類 す

る話 を 聞 い た こ とが あ る｡

59 お座 敷 をか け る とい うの は ,自分 が 呼 び か け人 とな ってお 茶 屋 のお座 敷 を利 用 す

る こ とで あ る｡

31



いはお客 の期待 以上 のサー ビスを提供す るこ とが可能 にな り､ず っ とお

客 と して定着 して も らえる仕組みであ る と､あ るお母 さんは語 っていた｡

3.6.2 旦那

旦那 とは､芸妓や舞妓 と､結婚 とは別 の形 で男女 関係 を持 ち､経 済的

に も支援す る男性 の こ とで あ る｡ 初 めて旦那 を持 つ こ とを ｢水揚 げ｣､

水揚 げ専 門の旦那 を ｢水揚 げ旦那｣ と呼んだが､最 近では こ うした ｢水

揚 げ旦那｣とい う風習 はな くなってい る｡昔 と違 って今 の芸舞妓 は昔 の

よ うな身売 りに よって成 り立 ってい るわ けではないか ら､芸舞妓 の旦那

にな るた めには次 の三つ の条件 を満 た さなけれ ば話 は成 立 しない と､お

茶屋 のお母 さんは言 うO

まず ､男性 が この妓 な ら応援 してあげて もよい､つ ま り芸舞妓 が芸 を

磨 くた めのスポンサー的 な役割 を担 って もよい と思 い､次 に女性 の方 も

この人 な らと好意 を持 ち､そ して男性 の通 うお茶屋 のお母 さんが この二

人 な ら仲 を取 り持 ちま しょ う､と引き受 けた場合 のみ旦那 にな るこ とが

で き るので ある｡つ ま り､お茶屋 が間に入 る以上 は､その芸舞妓 が良 く

な る よ うな旦那 でなけれ ば と仲 を取 り持 つお母 さんが考 えない と､い く

ら男性 が希望 して も旦那 にな るこ とはで きないので あ る｡ この よ うに､

旦那 にな る とい うこ とは､お茶屋 を介 した芸舞妓 とお客 との契約 に も似

た行為 で あ り､あ くまで も芸舞妓 の芸 を伸 ばす ために応援す るこ とがそ

の 目的で あ るO なお､旦那 にな る期 間 も決 め るこ とがで きる60と､ あ る

業界 関係 者 は語 っていた｡

旦那 にな る話 が成 立すれ ば､お披露 目とい うこ とが され る｡水揚 げな

らば､姉妹 筋や芸妓組合役員 ､舞妓衆 な どを料理屋 -招 いて もて な し､

旦那 のつ いたお茶屋 のお母 さんの紹介 で ご挨拶す るケースが多い (この

場合 には普通 は､旦那本人 は登場 しない こ とが多 い) と言 う｡地味 にす

る時 で も旦那 を持 つ こ とにな る芸舞妓 の関係 筋や 芸妓役員 には金封 が

配 られ るので､どこのお茶屋 の誰 に旦那 がで きたか はす ぐ花街 の中で は

60 明確 な 定義 は な い が ､筆 者 が 聞 い た ところ に よ る と最 低 3カ月 とい う単位 か ら旦

那 に な る こ とが で き る とい うこ とで あ った｡
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知れ る61のであ る｡

旦那 にな った客 は ｢誰それ さんのお父 さん｣ とか ｢誰 ちゃんのお兄 さ

ん｣とか呼 ばれ て､花街 の 中では下- も置かれ ない扱 いを受 け､そ して､

花街 の人 間は 口が堅 く､決 してそ の ことを ｢まち｣ 62に漏 らした りしな

い とお母 さんは話 していた｡芸妓や舞妓 がお客の こ とを ｢お父 さん｣や

｢お兄 さん｣と呼ぶ の も､その人 の名 前や職 業 を周 囲の人 に知 られ ない

た めで あ る｡ また､ 田中 さんな ら ｢タ- さん｣､斎藤 さんな ら ｢サー さ

ん｣ な ど と呼ぶの も同 じ意 図か らだ｡

しか し､最近では､経済状況や税制 の問題 もあってか､芸舞妓 を応揺

す る旦那 のな り手 は少 な くなって きてい るのが実情 で ある｡これ を危倶

して､1996年 に伝 統伎芸 の助成や 芸妓 の高年齢 化対策 を 目的 に､財 団

法人京都伝 統技芸振興財 団 (愛称 ､おお きに財 団)が設 立 され た｡ しか

し､旦那 に代 わって芸舞妓 に対 して十分 な経済援助 を行 なえるよ うにま

では､財 団 はまだ育 ってはいない よ うで ある｡

61 花街 の 中での出来事 は外- は漏れ る こ とはな いが､中で は この よ うに情 報 が早 く

伝 わ る｡ 例 えば､ どこの置屋 の仕込 み さんが挨 拶 をきちん とす るか､ どこのお座 敷

に誰 がお 客 と して来 て いた のか な ど､花街 の 中の人 や物 の動 きはす ぐに伝 わ るので ､

隠 し事 はほ とん どで きない よ うで あ る｡

62 花 街 の人 は花街 以外 を ｢ま ち｣ と呼ぶ こ とが あ るO また本 論 文 で は花街 とい う呼

称 を使 って い るが､花街 は古 くは廓 (くるわ) と呼 ばれ て い た ので､花街 に住 む人

は 自分 た ちのま ち全 体 を指 して ｢くるわ｣ とか ｢さ と｣ と呼ぶ こ ともあ る｡
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第 4章 舞妓 の一 生

主 要 情 報 提 供者 の一 人 の お茶 屋 兼 置 屋 のお 母 さん で元 芸妓 の K さん

は､芸舞 妓 には芸舞 妓独 特 の 日本 的伝 統 文化 の芸 事 とお客 を楽 しませ る

会話 な どの接 客業 に共通 の技能 ､さ らに､芸舞妓 独 特 の格好 でそ の二 つ

の技 能 を ご く 自然 にか つ優 雅 な立 ち居 振 る舞 い で す る こ とも求 め られ

て い る と筆者 に語 って くれ た｡こ うした芸舞妓 の技能 は､花街 に関す る

複 数 の文献 (相原 (2000､2005)､Dalby(1983)､岩 崎 (2002､2003､

2004)､三宅 ･森 田 (2004)､渡会 (1977)､ 山本 (2001)) か らも読 み

取 る こ とがで き る｡

本 章 は､芸舞妓 の技能 の育成 とキ ャ リア形成 の様 子 を､舞妓 のデ ビュ

ー か ら衿 替 え を して芸 妓 にな るまで の歩 み の参 与観 察 の記録 と関係 者

のイ ンタ ビュー か ら記 述す る｡第 4章 で は ､芸舞 妓 の キ ャ リア形成 にか

か わ る調 査項 目① ･② に沿 って､芸舞妓 の キ ャ リア ･パ スは どの よ うな

もの か､技能 とは何 か､そ してそ の育成 は花街 の 中の どこで誰 が どの よ

うに して い るのか ､また､技能 を修得 して仕 事経 験 を重 ね築 かれ て い く

芸舞妓 の キ ャ リア は どの よ うに形成 され て い くの か を明 らか に し､さ ら

に､キ ャ リア形成 を促 進 す る要 因や 文脈 にまで踏 み込 んでい くこ とを 目

的 と して い る｡

4.1 仕 込 み と見習 い

芸舞妓 に な るた めには､置屋 に住 み込 ん で修 業す る こ とが必 要 で あ るO

この期 間 は､花街 で は ｢仕込 み さん｣ と呼 ばれ るが ､現代 っ子 の若 い女

性 が ､この ｢仕 込 み さん｣の期 間 に受 け るカル チ ャー シ ョックは相 当な

もので あ る と考 え られ る｡芸舞妓 にあ こがれ ､絶 対 に成 りたい と強 い意

思表 示 を しなが ら､仕 込 み さん にな った後 で ､や は りつ とま らな いか ら

辞 め る とい う人 も少 な くはない と､複 数 の置屋 のお母 さん は話 して い る ｡

そ こで､置屋 に よって は､仕 込 み さん と して受 け入 れ る前 に試 しに数 日

間の仕 込 み さん体 験 を させ る とい うところ もあ る｡

この よ うに事前 に覚 悟 の必 要性 を十分 に聞か され た り､仕 込 み の体験

経 験 を した りした上 で､ど うして も芸妓 や舞 妓 にな りたい と自分 で選 択
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を して花街 に飛 び込 んだ仕 込み さんた ちは､現代 的 な生活 の感 覚 か ら京

都 の花街 の感 覚 - と､頭 の 中 を切 り替 えてい かね ば な らな いの で あ る｡

この こ とにつ いて ､大学 を卒業 し一般 企 業 に就職 した経験 を持 つ 芸妓

は､それ まで の固定観 念 を捨 てて花街 -来 る こ とを置屋 のお母 さん に強

く言 われ てい る｡
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実際に大変だが
､
ここの共同体に馴染み芸舞妓になるためには
､
ここ

のやり方を受け入れることが必要だということを彼女は強く意識して

いることが
､
このインタビューイの語りからは分かる｡
彼女は23歳で

花街に入ってきたので､
そんなに簡単に今まで暮らしてきたことをぬぐ

い去ることはできないことが分かっている｡
しかし
､
花街の世界に自分

を染めようと意識することが大切だとっかむことで､
自分の芸妓として

の心構えを自覚しているのである
｡

このように
､
まっさらな気持ちでくるようにと諭され
63たうえで
､
仕

込み期間中は立ち座りから箸の上げ下ろしまで厳しくしつけられる｡
そ

ういう毎日の暮らしの中で
､
食事の仕方などまず簡単なことから教えら

れていく様子を
､
元舞妓は次のように語っている｡

塩尻 hB

63置屋のお母さんから諭すという言葉が聞き取れたので
､
ここではその語りをその
まま用いている
｡

35



鮮た 他㈱
搬 Aへノ

る

この よ うに､元舞 妓 の語 りか らは姉 か ら一緒 に生活 をす る こ とを通 し

て ､日常的 に身 につ けて い くべ き食 事 の作法 を教 え込 まれ てい る こ とが

分 か る｡花街 の 中で暮 らす 以上 は､食 事 に関す る行儀 作 法 は 当然 知 って

お くべ き こ と､で き る こ とが 当た り前 で あって､で きない と本人 は もち

ろん ､教 える側 の人 間 も周 囲か ら笑 われ る恥ず か しい こ とで あ る と言 わ

れ るので あ る｡

こ うした食 事 の作 法 以外 に も､仕 込 み さん は､先 輩 芸舞妓や お母 さん

が着物 を着 る ときに紐 を手 渡 した り､彼 女 た ちが脱 い だ着物 をたたん だ

りして ､今 までほ とん ど知識 が なか った和服 の扱 い方 を毎 日の暮 ら しの

中で覚 えてい く｡また､夕方 には玄関 を掃 除 し水 を撒 きのれ ん をか け る

こ とな ど､置屋や お茶屋 が並ぶ花街 の生活様 式 も覚 えてい く｡また､少

し慣 れ て くる と電話 の応 対や 他 のお茶屋 -お使 い にや らされ た りす る64

が ､ これ は他 のお母 さんた ちに顔 を覚 えて も ら うとい う意 味 もあ る｡

このお使 いや 踊 りの会 で のお 手伝 い につ いて､元舞 妓 は次 ぎ よ うに請

ってい るO
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64こうした仕込みさんの日常について書かれたものとしては､
新顔(1998)『おも
ちゃ』が詳しい
｡
映画の脚本であるため
､
やや誇張や脚色が入っている部分も見受

けられるが
､
花街で仕込みさんの日常を丹念に描いた作品である
O
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この元舞妓 は､仕 込み さんの ときは 自分 か ら臨機 応 変 な振 る舞 いはで

きない けれ ども､お姉 さんの手 ほ どきを受 けて ､花街 の中での振 る舞 い

方 を徐 々に身 につ け､花街 のみんなに顔 を覚 えて も らってい くこ との大

切 さを 自覚 してい る｡仕 込み さんになった 当初 は､食 事の作法 もわか ら

ず箸 の上 げ下 ろ しで精 い っぱいだ った ものが､毎 日の暮 らしの中での少

しずつ の積 み重ね に よって､置屋 の中の人 々だ けでな く､置屋やお茶屋

のお母 さん､先輩芸舞妓 な ど花街 の中の多 くの人 間関係 に 自分が入 って

い くこ と､その中に 自分 が組 み込 まれ てい るこ とが必要であ ることを 自

覚 してい くので ある｡

仕込み さんが行儀 作法 を身 につ けてい くと､置屋 がお茶屋 を兼 ねてい

る場合 は､お座敷 65に仕込み さんがお酒 を運 んだ りす ることもある｡ こ

れ は､お座敷 の雰囲気 に仕込み さんを慣れ させ るため もあるが､お 客 に

顔 を覚 えて も らうの も重要 な理 由であ るoお客か らす る と､仕込み時代

か ら知 ってい る芸舞妓 には格別 の思 いがあ るよ うで､長 く最眉 にす る例

が多 い66｡ 素顔 に Gパ ンをはいていた少女 が芸舞妓 と して一人前 に成長

す る姿 を見 るのは､男女 とい うよ りも親子 の情 に近 い ものが あるのか も

しれ ないO

仕込 みの時代 は､お稽古 をす る時間以外 はほ とん ど他 の人 た ちのた め

に費や され る｡お母 さんの用事､先輩 の用事､お客 の用事 な ど々､置屋

の暮 らしの 中で手伝 うこ とは数 多 くあ り､このお手伝 いを通 して､自分

以外 の人 のた めに動 くとい うサー ビス業 の基本 的 な精神 を仕 込 み さん

は徹底 的 にたた き込 まれ てい るよ うに思われ る｡一般 的 な家庭 で､お辛

伝 い は頼 まれ た らイ ヤイ ヤす る こ とと思 って きた よ うな現代 っ子 の少

女 が､早 い子 は半年 もすれ ば結構気が付 き､自分 か ら用事 を探 して動 く

よ うにな る と Ⅹ さんは語 ってい る｡そ して､花街 の暮 らしに も慣れ ､行

65 お 茶 屋 の 中 にバ ー が 併 設 され て い る こ と もあ り､これ は ｢お 茶 屋 バ ー ｣と呼 ば れ ､

お 座 敷 よ り気 軽 に利 用 す る こ とが で き る｡ こ う した お 茶 屋 バ ー で も､仕 込 み さん が

お 酒 を運 ん だ り､灰 皿 を変 え た りす る こ とが あ る0

66 次 項 4.3で 詳 しく記 述 す るが ､仕 込 み さん の こ ろ か ら知 っ て い る少 女 が 舞 妓 と し

て 見 世 出 した とき､ あ る馴 染 み の お 客 は ､新 しい 舞 妓 に お 座 敷 で の振 る舞 い方 を教
え て い る こ とが 見 受 け られ た｡
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儀 作 法や 京言 葉 も身 に付 き､舞 も形 にな って くる と､い よい よ見世 出 し

の段 取 りを置屋 のお母 さんが考 え る時期 とな るの で あ る｡

舞妓 ･芸妓 のお披 露 目の こ とを､京都 で は ｢見世 出 し (みせ 出 し)｣

と言 う｡見世 出 しに 当た って､お母 さん はまず本 人 の姉 芸妓 (お姉 さん

と呼 ばれ る) とそ の仲 人 (文字 通 り姉 妹 の仲 を取 り持 つ役 で､お茶屋 の

お母 さん がす る)､見習 い茶屋 (｢見世 出 し前 の 1カ月程 の見習 い期 間 を

世話 にな る茶屋 ｣の意 味で ､花街 にい る間 ､本 人 の物 心､両面 か ら何 か と

支 え る特別 な存在 のお茶屋 で あ る) を決 めな けれ ば な らない｡

この姉 芸妓 (また は舞妓 )は花街 の 中では特別 な存在 で､妹 とな る新

人 の教 育 を引 き受 け､相 談 に乗 り､本 人 を支 える重 要 な役 で あ る｡置屋

のお母 さん には分 か らないお座敷 な ど置屋 の外 で の新 人 の教 育 は､姉 芸

妓 が責任 を持 ってす る役割 を担 ってい る｡この姉 芸妓 は ｢引いて くれ は

るお姉 さん｣ とも呼 ばれ ､同 じ置屋 の先輩 芸妓や ､置屋 のお母 さん と関

係 が あ る芸妓 が選 ばれ る こ とが多 く､見世 出 しをす る新 人 芸舞妓 が この

芸 妓 にお姉 さん に な って ほ しい とい う希 望 を述 べ 名 指 しで き る こ とは

ほ とん どない と､複 数 のイ ンタ ビューイ は語 って いた｡

芸名 67は姉 の芸名 の一文字 か 二文字 を とってつ け るO そ して ､見世 出

しの 日取 りが決 まれ ば､仕込 み さん はい よい よ試 験 を受 けな けれ ば な ら

ない｡例 えば､宮川 町 のお茶屋 のお母 さんか ら聞 いた話 に よる と､試 験

の ときには､課 題 曲 を二つ ､お茶屋 役員 ､芸妓役 員 の前 で披 露す るの だ

と言 う｡祇 園 甲部 で あれ ば､井 上流家元 の許 しが ない と舞妓 芸妓 には 出

られ ないた め､や は り家 元 の前 で舞 の試 験 を受 け るのだ と祇 園 甲部 の莱

界 関係 者 は話 してい る｡

そ して この試 験 にパ スす れ ば､｢お盃 ｣と言 う重 要 な儀 式 が行 われ る｡

あ るお母 さん の話 に よる と､ ｢お盃 ｣ は歌舞 練 場 の大広 間 で行 われ ､本

人 と姉 芸 妓 ､姉 の姉妹 筋 の芸舞妓 ､見習 い姉妹 (同 じ茶屋 で見習 い を し

た芸 舞 妓 た ち)､お茶屋 組 合役 員 ､芸妓組 合 役員 が居 並ぶ 中､それ ぞれ

67 舞 妓 や 芸妓 の名 前｡ 水 商 売 で は女性 が 商 売 上使 う名 前 を源 氏名 (げん じな) と呼

ぶ こ とが あ るが ､ こ こで は ､お茶 屋 のお母 さん が芸 名 とい う言 葉 を使 った の で ､ そ

れ に準 拠 した｡
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に盃 事 をか わす そ うだ｡この盃 に よって花街 の人 間 と して組 合 か らも認

め られ ､また花街 の 中で助 け合 ってい く姉妹 関係 の縁 も結 ばれ るので あ

る｡

そ して このお盃 の 日か､も しくは何 日か後 の吉 日に､見習 い始 めの挨

拶 に回 り､仕込 み さん は ｢見習 い さん｣ と呼 ばれ る こ とにな る｡見習 い

さん にな った ら､そ の 日か ら正 式 にお座 敷 に出 る こ とがで き る｡見習 い

茶屋 を中心 に､様 々 なお茶屋 で実地 の訓練 を受 け るの であ る｡髪 は ｢割

れ しのぶ ｣ とい う若 い舞妓 の形 に結 い ､｢半 だ ら り｣ とい う､だ ら りの

帯姿 の舞 妓 よ りも短 い帯 を しめ るo芸妓 な らば､島 田を大 きめに結 い上

げた掌 に派 手 な飾 り付 けを し､いか に も初 々 しい髪型 をす る｡見習 い と

はい え芸舞妓 ら しい装束 を身 につ けお座 敷 にで る この期 間は､緊 張 と失

敗 の連続 で あ る と､話 を聞 い た芸舞 妓 た ちは語 ってい た｡ 1カ月 か ら 1

カ月 半 の この見習 い期 間 に､デ ビュー を控 えた見 習 い さんた ちは､お座

敷 の雰 囲気 を知 り､見世 出 しの準備 をす るので あ る｡

4.2 見世 出 し

｢お姉 さん､ よろ し う､お た の も うします ｣

｢美 068ちゃん､お めで と うさん どす ｣

2004年 11月､京都 の花街 に一人 の新 しい舞妓 が誕 生 した｡豪華 な黒

紋付 にだ ら りの帯 ､ プ ロの化 粧 師 に よって 白塗 りの化 粧 が ほ どこ され ､

地毛 で結 い上 げた ｢見世 出 しの割 れ しのぶ｣ とい う髪 型 の 日本髪 には電

甲 (べ っ こ う)のかん ざ し､賓 の両側 には ビラか ん と呼 ばれ る銀 の挿 し

物 が揺れ る｡置屋 には この花 街 に所属す る舞妓全 員 と関係 者 の芸妓 ､お

母 さんた ちが続 々 と集 ま り､化粧 や着付 けを見守 って い る｡や が て姉 芸

妓 が正装 で登場 し､ひ とまず小 部屋 に移動 して､姉 芸妓 ､仲人 ､見習 い

68 本 文 は京都 花街 で の参 与観 察 の記 録 ､複 数 の関係 者 - のイ ンタ ビュー な どに基 づ

い て記 述 して い るが､個 人や 店舗 な どの記述 には仮 称 を用 いて い るQ これ は､調 査

協 力者 に未 成年者 が含 まれ る こ とと､一 見 さんお断 りの慣 習 に基 づ き営業 を続 けて

い る こ と- の配慮 のた めで あ る｡ また ､花街 の しきた りや 言 葉 な どは京都 にあ る五

つ の花街 に よって微 妙 に異 な るが､筆者 が参加 す る こ とが で きた あ る特定 の花街 の

しきた りに準拠 し､ よ り一般 的 な説 明 が必要 な場合 には別 途 注記 を してい る0
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茶屋 のお母 さんた ちが､ 門出に際 して花街 の人 間 としての心得 を諭 し､

鯛や お めでたの品々の並 んだ祝膳 に形 だ け箸 をつ けて､い よい よお茶屋

や 師匠宅- の挨拶 回 りに出発 とな るが､この際､背後 か ら切 り火 を して

も らい ､歩 き慣れ ないお こぼ69を履 き､左 足 か ら屋形 70の玄関 を出 る71の

が しきた りとなってい る｡

この見世 出 しは､新 人 の舞妓 の顔 と名 前 を覚 えて もら う新規 開業告知

のイベ ン ト的 な要素 を持 つ行事 である｡見世 出 しの期 間は､3日間｡ こ

の間は､デ ビューす る舞妓 は､ひ と目で新人 の舞妓 と分か る装束 とお化

粧 と髪型 (黒紋付 ､衿足 は 3本 ､電 甲のかん ざ Lに前髪 の両側 に ビラか

ん と呼 ばれ るかん ざ Lを さす｡この ビラかん は短 く細 い銀色 の短冊状 の

かん ざ Lで､通常は右側 一方 だけにつ けるOなお ビラかんには置屋 の紋

がつ いてい る)を して､姉妹 関係 の盃 を取 り交わ したお姉 さんがついて､

花街 にあ るお茶屋すべ て を回 るOこれ は､お茶屋 のお母 さんがお座敷 に

どの舞妓 を派遣す るか コーデ ィネー トす る72ため､新人でまだ ご最眉 の

お客がいない芸舞妓 が､これ か らお座敷 に呼んで も らえるよ うに､お茶

屋 さん に顔 と名前 を覚 えて も ら うとい う営業的な意 味合いが濃 い｡しか

も､近 隣の仕 出屋 ､料理屋 ､旅館 な ど､花街 と関連 の深 いお店 に も回 る

か ら､見世 出 しの 3日間は､ま さに 目が回 るよ うなスケジュール を こな

す こ とにな る｡今 回の見世 出 しは､宮川 町 の舞妓 の例 だが､この花街 に

はお茶屋 が 40軒近 くあ り､ これ らをすべて徒歩 で一軒一軒尋ね ､それ

ぞれ に挨 拶 して回 るので ある｡新 人舞妓 がデ ビュー してまずす るこ とが､

69 舞 妓 が は く､桐 で で きた底 の厚 い独 特 の履 物 の こ とD底 の厚 さが 15cm程 度 あ り､

慣 れ な い と歩 き に くい｡ 新 人 の舞 妓 さん の鼻緒 は赤 色 で ､舞 妓 の経 験 年 数 が増 え る

と鼻 緒 の色 が水 色 な ど大 人 っ ぽ い 落 ち着 いた もの に かわ る｡

70 芸 舞 妓 が住 み 込 む 置屋 の別 称 ｡ 第 3章 で も記 述 した が ､筆 者 が 聞 い た 範 囲 で は ､

花 街 の 人 た ち同 士 が話 す ときは屋 形 ､ よ り一 般 的 に花街 に あ ま り詳 しくな い人 と話

す とき に は置 屋 とい うよ うに ､話 し手 に よって 自然 に使 い分 け られ て い る こ とが 多

い｡ こ こで は ､参 与観 察 の記 録 を基 に して い るの で ､花街 の 内側 の人 間 の視 点 で屋

形 とい う言 葉 を用 い て い る｡

71 挨 拶 に 回 る とき に､祇 園 甲部 で は男 師 と姉 芸妓 が ､他 の花 街 で は姉 芸 妓 が付 き添

う｡

72 図 5 (78頁)｢お座 敷 とい う場 の形 成 にお け る関係 者 の位 置 ｣ を参 照O お 客 か ら

芸 舞 妓 の指 名 が あ った とき に は､ それ に従 いお母 さん は芸 舞 妓 を手配 す るが ､指 名

が な い とき､ あ った と して も先約 が あ り手 配 が で きない ときは ､お母 さん がお 客 の

好 み や 来 店 の 目的 を考 慮 して ､ どの 芸舞 妓 をお座 敷 に呼 ぶ か 決 め る O
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お姉 さん とい う花 街 で実 績 が あ り顔 と名 前 の売 れ て い る人 と一 緒 の 営

業 で あ る｡

お茶 屋 や 近 隣 のお店 を回 る ときに､お披 露 目の ｢てん てん｣ (日本 手

拭 の こ とで ､花街 で はて んて ん と呼 ばれ る)を持 って配 って い く｡今 回

配 られ た見世 出 しのて んてん には､芸舞妓 の所 属す る置屋 さんの家紋 が

真 ん 中に､そ してそ の家紋 の向か って左 側 の端 に盃 を交 したお姉 さん の

名前 を上 に､行 を変 えて 下 に妹 と書 き､さ らに改行 して下 にデ ビューす

る新 人 の舞妓 の名 前 が染 め抜 いて あ る｡そ して､て ん てん に掛 け られ た

慰斗 にはす べ て赤 字 で､上 の段 には舞 妓御 披 露 目､下 の段 に はてんて ん

と同様 に盃 を交 したお 姉 さん の名 前 を上 に行 を変 えて 下 に妹 と記 した

上 で ､改行 して新 人 舞妓 の名 前 が書 かれ てい る｡ (図 3参 照)誰 の妹 か

とい うこ とが ､花街 で は非 常 に重 要 なっ なが りで あ る こ とが ､見世 出 し

のて んて ん か らも良 く分 か る｡

図 3 てんてん (重き斗)
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そ して､このお姉 さんの上 の文字 (一文字 か二文字)を も らって､妹

にあた る芸舞妓 は名 前 をつ けてい る｡例 えば､美 ○ さん姉 さん73の妹 は

美 ○ さん､○富美 さん姉 さんの妹 は○富美 さん とな り､○のなかはそれ

ぞれ違 う文字 が入 る｡先 ほ どのてんてんに掛 け られ た輿斗やてんてん に

染 め抜 かれ た名 前 を見 る と､妹 と書いてな くて も､この花街 のル ール を

知 っていれ ば､ひ と目で この二人が姉妹 関係 であ る こ とが分か る｡この

よ うに花街 では芸舞妓 の名前 を見聞 きすれ ば､芸舞妓 同士のつなが りの

想像 が容易 につ くのであ る｡

新 人 の芸舞妓 は､三つの言葉 が言 える と一応仕事 が務 まる といわれ て

い る｡ それ らは､｢お たの も うします｣･｢おお きに｣･｢す ん ま- ん｣ で

あ る｡ 日に 3､4回お座敷 がかか ることもよ くあ るか ら､花街 の先輩 芸

舞妓やお茶屋 のお母 さん74に､ これ か ら美 ○は､毎 日､何十回､何 百回

も､｢お たの も うします ｣･｢おお きに｣･｢す んま- ん｣ を 口に して頭 を

下 げて､ この街 に馴 染み受 け入れ られ てい くよ うに努 めるこ ととな るa

京都 の文化伝統 にひかれ この街 を訪れ る観光客 は多いが､石畳 に格チ

戸 の町家 が続 く京情緒 あふれ る花街 はま さに京都観 光 の 目玉であ り､そ

の京情緒 あふれ る街角 で芸舞妓 さんを見 るた めに､夕刻 に彼 女た ちがお

座敷 に出か ける頃合 をみ はか らって､ここを訪れ る観 光客 も数多 く見受

け られ る｡

そ ん な観 光 客 た ちがカ メ ラを片手 に石畳 み を散 策 してい る秋 の夕暮

れ､新 しく舞妓 にな った美 ○の ｢お見世 (みせ)出 し75のお祝 い会｣が､

彼女 が見習 い を していたお茶屋 で開催 され ､そ こに同席す る機会 を筆者

は得 た｡

今 回参加 す る ことができたお見世 出 しお祝 い会 は､新人舞妓 の見習 い

73 後 輩 の 芸 舞 妓 が先 輩 を呼 ぶ ときに は ､この よ うに名 前 の あ とに さんづ け を した あ

とで姉 さん とい う呼称 をつ け る｡

74 お 茶 屋 の女 将 さん は ､芸 舞 妓 か らはお母 さん と呼 ばれ て い る｡ なお ､い く ら年 齢

が 上 で も現 役 の 芸妓 さん はお 姉 さん と呼 ばれ る｡ 敬 意 を込 め て ､ こ うい う大先 輩 は

大 きい お姉 さん と呼 ばれ る こ ともあ る｡ ま た ､舞 妓 で も､経 験 年 数 が長 い舞妓 は大

き い舞 妓 さん と呼 ばれ る｡

75 お 店 出 し､店 出 し､見 世 出 しな ど と表 記 され る こ ともあ るが ､ こ こで は今 回参 加

す る会 の案 内 の表 記 で使 われ て い た ｢お 見 世 出 し｣ を用 い るD
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茶 屋 の お 客 が この お茶 屋 のお母 さん を応 援 す るた め に作 っ た後 援 会 に

よって企 画 され ､この後援会 が主催す る もの で あ る｡ したが って主催 者

のお 客 た ちは新 人舞 妓 を個 人 的 に知 ってい る人 た ちで はな く､見習 い茶

屋 と して舞妓 にな る教 育 に手 を貸 したお茶屋 との縁 で､お祝 いの会 を開

催 して い る｡ また､ この後援 会 は､今 回 のお祝 い会 の 開催 以前 に も､後

援 す るお 茶屋 を見 習 い茶 屋 と した別 の仕 込 み さん が舞 妓 と してデ ビュ

ーす る ときに も､後援 会 主催 のお 見世 出 しのお祝 い会 を開催 した こ とが

あ った ｡

この 日は あい に く小 雨模 様 だ ったが ､京都 ら しい花街 の細 い路地 の石

畳 は しっ と り濡れ ､紅殻格 子 の町家 の家並 び は一層 落 ち着 きを増 して い

る よ うに見 えた｡夕方 にな る と､お茶屋 の軒先 に掲 げた提灯 には灯 が入

り､ さ らに風情 あふれ る様 子 で あ る｡お 見世 出 しお祝 い会 の会場 は､お

茶屋 さん の二階 に あ る二 間続 きの座 敷 76で ､ この 日は通 常 は あ る仕 切 り

のふ す ま を と り､数 人 の宴会 よ り広 く しっ らえて あ った｡このお座敷 に､

参加 者 16人分 の一人用 の塗 りの座 卓 77(幅 50cmほ ど) を コの字形 につ

なげて並 べ ､人数 分 の座布 団 も敷 かれ宴席 の準備 が して あ る｡

午後 7時 ､後 援会 会 長 の乾盃 で会 が始 ま ったO この会長 は 60代 の男

性 で大 阪在住｡会社 勤 め を退職 した あ と､趣 味 の三味線や長 唄 を京都 ま

で習 い に毎週 出て来 てい る との こ と｡お茶屋 のお母 さん (とい って も 40

歳 そ こそ こ､つ い 1年 ほ ど前 まで は芸妓 と して売 れ っ子 だ ったが今 は置

屋 とお茶屋 業 に専念 )が現役 の芸妓 で あ った ときに知 り合 い､お茶屋 (置

屋 を兼 ね る)を開業 す る ときに応援 す る会 を作 られ た との こ と｡それ 以

降ず っ と 6年 間 ほ ど応援 され て い る との こ とで､お母 さん とも､お母 さ

ん の経 営 す る置屋 所 属 の芸舞妓 4人全員 とも打 ち解 けた間柄 で あ る｡

会長 は､今 まで このお茶屋 で見習 い を してデ ビュー した芸舞妓 た ちす

76 通 常お 茶屋 の座 敷 は､8畳 と 4畳 の続 き間にな ってい る｡ 狭 い よ うだが ､お茶屋

さん の畳 は京 間 とい う広 いサイ ズで あるた め､8畳 とい って も 10畳 くらいの広 さが

あ る｡ なお ､ このお茶屋 さんの座 敷 には 4畳 の畳 の間 に続 いて 3畳 ほ どの板 の 間 が

あ り､ ここで芸舞妓 が踊 った り三味線 を弾 いた りす る こ とが多 い0

77 座 卓 の表 面 は座 ってい る人 の顔 が映 るほ どきれ い に磨 かれ ､お座 敷 の畳 も襖 も障

子 も壁 も どこを見て も､ ち りも手垢 も全 くな く掃 除 が非常 に丁寧 に され ていた0
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べ て 78の見世 出 しを見 てい る との こ と｡ 今 日の ヒロイ ンの新 人舞妓 が見

習 い さん と して過 ご して い た とき に もお座 敷 で 見 か け た こ とが あ り､

｢○○ ち ゃん (本名 ) 79の見世 出 しは､一 生 に 1回 の こ とや か ら楽 しみ

や｡それ に彼 女 は､お母 さん も芸妓 さんや ったか ら､い わば この町 のサ

ラブ レッ ドや ｣ と話 して､ とて も楽 しみ に してお られ る｡今 日は じめて

見世 出 しを見 る とい う参加者 に､他 の芸舞妓 の見世 出 しの様 子 を話 して

あげた り､以 前参加 した こ とが あ る顔 馴 染み の人 とは､見世 出 しで見 た

芸舞 妓 が そ の後 どん な活躍 を してい るか を話 した り､余裕 の あ る様 子 で

参加 者 にお茶屋 や置屋 ､芸舞妓 の こ とな ど花街 に関す る知識 や情報 を さ

りげな く教 えて い る｡

お座 敷 に並 んでい る各 自の前 の一 人用 の座卓 (塗 りの上 品 な机 )の上

には､仕 出屋 さんか ら届 け られ た京料理 のお弁 当が置 かれ てい る｡席 に

つ く と､｢こん ばん は､お こ しや す ｣ とい った挨 拶 の も とに､宴席 でお

相 手 を して くれ る こ この芸舞妓 二人 が､お客一人ず つ にお絞 りを広 げ辛

渡 してい く｡ この とき､上座 か ら順 にお絞 りが渡 され てい くDそ の あ と

で､お座 敷 にい るお客一人一 人 に､先 述 したお姉 さん と新 人 の名 前 の入

った記 念 のて んてん を渡 してい くのだ が､てんて ん にか け られ た輿 斗 に

はお 客 一 人 一 人 の名 前 が毛筆 で○○様 と書 かれ てお り､芸舞 妓 た ちは､

お 盆 の上 に載 せ て お座 敷 に持 って きた て ん て ん をお 客 の名 前 を確 か め

つつ ､両手 を添 えて一つず つ手渡 してい く｡ この よ うにお座 敷 で は､も

の は手 づ かみや 素 手 で運 ばれ る こ とはな く､必ず お 盆 な どに載せ る､あ

るい はハ ンカチ な どに包 まれ るな どして､運ぶ よ うに され て い る｡また

芸舞 妓 た ちがお客 に もの を渡す ときには､お客一 人ず つ に両手 を添 えて

渡す よ うに芸舞妓 た ちは してい る｡座 敷 が狭 く動 くの が大変 だ か ら､て

んて ん を載 せ たお盆 をお客 に取 り回 して も ら うとい った こ とはせ ず ､多

少 時 間が かか って も､それ をお客 に退 屈 だ と受 け取 らせ ない よ うに心 を

込 めて ゆ った りサ ー ビス を行 うよ うに芸舞 妓 た ち一 人 一 人 が動 い て い

78 名 前 を挙 げて も らった が ､約 7人 との こ と｡ 記 録 を き ちん と取 って い ない の で ､

は っ き りしてい ないが とい うこ とで あった｡

79見習 い さん時代 は本名 で呼 ばれ る
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る｡お絞 りを渡す ､てん てん を渡す とい った単純 な作 業 で も､お座 敷 と

い う場 で は､芸舞妓 はお 引 きず りの着物 の衣 擦れ の音 を させ なが ら､梶

さば き もそそ と見事 に優 雅 に してい る｡

今 回 の宴席 で は､このお茶屋 兼置屋 に住 み込 ん で い る､筆者 も顔 馴 染

み の芸舞妓 各一人ず つ がつ いて くれ た｡ この二人 の芸舞妓 は､舞 妓 の方

の年 齢 が若 い けれ ども先輩 ､芸妓 は年 長 だが花 街 で は後輩 なので､宴席

の上座 (会 長 が座 って い るあた りに向 き合 うよ うに)には舞妓 が､下座

の方 には芸妓 が座 り (長 細 い宴席 の真 ん 中あた りに斜 めに座 り､自分 の

左 右 両側 のお 客が見 え る よ うに してい る)､お絞 りを配 り始 め る｡

新 人 の舞妓 が見世 出 しの挨 拶 のた めに来 た とき は､この新 人 さん とお

姉 さんがお座 敷 の メー ンで あ るか ら､二人 はい ったんお座 敷 の場 か らひ

き､新 人 の舞 妓 がお 客 か らよ く見 える よ うに邪魔 にな らない板 の間や 階

段 な どに控 えてい た｡ しか し､新 人舞妓 の顔 見せ や 写真撮影 が終 わ り､

お酌 や お話 の相手 が座 敷 で必 要 にな る と､先 ほ どの序 列 の とお りに二 人

は座 り､そ の下座 に新 人舞妓 ､そ して新 人舞 妓 の振 る舞 い が見 え る隣 ､

宴席 で は一番 下座 にお姉 さん が座 ってい た｡こ うした誰 が どの場 に座 っ

てお 客 の相 手 をす るのか とい うこ とは､その場 にい る芸舞妓 た ちで素 早

く判 断 され て､お 客 が特別意 識す る こ とな くスムー ズ に芸舞妓 た ちの拷

ち場 の位 置 が変 わ る｡ ｢こっ ち-｣ な ど直接 的 な指 示 は､先輩 の舞 妓 か

らは され てお らず ､お客 は特別意識す る こ とな く､芸舞妓 た ちのお座 敷

で の持 ち場 が変 わ ってい くO例 えば､数 人 のお客 のお座敷 に 2人 の芸舞

妓 がつ く場 合 は､上座 の席 のお客 の横 にまず先輩 の芸舞妓 が座 るが ､寡

席 の頃合 をみ て､芸舞妓 た ちは上座 と下座 の持 ち場 を交代 す る こ とが 多

い｡芸 舞妓 た ちは､特 定 のお 客 を最眉 した と受 け取 られ ない よ う､い ろ

い ろな芸舞 妓 とお客 が楽 しんで も らえ るよ うに､自然 とお座 敷 で座 る位

置 も変 えて い るので あ る｡

さて ､会長 の乾盃 の あ とは､お客 はお料理 を食 べ なが ら､芸舞妓 か ら

お酌 を受 け る｡芸舞妓 た ちは､お酒や ビール をつ ぐときは､お客 の 目を
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見て､｢お にい さん､ ど うぞ｣ 80とか､｢お姉 さん､ ど うぞ｣ な ど声 をか

けなが ら､必ず挟 (た も と)の袖 口を左 手で軽 く押 さえ､飲 み に くくな

い よ う､あふれ ない よ う､ち ょ うどいい頃合 いに少 し控 え 目に注 ぐ｡ま

たお酌 を しなが ら､どのお客のお酒や ビール が少 な くなってい るのか を

目端 で とらえ81､お酒 が きれ るこ とがない よ うに､次 の飲 み物 の準備 の

気配 りをす る｡下座 の側 にす わってい る芸妓 は､上座 の方 にい る舞妓 の

ビールや お酒 のお代 わ りの分 もお盆 に載せ ､上座 の舞妓 が動 き回 らな く

て よい よ うに気 をつ けて､上座 にい る先輩 の舞妓 に渡す よ うに してい る｡

宴席 の進 み方 とお客 の食べ方 の様子 に合 わせ て､階下か らお料理 も運 び､

配膳 してい く｡ お刺身やおて しょ う82な どお弁 当に入 っていないお料理

を運 び ､一人分ずつお客 に声 をか けて並べ ､食べ 終わ ったお皿 な どは適

宜引いてい く｡ そ の間 に も､ ビール ､お酒 な どの飲 み物 を運 んで きて､

お酌 もす る し､お酒 が飲 めないお客 には､乾盃 が済み宴席 の緊張が ゆる

み話 に花 が咲 くよ うになった頃合 い をみ て､飲 め るお 客飲 めないお客､

双方 に負担 にな らない よ うに配慮 しなが ら､それ とな くソフ トドリンク

の注文 を聞 き運 んで くる83｡

この よ うに､お座 敷 でお客 との会話 にお酌 ､食事 の世話 とテ キパ キす

べ き こ とを､お 引 きず りの着物 84の裾 を柔 らかに さば き､優雅 な立 ち居

振 る舞 いです る｡また､舞妓 は､立 ち歩 くときには､だ らりの帯 がばた

80 宴席 で 芸 舞 妓 が お 客 の名 前 を呼 ぶ こ とは あ ま りな い｡ これ は名 前 を伏 せ て遊 び た

い とい うお 客 が い る こ と､花街 そ の もの が 浮世 とは違 う粋 な世 界 で あ る こ とを考 慮

して ､日常 の 呼称 は使 わ れ な い そ うで あ る｡男性 な ら ｢お に い さん｣や ｢だ ん さん｣､

女性 な ら､｢お ね え さん｣や ｢お く さん｣ とい った 呼 び方 で 声 をか け られ る こ とが 多

い｡

81 後 輩 の 芸 舞 妓 は ､徳 利 や ビー ル の ビンの底 が 上 が る よ うな った ら軽 くな った証 拠

だ と､ 自分 の お相 手 して い るお客 だ けで な く､先 輩 がお 相 手 して い るお 客 のお 酒 の

減 り方 も察 知 して ､新 しい もの を準備 す る とい うの が ､ 宴席 で の基 本 だ とお茶 屋 の

お 母 さん か ら以 前 うか が った こ とが あ る0

82 京 都 で は刺 身 用 の お 醤 油 の入 った小 皿 は ｢お て し ょ う｣ と呼 ばれ る｡

83 お 客 が ビール の コ ップ を 口に運 ぶ 回数 や 量 の減 り方 を見 て い るの だ ろ う､あ ま り

お酒 が飲 めそ うに な いお 客 が他 の人 と話 を して い な い タイ ミン グ をみ て ､｢お ぶ (お

茶 ) で も ど うどす か ?｣ な ど さ りげ な く聞 い て い た｡

84 芸 舞 妓 た ち はお座 敷 で の着物 は ､裾 を 引 きず る よ うに長 く着 付 けす る よ うに で き

て お り､｢お 引 きず り｣ と呼 ばれ るC着 物 の裾 に は少 し綿 が入 っ てお り重 み が あ るの

で絡 ま りに く くな って い るが ､裾 を 引 きず って歩 くの に は慣 れ が い る｡普 段 着 は ｢か

らげ｣ と呼 ばれ ､身 丈 を身 長 に合 わせ て短 く着 付 けす る通 常 の着 方 で あ る0
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つ か ない よ うに85片 手 を帯 の下 の方 に軽 く添 えて い た｡ この 間､芸舞 妓

た ちは､お茶屋 さん のお母 さん の指示 を受 け るわ けで は な く､お座敷 に

一緒 にい る芸舞妓 た ちだ けの判 断 で進 めてい く｡芸舞 妓 た ちは､お座 敷

の開催 の 目的 ､参加 者 の様 子 ､宴会場 の広 さや 人数 ､料理 の内容 に合 わ

せ て､お 客 との会話や お酌 ､そ して配膳 とい った具 体 的 なサー ビス を堤

供 してい る｡ ここで ､彼 女 た ちは､お座 敷全 体 の場 の雰 囲気 を盛 り上 げ

る｡お座 敷 で､お 客 が何 を求 めてい るか を汲 み取 り､それ をいか に相 辛

が喜 ぶ よ うに上手 く提供 す るか とい うこ とを考 えて､さ らに一人一人 が

所 作 をす るだ けで な く､全 体 で何 をす るべ きか とい う､この場 の ｢もて

な し｣ そ の もの を作 ってい く努 力 を して い る｡

宴会 が始 まって 40分 ほ どた ち､お客 がお刺 身 を食 べ お弁 当の中のお

料理 も半分 以上 手 をつ けた､ち ょ うど食 事 の 山 を越 えた ころに､見世 出

しの新 人 の舞妓 がお茶屋 に到着 した よ うだ｡玄関 の戸 が あき､階 下か ら

挨 拶 をす る声 が､お座敷 の あ る二 階- も届 いて くる｡参加 者 はそ の様 子

を聞 き､座布 団 に座 り直 し少 し居 ず まい を整 え､カ メ ラを取 り出 し写真

撮影 の準備 を し始 め る｡ま さに､い よい よ とい う雰 囲気 が座 の 中に満 ち

て くる とい う感 じで あ る｡

お茶屋 のお母 さん が､お姉 さん と見世 出 しの舞 妓 を連 れ て上 が って く

る｡階段 を上 が る とそ の続 きにな って い る板 の間 に､お姉 さん､新 人 の

舞妓 が真 ん 中､そ してお茶屋 のお母 さん とい う順番 に奥 か ら座 り､お茶

屋 のお母 さんが､新 人 を引い てい るお姉 さん を美 ○○ さん ､続 いて新 人

の舞 妓 を妹 さんの美 ○ さん と言 って紹 介 した｡

このお姉 さん は､見 た所 は 60歳 を越 えた ぐ らい だ ろ うか ､か な りベ

テ ラ ンの芸妓 さん ら しく柔 和 な笑 み を浮 かべ ､す べ る よ うな柔 らか な物

腰 でお座 敷 のお客 の前 に登場 した｡ お姉 さんは小柄 で洋 髪 86､福 子 のべ

85 筆 者 の 変 身 舞 妓 の経 験 で は ､だ ら りの 帯 は膝 下 ぐ らい の長 さが あ るた め､動 き に

合 わせ て予 想 以 上 に大 き くゆれ ､周 囲 に あ る ものや ひ とに帯 先 が あた る こ とが あ っ

た0

86 日本 髪 で は な く､髪 は ア ップ に結 い 上 げ て あ ったO 舞 妓 は地 毛 で 日本 髪 を結 い ､

若 い芸 妓 さん は 日本 髪 の馨 をつ け ､ 両者 と もに着 物 の裾 を 引 きず って い るが ､ あ る

程 度 年 齢 の い った芸 妓 さん は ､洋 髪 で ご く普 通 の着 方 で着 物 を着 て い る0
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- ジ ュ色 の色 留袖 を身 につ け､帯 は格調 の高い金 糸銀 糸 が織 り込 まれ た

袋 帯 ､帯揚 げ も帯締 め も 白色 で､着物 姿 をパ ッ と見 るな りひ と目で慶 辛

の装 い87で あ る こ とが分 か る｡ 女性 に とって色留袖 は､結婚 式や 叙 勲 の

パー テ ィー な ど儀 礼 的 な催 しの ときに着 る第 一礼 装 の格 の高 い着 物｡し

か も､落 ち着 いた色 目の地紋 の入 った着物 は､座 ってい る上 半身 だ け を

一見す る と無地 の着物 の よ うに見 え るが ､着物 の裾 には､お めで たい松

の絵柄 の手 の込 ん だ 日本刺 繍 が され てお り､直接 的 な華美 をあま りここ

ろ よ くは思 わない京都 人 ら しさの こだ わ り88が反 映 され た よ うな､ はん

な りした 品格 の高 い着物 姿 で あ る｡ しか も､落 ち着 い たベ ー ジュの着物

の色 は､隣 にい る新 人 の舞 妓 の黒紋付 を引 き立て ､ま さにす べ て計算 さ

れ たお姉 さん の装 い とい う印象 で あった｡それ だ け この 日が特別 で あ る

とい うお姉 さん の思 い が､身 につ けた装 いか らも感 じられ る よ うで あ っ

た｡また ､お茶屋 のお母 さん もグ レー の地色 に竹 の模 様 の落 ち着 い た色

目の訪 問着 に､西 陣織 の袋帯 ､帯揚 げ と帯締 めはや は り白で ､お めでた

い装 いで あ る｡特 に着物 の絵 柄 になって い る竹 は､勢 い よ く伸 び てい く

縁 起 の よい植 物 で､ま さに見習 い茶屋 のお母 さん と して 目をか けて世請

を した新 人 の舞妓 の将 来 を祝福 し､成長 - の期待 を込 めた よ うなお祝 い

の着 物 で あ る｡ しか も､お母 さん は グ レー の地色 の着 物 なので､お姉 さ

んの着物 と色 がかぶ る こ とな く､花街 の先輩 芸妓 で あ るお姉 さん を立て

る よ うに も配 慮 し､隣 にい る黒紋付 の新 人舞妓 を引 き立て る色 目を選 ん

で い る｡お姉 さん､見習 い茶屋 のお母 さん､ ともに新 人 の舞妓 の見世 出

しに際 して､喜 び の気持 ちを きちん と着 物 で表 してい るあた り､そ の こ

だわ りの 心意 気 は､｢京都 の着倒 れ｣ と呼 ばれ る文 化 をそ の ま ま 目にす

るよ うで あ った｡

お姉 さん は､この二 間続 きの座敷 につ いてい る 3畳 ぐらい の板 の間 に

座 る際 に､妹 の新 人舞 妓 の着 物 の裾 を整 え､正 面 か ら見た ときに身 頃 の

87 着 物 に詳 しい人 (京 都 に は呉 服 関連 の こ とを仕 事 に して い る人 が多 い)が 見 れ ば ､

こ うい った こ とはひ と 目で分 か る｡ あ ま り着 物 を見慣 れ て い な い人 で も､ 上 な どで

品 の よい着 物 とい うの は分 か るだ ろ う｡

88 装 うこ とに力 の入 った着 物 姿 ､派 手 派 手 しい格 好 は ､仰 々 しい と敬 遠 され る0
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か え りの幅 が丁度 良 く､着物 の裏 の柄 が見 え る よ うす るな ど気 を遣 い ､

新 人 の舞 妓 が よ りきれ い にお客 か ら見 え る よ うに､さ りげな く世話 を し

てい た｡そ して､新 人舞 妓 の居住 まいが整 うと､二人 は前 に扇子 をお き､

正 面 にき ちん と顔 を向 けてか ら､丁寧 なお辞儀 を し､二人 そ ろって ｢よ

ろ しゅ う､お た の も うします ｣ と､お客 に向か って挨 拶 が され る｡ この

挨 拶 まで に､今 まで相 手 を していて くれ た芸舞妓 た ちはい ったんお座 敷

か ら下が る格好 とな る｡ この とき､芸舞妓 た ちは､お座 敷 の関心 が新 人

舞妓 さん に向い てい る間 に､そ っ と座 を抜 けてい る｡

さて ､挨 拶 が済 む と､お姉 さんが一番 上座 の会長 の前 に行 き､次 に新

人 の舞妓 が座 る｡ こ こで会長 が会 か らのお祝 い をお姉 さん に渡 し､お柿

さん と新 人舞妓 がそ ろってお礼 をい った あ とで､お姉 さんは このいただ

い た ば か りのお祝 い をお茶 屋 のお 母 さん に渡す よ うに新 人 の舞 妓 に言

い ､新 人舞妓 は板 の 間 にい るお母 さん にお祝 い を渡 しに行 く｡お祝 い を

も らった ときに､開封す る こ とは もちろん､その場 で しまった りもせ ず

に､まず このお座 敷 を仕切 ってい るお茶屋 さんのお母 さん に渡す のがル

ール の よ うで あ る｡お祝 い を も らった あ とで､今 度 は新人 の舞妓 が一香

上座 につ き､お客 に挨拶 して い く｡

そ の ときに､後援 会 の会長 か ら ｢花名 刺 89は ?｣ とい う声 がか か る｡

会長 は､新 人 の舞 妓 が このお茶屋 で見習 い を していた ころにお座 敷 で 出

会 ってお り､彼 女 の こ とは よ く知 ってい るか ら､親 しみ の あ る話 し方 で､

お座 敷 です べ き こ とを新 人 の舞妓 に教 えてい る｡美 ○ は さっそ く名刺 入

れ を出 して ､一番 上座 の会長 か ら ｢美 ○ どす｡ お た の も うします ｣ と､

お 客一人 一人順番 に名 刺 を持 って丁寧 に声 をか けなが ら配 ってい くOこ

の ときに､お客 た ちは各 自思 い思 い に写真 を取 り始 め るのだ が､あ る人

か ら ｢動 か ん とい て - ｣ と言 われ て ､思 わず新 人舞 妓 が じっ とす る とい

89 芸舞 妓 が持 って い る横 2cmX縦 3cm 程度 の小 さな名 刺o い ろい ろな模様 や きれ

い な色 の上 に所 属す る花街 の名 前 と自分 の芸名 (住 所 はない)のみが書 いて あって ､

裏 面 は シール にな って い る こ ともあ る｡ シール にな って い るの は､お財 布 に この花

名 刺 をは って も ら うた めだ と言 うC舞妓 にひ っか けてお金 が ｢まい こむ｣､芸妓 は元

舞 妓 だ か ら ｢もっ とま い こむ｣ だ とかO お財布 とい うよ く 目にす る ところに名 前 入

りシール をは って も ら うの は､花街 らしい しゃれ た営業方法 で あ る｡
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うこ とが あったO動 作 の途 中で写真 を取 られ る こ とに慣 れ てい ないの か ､

それ とも名 刺 を配 る こ とに精 い っぱ い で 写真 を取 られ て い る こ とに気

がつ か なか った のか ､声 に少 し驚 いて急 いで動 き を止 めポー ズ を取 って

いたO

新 人舞妓 が花名 刺 を配 ってい る間､お姉 さん はず っ と彼 女 の下手 に座

り､ お客 のお相 手 を して い るC 例 えば､｢美 ○○ の うえの頭 文字 を とっ

た か ら姉妹 どす ､美 ○ どっせ ｣ と名前 の説 明 を した り､背 中のだ ら りの

帯 の結 び 目の脇 に扇 子 を さ してい る (胸 元 に も さ して い るので､舞妓 は

二本 扇 子 を身 につ け る こ とにな る)のは､黒紋付 の時だ けです と､背 中

ばか りが見 えてい る下座 の方 のお 客 に説 明 した りしてい る｡

お客全員 に名 刺 を配 って新 人舞妓 が挨 拶 を終 え る と､お姉 さん は舞妓

を立たせ て ､今 日の見世 出 しの特別 な衣 装 につ い て説 明す る｡見世 出 し

の 3 日間 は､新 人舞 妓 は黒紋付 90を着 て､衿 足 が三本 足 91にお しろい が

塗 られ ､髪 に は電 甲の かん ざ Lを挿 して い る｡ 衿 足 を三本 足描 くの は ､

これ は黒紋付 を着 た ときだ けのお化粧 の方法 で､普 通 の舞妓 の衿 足 は二

本足 に描 くとの こ と｡さっそ くそ の場 でお相 手 を して くれ る先輩舞 妓 の

衿 足 と見比べ て､参加 者 一 同納得 した様 子｡新人舞 妓 の衿足 の写真 をア

ップで撮 る人 もた くさん いた｡また､新 人 の舞妓 は紅 を下唇 にだ け さ し

てい たが ､デ ビュー後 1年 間 ､舞妓 は上唇 に は紅 をひ けない との こ とで ､

こ うした新 人舞妓 な らで はのお化粧方 法 につ いて も､お姉 さんか ら説 明

が あ った｡

こ こで､ ｢み ん な で記 念撮影 を｣ と会 長 か ら提 案 が あ り､下座 のお 客

か ら順 番 に板 の間 で新 人 の舞 妓 の隣 にす わ って写真 を撮 る こ とにな る｡

写真 を撮 影 す る前 に､お姉 さん は､新 人 舞妓 の衿 元や 帯 を直 し始 め る0

さらに､お姉 さん はお座敷 に控 えていた芸舞妓 た ちに も声 をか け､先 輩

の芸舞 妓 た ち も一 緒 にな って ､新 人舞妓 の後 ろ側 の衿 や着 物 の合 わせ 方

90 肩 に も裾 に も模 様 が入 った豪 華 な黒 紋付 D同 じ黒 紋 付 で も舞 妓 の年 齢 が上 が る と､

肩 に は模 様 が入 らな い もの を着 る よ うにな る0

91 型 を置 い て お しろ い を塗 っ て足 を描 く｡ 見 世 出 しの 日は 専 門 家 に して も ら うが ､

そ れ 以 降 は衿 足 の化 粧 も芸 舞 妓 自身 が一 人 です る こ とに な る.
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な どを皆 で気 に して手直 しす る｡そ して､お姉 さんが新人 の舞妓 が座 っ

た裾 を整 えて ､身 頃 の裏 の柄 の出方 も整 え も うこれ で大丈夫 と判断す る

と､｢ど うぞ ここ-采 とくれやす｣ と声 をか けて､お客 と新人舞妓 との

記念 写真撮影 が始 ま る｡

新人 の舞妓 は正面 をまっす ぐ向いて微笑 み､少 しぎごちないがお どお

どす る こ とはな く､お客 と順番 に写真 に収 まってい く｡新人舞妓 は､ポ

ー ズ も決 ま り視線 も泳 がず 写真撮影 に慣れ て きた よ うであるが､一方 お

客 た ちは舞妓 とツー シ ョッ トの写真 とい うこ ともあ って気恥 ず か しい

様子 の笑顔 で､ 目がそわそわ している｡ この とき も､お姉 さんが場 を気

遣 い ､｢次 に ど うぞ｣ と撮影 が終 わ ったお客 の入 れ替 わ りをや んわ りと

催促 し､お座敷 の場 を仕切 ってい く｡

座 っての記念 写真 が終わ ったあ とは､新人舞妓 の一人 の立 ち姿の写真

を撮 りたい とい うお客 の要望 に応 じるこ とになる｡舞妓が立つ とお姉 さ

んはす ぐに着物 の裾 を直 し､だ ら りの帯 を整 え､少 しで も立 ち姿の見 た

目が美 しい よ うに､きれ いな舞妓 姿で写真 に写 るよ うに配慮す る｡また､

後 ろか ら振 り返 る見返 り美 人 図の構 図の要望 があ る と､お姉 さんか ら舞

妓 にポー ズの具体 的 な指示 の言葉 か けが され た｡ ｢横 向いて､そ う､顔

だ け少 しこっち- 向 けて｣と､背 の高い新人 の舞妓 のす らっ とした姿 が

少 しで も美 しくとれ る角度 を考 えたア ドバイ スを していた｡

写真 を撮 ってい る ときに､後 ろ姿ではっき り見 えただ らりの帯の端 の

部分 には､紋 が織 り込 まれ てい る92ことに気 がつ いたお客か ら質 問が 出

た｡ この紋 の名 前 について舞妓 が ｢五七 の乱れ桐｣ と説 明す る と､お柿

さんが､｢乱れ た らあかん､踊れ桐 どす ｣ と答 え る一幕 が あった｡ ここ

で､宴席 のお客か ら ｢そ りゃ､ええわ｣ と､このお姉 さんの受 け答 えに

感 心 (舞 妓 は踊 りが専 門であ るこ と引っか けて､踊れ と言 った こ とと､

92 だ ら りの帯 に あ る紋 の様 子 は写真 資 料 4 (167頁 ) を参 照 され た いQ 帯 の端 に は

置 屋 の紋 が ､織 物 な ら織 りこまれ ､染 物 な ら染 め抜 かれ て い る｡昔 10代 前 半 の 少 女

た ち が舞 妓 にな った ころ､ 夜遅 くのお座 敷 か ら置 屋 - の帰 路 に道 に迷 って 困 った こ

とが あ った と言 うO そ の とき に花街 の人 間 な ら舞 妓 の帯 の紋 を見れ ば､ どの置屋 の

舞 妓 かす ぐに分 か るた め紋 をつ けた とい った逸 話 も残 され て い るO この舞 妓 の シ ン

ボル の よ うなだ ら りの 帯 は ､置屋 の注 文 に応 じて 生 産 され る特 注 品で あ る｡
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さ らに純 真 なイ メー ジの舞妓 に不似合 い な､乱れ る とい う言 葉 を避 けた

こ と)す る声 が か か り､また､面 白 くもあって笑 い も起 きた｡ こ うした

場 の雰 囲気 を和 ませ る当意 即妙 のお姉 さんの受 け答 え こそ ､ベ テ ランの

芸妓 ら しさの発 揮 とい った ところで あ ろ う｡

こ うして写真 を撮 り終 え る と､宴席 に先 ほ どの二人 の芸舞妓 が戻 って

きた｡食 事 が あ らか た進 んだ タイ ミン グなので､温 か いお碗 ものが階 下

か らこの二人 に よって運 び こまれ ､一 人ずつ配膳 され る と同時 に､また

お酌や お相 手 を して宴席 を盛 り上 げてい く｡新人 の舞 妓 は先 ほ ど とは逮

い上座 で はな く､芸 妓 さん の下座 に座 り､そ の隣一番 末席 にはお姉 さん

が座 る｡新 人 の舞妓 は､初 々 しいが世 間話や お酌 な どで場 を もたせ た る､

あ るい は場 を盛 り上 げ る よ うな こ とはで きず ､この 日の着物 な どにつ い

て説 明 して いた が ､や は りこ こで もお姉 さん が隣 にい て手助 け していた｡

お 客 が黒紋付 の どこに紋 が あ るか と聞 いた ところ､新 人舞妓 は肩 口か ら

背 中の図柄 の 中に隠れ て見 に くくなってい る､後 ろ側 の裸 の上 につ いて

い る紋 を示 して説 明 していた｡ こ うして ､新 人舞 妓 が 自分 の前 にい るお

客 に裸 を見せ て紋 が どこに あ るか説 明 して いた とき､舞妓 の背 中側 のお

客 か ら､ ｢ぼ くに も分 か る よ うに見せ て !｣ と言 われ てい た｡ この とき

は､お姉 さん がす か さず声 が かか ったお 客 に着物 の こ とを説 明 して間 を

持 たせ ､新 人舞 妓 が前 のお客 に見せ 終 わ って､声 が か か ったお客 の方 に

向 き直 って紋 を見せ て説 明す るまでの問 をそれ とな く しのい でいた0

そ ん なや りと りの あ とで ､お 客か らお姉 さん と新 人 の舞妓 に ビール が

勧 め られ た｡ 二人 は､｢おお きに､お にい さん､ い た だ きます ｣ と言 っ

て､コ ップ に 口をつ けていた｡ この 日､宴席 で二人 が飲 み物 を 口に した

のは､ この時 だ けで あった｡ この よ うに､芸舞妓 は､お客 か ら勧 め られ

ない と宴席 で飲 ま ない こ とは もち ろん､宴席 のお料理 には､お客 が勧 め

た と して も手 をつ けない｡宴席 のお座敷 に呼 ばれ てい る ときには､馴 染

み のお 客 が お 料 理 をお皿 に と りわ けて箸 を添 えて 芸 舞 妓 に勧 めた ら食

べ る こ ともあ る とい った話 を聞 くほ どで あ る｡芸舞 妓 がお 客 と食 事 をす
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るの は､｢ごはん食 べ ｣と呼 ばれ る花代 つ き93で食 事 に連 れ て行 って も ら

うときで あ る｡

こ こで ､お茶屋 のお母 さんが二階へ上 が って きた｡そ ろそ ろ時 間 だ と

い うこ とを､お姉 さん に合 図 Lに来た のだ ろ う｡お母 さん は､板 の 間 と

座 敷 の 間 にい るお姉 さん を見 る と､お姉 さん の髪 の後 ろを手 直 しして い

た｡女性 な らア ップ に した髪 の乱れ ､特 に項 のお くれ 毛は とて も気 に な

る ところだか ら､親 しい人 にそ っ と教 えて も らい手 直 しして も らえ る と､

とて もあ りが たい｡お茶屋 のお母 さんのお姉 さんへ の気遣 い ､この ち ょ

っ と した しぐさに も､二人 の花街 での信 頼 関係 の深 さが見て取れ る｡お

座 敷 にい る芸舞妓 た ちは､お姉 さんの髪 の具合 が気 にな って も､大先 輩

の お姉 さん の髪 に手 を何 気 な い タイ ミン グで手 を添 え る こ とは で き な

い だ ろ う｡

1時 間弱 の滞在 の あ と､次 のお座 敷-新 人舞 妓 とお姉 さん は移動 して

い く.今 日一 日でお茶屋 さん のお座敷 を数 多 く回 る必 要 が あ るので､長

居 はで きない こ との説 明がお母 さんか らあったが ､このお茶屋 さん で見

習 い してい た とい う経緯 が あ って ､比較 的長 くお座 敷 にいた よ うだ った｡

今 まで の流れ を振 り返 ってみ る と､食 事 が半分 ほ ど済 み ､お客 のお腹 が

少 し膨 れ お酒 も入 って場 が和 ん だ タイ ミン グでお 姉 さん と新 人 の舞 妓

がお座 敷 に来 た の は偶然 で はな く､このお 見世 出 しお祝 い会 には､一香

お 客 が よい コンデ ィシ ョンの時 間帯 94に新 人 の舞 妓 が登場 で き る よ うに､

お母 さん とお姉 さん が事 前 に打 ち合 わせ して いた よ うに思 われ る｡また ､

新 人 の舞 妓 に とって も､デ ビュー初 日に､一番慣 れ て い る見習 い茶屋 の

お座 敷 で ゆっ く りお 客 の相 手 を させ て も ら う､先輩 芸舞妓 の様 子 をそ ば

で見 なが ら現場 に立つ とい うの は､少 しで も負 担 が少 ない こ とにな るだ

93 お 客 が芸 舞 妓 を食 事 に連 れ て行 く ときは､そ の 間芸 舞 妓 を拘 束 す るの だ か ら､ 当

然 花 代 が か か る｡ 仕 事 で あ って も舞 妓 が 1対 1で お 客 と食 事 に行 くよ うな こ とは な

く､ お 客 に誘 われ た ときは誰 か他 の芸 舞 妓 を誘 って ､置 屋 の お 母 さん に必 ず 連 れ て

行 って も らった場 所 を電 話 で報 告 す る｡ お 客 と今 どこに誰 と一 緒 にい るの か の報 告

は ､ 一 緒 に行 動 して い る芸 舞 妓 の 中で一番 後輩 がす る こ とに な って い るo この連 絡

の た め に最 近 の芸 舞 妓 は携 帯電 話 を持 って い る｡

94 宴 席 が始 ま ってす ぐは ､お料 理 も気 に な る し､お酒 も飲 み た い か ら､新 人 舞 妓 が

来 て もお 客 の注 目度 は そ がれ て しま う｡ 宴 席 が あ ま り進 む とお酒 で度 を越 す お 客 も

あ るか も しれ ず ､長 時 間 新 人 舞妓 が い るの に は不適 切 で あ る｡
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ろ う｡

お母 さん の も うそ ろそ ろ とい う言葉 をきっか けに､最 初 に挨 拶 した板

の間 にお姉 さん と新 人 の舞妓 が並 んで座 った｡ こ こで ､新 人舞妓 は座 っ

て も扇 子 を出す の を うっか り忘れ て いた様 子 で､お姉 さんが舞妓 に扇 千

を出す よ うに催促 した｡新 人舞妓 は､お座敷 か ら引 き上 げ るので少 し緊

張 が途 切 れ て いた のか､お姉 さんの扇 子 を促 す言 葉 が 耳 に入 らず ､お柿

さんか ら 2､3度 言 われ て よ うや く気 がつ いて､胸 元 の扇 子 を出 して前

に置 い た｡二人そ ろって挨 拶 の準備 が整 った ところで ､お姉 さんが音頭

を とる よ うに一声 先 に言 い始 めて ､｢お お きに､今 日は あ りが と うご ざ

い ま した｡ また､お た の も うします｣ と最後 は声 をそ ろえて､今 回 お祝

い会 を開 い て い た だ い た お 客 にお礼 と今後 ご最 属 に して も ら うよ うお

願 い の挨 拶 を した｡ この よ うに､お座 敷 か ら芸舞 妓 た ちが 引 き揚 げ る と

きには､必ず 扇子 を出 して指 をそ ろえて丁寧 なお辞儀 と挨 拶 を してか ら

退席 す る｡そ の際 にお礼 の挨 拶 の音頭 を とるの は､一番先輩 の芸舞妓 だ

とい うの は､今 まで何度 も宴席 で見か けた光景 で あ る｡ この あ と二人 は

そ ろって階下- 降 り､ このお茶屋 をあ とに して行 った｡

この 日の宴席 は ここで終 わ らず ､ 引 き続 き午後 10時 ごろまで続 いた

が､食 事 が終 わった頃合 い を見計 らって､お 客 の相 手 をつ とめてい た 二

人 の芸舞 妓 が ､唄 と踊 りを披 露 して くれ た｡舞 妓 が芸妓 の三味線 と唄 に

合 わせ て踊 りを舞 ったの だが､この よ うにお座敷 で は､舞 妓 と芸妓 が各

一 人ず つ 以上 いれ ば､芸妓 が演奏す る三 味線 と唄 を伴 奏 に して､舞 妓 の

踊 りを気軽 に楽 しむ こ とが で きる｡また､数 人 の芸舞 妓 をお座 敷 に呼ぶ

と､三 味線 と唄以外 に鳴 り物 と呼 ばれ る笛や 太鼓 の伴 奏 がつ き､舞 い辛

も二人以上 とな った豪華 な踊 りを楽 しむ こ とが で き る｡

お座 敷 で いつ踊 りが見 られ るのか は､お客 か らの指 示 が あって とい う

こ ともあ るが､た いて い はそ の宴席 に同席 してい る中で一番 先輩 の芸 舞

妓 が座 の雰 囲気 をみ て ､｢踊 りで も ど うどす か ?｣ とい う問 いか け をお

客 に し､季節 や舞妓 た ちの技量 を考慮 して適 当な踊 りの演 目を選 ん だ う

えで始 ま る とい うこ とが多 い｡ お座 敷 はたいて い 2時 間程度 で あ るが ､

どの時 間 に食 事 ､どこで踊 りな どとい った細 かい ス ケ ジュール が決 ま っ
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て い るわ けで はな く､ そ の場 に合 わせ て､参加 者 の雰 囲気 をみ なが ら､

仕 出 しで届 くお料 理 を出 し､芸 を披露す る とい うこ とが､お座 敷 に同席

して い る中で 最 も先 輩 の 芸舞 妓 の差 配 に よっ て 自然 な流れ の 中で され

てい る｡ この 日はお 見世 出 しのお祝 い の席 だ った か ら､座 の主人公 の新

人舞 妓 が い な くな った後 で ､お座敷 を盛 り上 げ るた め に踊 りが披露 され

るよ うな工夫 が され て いた｡ただ ､16人 の宴 会 とい うこ とで ､数 人 で 楽

しむ よ うなお座 敷遊 び 95は､ この 日の宴席 で はな されず に､午後 9時 半

を過 ぎた ころお茶 屋 のお母 さんがお座 敷 に登場 して しば らく して か ら､

お 開 き となった｡

お 客 と して見世 出 しに立 ち会 える機 会 は､お茶屋 の馴 染み客 で あ って

も機 会 に恵 まれ ない となかなかで きない経験 なので ､同 日出席 したお 客

は､仕 込 み さん の少 女 が新 人舞妓 にな る とい う､そ の一生 に 1回 のデ ビ

ュー の 目､ま さに さな ぎが蝶 にな る 日に立 ち会 え る珍 しさに興奮 してい

た｡そ して 目の前 に現れ た新 人 の舞妓 の持 つ初 々 しさに､お客 は皆 ｢ぱ

ー っ｣ と して いた様 子 で あった｡ この新 人 の舞妓 が来 るまで ､芸舞妓 二

人 が宴席 につ いて くれ て非 常 に華や か な宴会 だ ったが ､新 人舞 妓 が来 る

と､場 の雰 囲気 が一気 に盛 り上 が った感 じで あった｡参加 者 は一 斉 にカ

メ ラや携 帯電話 を出 して ､写真 をパ チパ チ撮 り､見世 出 しの 日の特 別 な

装束 につ い て は､参加 者 か ら同 じこ とで も何 回 も質 問 が あ り､新 人 の舞

妓 が気 にな って仕 方 が ない､そん な感 じがお座敷 い っぱい になってい た｡

新 人 の舞 妓 は話 もお酌 も上手 くで きない様 子 だ ったが ､そ の場 にい るだ

けで十 分 にお座敷 が華 や ぎ､お客 も 自然 に笑顔 が こぼれ て くるほ ど満 足

して いた｡

この 日､見世 出 しした新 人 の舞妓 は 16歳 ､顔 立 ちにまだ あ どけな さ

が残 るが ､そ の幼 さに 白塗 りのお化 粧 と赤 い紅 ､黒髪 の 日本髪 ､舞 妓 の

正 装 で あ る豪華 な黒紋付 の着物 とだ ら りの帯 ､立 ち居振 る舞 い の多少 の

ぎ ごちな さも相 ま って ､ ま るで 日本 人形 の よ うな可 愛 さが感 じ られ る0

95 食 事 の あ とは､踊 りを楽 しむ だ けで な く､和藤 内の じゃん けん､ こんぴ らふ ね ふ

ね な ど､誰 で も覚 え られ る簡 単 なル ール のお座 敷 遊 び を して､負 け る と罰 ゲー ム を

した りす るのが､お座 敷 遊 び の一般 的 な趣 向で あ る｡
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一方 ､筆者 の相 手 を して くれ た馴 染 み の舞 妓 は二十歳 そ こそ こだ が､節

人舞 妓 と見 比べ る とす っか りお化粧 が板 につ き､可愛 さか ら女性 美へ の

階段 を上 が り始 めてい る こ とが見 て取れ た｡

お 見世 出 しのお祝 い会 が終 わ った あ とで花街 を散 策 していた とき､先

ほ どお座 敷 で見 たお姉 さん と新 人舞妓 が ､お茶屋 さん を訪 ね歩 い て い る

姿 を 目に した｡二人 は筆 者 の姿 を見つ け る と､す ぐに ｢お ね え さん､お

お きに｡ま たお た の も うします ｣ と挨 拶 を して くれ た｡お座 敷 に出て い

た あ と休 憩す る こ ともな く､寸暇 を惜 しみ花街 のお茶屋 を回 って い る様

子 で あ った｡

新 人 を引いて 出 るお姉 さん芸妓 は､これ か ら妹 をお座敷- ど うぞ 呼 ん

でや って くだ さい ､花街 の こ とを教 えてや って くだ さい とい う意 味 を こ

めて ｢お た の も う します ｣ と頭 を下 げ､馴染 み のお客 を見 る と､｢妹 の

○○ です｡お た の も うします ｣ と紹 介す る｡新 人 が これ か ら育 って い く

こ とに関 して ､住 み込 む置屋 のお母 さん は もち ろん大 きな責任 が あ るが ､

実 際 に仕 事 を してい く上 で は､このお姉 さん な しには､芸舞 妓 はデ ビュ

ー初 日か ら成 り立 た ない｡ このお姉 さん は､新 人 の ときは もち ろん ､柿

妹 関係 は芸舞妓 が現役 で あ る限 り続 くので､花街 の 中でず っ とそ ば に香

り添 って ､妹 の芸舞 妓 を育 ててい くので あ る｡

4.3 京 お ど り

｢京 都 の春 は､花街 の踊 りか らは じま る｣､ そ ん な こ とが よ く言 われ

る よ うに､祇 園 甲部 の都 を ど り96､宮川 町 の京 お ど りは花街 に近 い京都

の桜 の名 所 ､円 山公 園 ､鴨川や 木屋 町 の川 べ りの桜 が見頃 にな る 4月初

めか ら､上 七軒 の北 野 を ど りもこの花街 の近 くの遅 咲 きの桜 の名 所御 塞

の桜 に合 わせ る よ うに 4月 の後 半 に開催 され るO桜 の シー ズ ンが終 わ っ

た あ と､木屋 町 の柳 の新 緑 が 目に鮮や か な 5月 には先斗 町 の鴨川 を ど り

が ､そ して､紅葉 シー ズ ンの 11月 には祇 園東 の祇 園 を ど りが 開催 され

る｡この よ うに京都 の花 街 で は観 光 シー ズ ンに合 わせ て毎年 踊 りの会 を

96 現 在 の表 記 で は､｢お ど り｣ で あ るが ､花 街 の行 事 で ｢を ど り｣ とい う名 称 が用

い られ て い る ときは ､ そ の ま ま の表 記 を用 い て い る0
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開催 し97､ この時期 の花街 は地元 の フ アンだ けで な く観 光客で も大 い に

賑 わ って い る｡

京 都 の花街 の踊 り会 の歴 史 は古 く､そ の発祥 は明治 5年 (1872)に さ

か の ぼ る こ とがで き る｡都 が東京 に移 った後 の京 都 の活性 化 を 目的 に明

治 4年 (1871)か ら京都 博 覧会 が開催 され た が､博 覧会 の活性化 を 目的

と し観 光 客 向 けの余 興 (附博 覧会 ) と して､開催 の翌年 か ら祇 園 の芸 妓

や 舞 妓 に よ るお茶 と歌 舞 の芸 能 を 当時 の京 都 府 知 事 様 相 正 直 が公 開 す

る こ と と した のがそ の発 祥 で あ る｡横村知事 に附博 覧会 の 出 し物 の相 秩

を受 けた祇 園 の-力茶 屋 の 当主杉 浦治郎右衛 門 は ､芸舞妓 よる踊 りを提

案 ､井 上流 家元 で あ る片 山春子 (三世井 上八 千代 ) を起用 し､都 を ど り

が創 案 され た ので あ る98｡

都 を ど りが誕 生す るは るか以前 の寛永 6年 (1629)､女歌舞伎 禁止 令

が 出 され ､女性 は公 の面 前 で踊 る こ とは禁止 され て いた｡この禁 止 令 は

明治 時代 にな る と効力 は失 ってい ただ ろ うが､当時 の風習 か らす る と女

性 の芸 能公 開 は タブー で あった と思 われ る｡ しか し､時 の横村 知 事 は､

京 都 博 覧 会 とい う観 光 産 業 の企 画 成 功 の た め に祇 園 の最 高権 力者 - 力

茶屋 の 当主杉浦治 郎右衛 門 に働 きか け､政治 的 な折衝 で祇 園 での芸舞 妓

た ちの踊 りの会 開催 を決 めた ので あ る｡

それ と同時期 に､先 斗 町で もや は り附博 覧会 と して鴨川 を ど りが 開催

され ､ そ の後 戦 中戦後 の 一 時期 の 中断 を除 き､ この 二つ の踊 りの会 は

100年 以上 の歴 史 を誇 ってい る｡戦後 は､宮川 町 (昭和 25年 か ら)､上

七軒 (昭和 27年 か ら)､祇 園東 (昭和 27年 か ら) で も踊 りが開催 され

る よ うに な り､京都 の五花街すべ てで踊 りの会 が観 光 シー ズ ンに開催 さ

97 東 京 や 大 阪 の花 街 で も､以 前 は花街 主催 の踊 りの会 が 開催 され て い た が ､最 近 で

は 芸 舞 妓 の数 の減 少 に象 徴 され る よ うに花 街 の事 業 規模 が縮 小 した た め､京 都 の よ

うに常設 的 か つ 長 期 間 の 開催 は され て い な い｡ ま た ､京 都 の花街 の よ うに観 光 シー

ズ ン に合 わせ て 開催 され て もい な い｡ これ は例 えば東 京 の花街 に は､花街 の芸 者 た

ち が 主 に使 うこ とが で き る歌 舞 練 場 の よ うな施 設 が ない た め､ 興行 主 に な って観 光

な ど興 行 的 に都 合 の よい 時 期 に踊 りの会 をで き ない 事 情 が あ った か らだ と推 察 され

る｡既 存 の劇 場 を興 行 主 との契約 で借 りて の上 演 となれ ば ､1カ月 単位 の興 行 に な る

こ とが 多 く､ そ れ だ け ロ ン グ ランの上 演 は今 の花 街 の規 模 で は事 実 上 無理 だ と考 え
られ る0

98 開催 の経 緯 と､ 当時 は それ ほ ど花街 で力 が な か っ た 井 上 流 が選 ばれ た経 緯 は ､遠

顔 (1993)に詳 しい0
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れ るよ うになって､現在 の形 に至 ってい る｡

2005年 4月初旬 の土曜 の午後 ､お茶屋 の後援会 の行事 の一環 の京お

ど り鑑 賞会 に､筆者 も参加 した｡観 光 シー ズ ンの真 っ盛 りで あ るため､

会場 の宮川 町歌舞練場 は満員 の盛況､京言葉以外 の会話 が聞 こえ外 国人

の姿 も見受 け られ るな ど､日ごろ花街 のお座敷 で は見か けない よ うな人

た ちが会場 にあふれてい る｡京 お どりには､昨年 も観 賞 にでかけたので

あ るが､そ のお りもほぼ満席 で､指定の 日の座席 を とって も らうのにお

茶屋 のお母 さんに無理 を聞いて も らった覚 えがあった｡

どこの花街 で もこの踊 りの会 の切符 は､会 を主催す る各花街 の歌舞会 ､

お茶屋 や芸舞妓 な どを通 じて購入す ることがで きる99が､その切符 を座

席指 定券 に引 き換 えない と会場 に入場 で きないので､開演時間前 の歌舞

練場 の前 は､切符 を座席指 定券 に替 えて も らお うとい うお客で混雑 して

い る｡お茶屋 か ら購入す る と､お客の都合 を聞 き切符 を前 もって座席指

定券 に引 き替 えておいて くれ るが､数 百枚以上の券 を販売す るお茶屋 の

お母 さん の話 しに よる と､この時期 にな る と連 日自宅 のお茶屋 と歌舞練

場 を何度 も行 った り来た りす る忙 しさとな る とい うこ とであ る｡

以前 の踊 りの会で は､芸舞妓 の最 眉客が ご祝儀 で切符 を大量 に購入す

るが実際 には観 に行 くこ とが少 な く､切符 の販 売数 と座席 引 き替 え数 と

の間 に開 きが あったが､最近 は景気や税制のた め最展客の ご祝儀 として

の切 符 の購 入 量 も減 り100かつ 引 き替 え る数 が増 えてい る と花街 の関連

業者 は言 う｡ さらに､年 々観 光客 な どに花街 の踊 りが認 知 され人気 は高

ま ってい る こ と､踊 り会 では芸舞妓 の茶道 のお手 間が 目の前 でみ られ ､

舞妓 が お茶 をお運 びす る とい うサー ビスす るがっ くお茶席 の費 用 を含

99他 に は ､有名 な旅 行 代 理 店 で購 入 す る こ とが 可能｡ 鴨 川 を ど りの切 符 は JRの 窓

口で購 入 す る こ とが で き るが ､座 席 指 定 券 を とる こ とが難 しい の で ､イ ン ター ネ ッ

トな どで の 直販 売 は され て い な い よ うで あ る｡

100 踊 りの会 に は ､魚 層 客 か ら芸 舞妓 - の お部 屋 見舞 い な どが 多数 届 け られ る｡ も

ち ろん現 金 や お花 な どのお 部 屋 見舞 い が 一般 的 だ が ､楽屋 で長 時 間過 ごす 芸 舞 妓 へ

の配 慮 か ら食 べ 物 関連 の もの も多 い｡ お 弁 当な どのお 部 屋 見 舞 い な ら姉 妹 関係 ､筋

な どへ の配 慮 か ら､ 10や 20の あ る程 度 ま とま った数 が 必 要 に な り､ そ の依 頼 が お

客 か ら花 街 に 出入 りして い る馴 染 み の料 理 屋 - な され る｡ 老 舗 の料 理 屋 は ､ この お

部 屋 見舞 い に頼 まれ るお 弁 当の 単価 を少 し下 げ る よ うな こ とを最 近 はお 客 か ら頼 ま

れ る と話 して い た｡
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めて も 4000円程度 とい う観光客 にも手が届 く価 格 で もあ り､切符 の販

売数 と座席 の数 との需給 バ ランスが崩れ ､日取 りの良い ときには切符 を

とるのに苦労す る とい う話が聞かれ る｡や は り今年 も大変だった よ うで､

お茶屋 の後援会十数 人の メンバー は一塊 になって座 る ことがで きず ､あ

ち こちに分散 しての鑑 賞 となった ｡

踊 りの会 は､お客 に とって 目に も鮮や かな晴れや か な舞台で あ るが､

演 じ手 の芸舞妓 に とって は 目も回 るほ どの忙 しさを体験す る時期 とな

る｡ とい うの も､馴染みのお客が踊 りの会 を観 たっいでにお座敷 をか け

るこ とが多 く､しか もこの時期 は観 光 シーズ ンで あ るためにホテルや料

理屋 な ど- の出張 も多い｡芸舞妓た ちは､日頃 は 3時 ごろか ら始 め るお

化粧や衣装 の支度 を､踊 りの期間 中は公演の初 回が 12時 30分や 13時

なので準備 を考 える と朝 か らして踊 りの会 に出て､その後す ぐにお座敷

を回 り､夜 中す ぎの帰宅 で連 日 2時､3時の就寝 となる｡そ して､ ゆっ

く り寝 る間 もな く､また翌朝 は早 く起 きて とい うことが開催期 間中ず っ

と続 くので ある｡

新人 の舞妓 は､この よ うにゆっ く り寝 てい る時間がない うえに､初舞

台で舞 いが うま くで きるか どうかの緊張 と､楽屋 ではた くさんのお姉 さ

ん に囲まれての気疲れ ､さらにまだ あま り慣 れ ないお座敷 の連続 で､舞

台 の袖 で疲 れ て居 眠 りをす るこ ともあ る とい う逸話 が聞かれ るほ どで

あ る｡

仕込み さんに とって は踊 りの会 はお手伝 いの場 で､花街 の人 たちに顔

を覚 えて も らう重要 な機会 で あるが､新人の芸舞妓 に とっては､花街 の

行事 で きちん と自分 の技能 を披露す るこ とがで きるのか､自分 の技量 を

試 され る機 会 にな る｡ しか も､も しそ こで失敗 を した ら､自分だ けの責

任 で はな く､自分 を引いて くれたお姉 さんの責任 にな る｡例 えば こんな

こ とを､ ある舞妓 か らお座敷 で聞いた こ とある｡

｢去年 は舞妓 になって初 めての京 お ど りで､間違 え-ん よ うに舞 い を

覚 え よ うと思 うてお稽古 も大変 どした け ど､舞台 の途 中でお扇子 を落 と

して しも うた こ とが あ るん どす｡す ぐに拾 うて踊 りを続 けま した け ど､

その あ とが大変 どした｡うちが舞 台で失敗 した さかいに､その次 の 日に､
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お姉 さん につ いて きて もろ うて､一緒 に全部 のお茶屋 さんに謝 りにまわ

ったん どっせ｡ うちが落 とした こ とや のに､お姉 さんがす んまへん とい

うて まわ って くれ はて､ほんまにお姉 さんには悪 い こ としま した｡そや

さかいに今年 は絶対お姉 さん に迷 惑か け- ん よ うに思 うて､お扇子落 と

した りせ え- ん よ うに しよ うと思 うて､去年 よ りもっ と緊張 したん どっ

せ ｣ と､踊 りの会 は終 わ って 1カ月半ほ どた ち､余韻 が さめた ころ､本

当にホ ッ とした心持 で話 して くれ た｡

舞妓 の数 が花街 の規模 のわ りに多い宮川町 の京 お ど りでは､十数 人 の

舞 妓 た ちが舞 台 い っぱい にだ ら りの帯 が揺 ら しなが ら動 きがそ ろった

華麗 な踊 りを繰 り広 げ る演 目が あ り､客席 か ら ｢ほ- ｣ とい うどよめき

が聞 こえた｡

この よ うに花街 の踊 りの会で は､舞妓 たちは数人 か ら十数人 とい った

多人数 で踊 る演 目に出 る｡舞妓 た ちが豪華 な衣装 で､多人数 で舞 台 い っ

ぱい に踊 る様子 は､非常 に華麗 で美 しく､外 国人 な ど初 めて舞妓 を見 る

よ うな観 光客 は食 い入 るよ うに舞 台 を見つ めてい る｡舞妓 たちの踊 りの

振 り付 けでは､十数 人 の舞妓 た ちが数人 ごとに位 置 が交代す る､扇子や

傘 ･花 の枝 な どの小道具 を一斉 に回す な ど､集 団で舞 うことの美 しさを

強調 す るよ うな工夫 が されてい る｡これ は､修業 中の舞妓 たちの舞 の技

量がまだ あま りな くて も 目立たず ､集 団で踊 る こ とで華や か に見 えるよ

うな り､また舞妓 らしい豪華 なだ らりの帯や振袖 の長 い枚 が舞台 の上で

揺 れ る こ とでお客 を喜 ばせ るこ とな どの配 慮 が され てい るか らだ と思

われ る｡舞妓 た ちは花街 での経験 が浅 く､踊 りに関 しては先輩芸妓 た ち

に比べ る とや は り技能 が劣 るので､あえて舞妓 た ち一人一人の芸達者ぶ

りを競 わせず ､彼 女 た ちには全員 で形 がそ ろ う集 団 として踊 りの美 しさ､

花街 な らではの若 い女性 た ちの群舞 の美 が前 面 に押 し出 され てい る｡一

方 ､芸達者 な先輩芸妓 た ちは､一人や二人で踊 る演 目を披露す る｡ こ う

した芸妓 と舞妓 の踊 りの演 目の相違 は､すべ の花街 において見 られ る共

通 の傾 向である｡

また､すべての花街 の踊 りの会 に出か けてみ る と､ひ とこ とに踊 りの

会 とい って も､花街 ご との特徴や お客層 の違 い を感 じることがで き る0

60



基本 的 に踊 りの会 は､開演前 に芸妓 と舞妓 に よって披露 され る立礼 の御

点前 に よるお茶席 が あ り､そのあ とで芸舞妓 の集 団の踊 りや舞踊劇 ､名

取芸妓 に よる一人か二人 の踊 りな ど､複数 の演 目が 1回の公演で楽 しめ

るよ うになってい る｡この形式 は どの花街 で も共通で あ り､だか らこそ ､

女紅場 の教育で舞 と茶道 は必須 となってい るので あ る｡

さて､公 演 日数 も 1カ月 と最 も長 い祇 園 甲部 の都 を ど りでは､伝 統 と

格式 を誇 る接待 の町 とも呼 ばれ るよ うに､筆者 が 出か けた 4月初旬 の花

見の盛 りの ころの金曜 日､夕方 4時 ごろか ら始 ま る祇 園 を どりの公演前

には､広 い歌舞練場 の駐 車場 には黒塗 りの運転手付 きの国産最 高 クラス

の車 が並 んでいた｡そ して踊 りの会場 には､仕 立ての よいスー ツを着 た

ある程度年齢 の高い男性 と､春 らしい薄い色 目の訪 問着や格 がそ こそ こ

あ る上 品な小紋 な どの着物姿 に髪 の毛 をア ップに結 い､衿足 も匂 い立つ

よ うな祇 園界 隈 の クラブ のママ とい った女性 の組 み合 わせ のカ ップル

が 目に付 いた｡

舞 台 の上 の芸舞妓 た ちは､総踊 りで ｢都 を ど りは､ ヨーイヤサー｣ と

い う有名 な掛 け声 をあげて､歌舞練場 の両花道 か ら登場す る｡祇 園 を ど

りは井上流 の振 り付 けで､能 の動 きを取 り入れてお り､独特 の足運び が

高 尚な感 じのす る京舞 で ある｡この花街 は芸妓 の数 が多いので､鳴 り物

も京風 島 田に結い､揃 いの着物 を着 た華や かな姿 の芸妓 が担 当 してい る

こ とも特徴 で ある｡

それ に比べ る と京 お ど りは､カジュアル な姿の地元 の人が多 く見受 け

られ る｡期 間は 3週 間で､舞妓 の数 が多い こ ともあって､若柳流振 り付

けで華や かな舞台が繰 り広 げ られ る｡フィナー レにな る と毎年宮川 町普

頭 が演 じられ るのだが､会場 か らお馴染み客の宮川 町音頭 の唱和 が聞 こ

えるな ど､長年通 ってい る気楽 なフアンが多い よ うである｡

上七軒 の北野 を ど りは花柳流 の振 り付 けで､舞踊劇 が有名 で ある｡期

間は 10日間 とやや短 いが､芸舞妓合 わせ て約 25人 ､お茶屋 は 9軒 とい

う花街 の規模 か ら考 える と長期 間の公 演である｡ここも京 お どりと同 じ

よ うに地元客が多い よ うで あるが､年齢層 がやや 高い｡70歳 を越 えた

よ うな高齢 で ゆ と りの あ る年齢層 の女性 客 の グル ー プ が多 く見受 け ら
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れ る｡ こ こは西 陣 に近 い地域 柄 か､着 物 姿 の人 が ち らほ ら と 目に付 く｡

上七軒 は この地域 特性 のせ いか､舞 台 の上 の舞 妓 た ちの衣 装 も意 匠 を

こ ら した ものが多 く､特 に帯 は手 の込 んだ もの を身 につ けてい る舞 妓 が

多 い｡だ ら りの帯 の晶質 の良い金 糸や銀 糸が ライ トに映 え､きめ細や か

な手仕事 の帯 の美 しさが浮 かび あが り､年配 の女性 や 地域柄 の糸 - ん 関

係 者 101とい った 目の肥 えたお 客 の観 賞 に も堪 え られ る品質 の非 常 に よ

い衣 装 を舞 妓 た ちが身 につ けてい る こ とが よ く分 か る｡上 七軒 の芸舞 妓

た ちに北 野 を ど りに身 につ けてい た帯 につい て聞 いた こ とが あ るが､や

は りこの とき に身 につ け るの は常 の お座 敷 で は締 め な い よ うな特 別 上

な どな もので､北野 を ど りのた め に置屋 のお母 さんが用意 す るのだ と請

して いた｡

5月 の鴨川 を ど りは約 3週 間の開催 で､歌舞 伎 と馴染 み の深 い尾 上疏

が舞 台 を監修 す るた め､ここ も台詞付 きの舞 踊劇 が有名 で あ る｡お客 に

は､新 緑 の京都 を楽 しみ に来 た観 光客 が多いが､一方 で スー ツ姿 の男悼

の数 人 の グル ー プ も 目に付 く｡筆者 は､各花街 の踊 りの会 の比較 のた め

に､金 曜 日の最終 回 の踊 りを見 に行 くよ うに したのだ が､先 斗 町 の金 曜

日の最後 の回 では､祇 園 で見 か けた男性 客 よ りは少 し年齢 も若 く同伴 の

女性 もあ ま りた くさん は見か け られ なか った｡推 測 で あ るが ､企 業 の支

店長 ク ラスの よ うなサ ラ リー マ ンが多 く､踊 り会 の あ とは､先 斗 町 で一

杯 楽 しも うとい った雰 囲気 が彼 らか らは漂 っていた｡

五 花街 の うち唯一秋 に あ るのが､ 11月 の祇 園 を ど りで ､ こ こ も上 七

軒 同様 規模 が小 さいた め､10 日間の 開催 で あ る｡ こ こは藤 間流 の振 り

付 けで あ る｡ ここは芸妓 が 11人 ､舞妓 が 5人 と芸舞 妓 の数 が少 な く､

少 しさび しい舞 台で は と思 って いたが､この踊 りの会 の前 に､二人 の新

しい舞妓 が見世 出 し したので､舞妓 の群舞 もみ られ て華や か な舞 台 にな

って いた｡

紅葉 シー ズ ンなの で ､他 の花街 同様 に観 客 には観 光 客 がや は り多 く､

関東 地方 の言葉 が会 場 か らは よ く聞 き とれ た｡周辺 の八坂神 社 や 知恩 院

101 京都 で は繊維 産業 関連 業者 をひ とま とめに して､｢糸 - ん｣ と呼ぶ事 が多 い｡
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な どをま わ る団体 客 の観 光 コー ス に もなって い るのか ､会 場 の ロ ビー に

は ツアー名 を書 い た旗 を持 つ ツアー コンダ クター の姿 が見 られ た｡祇 園

を ど りの会場 は､日頃映画 を上映 してい る東 山通 りに面 した祇 園会館 な

ので ､路地 の奥 に あ る他 の花街 の歌舞 練場 よ り会 場 そ の ものの敷居 が高

くな く､ こ うい った観 光 客 で も来やす い雰 囲気 が あ る0

4.4 先算 (さっ こ う) と衿替 え

仕 込 み さんか ら見習 い を経 て ､お見世 だ Lを した あ と､舞妓 生活 も 4､

5年 目を迎 える二十歳 近 くにな る と､そ ろそ ろ ｢衿 替 え｣ の話 が舞 妓 に

持 ち上 が って くる｡ 衿 替 え とは､舞 妓 か ら芸 妓 - 変 わ る儀 式 で あ るが ､

舞 妓 が赤縮緬 の衿 で あ るの を､芸妓 の 白の衿 に替 え る こ とか らこの名 が

付 い た ら しい と置屋 のお母 さんが話 していた｡

この ころにな る と､舞妓 は 自分 の将来 の身 の振 り方 を考 えな けれ ば な

らない よ うにな る｡舞妓 た ちは二十歳 前後 で ､年 期 をつ とめ終 えた あ と

も花 街 に残 るのか､それ とも花街 を辞 めて他 の職 に就 くのか､も しくは

結 婚 す るの か ど うか とい った キ ャ リア の節 目に あ た る時期 を迎 え る の

で あ るO

結 婚 をす るには､芸妓 ･舞妓 を辞 めなけれ ば な らない のが京都 の花柳

界 の しきた りで あ る｡つ ま り､結 婚す れ ば花街 か ら去 らね ば な らない厳

格 なル ール が あって ､それ は今 も昔 も変 わ って い ない 1020 した が って ､

二十歳 そ こそ この年 頃 の女 の子 とすれ ば､悩 む の は 当然で あ る｡結婚 す

る予 定が な くて も､将来 そ のつ も りが あ るか ら年 期 が あけた こ とを機 会

に､花街 を去 って い く女性 た ち も多 い｡

昔 の芸舞 妓 た ちは､花街 以外 に身 の置 き場 が ない ､ここで暮 らす しか

ない とい う家庭 の事 情 を抱 えていた こ とが多 か った た めに､旦 那 がつ い

て 引か され る (花 街 か ら引退 させ て別 宅 に囲 う､あ るい は本妻 さん が 亡

くな った後 で結婚す るな ど)以外 は､年期 が あ けた あ とそ のまま花街 に

102 結 婚 す る とき に は花 街 か ら引退 した が ､ 離 婚 した の で 花 街 に 戻 り､ ま た 芸 妓 に

な っ た 例 もあ る｡

63



と どま り芸妓 にな る こ とにそれ ほ ど迷 うこ とはなか った｡芸妓 にな った

あ とで 自前 と して独 立 し､花街 の 中や近 くで一軒 の家 で も構 え､苦 労 を

してい る親 を呼 んで 一緒 に暮 らそ う､そん な こ とを考 え る女性 も多 か っ

た とお茶屋 のお母 さん は語 ってい た｡

しか し､現代 の芸舞 妓 た ちは､辞 めて帰 る実家 が あ る103か ら､年 期 明

け と同時 に簡 単 に辞 め る こ とがで き る｡結婚 の予 定 が ないが舞妓 を辞 め

た と して もまだ二十歳 す ぎなので､そ の後 高校や 大学 に進 学す る､普 過

の OLにな る とい った キ ャ リア を歩 む こ とも珍 しくは ない｡そ ん な先 輩

舞 妓 た ちの様 子 も耳 に入 るか ら､本 当に この世 界 でず っ とや って い くの

か ど うか､節 目を迎 えた舞妓 立 ちはか な り思 い悩 む こ とが多 い よ うで あ

る｡

花街 に しば らく残 ろ うと思 う決 心 がつ い た舞 妓 104が､衿替 えをす る こ

とに な る｡衿替 えの 日取 りが決 ま る と､半月程 前 か ら ｢先 算 (さっ こ う)｣

とい うこの時期 に しか結 えない 日本髪 に結 い上 げ る｡

｢お 見世 出 しのお祝 い会 ｣を企画 したお茶屋 の後援 会 が､このお茶 屋

で見習 い を した馴染 み の舞妓 が衿替 えをす る こ とにな った ので ､めった

に見 る こ とがで きない この先算 姿 をお座敷 で見 よ うとい う催 しを 2005

年 5月 に企 画 し､筆者 もそ の会 に参 与観 察 の機 会 を得 た｡ この ｢先 算 を

見 る会 ｣ は､4.2で記述 したお 見世 出 しのお祝 い会 と同 じお茶屋 の座 敷

が会 場 とな り､ 出席 者 は後援 会 の メ ンバ ー で前 回 と同 じ顔 ぶ れ も多 く､

慣 れ た様 子 で座 敷 に着席 し､主役 の舞 妓 が登場す るまで､馴 染 み の芸舞

妓 た ちのお酌 で飲 食 を してい る｡

先 算 姿 の舞妓 は､黒紋付 きに赤地 に金 糸 の縫 い取 りの あ る衿 をっ け る

のが この花街 で は一般 的 105で､この時期 にはお歯 黒 (お は ぐろ､歯 を黒

103 老舗 のお茶屋 のお母 さん の話 だが､元舞妓 の実家 に行 った ところ､ 自分 の経 営

す るお茶屋 よ り立派 なお 宅 だ った ので非 常 に驚 いた こ とが あ る とい うO このお 茶屋

さん は､花街 で も大 きい部類 に入 る｡

104 この決 心 が なか なか は っ き りつ かな い こ とが多 い とお茶屋 のお母 さんが話 して

い た こ とが あ る｡ 年 期 明 けに辞 め る と舞 妓 か ら聞い てい て､ 関係 者 に挨 拶 もす ま し

て い た の に､や は りこの世界 で まだ した い こ とが あ る とい われ て､衿 替 えの準備 に
大慌 て したそ うで あ る｡

105 黒紋付 だ けで な く､色紋 付 を着 る花街 もあ る と言 う｡ 着 物 に こだわ った置屋 の
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く塗 る)もつ け る言古には聞 いていたが ､実際 に先 算 姿 の舞 妓 を見 る と､

赤 の衿 と黒 の着物 ､そ してお しろい の 白 と口紅 の赤 にお歯 黒 の黒 が調 和

して､見慣 れ た はず の馴 染 み の舞妓 106が､なま めか しくかつ何 とも美 し

い｡

お座 敷 に登場 した先算 姿 の舞 妓 は､この先 算 の時期 にだ けに舞 う地 唄

｢黒髪 ｣ とい う演 目を舞 って くれ る｡地方 は同 じ置屋 の三人 の芸舞 妓 が

つ とめ る｡ 三 味線 は先 輩 の舞 妓 ､唄 は後輩 の芸妓 ､笛 は後輩 の舞 妓 と､

お座敷 に芸舞妓 た ちが邦 楽器 を持 って並ぶ 姿 は圧 巻 で､そ して皆 が この

先 弄 姿 の舞 妓 の舞 を精 い っ ぱ い盛 り上 げ よ うと意 識 して 緊張 して い る

のが よ く分 か る｡そ してお茶 屋 のお母 さん は階段 下 で控 え､じっ と彼 女

た ちの様 子 を見て い る｡

芸舞 妓 た ちの三味線 の音 と唄 を合 図 に舞 が始 ま る｡お座 敷 に広 げ られ

た 白い犀 風 を背 に､黒紋付 の姿が浮 きあが り､逢 えない人 を しのぶ 黒餐

の歌詞 が ､大 人 にな りつ つ あ る舞 妓 の舞 姿 とあい ま って､お座敷 に妖 艶

な雰 囲気 をか も し出す｡彼 女 が見世 出 しを した ころを思 い 出 して､後揺

会会 長 は感 無 量 の様 子｡筆者 の隣席 の古参 の メ ンバ ー の女性 客 も､ うっ

と りと舞 姿 を見つ めてい る｡ほか の メ ンバー も､ 日ごろ見慣 れ た馴染 み

の舞 妓 の節 目の特別 な舞 姿 に 目が釘付 け とな り､ビー ル の コ ップ を手 に

す る人 は誰 もい ない｡

先 日の お 見世 出 しのお祝 い会 と同 じ場 所 で ほ ほ 同 じメ ンバ ー で の お

宴席 で あ るが､お座 敷 には全 く違 う空気 が流れ て い る｡舞 の後 は ､馴 染

み の舞妓 が これ か ら芸妓 にな る期待 と､今 までの彼 女 との思 い 出 を噛 み

締 め る話 で座 は盛 り上 が り､彼 女 と共有 して きたお座 敷 での時間 を参加

者 は思 い返 しつつ ､先算 姿 の舞妓 と記念 写真 を楽 しん でい る｡

先 算 は､江 戸 時代 町 家 の若 嫁 が結 って い た髪 型 で あ る との こ とだ が ､

この髪 をなぜ 舞妓 の最後 に結 うよ うにな った か定説 は ない｡お茶 屋 のお

母 さん の話 に よれ ば ､昔 の舞 妓や 芸妓 は今 の よ うに 自由に結婚 な どで き

多 い 上 七 軒 で は､ 黒 紋 付 を着 る期 間 ､色紋 付 を着 る期 間 と決 ま って い るの だ と､着

物 好 きの芸 妓 が話 して い たc

lO6 この 舞 妓 は ､お 見 世 出 しのお 祝 い で ､お座 敷 に来 て くれ た 舞 妓 で あ る｡
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なか った ので ､せ めて舞妓 姿の最後 に若嫁 の姿 を させ てや ろ うとい う心

配 りか らではないか､と言 う｡だか ら､昔 は既婚 の女性 の しる Lで もあ

る ｢お歯 黒｣ が この期 間だ け許 され るのだ と皆 に話 して くれ た｡

｢先 算｣に結 う期 間は約 2週 間｡その最後 の晩､髭 のて っぺ んにシ ッ

ポの よ うに流 した毛 を とめて あ る元結 (もっ とい)は､旦那か､好 きな

男性 か に切 って も ら う習慣 で ある｡ しか し､現在 は旦 那のない舞妓 が ほ

とん どなので､たいていは置屋 のお母 さんが この役 をす る と言 う｡こ ラ

して舞妓 の最後 の 日に元結 を切 る と､長 い間親 しんだ舞妓姿 には二度 と

戻れ な くな るので あ る｡

さて､衿替 えの 当 日､屋形 には､見世 出 しの時 と同 じよ うに舞妓や芸

妓 がつ めか ける｡芸妓 にな るこの 日は､や は りプ ロのお化粧 師 さんが化

粧 をす る｡舞妓 か ら芸妓 に変 わってい くその様子 を､見習い茶屋姉妹 の

芸舞妓 た ちが､ じっ と見詰 めてい る｡着物 は､舞妓 姿 と様変わ りし､白

の唐織 りの衿 に袖 の短 い芸妓 の黒紋付 ､二重太鼓 に結 んだ帯｡かつ ら屋

が､新調 したかつ らをかぶせ る と､どんなに幼顔 で舞妓 の方が良いの に

と思 われ る妓 で も､不思議 と似合 ってい るものだ と､お母 さんが話 して

いた こ とがあ るが､この 日､誕 生 した芸妓 に も､舞妓姿か らは想像 で き

ない よ うなす っき りとした粋 な大人 の女性 の美 しさが漂 ってい る｡

姉芸妓や 仲人 ､見習い茶屋 のお母 さん も登場 して､見世 出 しと同 じよ

うに祝膳 に向か うが､お母 さんた ちが ｢長 い間 よ うしんぼ うしたな あ｣

な どとね ぎ らいの言葉 をか ける と､舞妓 の間に経験 したっ らい こ とや嬉

しい こ とが どっ と胸 に押 し寄せ て､感 涙 を流す芸妓 も多い らしい｡こ う

して芸妓 に衿替 えをす ませ た あ とは､切 り火 を背 に左 足か ら屋形 を出て､

挨拶 回 りに出 るが､今度 は見世 だ しの とき とは違 い､姉芸妓 はつかず 〟

人で歩 くので ある｡

そ して ､衿替 えが済み年期 を終 える ころになる とまた一つ の節 目がや

って くる｡ 自前 にな るか､辞 め るかの選択 で ある｡ 自前 とは置屋 か ら経

済的 に独 立 してい る芸妓 の こ とで､花街 にお ける真 の意味での一本 立 ち

とは 自前 にな るこ とで､自営業者 の芸妓 として花街 で生 きてい く選択 を

す る こ とで あろ う｡
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自前 になれ ば置屋 か ら出て､花街 の中か近 くに住 まい をかま え､着物

類 も 自分 で購入す るこ とにな るが､それ には莫 大 な費用 がかか る といわ

れ てい る｡旦那 の あ る芸妓 は良いが､ない芸妓 は働 きなが らこの借金 を

返済 していかねばな らない｡自前 にな るか ど うか選択す る時期 を迎 える

芸妓 た ちはたいてい 20代前 半だか ら､その年齢 で数 百万､場合 に よっ

て一千万単位 の大 きな借 金 を抱 えてまでや ってい きたいほ ど､自分 に と

って花街 が魅力 の あ る世 界 なのか どうか を考 えねばな らない｡また､袷

替 えは した ものの､芸妓 の生活 は舞妓 の時 よ りず っ と厳 しく､芸 にお い

て もハイ レベル の もの を要求 され るので､も う一度 自前 にな るか ど うか

悩 む芸妓 が多いのが現 実だ と､置屋 のお母 さんは話す｡

年期 は普通 5-6年前後｡決心が付 けば年期 明けの 日､分家姉妹 (同

じ屋 形 出身の芸妓やす で に辞 めていて も連絡 の取れ る人)は じめ､関係

筋 に挨拶 に回 る｡見世 だ Lや衿替 えの よ うな特別 な行事 はない とい うこ

とだ ったが､置屋 のお母 さん に しっか りとお礼 を述べ て､芸妓 として も

人 間 と して もこの 日か ら一人立 ちの歩み を始 めるのだ と､元芸妓 のお母

さんは話 していた｡

4.5 擬似 家族 関係

芸舞妓 にな るた めには､盃 を交わすお姉 さんが必要 であ る107｡大正や

昭和 の一 時期 ､この盃 をかわすお姉 さんな しに花街 で るこ とが可能 で あ

った こ ともある らしいが､今 は このお姉 さんがい ない と京都 の花街 で芸

舞妓 にな るこ とはで きない｡このお姉 さんがいない と芸舞妓 になれ ない

もので あ り一 生続 く関係 なので､お姉 さんに もデ ビューす る新人 に とっ

て も､この姉妹 関係 の重要性 は強 く自覚 され てい る｡それ を明示 的 にあ

らわす のが､盃 の交換 の儀 式 で ある｡ この盃 交換 にあた り､元舞妓 は､

置屋 のお母 さんか ら強 く､関係性 を重視す るこ とを言い渡 され たェ ピソ

ー ドを次 の よ うに語 ってい る｡

107 そ の詳 しい内容 につ い て は ､4.2見習 い､4.3見世 出 しを参 照｡
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このイ ンタ ビュー か らは､置屋 にい るお母 さん よ りも､盃 を交 わす お

姉 さん が ､花街 で は重視 され て人 間関係 が構 築 され ､それ が立 ち居振 る

舞 い な どを教 え る こ とに も反 映 され てい る こ とが分 か る｡

また ､京 都 の花街 で は置屋 のお母 さんが芸舞 妓 の希 望者 を仕 込 み と し

て受 け入 れ ない と､そ の子 は芸舞妓 にな る修 業 をす る こ とはで きない の

で､このお母 さん と結 ばれ る擬似 親子 関係 に も強 いつ なが りが あ る｡ こ

の よ うに､擬 似親 子 関係 と擬似 姉妹 関係 ､これ ら二つ の関係 を新 しく花

街 に参 入 す る芸舞 妓 た ち は結 ぶ こ とに よ り花 街 の 一員 とな る こ とが で

き る｡また､花街 の芸舞 妓 た ちは もち ろん置屋 や お茶 屋 のお母 さんた ち

も､これ ら姉妹 関係 や親 子 関係 に よって結 ばれ て い る108｡つ ま り京 都 の

花街 に は､それ ぞれ の花 街 に これ ら二つ の関係 に よって構 築 され る大 き

な家族 の よ うなっ なが りが あ る｡そ して､この花 街 の芸舞妓 や お茶屋 や

置屋 のお母 さん をつ な ぐ擬 似 家族 関係 には､ 同 じ見習 い茶屋 の姉 妹 109､

名 前 の姉 妹 ､分 家 の姉妹 な ど､複 数 の擬似姉妹 関係 に よって結 び付 け ら

れ て い る ｢筋｣ と呼 ばれ るい くつ かの大 きな ｢家 系｣の よ うなま とま り

が あ る｡仲 人 をつ とめたお茶屋 のお母 さんや 見習 い茶屋 のお母 さん を含

めて ､特 に縁 の濃 い擬 似 家族 関係 のつ なが りを､｢うち うら｣ 110と呼ぶ

こ ともあ る｡

108 例 え ば ､ お茶 屋 の お母 さん た ちは見 習 い茶 屋 や 仲 人 を引 き受 け る こ とで ､ 芸 舞

妓 た ち と親 子 の縁 を結 ぶ こ とにな る｡ま た あ る芸 妓 が新 し く妹 をひ くこ とに な る と､

そ の 芸 妓 の盃 の姉 に は ､孫 妹 が で き る こ とに な る｡

109 4.3で新 人 舞 妓 の世 話 を焼 い て いた芸 舞 妓 た ち は､見 習 い姉 妹 とな るの で､単 な

る花 街 の先輩 芸 舞 妓 とい う以 上 につ な が りが深 い ｡

110 見 世 出 しや 衿 替 え な どの大 きな行 事 ご との とき に は ､ うち うらに先 に挨 拶 を し

て お く とい った こ とが ､参 与観 察 の 中で 聞 き取れ た｡
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もちろん､芸舞妓 た ちには､一般 の企業 で も見 られ るよ うな ｢同期 の

意識 ｣とい った同 じ時期 にデ ビュー した横 のつ なが りも存在す る｡ しか

し､花街 で は 自分 よ り一 日で も早 く芸舞妓 になった人 をすべてお姉 さん

と呼ぶ ､公式的 にはすべ てデ ビュー順 とい う芸舞妓全体の縦 のつ なが り

の姉妹 関係 が成 り立ってい る｡これ は舞妓 た ちが揃 って写真 を とる とき

な ど､誰 の指示 がな くて も必ずデ ビュー順 に並ぶ こ と､お座敷 で複数 の

芸舞 妓 が 同席す る ときには､芸妓 ･舞妓 の違 いにかかわ らず ､デ ビュー

順 の先 の芸舞 妓 がそ のお座 敷 で の リー ダー とな って仕 事 を進 め る こ と

か らも分 か る｡花街 に所属す る芸舞妓全員 が､デ ビュー した順番 の姉妹

関係 と して本 人 た ちに とって も明確 に意識 され て い る よ うに見受 け ら

れ るo

この よ うに芸舞妓 た ち全員 を結ぶ姉妹 関係 が花街 にはあ るが､さ らに

お母 さん を含 めた関係 を大 きな家族 関係 とみ なす とこ とがで きる｡そ こ

には置屋 や 見習 い茶屋 ､盃 のお姉 さん といった結 びつ き強い人 を中心 と

す る一軒 の家 の よ うな関係 があ り､その一軒 の家 の よ うな関係 が さらに

い くつ か集 まって､親戚 の よ うな集 団がで きる とい う仕組 み となってい

る｡新 人 の芸舞妓 は最眉客がまだっいてお らずお座敷 に よんで も ら うき

っか けが少 ないが､そ うい うときには､盃 のお姉 さんだ けでな く､見管

い茶屋 のお母 さんや ､筋 にあた るほかのお姉 さんた ちが､この新 しい芸

舞妓 も一緒 にお座敷 にあがれ るよ うにお客に声 をか けて くれ た り､お座

敷 で新 人 が何 か失敗 した ときに は周 囲のお姉 さん に一緒 に謝 り丁寧 に

指導 を して くれ た り､何 か と新人 を引 き立てて くれ るので ある｡花街 の

中に あ るこ うした濃 いっ なが りを ｢○○軍団 (○○にはお茶屋 の名前 が

入 って いた)｣ と話 していたお母 さん もいたが､ この よ うに家族 関係 に

よって結 ばれ る芸舞妓や お母 さん同士で人材 を育成す る､情報 を共有す

るな ど､助 け合 う､支 えあ う仕組 みが京都花街 にはあ る｡

この花街 の擬似家族 関係 を､図に した ものが図 4 (70頁)である｡
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図4 花街の擬似家族関係の図

※ 置屋 (屋形)がお茶屋を兼ねている場合もある｡

｢私｣にとって､自分より1日でも早く芸舞妓になった人は､すべてお姉さ

ん｡芸舞妓としてデビューする時に盃 (さかずき)を酌み交わして姉妹関係を

結ぶお姉さん (盃の姉)は､最も影響力が強いO

この盃の姉は同じ置屋所属とは限らない｡置屋にお姉さんになれる人がいな

い場合は､他の置屋の先輩芸舞妓と姉妹関係を結ぶ｡また､所属する置屋のお

母さん (経営者)とは､住み込んだときから､擬似親子関係となる｡

70



この擬似家族 関係 は､芸舞妓 が現役 であ るか ぎ りは切れ る関係 ではな

いが､親 子 のつ なが りは､芸舞妓 が置屋 を出て一人 ぐらしをす るよ うに

な る と､そのつ なが りは住み込み の とき よ りは弱 くな る｡独 立 した芸妓

は､置屋 のお母 さん を頼 りに生活す るのではな く､自立す ることが求 め

られ るよ うになる｡

一方 ､擬似姉妹 関係 のお姉 さんは妹 の育ての母 的な役割 を引き受 け る

存在 111であ り､この関係 はお座敷 とい う仕事 の場 でのつ なが りで あ るた

め､前述 のイ ンタ ビュー か らも分 か るが､妹 に とって姉 は絶対 の存在 で

あ る とともに､姉 は花街 の妹 の行動 に関す る責任 をす べてみ なけれ ば な

らず 112､花街 での経験 を重 ね るほ ど親子 の関係 よ りも濃 いつ なが りとな

って い くと思われ る｡実際 ､育成責任者 としての この姉 の経済的､精柿

的な負担 はかな り大 きい｡姉 にな るこ とを断 りに くい関係者 か ら頼 まれ

たた め､芸妓 を引退す るこ とを決意 した と話す元芸妓 もい る｡一方 で ｢名

前 を貸す だ けのお姉 さん｣といった言葉 を話す舞妓 がい るよ うに､形 だ

けで あま り面倒 をみ ない とい う約 束 で この姉 を引 き受 け る こ ともあ る

よ うだが､や は り花街 に出て行 くためには姉 とい う存在 は必要で あ り､

この姉 が花街- 引いて出て くれ るか らこそ､妹 は花街 でその一員 とな る

ための関門を くぐってい くこ とがで きるので あ る｡

この よ うな花街 にあ る家族 関係 を上手 く使 って､お姉 さん に頼 るこ と､

先輩 は頼 られ る存在 にな るこ とで､置屋 の中に芸舞妓 同士 の関係性 を作

り､ともに芸事 に切瑳琢磨す る状況 を生み 出そ うと考 えてい る とあ る置

111 お 見世 出 しに参加 した 時 ､お 姉 さんが妹 を か いが い しく世 話 をす る様 子 は何 度 も

目に したo 姉 に とって は ､妹 が花 街 にデ ビューす る こ とは非 常 に大 切 な こ とで あ る

こ と､ そ の姉 の深 い 思 い は姉 の着 物柄 か らも見 て取 れ た｡

112 4.3で 引 い て 出 て くれ た お 姉 さん が 見世 出 しの舞 妓 の着 物 を直 した り､写真 の ポ

ー ズ をつ けた り､本 当 に か い が い しく世 話 を して ､彼 女 が少 しで もきれ い に見 え る

よ うに非 常 に努 力 して い た｡ また そ の場 を和 ませ 盛 り上 げ進 行 を促 し､ しか もお 客

の期 待 に少 しで も応 えて よい お座 敷 に しよ うと して いた こ と もよ くわ か ったDま た ､

京 お ど りで の扇 子 を落 と した ときの姉 の対 応 か らも分 か る｡ま た ､毎 年 12月 に京 都

の 南座 で 開催 され る歌 舞 伎 の顔 見世 に は ､お姉 さん が妹 を連 れ て行 く こ とにな って

い るD この ときの切 符 代 ､花 代 は姉 の負 担 で あ るo 最 近 で は少 な くな った が ､ 以 前

はお 姉 さん が妹 を東京 な どに連 れ て い く こ ともあ った｡ この場 合 も､旅 費 は もち ろ

ん ､ 花 代 も必 要 に な るO こ う した こ とを なぜ お姉 さん が す るの か は､妹 の 見 聞 をひ

ろ げ ､お座 敷 で恥ず か し くな い よ うにす るた めで は な い か と､K さん は話 して いた ｡
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屋 のお母 さんは話 してい る｡親子 だか ら姉妹 だか ら辛抱 しなけれ ばな ら

ない とい うので はな く､その関係 があるか らこそ､花街 の中で他 人 か ら

教 えて も らえるこ とがで きる とい うことにポイ ン ト置 いて､仕込み さん

や舞妓 さんた ちに話 してい る とこのお母 さんは話 していた｡

また､個人主義 的な考 え方 の もとで育 って きた仕 込み さん を伝統 的 な

価 値観 で彩 られ て い る京都 の花街 の芸舞妓 に育 て て い く置屋 のお母 さ

んの役割 が最近 は非常 に重 くな り､少女た ちにわか りやす い言葉 で花街

の習慣 につ いて教 えるこ とな ど､以前 よ りも教育 に工夫 をす るこ と手 を

か け るこ とが必要 となって きてい る と話すお母 さんは多い｡この よ うに

芸舞 妓 の育成 には以前 よ りも工夫 が必要 で手 間 が かか るよ うにな っ た

た めに､先斗町 な ど置屋 のお母 さんの年齢 が比較 的高い花街 では､仕 込

み さん を引 き受 けるこ とに積極的ではない と話す花街 関係者 もい る｡ま

た､住 み込みで育て るこ とについて､小 さい ころか ら自分 の部屋 を与 え

られ た育 った現代 の若者 はその暮 らし方 になかなか馴染 めない こ と､さ

らに置屋 のお母 さん も高齢化 し体力 がな くなって きた場合 には､寄宿舎

の よ うに芸舞妓 志 望 の女性 が住 み込 んで暮 ら しなが ら花街 の こ とを学

ぶ とい った育成 の工夫 も何十年 か先 には必 要 に あ るので はない か と話

す置屋 のお母 さん もい る｡この よ うに､家族 とい うメタファー を用 いた

つ なが りで結び付 け られ てい る花街 の人間関係 は､一見す る とかわ って

い ない よ うで あるが､そ こには変化が見受 け られ る よ うで あ る｡

4.6 お客 と芸舞妓 の関係

花街 の人 間関係 は､お母 さんやお姉 さん とい った家族 のメタフ ァー で

表現 され るこ とが多い｡花街 を訪れ るお客は前述 の よ うな芸舞妓 やお母

さん が構 成 す る花街 の擬 似 家族 関係 には直接 的 に は組 み込 まれ て い な

いが､や は り､男性 のお客 は ｢お にい さん｣､｢お と うさん｣､女性 のお

客 は ｢お姉 さん｣ と､家族 的な称号 をつ けて呼 ばれ る｡そ して､男性 が

い ない置屋や お茶屋 では､長尻客がお母 さんか ら頼 られ るこ ともあ る と
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言 う113｡ま た ､特 に旦 那 とな ったお 客 は､自分 が長 尻 に して い る芸 妓 の

姉 妹 関係 に あた る芸 舞 妓 か らも ｢○○ さん姉 さん のお にい さん｣ と呼 ば

れ ､花 街 で は非 常 に丁 寧 な接 遇 を受 け､先述 の花 街 の擬 似 家族 関係 に級

み込 まれ る こ とが あ るO

この よ うに旦 那 に な る とい う特殊 な事例 を除 い て み て も､一 見 さん お

断 りの花 街 で は､お 客 はお茶 屋 の利 用者 と して花 街 とい う世 界- 外 部 か

ら継 続 的 に参加 す る特殊 な メ ンバ ー で あ る｡この継 続 的 な参加 に伴 っ て ､

馴 典 み の 芸舞 妓 や 最 眉 にす る芸 舞 妓 が で き る よ うに もな る｡す る と当然 ､

芸舞 妓 とお 客 との 間 に深 い 関 わ りが生 じる 114こ と とな る｡このお 客 と芸

舞 妓 の 関係 性 につ い て ､芸 舞 妓 とお 客 が 出会 うお座 敷 115の場 の具 体 的 な

出来 事 を 中心 に､本 項 で は記 述 して い くこ とす る｡

花 街 に詳 しい調査 協 力者 A さん はお 客 と芸 舞 妓 の 関係 につ いて ､以 下

の よ うに語 って い る｡

ん だ か とい うと､お 茶 屋難

蔓

さ
芸
て
し
ラ
一と
一彼
一り
l左
目

味線を楽しむ
私 を連 れ て行 っ

最眉

- '･.･ ..L..i.1

に
テ
lぶ
1..;
高
一の
〒

ここでお客は
､
お母さん･お姉さんといった先輩たちから離れたとこ

ろに芸舞妓を連れ出している
｡
そして
､
芸舞妓を甘やかす
､
可愛がると

いった父親的な役割を果たしている｡
もちろん
､
お客の方も
､
芸舞妓を

お茶屋のお座敷から外-､
人目につくところで連れ歩いて見せびらかす

113Kさんのお茶屋がTVや新聞でとりあげられたことがあるが
､
その取材のおりに

後援会の古参メンバーは同席したことがあると､
複数の会員から聞いたことがある｡
1144
.
2や4
.
4で馴染みの芸舞妓の行く末を､
お客は非常に気にかけていた
｡
新人の
舞妓に花名刺の配り忘れを教えたり
､
衿替えを控えた舞妓の昔を振り返り
､
今まで

の成長の過程を噛み締めたり
､
単なるお客と芸舞妓の関係以上に精神的なっながり

があるように見受けられた
｡
115お座敷はお茶屋の中の部屋としての座敷という場所だけでなく
､
お客が芸舞妓

を呼んで一緒に遊ぶことを総称する意味もある0
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のだ か ら､そ の こ と 自体 を十 分 楽 しん で い る｡ だ か ら､芸舞 妓 に息 抜 き

を させ るた めだ け に連 れ 出 して い るわ けで ない｡ しか し､現 代 っ子 の 芸

舞 妓 た ちが ､花 街 の厳 しい上 下 関係 の 中で息 苦 しい思 い を感 じて い る こ

とはお 客 も知 って お り､そ こに は 自分 の最 眉 の芸 舞 妓 の 立場 を配 慮 す る

気 持 ち もあ った と考 え られ る｡

ま た ､衿 替 え とい う舞 妓 か ら芸 妓 に変 わ る- 大 イベ ン トを控 えて い る

舞 妓 が ､今 しか で き ない舞 妓 姿 でぜ ひ行 って み た い ところが あ る とい う

希 望 を､ お 客 が か な えて くれ た話 を元舞 妓 は語 っ て い る｡
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花 街 のル ール に触 れ る こ とで も､お 客 と一 緒 な ら破 る こ と もで き､そ

れ が非 常 に楽 しか った と､Tさん は話 して い たOお 客 は舞 妓 と一 緒 に牛

井 を食 べ に行 きた い わ けで は な く､最 眉 に して い る舞 妓 の望 み をか な え

てや りた い とい う親 心 的 な気 持 ちか ら､連 れ て行 った の で あ ろ う｡ この

よ うに ま だ まだ若 い舞 妓 に とって は､お 客 は無理 を言 い甘 え る こ とが で

き る存 在 だ った の で あ る｡

こ う した若 い芸舞 妓 を可 愛 い存在 と して 見 ､そ の行 く末 が気 にな る気

持 ち は､筆 者 もお 見 世 出 しのお祝 い会 に 同席 して感 じた こ とが あ る｡ま

た ､新 人 の ときか らそ の様 子 を見守 って きた舞 妓 の成 長 は とて も気 に な

る､と話 す お 客 は参 与観 察 の とき に 同席 した後援 会 の メ ンバ ー の 中 に複

数 人 い た｡ この よ うに､お 客 の 中 に は芸舞 妓 に成 熟 した女性 美 を求 め る
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気持 ちだ けで はな く､若 い芸妓や舞妓 の芸や お座 敷 で の会 話 の巧 み さの

上達 な どを気 にか け､自分 が芸舞妓 の成長 に関与 し芸舞妓 を ｢育 て る喜

び｣を体験 したい とい う人 もい る と､お茶屋 に よ く来 る業 界 関係 者 は請

して いた｡

お 客 と芸舞妓 との 関係 は､お 客 が彼 女 た ちを見守 りたい､彼 女 た ちは

お 客 に甘 えた い とい った感 情 のつ なが りだ けで は ない｡ 芸舞 妓 た ちは､

お客 との関係 で うれ しい こ とと して､お客 が 自分 の こ とや この花街 の世

界 の こ とを話 した ときにわか って くれ る こ と､お 客 と花街 の こ とにつ い

て共有す る こ とがで き る こ とが うれ しい と話 して い る｡
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と舞 妓 のM さんは話 して い る｡また､芸妓 のY さん も同 じよ うな こ とを

語 って い る｡

うち もそれ は あ ります ね｡ こ うい う世 界 もあ るんや な､全然 知 ら
ん か ったわ､うち らが言 うて相 手 のお 客 さん が感 動 して くれ は るの
もす ごい うれ しい し･- ｡(Y さん)

また､芸舞妓歴 の長 い置屋 兼 お茶屋 のお母 さん は､自分 の技能 の 向上

を褒 めて も らえた こ との うれ しさを語 ってい る｡
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悲

この よ うに､芸 舞妓 はお客 か ら技能 を評価 され認 め られ る こ とが ､ し

か も継 続 的 な視 点 で 自分 の成長 を見て も らって い る こ とが､一番 うれ し

い こ とな ので あ る｡ この語 りか らは､芸舞妓 がお 客 に単 に甘 え る とい う

気 持 ちは な く､自分 の技 能 の成長 を見守 り､それ を適 切 に評価 して も ら

れ る存在 と してお 客 を見 てい る こ とが分 か る｡

参 与観 察 におい て も､花街 に長期 に通 って くるお茶屋 とも非 常 に馴 染

み の深 い最眉 客 は､芸舞 妓 の技能 を育 て る こ とを心 が け､時 に応 じて芸

舞 妓 に声 をか けて ､そ の成 長 を褒 め る よ うに して い る こ とが､見受 け ら

れ た｡ しか も､きちん と芸 が分 か るお客 は､芸舞 妓 が ど うい う言葉 で秦

めて も ら うと うれ しい のか まで心得 て い るよ うで あ る｡例 えば､芸舞妓

た ち は女 紅 場 以外 で も専 門家 につ い て舞 や 唄 な ど複 数 のお稽 古 を して

い る こ とが多 いが ､こ うした個 人 的 にお稽 古 して い る芸事 につ いて も午

に数 回 の発 表 会 が あ り､最 屈客や伝 統 芸能 に関心 の あ るお客 はそ の発 表

会 を見 に行 くこ とが多 い｡そ のお りに､部屋 見舞 い な どのね ぎ らいだ け

で な く､舞 台 の上 で発 揮 され た芸舞妓 の技能 につ いて ､具体 的 に邦 楽 の

曲名 をあ げそ の難 しい箇所 も指摘 した うえで､芸 舞妓 に○○ が上 手 くで

きて いた な どと､具 体 的 に技能 の腕 が上 が った こ とを伝 えた りす る こ と

が あ る｡芸舞 妓 に とって が ､この よ うに 自分 の芸事 - の精進 をお 客 が き

ちん と理解 して くれ て い る こ とが､何 よ りも喜 び とな り､自分 自身 の芸

舞妓 と して の能力 向上 を認 め る､花街 の 中で一人前 になって い くこ とを

擬 似 家族 関係 以外 に もお 客 との関係性 の 中で確認 して い るので あ る｡

花街 で対価 を支 払 い ､サー ビス を受 け る立場 のお 客が､この よ うに芸

舞妓 の キ ャ リア形成 に重 要 な役割 を果 た して い る こ とが分 か る｡お 客 は､

若 い芸舞 妓 に とって は､芸舞妓 にな った こ との辛 さや 制 限の軽減 を して

自分 を支 えて くれ る存在 ､花街 や そ こで努 力 して い る こ と､自分 の こ と

の認 知 を して くれ る存在 で あ る｡また､あ る程度 経 験 を積 んだ芸舞妓 に
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とっては､自分 の芸 の成長 を理解 しかつ評価 で きる育成者 の存在 で もあ

る｡この よ うにお客 は､芸舞妓 に対 して一般 的 に よ く話題 になる よ うな

異性 と しての愛情 116ではな く､守 り育 て るよ うな父性 的 な愛情 を芸舞妓

に注 ぐ対象 で あ り､その関係 を通 じて､芸舞妓 は 自分 の花街 の中での成

長 を感 じ､この世界 の一員 となってい ることを認識 し､それ がキ ャ リア

形成 に良い影響 を与 えてい る とい えよ う｡

ところで､先 の記述 の よ うに､お客が芸舞妓 を ファー ス トフー ド店 に

連れ て行 くこ とは､普通 はそんなにあること117ではな く､基本 的 にはお

客はお茶屋 のお座敷 で芸舞妓 と会 うこ とが多い｡お客 はお茶屋 に遊び た

い とい う利 用 の予約連絡 をす る と､各置屋 か ら所 属 してい る芸舞妓 が呼

ばれ て きて ､お客 は芸舞 妓 と遊 ぶ こ とがで きる｡ これ がお座敷遊 び とか

お茶屋遊 び とか言 われ る ことで ある｡お座敷 が どの よ うに形成 され てい

るか を､図 5 ｢お座敷 とい う場 の形成 にお ける関係者 の位置｣ (78貢)

にま とめてお く｡

116 お 客 とい うと､す ぐ旦 那 に な る とい った こ とが想 像 され る よ うで あ るが ､芸 舞 妓

- の異 性 と して の愛 情 だ けで ､芸 事 や 花街 の慣 習 に詳 しくな い場 合 は 旦 那 に な る こ

とは 困 難 で あ る｡ これ は ､旦 那 に な る こ とは ､芸舞 妓 が芸 の道 に精進 す る こ と- の

援 助 を惜 しま な い とい うこ と とほ ぼ 同義 で あ る と､ 花街 で 考 え られ て い るか らで あ

る｡

117 基 本 的 にお 客 は ､花 街 の外 - 舞 妓 を一 対 一 で連 れ 出す こ とはで きな いOつ ま り外

で 会 うに は ､ 芸舞 妓 二 人 以 上 の花 代 と移 動 にか か る時 間 の花 代 を負 担 す る経 済 力 が

必 要 とな る｡ 未 成 年 者 の舞 妓 を花 街 以 外 に場 所 に気 軽 に連 れ て行 くた め に は ､お 茶

屋 の お母 さん の信 用 が 必 要 で あ る｡ この お 客 さん な ら とお 茶 屋 のお母 さん が信 頼 し

て い る場 合 に は ､｢い っぺ ん ､ ごは ん食 べ に連 れ て行 ったや っ て くれ ま- ん か ｣な ど

と､ お 客 がお 母 さん か ら頼 まれ る こ ともあ る0
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図5 お座敷という場の形成における関係者の位置

※お茶屋のお母さんは､馴染みのお客様から遊びにいくという連絡があると､来店の目的(接

待､息抜き､法事などいろいろあり)やお客様の好みを考えて､どの芸舞妓を呼ぶか決めて､

置屋さん-芸舞妓の派遣を依頼する｡また､季節やお客様の噂好に合わせて､座敷のしっら

えやお料理などを手配する｡お茶屋のお母さんは､お座敷でお客様が最高のもてなしを受け

て良かったと思えるようにするために､花街にある資源 (人も物も情報も)をコーディネー

トしている｡
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4.7 芸舞妓 の キ ャ リア ･パ ス

4.1-4,4の記述 か ら分 か るよ うに､芸舞妓 は花街 の 中で しか成 り立 た

ない職 業 で あ り､そ の キ ャ リア ･パ スが 明確 に決 め られ てい る｡例 えば

中学 卒 業後 す ぐ花街 に来 た少 女 は､15､6歳 で舞妓 と してデ ビュー し､

二十 歳 す ぎには舞妓 か ら芸妓 にな り､年期 118が あ けた あ とは､芸妓 を続

け るか ど うか の選 択 はいつ で もで き る｡なお ､芸妓 には定年 はない｡芸

舞妓 を廃 業す る ときは ｢引 き祝 い｣を花街 関係 者 に渡 し､今 後 の花街 と

自分 との 関 わ りを明確 にす る｡辞 め る理 由は､結 婚 と他 の仕 事 に従事 す

るた めに大別 され ､辞 めた あ と､花街 で経 営者 に な る (お茶屋 ､置屋 ､

バ ー な ど)､花街 の外 で経 営者 にな る (飲食 業 な ど)､芸舞妓 の経歴 を活

か して サー ビス業 に従事 す る とい った人 も多 い｡

芸舞妓 の キ ャ リア ･パ ス をま とめ る と以 下 の よ うにな る｡

① 仕 込 み 舞妓 と してデ ビューす るまでの約 1年 間の住込 み修 業期 間0

舞 妓 と して必須 の技 能 で あ る 日本 舞 踊 のお稽 古 を女紅場 や 置屋 です

る｡中学卒業後置屋 に住 み込 む こ とが多 い｡この期 間お化粧 はせ ず ､

普 段 着 で生活す る｡

② 見 習 い 舞 妓 と してデ ビューす る 日が決 ま る と､ 見習 い茶 屋 に毎 日

行 き､お座 敷 の様 子 を見せ て も ら う実地研 修 の期 間で､約 1カ月 間｡

この期 間 は､地 毛 で 日本髪 を結 い､舞 妓 と同 じ着 物 を着 て い るが､

帯 結 び は半 だ ら りと呼 ばれ る もので ､舞 妓 の だ ら りの帯 と比 べ て帯

の たれ の長 さが半分 ほ どで､ひ と 目で見習 い で あ るこ とが分 か る0

見世 出 しをす る前 の この時期 に､お姉 さん､お母 さん と盃 を交 わ し､

擬 似 姉妹 関係 と擬 似 親子 関係 が成 立 し､花街 の 中の擬 似 家族 制 度 の

正 式 な メ ンバ ー とな るO

③ 見世 出 し119 舞 妓 にな る 日は ｢見世 出 し｣ と呼 ばれ ､3 日間 は正 装

の黒紋 付 を身 につ け､電 甲のか ん ざ Lや 特別 な髪 飾 りを し､衿 足 も

118 年 期 の 間 は 見習 い期 間 と考 え られ ､給 与 は な く､置 屋 に住 み 込 ん で仕 事 をす る｡

公 休 日は 月 に 2日｡

119見 せ 出 し､店 出 しな ど と複 数 の表記 が あ るが ､本 研 究 で は参 与観 察 す る こ とが で

き た場 で使 われ て い た表 記 を用 い て い るO
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三本 に描 くお化粧 をす る｡

この 日か ら舞妓 としてお座敷 に出 る｡

･ 衣装 ･髪型 ･お化粧 な ど舞妓 のいでた ちにな る｡ なお､デ ビュー

後 1年 間は上唇 に紅 は させ ない｡

･ お こぼ と呼ばれ る､舞妓 だけが履 く底 の厚 い桐でできた草履 の よ

うな履物 を履 くC

④ 舞妓 になって約 1年後

･ 上唇 に紅 が させ るよ うになる｡

･ 顔 に長 くかか る ビラかん ざ し (写真資料 3を参照､167頁) をや

め る｡

･ 半衿や帯揚 げの赤色 の部分 がやや少 な くな る｡

⑤ 舞妓 にな って 2､3年 ごろ

･ 者替 え-髪型 が割れ しのぶか らおふ くに変 わ り､少女か らやや 大

人 っぽい雰囲気 のあ る 日本髪 を結 うよ うにな る｡また､髪型 の変

化 に合 わせ て､かん ざ しもやや小 さめ､お とな しい ものにな るa

･ 半衿や帯揚 げの赤色 の部分 が よ り少 な くな り､ほぼ 白色 に見 える｡

･ お こぼの鼻緒色 が赤 か ら水色 な ど大人 っい色 にな る｡

⑥ 舞妓 になって 4､5年 目､20歳 を過 ぎた ころに ｢衿替 え｣ 120して､

芸妓 になる

･ 地毛で 日本髪 を結 うのではな く､掌 を使 う｡

･ 着物 は舞妓 よ り地味 な色柄 で枚 は短 くな り､帯 はお太鼓 に結ぶ｡

足元 はお こぼではな く､草履 ･下駄 にな るな ど装束が大 き く変化

す る｡

⑦ 年期 (通算約 5-6年)があけ る と､ このまま芸舞妓 を続 けるか､廃

業す るか決定

･ 続 ける ときは､置屋 か ら離れ一人暮 らしをす る｡

･ 擬似親子 関係 か ら半独 立す るが､擬似姉妹 関係 はず っ と継続 す る｡

120 舞 妓 に な って 4､ 5年 目､二 十 歳 をす ぎ た ころ に 芸 妓 に な る こ とが 多 い が ､ 明

確 に 何 年 目 とは決ま っ て い な い ｡ 置 屋 の 事 情 (舞 妓 が い な くな る と困 る場合 ､ 仕 込

み が デ ビ ューす るま で続 け る こ とが あ る) や 舞 妓 の 容 姿 (幼 く見 え る人 は長 め に舞

妓 を す る) に よって 衿 替 え の 時 期 は 異 な る｡
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･ 芸妓 と して若 い うちは立方 (舞 が専 門)で あ る こ とが多 いが ､そ

の後 は､立方 か地方 (三 味線 担 当) か を選択 す る｡ また､舞妓 の

とき よ りか な り専 門的 に芸事 を深 め る こ とも求 め られ る｡

⑧ そ の後 ､芸妓 か らの複数 の キ ャ リア ･パ ス

･ ず っ と芸妓 と して専 門職 の道 を歩 むO

･ 芸妓 と自分 の店 (バ ー ･スナ ックな ど) を兼 業 して､専 門職 兼独

立経 営者 とな る｡

･ 芸妓 とお茶屋 や 置屋 を兼 業 して､専 門職 兼花 街 の後継 者 を育成 す

る経 営者 とな る｡

･ 廃 業 してお茶 屋や 置屋 に専業 し､花街 の後継 者 を育成 す る経 営者

とな る｡

･ 廃 業 して花街 を離 れ る｡辞 め る ときに戻 る意 思 が あ るか ど うか意

思表 示す る12lD

4.8 芸舞 妓 の キ ャ リア形成 のプ ロセ ス

4.8.1 誇 りと慣 れ

イ ン タ ビュー協力者 の芸舞妓 経験者や 現役 の方 ､参 与観 察 で話 を した

芸舞 妓 た ちす べ て か ら､｢芸妓 は一生 一 人前 になれ - ん､一生 芸事 は勉

強せ ん な らん の どす ｣ とい う､ず っ と花街 で は芸事 に精進 す る努 力 が い

る とい った答 えが共通 して聞 き取 られ た｡ したが って ､芸舞妓 の キ ャ リ

ア と して何 が で き る と一人前 になれ るのか とい うこ とを､本論 文 で は明

確 に定義 す る こ とはで きない｡

しか し､キ ャ リア の途 中で､芸舞 妓 が誰 しも経 験す る ｢慣 れ｣ とい っ

た こ とが あ る こ とが複数 の主要情 報提 供者 の話 か らも､参与観 察 にお い

て も聞 き取 る こ とが で きた｡ この よ うに､芸舞妓 と して あ る程度仕 事 に

慣 れ た と感 じるこ とがで き る時期 が あ る とい うこ とは､複 数 の芸舞妓 に

共通 に見受 け られ る感 覚 で あ る｡例 えば､元舞妓 は 自分 の経験 を踏 ま え

121 花街 を引退 す る ときは引 き祝 い と呼 ばれ る もの を配 って ､ 関係者 に挨拶 す る｡

この 引 き祝 い に 白一色 の もの を渡す と､ 引退 した あ と二度 と花街 には戻 って こない

と言 う意 味 にな り､赤 が混 じった もの を渡す と花街 に戻 って くる意思 が あ る とい う

こ とにな る｡
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て ｢天狗 にな る｣ とい う言葉 で､芸舞 妓 と して誇 りを持 つ こ とが で き る

こ と と､謙虚 さが な くな る時期 の こ とを話 してい る｡
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け ど､ と りあ えず 60人
い｡み なが ちや ほや とす

え
行

例

へろ
○

て
こ

つ
と

絶
LtJ
=
し

ゴ 会
とるナ

HL人
の

ん
あ

へ
㌔

え
ヵ

難

す よね｡ (T さん)

地方 で 開催 され る京都観 光物産展 とい ったイベ ン トな どで ､京都 の具

体 的 に わ か りや す いイ メー ジ を あ らわす 存 在 と して舞 妓 の 出張 は よ く

お茶屋 に依頼 が あ る仕 事 で あ る｡海 外 に も 日本髪 の ままで 出張 に行 くこ

とが あ る と複 数 の舞 妓 が語 ってい た こ とが あ るが､この よ うに彼 女 た ち

は､花街 の外 にひ と 目で舞妓 と分 か る 目立っ格 好 で 出か け､周 囲 か ら注

目を集 め る経 験 を重 ね てい る｡そ して､普通 の高校 生 で はで きない よ う

な こ うした得 がた い経験 は､舞妓 た ちに とって は仕 事 に誇 りを感 じさせ

る こ とに もな って い る｡

しか し､舞妓 で あ る こ とに誇 りを持 つ一方 で､い ろい ろな ところで ち

や ほや され る こ とか ら謙虚 さを見失 い 122､ただ一生 懸命 だ った新 人 の と

き とは異 な り ｢天狗 にな る｣ とい う時期 が あ る と話 してい る｡ こ うい う

時期 は､芸舞 妓 と してデ ビュー してか ら丸 1年 が た ち､お座 敷 で の基本

的 な仕 事 も一通 り覚 え､踊 りも 1曲は きちん と踊れ るよ うに な った頃 ､

ち ょ うど花 街 で も新 人 とい うこ とが一 目で 分 か るお 化 粧 や 装 束 の慣 習

も終 え る よ うな頃 だ と､イ ンタ ビュー イ の芸舞妓 た ち もそれ ぞれ に次 ぎ

の よ うに語 ってい る｡

122 例 え ば ､ レス トラ ンで メニ ュー に な い食 べ 物 を頼 ん で も､舞 妓 姿 で あれ ば 無 理

を 聞 い て も られ る こ とが あ る と話 す 舞 妓 もい たO ま た ､ 目立 つ い で た ちな の で ､ い

た る と ころで カ メ ラや 携 帯 電 話 を向 け られ 写真 を撮 られ るが ､最 初 は うれ しい 気 が

す る が ､慣 れ て くる とカ メ ラ を向 け られ る と下 を向 い た り顔 をそ む けた りして ､ 写

真 に と られ な い よ うにす る とい う舞 妓 の話 を聞 い た こ ともあ る0
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と
､
自分が一人前になったような気持ちになる騎りを自覚したことを

芸妓は語り
､
舞妓も同じような経験をして
､
やはりお姉さんから怒られ

たことを話している
｡
そして
､
後輩の舞妓ができたことで
､
立場をかえ

て見ることができるようになり
､
自分も後輩の舞妓と同じように見えて

いない時期があったことが分かったとしている｡
これは
､
お座敷の仕辛

でも芸事に関しても共通のことだと語っている｡

軽

年
れ

つ
【ら
一た
百

に

く
ま
て
一旦
ら
す

頭
ん

と
す

ん
は

一
時

が
の

,そ

,
i
L'
L..
IM

｡さ

インタビューイたちの語りや参与観察の結果を総合すると､
芸舞妓の

キャリア形成において､
花街にデビューした後1年から2年目に一つの

節目があることが分かる
O
最近の京都ブームで､
京都の代名詞とも呼べ

る舞妓たちにはお茶屋のお座敷以外の仕事が増加し
､
その結果芸事の技

能が未熟な新人の舞妓たちにも花街の外での仕事が増えている
｡
こうし

て周囲から非常に注目される経験をデビュー直後から重ねることで､
新

人の芸舞妓たちは芸舞妓であることに誇りを感じるようになる
｡
しかし
､

この時期は芸舞妓であることの誇りが形成されるとともに
､
何とか-過
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り仕 事 も芸事 もで き る よ うにな った とい う自覚 か らの ｢騎 り｣や ､努 力

を怠 る ｢天 狗 ｣とい った メタ フ ァー で形 容 され る時期 で もあ る こ とが分

か るの で あ る｡また ､騎 りが生 じる こ とで ､お座 敷 や 芸事 な どにひ たむ

きに打 ち込 めず ､そ の こ とが キ ャ リア上 の ｢ス ランプ｣ とも言 われ て い

る｡ この発 見事実 か ら､芸舞 妓 の キ ャ リア形成 には一 人前 とい う明確 な

定義 はな いが ､ デ ビ ュ ー 後 1､2年 に慣 れ る時期 が あ り､ ここで本 人 に

は一応 の一人前 とい う気持 ちがで きて い るこ とが分 か るo さ らに､花街

で数年 の経験 を重 ね た舞妓 の話 か らも分 か る よ うに､この一応 の一人 前

と本 人 が何 とな く感 じる時期 を乗 り越 え るこ とが ､新 人 の一 生懸命 さか

らよ り自覚 的 に 自己 の キ ャ リア形 成 につ い て考 え行 動 す るポイ ン トと

な る よ うで あ る｡

4.8.2 芸舞妓 と して求 め られ る技 能

で は芸 舞妓 た ちは､自分 の キ ャ リア形成 を支 え る技 能 を､どの よ うに

明示 的 に受 け止 めて い るのだ ろ うか｡この点 につ い て は､前述 のイ ンタ

ビューイ の舞 妓 はは っき り話 して い るO

妓 はん と してサー ビスで き る もの て い うのが､2種類

欝
そ
tに
り
き
あ

舞･三味線･唄などの芸事という伝統文化的な技能と､
お座敷でお客

を楽しませる会話やその人が持っている雰囲気というもの､
この2種類

が技能であるとこの舞妓は語っている｡

このことについて､
芸舞妓歴の長いお母さんも
､
他のサービス業と比

較して芸舞妓には芸舞妓独特の日本的伝統のある芸事といった部分と､

お客様を楽しませる会話などの接客業に共通の技能とがあることを以

下のように話している
｡
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これ らの主要情報 提供者 の語 りか ら､芸舞 妓 と して求 め られ る技能 に

は､芸事 と呼 ばれ る 日本 的 な伝 統 芸能 ､そ して接 客 業 に共通 す るお客様

を喜 ばせ る技 能 が あ る こ とが分 か るが ､さ らに､芸舞 妓 ら しい特色 あ る

装 束 で そ の 二 つ の技 能 を ご く 自然 に かつ優 雅 にす る こ とも求 め られ て

い る と､芸舞 妓歴 が長 く､置屋 のお母 さん と して芸舞 妓 を育成 してい る

K さん は以下 の よ うに話 してい る｡
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伝 統 的 な技能 につ いて ､学校 で専 門のお師 匠か ら学 ぶ こ とがで きるが ､

しか し､芸舞 妓 の衣 装 をつ けてお座 敷 で実際 に ど う動 くか は､芸舞妓 と

して の経 験 が ない学校 でお師 匠 さんか らには分 か らない と､育成 の責任

を担 うK さん は言 う｡また､あ るお座 敷 で筆者 が 同席 した初 めて妹 を拷

つ こ とにな った 20歳 す ぎの芸妓 は､｢お座 敷 で どの よ うに動 くか は 自分

が妹 舞 妓 に教 えな けれ ば な らない し､また妹 はい っぱ い失敗 しなが ら覚

えて い か ない とい けない｡京 言葉 も､お座 敷 でのそ の場 そ の場 に応 じた

使 い方 を教 え るこ とがい る｡例 えば ｢おお きに｣と言 う言 い方 一 つ で も､

その ときに よって違 う｡そ して､教 え る こ とで 自分 で はわか って いた と

思 ってい た こ とが始 めて本 当に よ くわ か った｣ と話 して いた｡

した が って､芸舞妓 の衣 装 をつ けてお座 敷 で実際 に どの よ うに動 くかい

うこ と､京言葉 な どの使 い方 ､京都 の花 街 ら しい 芸舞 妓 の振 る舞 い方 ､
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行儀 作 法 な どは､芸 舞妓 と して先輩 のお姉 さんや 置屋 や お茶屋 のお母 さ

んか ら､生活 の場 や お座 敷 な ど実践 の場 で体験 して身 につ けてい くこ と

で あ る とい うこ とが い え よ う｡

この よ うにイ ンタ ビューイ の語 りや ､筆者 がお座 敷 で見 聞 き した こ と

か ら､芸 舞妓 には､以 下 の よ うな三つ の技能 が あ る とい うこ とを推 測 す

る こ とが で き る｡

(ア) い わ ゆ る ｢形 ｣ と呼 ばれ る よ うな､ 主 に学校 で身 につ け る

よ うな伝 統 芸能 の基本 的技能

(イ) お座 敷 でお 客 を喜 ばす こ とがで き る､接 客業 と してのマ ニ ュ

アル 化 とは対 極 的 な即興性

(ウ) 花街 の芸舞妓 ら しく振 る舞 え る､花街 の習慣 や言葉 な どを身

につ け る規範

そ して ､この よ うな技能 をす べ て身 につ けて い くこ とで芸舞妓 の キ ャ

リアが形成 され て い くの で あ る｡

4.8.3 基本 的技能 の育成

これ ら三つ の技能 の うち基本 的 な技能 は､芸舞妓 が通 う花街 にあ る学

校 で､授 業 科 目と して 開講 され て い る こ とは前述 した 123とお りで あ る｡

で は､どの よ うに して この基本 的技能 が育成 され てい るのだ ろ うかO こ

の こ とにつ い て､元舞妓 が学校 で のお稽 古 の様 子 を詳 しく話 してい るの

で､それ を引用す る｡
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123 本 論 第 3章 ､3.5芸舞 妓 の学校 を参照｡
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この話 か ら､新 人 の芸舞 妓 に とって学校 でお稽 古 して い る時 間は､か

な りの長 時 間 (長 い ときは､5時 間 を超 え る) にな る こ とが分 か る｡ し

か もそ の間 は 自分 が踊 りを踊 り続 け るので は な く､他 の芸舞 妓 のお稽 古

の風 景 を､ひ たす ら見 る こ とに時 間が費や され て い る｡この新人 が一香

早 くきて､先 輩 のお稽 古風景 を じっ と見 て､そ して一番最 後 にな ってお

稽 古 をつ けて も らえ る とい う方法 は､筆 者 も舞 をお 師 匠 さん につ いて習

って い た ときに も体 験 してお稽 古方 法 で あ る｡伝 統技能 習得 のた めに多

人数 でお稽 古す る ときには､後輩 は先輩 のお稽 古風 景 を よ く見 て､そ こ

か ら学 ぶ よ うに言 われ るが､芸舞妓 の学校 で も､新 人 の芸舞妓 の踊 りの

基本 的技 能 の育成 方 法 と して ､見て学ぶ 方法 が採 られ てい る こ とが分 か

る｡

この長 時 間見 て学 ぶ お稽 古 で は､新 人 の芸舞妓 た ちは､多数 の先輩 た

ち (花街 で現役 で あ るか ぎ り学校 の踊 りのお稽 古 には皆参加 す る)のお

稽 古 を見つ め続 け るこ とで､基本 的 な踊 りの ｢形 ｣を何 回 も何 回 も見 て

覚 え る こ と と同時 に､同輩 の踊 りの様 子 を見れ ば現在 の 自分 の技 能 を知

り､少 し先 輩 の様 子 を見 る と近 くの到達 目標 を､大 きなお姉 さん と呼 ば

れ る大 先 輩 の様 子 を見 る と将 来 の あ るべ き姿 を具 体 的 に知 る こ とが で

き る よ うにな って い る｡ さ らに､花街 の芸舞妓全員 が 同一 の流派 の踊 り

を学 習す る こ とで ､基本 的技 能 の形 が統 一 され ､同 じ花街 の人 間 な ら誰

と一 緒 に踊 って も踊 り方 が統 一 され てい るた めに､4.3の京 お ど りの の

記 述 で見 られ るよ うに､踊 りの会や お座 敷 な ど複 数 人 で舞 うときには､

舞 妓 た ち は技 能 と して は芸 妓 と比べ て劣 って い るが集 団 と して非 常 に
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美 しい踊 りを披露 す る こ とがで き るので あ る｡ま た ､お座 敷 で あの 曲 と

言 われれ ば､同 じ花街 の芸舞妓 で あれ ば詳 しい打 ち合 わせ を しな くて も､

お座 敷 の広 さや そ の ときの芸舞妓 の人数 に よって ､お姉 さん の指示 に し

た が ってす ぐに工夫 を して踊 る こ ともで き る ｡

この よ うに基本 的 な技 能 を学校 で育成す る こ とは､花街 の技能 の統 一

性 につ なが り､お座 敷 での芸事 を周 囲 の状況 に合 わせ て提 供す る こ とが

で き る｡花街 の芸舞妓 な らで は臨機応 変 さが あ り､お 客 か ら喜 ばれ る蛋

術性 の高 い伝 統美 を提供 す る こ とがで き るの は､学校 で基本 的 な技能 を

同 じ専 門家 か ら学ぶ こ とに よって支 え られ てい る とい え よ う｡また ､コ

ス トの面 で も花街 で学校 を支 え る仕組 み が あ る124た め､個 人稽 古 よ りは

費用 が安 くな り､見世 出 し直後 の新人 の芸舞 妓 な ど､売上- の貢献 が あ

ま り期 待 で き ない 時 期 の 育成 にか か る置 屋 の経 費 支 出 を抑 え る こ とが

で き る｡

しか し､多人数 で の学校 での技能 の育成 には限界 もあ る｡お姉 さん の

芸 事 基 本 的 技 能 - の指 導 が行 き届 い て い る置 屋 に所 属 す る芸舞 妓 た ち

は､学校 よ りもむ しろお姉 さん に よる技能 の育成 を意識 して い る｡舞 妓

と して は経験年数 の長 い M さん は､そ の こ とを以 下 の よ うに語 って い

る｡

姉
お

は
の

生
校

先
学

喜

Mさんの話から
､
基本の形は学校で教育されるが
､
お座敷でそれをど

のように発揮するのかということになると
､
お座敷経験のないお師匠さ

んによる学校教育には限界があることが分かる
｡
さらに
､
通常舞妓は舞

124 あ る芸 妓 の話 に よ る と､ 芸 舞 妓 の花 代 か ら一 定割 合 が天 引 き され お り､ そ の費

用 で 学 校 の あ る程 度 の経 費 は賄 われ て い る とい う0
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うこ と専属 で あ り､お座敷 で三味線 を弾 くこ とはない た め三 味線 のお稽

古 は学校 で は優 先順位 が低 くな ってい る｡しか し舞 の技能 が あ る程度 で

きる よ うにな った この M さん は三味線 もや ってみ た い とい う意欲 が あ

り､それ につ いて学校 で は個別 指 導 は され ないの で､置屋 でお姉 さん に

習 って ､お座 敷 で披 露 させ て も ら うこ とが楽 しみ とな ってい る｡

学校 で の基本 的技能 の必 要性 の認 識度 は､芸舞妓 の経 験年数 に よって

も異 な るが ､さ らに彼 女 た ちが どの よ うな置屋 に所 属 して い るのか､ま

た どん なお姉 さん に 引 い て も らって い るの か とい った 人 間 関係 に も大

き く左 右 され る こ とが､イ ンタ ビューや 参与観 察 をま とめ る と言 うこ と

がで き る｡ 例 えば M さんのお母 さん の Ⅹ さん は､芸舞 妓 を育成 した い

とい う強 い意欲 を もって置屋 を始 めたので､学校 で の教 育 の ほか に も辛

間や 経 費 をか け､さ らに 自分 の経 営す るお茶屋 のお座 敷 で育成 した技 能

の実践 の場 を作 る とい った工夫 を重ね て い る｡お座 敷 で三味線 を弾 くの

は地方 の仕 事 なので､立方 専業 の舞 妓 はで きない のだ が､このお母 さん

は親 しい お客 のお座 敷 の ときには､舞妓 に も三味線 を弾かせ る機 会 を作

り､ この置屋 に所 属す る芸舞 妓 た ちだ けで､舞 ･唄 ･三味線 ･鳴 り物 と

い うお座 敷 の総合 芸術 を提供 しよ うと意 図的 に養 成 してい る｡そ の結果 ､

この置 屋 の芸 舞 妓 た ちは学校 をそれ ほ ど意 識 は して い ない とい うこ と

につ なが って い る｡

しか し､花街 全体 で ､学校 のお稽 古 が非 常 に重視 してい る ところ もあ

る｡上 七軒 で は､学校 のお稽 古 でがん ば った芸舞妓 を年 1回表 彰 して い

るCこの花 街 の芸妓 は､置屋 のお母 さんが､｢お花 がかか る (仕事 に行 く)

か らお稽 古 を休む といって､当然 とい う態度 であった りした らあかん､お

稽 古す ることが肝心や といわれ る｡学校 のお稽 古を休 む ことはよくない こ

とい う街全体 の雰囲気がある｣とい う話 をお座敷 で聞かせ て くれた｡また､

舞 と同様 に重視 され る茶道 については学校での教育が主な ものであ り､各

花街 で開催 され る踊 りの会では､若手の芸舞妓 たちは順番 にお茶のお手前

を披露 しなけれ ばな らないために､その直前になる と非常に熱心にお稽古

をす る と､お茶 の師匠が語 ってい るo また､お茶室 を貸す場合 に一般 の顧

客 よ りも芸舞妓 に貸す と､水屋 の使 い方､道具の後始末 な どが非常 にきち
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ん として安心だ と話す茶道 関係者 もい る｡

また ､後 述す る辞 めた舞妓 のケー スの よ うな､置屋 のお母 さん に芸舞

妓 の経験 が乏 しい､お姉 さんが基本 的技能 の習得 につ いて配慮 をあま り

しない ､とい った芸舞妓 に とって は､学校 は基礎 技能 習得 の場 と して非

常 に重要 な もの とな るので あ る｡

4.8.4 即興性 と実践 の場

4.1で記述 した よ うに､ も うす ぐ舞妓 と してデ ビュー で きる こ とが決

ま り､お茶 屋 に見 習 い に行 く ときは､お座 敷 で の仕 事 が で き るた めに､

お 客 を喜 ばす こ とが で き る よ うな芸 舞 妓 ら しい サ ー ビス を実 際 に学 ぶ

実地 訓練 の時期 で あ る｡ この時期 は､衣 装 をつ けて き ちん と振舞 えるの

か､お 客 と場 に応 じた会話 が で きの るか､とい った即興性 を身 につ けて

い く重 要 な過程 とな る｡ この見習 い の ときの こ とを､元舞妓 は次 の よ う

語 って い る｡
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この元舞妓は
､
見習い茶屋で
､
お座敷にいる先輩芸舞妓の様子をその場

で見て覚えている
｡
そして
､
この先輩芸舞妓の様子を参考に
､
自分がお座

敷でどのようにすべきかを
､
置屋に帰って稽古し､
さらに盃のお姉さんに

チェックしてもらうと話している｡
実践の場での技能発揮のためのトレー

ニングが必要であると､
元舞妓には積極的に自覚されているといえよう
｡
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こ うした見習いの茶屋 での期 間に､デ ビュー前 の芸舞妓 たちは､実践 のた

めの経験 の予備的な経験知 を高めることと､そ こで基本的技能 を実際 にお

座敷 でいかに発揮す るか とい う学習の有 り方 を学んでい るこ とが､元舞妓

の話か らは分 かる｡ そ して､舞妓 としてデ ビュー したあ とも､機会があれ

ばお座敷 で､積極的 に 自分 が見つ けた基本技能 の形 を披露 しよ うと努力す

るこ とを､元舞妓 は次の よ うに語 ってい る｡
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この実践のための能力を身につけていく芸舞妓の個人的な努力は､
い

ろいろなお姉さんの指導もお願いするという､
花街に所属する芸舞妓全

員が持つ姉妹関係を積極的に利用する舞妓の働きかけで､
さらに続けら

れる
｡
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そ して､お座敷 で一緒 になったお姉 さんか ら指導 を受 けた ときに は､

必ず 自分 の盃 を交 わ したお姉 さん に伝 え､その指導方法 が正 しいのか ど

うかチ ェ ックを受 けた うえで､さらに 自分で稽古 を重 ねてい くので あ る｡

学校 で学習す る基本 的技能 は一緒で も､基本 的 な形 を身 につ けた後 ､お

姉 さん に よっては多少 の違 いがあるこ とが､この元舞妓 の語 りか らは分

か る｡ これ は､花街 で経験 を重ねたお姉 さん芸妓 た ちは､いかに 自分 ら

しさを出す のか､体型や雰 囲気 な ど自分 の持 つ持 ち味 に合 わせ て､踊 る

ときに も独 自の工夫 を し､お座敷 での実践方法 に具体的な違いがあ る125

こ とが､新 人 の芸舞妓 に も経験的 に認識 され てい る｡また､こ うしてい

ろい ろなお姉 さんの様子 を観 察 し､その技能 を習得す るこ とに よ り､舞

妓 と して下手 であった として､周 囲か ら何 とか舞妓 レベル と認 めて も ら

える レベル ､お客 に見せ る レベル で芸がで きない とい けない とい う技能

育成 の必 要性 を感 じ､ キ ャ リア形成 につ いての 自覚 も生 まれ て くる と､

元舞妓 は話 してい る｡

4.8.5 規範 としつ け

基本 的な技能 を修 得 し､それ を実践 の場 で披露す ることがで きる背景

には､花街 で暮 らし修業 をす るこ とで､生活 の中で､身体で覚 え､ しつ

け られ てい く過程 が ある｡仕込み さんの様子 を見てい る と､置屋 に住 み

込み 1カ月､半年 ､ 1年 と花街 で過 ごす ことで､ 日常生活 の 中で しつ け

られ ､花街 の生活習慣 か ら行儀作法､言葉遣 い とい った花街共 同体 の メ

ンバ ーが共有す る規範 を身 につ け､さらに ご く自然 に この花街 の規範 に

従 って暮 らせ るよ うになってい くことが分 か る｡この よ うに生活 の 中で

しつ け られ て芸舞妓 が身 につ けた振 る舞 いについて､芸舞妓 と一緒 に仕

事 が あ る A さんは以下の よ うに語 ってい る｡

仕事 が遅 くに終 わ ってお しろいを とって着替 えて､と夜遅 くにな

125 例 え ば ､踊 りを披 露 す る とき に 自分 の身 長 に合 わせ て どれ く らい腰 を落す と､

自分 が周 囲 の人 と合 わせ て きれ い に見 え るの か ､首 の傾 け具 合 や 踊 る ときの表 情 な

な ど､ い ろい ろな 工夫 を芸 舞 妓 た ちが重 ね て い る こ とは ､ お座 敷 で舞 を見 る と分 か
る｡
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これ は､年期 の途 中で置屋 を辞 めた が､花街 か ら独 立 して芸舞妓 を続

け よ うと した芸 舞 妓 た ち 126と仕 事 を一 緒 に した経 験 の あ るイ ン タ ビュ

ー イ の話 で あ る｡生活 の 中で身 につ けた規範 を､芸舞 妓 た ちは花街 か ら

出て も芸舞 妓 な らす べ き こ とで あ る と､きちん と 自分 の もの と してい る｡

したが って､置屋 のお母 さんや お姉 さん の 目が届 か な くて も､お客 か ら

見 えない よ うな ところで も､毎 日自然 に､芸舞妓 ら しい振 る舞 い を継 読

で きた ので あ る｡

さ らに､このイ ンタ ビュー イ は､花 街 の外 で芸舞妓 を育成 す る こ とを

考 え実行 してみ たが､す ぐに上手 くいか ない こ とが分 か った こ とも話 し

てい る｡
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この語 りか ら､花街 の規範 を教 えるためには､花街 の ことを十分 に理解

し､若 い女性 を注意 し見守 る役割 をはたす よ うなお母 さんの存在がい る､

この よ うな生活 の面倒 をみて育て ることは若 い芸舞妓 では無理 である､ と

い うこ とが分 かる｡

そ して､芸舞 妓 の育成 はや ってみ るまで はで き る と思 ってい たが ､花

街 の外 で芸舞妓 を育成す る こ とが非 常 に困難 で あ る こ と､伝 統 の芸 を身

につ けて規範 を 自分 の ものにす るには､花街 で過 ごす こ とが不可欠 で あ

126 花 街 350年 の歴 史 上 ､初 めて の こ とだ とい われ て い るO この芸 舞 妓 た ちの独 立

の一 件 は 10年 近 く前 の こ とで あ るが ､ 当時 は新 聞や TV の ニ ュー スで も非 常 に 大 き

く取 り上 げ られ た話 題 で あ るO 今 で も花街 で この こ とは タブ ー 視 され て い る0
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る こ とが分 か った と､次 ぎの よ うに話 して い る｡
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これ ま で の記 述 を通 じて ､芸舞 妓 の キ ャ リア形 成 に は､伝 統 的 な芸 辛

に関す る基 本 的 技 能 ･接 客業 と して お 客 に合 わせ る即 興性 ･京 都 花 街 の

芸舞 妓 ら しい規 範 とい う､三 つ に大別 され る技能 の習 得 が必 要 で あ る こ

とが発 見 で きた｡ そ して ､基本 的技 能 ･即 興性 は ､技 能 と して芸舞 妓 自

身 に も 自覚 され て い るが ､規 範 は技 能 と して で は な く花街 の 生活 の 中で

先 輩 のお 姉 さんや お 母 さん の しつ け を通 して身 につ け るべ き こ と､花 街

で暮 らす た め に欠 かす こ との で きな い もの と して ､芸 舞 妓 た ちは 自然 に

習 得 して い る こ とも､イ ンタ ビュー イ の話や 参 与観 察 の結 果 か ら発 見す

る こ とが で き る｡そ こで ､この花 街 の芸 舞妓 ら しい振 る舞 い をす る こ と

が で き る規 範 を含 め た もの を､本 論 で は広 義 の技 能 と して 定 義 し､基 本

的 技 能 と即 興 性 を狭 義 の技 能 とす る｡そ して これ ら三 つ の技 能 を､花 街

の 関係 性 の 中で身 につ けて い くこ とが ､芸 舞 妓 の キ ャ リア形 成 に とっ て

重 要 な こ とで あ る こ とも発 見事 実 と して提 示 す る こ とが で き るO

芸 舞 妓 の育成 は ､芸舞 妓 ･お 母 さん とい った花 街 の 家族 関係 で結 ばれ

る人 々 とお 客 ･学校 の師 匠 とい った家族 関係 で結 ばれ て い な い が花 街 に

常 時 関係 を持 つ 人 々 を含 めた 人 間 関係 と密 接 な関連 を持 って い る｡そ こ

で キ ャ リア形 成 に か か わ る関係 者 の役 割 につ いて ､発 見 で きた事 実 を 関

係 者 ご とに整 理 して ､表 2 (95頁 )･表 3 (96頁 )･表 4 (97頁) を作

成 した｡表 2で は ､芸 舞 妓 の技 能 の育 成 か ら見 た キ ャ リア形 成 にお け る

関係 者 の役 割 ､表 3で は､技 能 の種類 ご との 関係 者 の育成 に関す る ウェ

- ト､表 4で は芸 舞 妓 の キ ャ リア形成 の 時 間幅 ･か か わ り方 の緊密 さ ･

重 要 度 ､ それ ぞれ にお い て の 関係 者 の か か わ り方 か ら整 理 した｡
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表2 芸舞妓のキャリア形成にかかわる関係者の役割

広義の技能

狭義の技能

基本的技能 即興性 規範

関係者 日本舞踊､三味線､鳴 場に応じた基本的技 立ち居振る舞い､京
物､笛､唄(長唄.常磐 能の披露､臨機応変 言葉､お化粧､頭髪､

漢.地唄.小唄.端 の客あしらい､雰囲 着物､花街の習慣､

唄)､茶道 気を見る 行儀作法

お客様 評価

お客様(晶展) 評価.育成

擬 お母さん(お茶屋) 評価.育成 評価.援助.育成 手本.評価.援助.育成

お母さん(見習い茶屋) 評価.育成責任 評価.援助.育成責任(やや重い) 手本.評価.管理.援助.育成責任(やや重い)

お母さん 評価t育成責任 援助.育成責任 手本.評価.管理.

似家族 (置屋) (やや重い) 育成責任(やや重い)

お姉さん(盃) 手本.育成責任(重い) 手本.援助.育成責任(重い) 手本.評価.管理.援助.育成責任(重い)

同輩 手本.援助.競争

学校(師匠) 基礎教育責任 経験がないため指導 手本､評価､育成

(注)学校のお師匠さんは規範の手本｡また､学校の稽古では行儀作

法､京言葉､花街の序列に基づく立ち居振る舞いなどの規範が必要と

なるので､基礎的技能の習得中に､規範も育成される｡
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表3 芸舞妓のキャリア形成にかかわる関係者の役割のウエート

広義の技能

狭義の技能

関係者 基本的技能 即興性 規範

お客様 ごく軽い 軽い ごく軽い

お客様(島尻)- 軽い やや重い 軽い

擬似秦族 お母さん(お茶屋) 軽い 中ぐらい

お母さん(見習い茶屋) 中ぐらい 重い

お母さん(置屋) 重い

お姉さん(盃) 非常に重い

お姉さん 中ぐらい やや重い

同輩 弱い 中ぐらい
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表4 芸舞妓のキャリア形成にかかわる関係者のかかわり方

関係者 かかわる時間幅 かかわり方の緊密さ かかわり方の重要度

お客様 短期(一期一会的) 薄い 中くらい､ただし芸事に関して専門性を持つ場合は､高いことがある

お客様(最展) ある程度長期 濃い､ただし晶展度により濃淡は有り ある程度高い､旦那となったお客様は最も高い(注1)

擬似家族 お母さん(お茶屋) 長期(芸舞妓である限り) 中くらい

お母さん(見習い茶屋) 見習い期間中やデビュー直後は濃く､その後もある程度は濃い 見習い期間中やデビュー直後は高く､その後もある程度は高い

お母さん(置屋) 同居時､お姉さん(柿)の決定前まで最も濃く､別居後は濃い程度になる 新規参入時は最も高い､同居中も高く､別居後も高いが以前よりは下がる

お姉さん(蕊) 同居､別居にかかわらず､最も濃い 同居､別居にかかわらず､旦那を除くと最も高い

お姉さん 同居のお姉さんが濃く､別居後も系列のお姉さんは濃い やや高い

同輩 序列が下のときは､ある程度濃いが､その後は個人的な親しさによって濃淡が有り やや弱い(注2)

学校(師匠) 長期(芸舞妓である限り､学校に在学する) 仕込みの時期はある程度濃いが､芸舞妓デビュー後は徐々に薄くなる○個人稽古の師匠とは､ある程度濃い 中くらい

(注1)お客様が芸舞妓の旦那となったとき､芸舞妓を退かせてしまう(花街から引退させる)ことがある｡

(注2)花街では1日でもデビューが早いと､年齢や芸舞妓の区別なくお姉さんとなるので､同期･同輩という意識は

あまり強くない
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4.8.6 芸舞妓 のキャ リア形成 のプ ロセス

芸 の道 には､一 人前 とい う終 わ りはない と話 を聞い た芸舞妓 の誰 もが

語 るが､芸舞 妓 は あ る程 度経 験 を経 て､お座 敷 で 同席 して い る芸舞 妓 の

中で 自分 が序列 の トップ にな る と､ リー ダー シ ップ を発 揮 した り､後 輩

の指 導 を した りす る必 要 も生 じて くる｡そん な ときには､今 まで の 自分

の経 験 を踏 ま えて ､後輩 にア ドバ イ ス をす る こ とがで き るよ うに な る と､

元舞妓 は ､以 下 の よ うに語 ってい る｡
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ま た､お座敷 で 同 じ置屋 の後輩 が失敗 を した ときは､先輩 の芸舞 妓 は

自分 か ら諭 す こ とが求 め られ る と､置屋 のお母 さん は話 して い る｡
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この話 か ら､引 いてい る妹 で あ るな しにかか わ らず ､同 じ置屋 に所 属

す る芸舞 妓 で あれ ば､お座敷 で 同席 してい る先輩 が責任 をみ な けれ ば な

らない こ とが分 か る｡

この よ うに､自分 がそ のつ も りは な くて も､花街 の序列 に従 って振 る

舞 い ､指 導 す る こ と求 め られ るこ とが ､花街 で は見受 け られ るので あ る｡

そ して ､それ が後輩 の芸舞妓 の育成 に 自然 につ なが る よ うな仕組 み とな

って い る｡

しか し､お姉 さん の立場 の経 験 が長 い置屋 兼 お茶 屋 のお母 さんは､以
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前 は花街 の上 下 関係 に基 づ いて､自然 に先輩 の芸 舞妓 か ら後輩 が指導 を

して も らい ､それ を活 か して指導 を受 けた芸舞妓 た ちの キ ャ リア形成 し

てい くサ イ クル が ､最 近 で は上手 く回 らな くな って きてい る こ とを危 倶

して ､次 の よ うに語 って い る｡

I-III:.
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.
Ii;i.

､十

二

二

_.

:..
..

.IIII..

.

わりなさいよ
､
と

.:.I:.+;,孤.iI.

このお母さんは
､
家族という最も身近な共同体の構成員が減少して

いることで
､
芸舞妓たちは人間関係の中で助け合うことの経験が不足

し
､
他者との交渉を通じて自分を育てていく能力が低下していること

を
､
感じている
｡
また
､
学校教育の変化から
､
自分でできることが偉

いことで
､
人に教えてもらうことが素直にできなくなっていると､
語

っている｡
こうした生活経験の中で
､
助け合うこと
､
教えてもらうと

いうことの不足については､
複数のお母さんたちが同様なことを感じ

ていると話している
｡

また
､
置屋のお母さんは
､
現代の少女たちが辞めて帰る場所がある

ことが
､
花街でがんばろうという気持ちを簡単にあきらめることにつ

ながるとし
､
指導者の立場から
､
本人が芸舞妓になろうという精神力

を持ち続けることの大切さを指摘する
｡
それが壁を乗り越える力とな

ると語る
｡
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まだね､そん な雰囲気 が残 って
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い こ うとか､そ うい うことがす ご
です し｡ 私 らで もそ うです け ど､

んさ

そ こで､このお母 さん は､育成責任 を担 うもの と して､ど うすれ ばい

いのか を 自分 な りに考察 し､妹 た ちにその 自分 の考 えを活 か した指導 を

してい る と､以下の よ うに話 して い る｡

薫 てい くんです ね ､ア メ と鞭 で｡や って
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芸舞妓になる修業はつらく､
見世出し後も現役である限りは
､
ずっと

努力をしていかねばキャリア形成はできない厳しい職業である｡
したが

って､
お母さんは
､
芸舞妓自らがその努力を楽しいと思ってやること､
本人の自覚の必要性を明確に掴んでいることが
､
インタビューから分か

る
｡
このお母さんが新人芸舞妓としてキャリア形成の途上であった約

20年前は
､
花街にある擬似家族関係の中に入り
､
花街共同体に属する

こと
､
その規範に染められていくことに疑問をはさむ余地がなかったと

話す
｡
当時は疑うことなく
､
芸舞妓になることは花街共同体の中に入る

ことで
､
その結果
､
花街の関係性に支えられて自然に技能を修得するこ

とに努力し
､
花街の一員と自他共に認められるようになり､
芸舞妓とし

てやっていこう､
やっていけるという気持ち､
まさに芸舞妓のアイデン
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テ ィテ ィが確 立 され た と､お母 さんは言 う｡

しか し､現代 は花街 の共 同体 に所属す ることも､そ してその 中で上下

関係 とい う序列 に基づ く生活 の中で暮 らす こ とも､若 い女性 た ちの持つ

個人主義 的 な考 え とは相容れ な くなってい る｡その ギャ ップがあ るこ と､

それ を承知 の うえで､自分 の選択 した キャ リアだか ら､これ は好 きでや

ってい る とい う､自分 の意 思で花街 の一員 になった とい うこ とを 自覚 し

てお くこ とが大切 で ある と､芸舞妓 た ちに分 か らせ る よ うに してい る と､

このお母 さん は語 ってい る｡ また別 の置屋 のお母 さん も､｢自分 でや っ

て きた､頼 まれて きたわ けではないか ら｣ とい うこ とを､十分 に話す よ

うに してい る と語 っていた｡

この よ うに､現代 の芸舞妓 た ちは､自分 が好 きで選 択 した職 業だか ら

こそ､意 図的 に技能習得 のた めキャ リア形成 のプ ロセ ス を 自分の もの と

す るこ とが必要 となって きてい る と考 え られ る｡そ して､芸舞妓 にな る

た めには､花街 の共 同体 の一員 とな り､その 中の関係性 のなかで支 えあ

うこ との必要性 の 自覚す るこ とも欠 かす ことで き こ となってい る｡この

点 について､今 の芸舞妓 は､花街 と自分 が ｢運命 共 同体｣である とい う

気持 ちを持つ ことが大事 だ とい うこ とを､以下の よ うに K さんは語 って

い る｡
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芸舞妓歴 が長 く､そ の上で後進 の指導 と育成 が大切 だ と感 じて置屋 を

開業 した このお母 さんは､花街 の人 間関係 に今 の子 は馴染 めない こ とを

指摘す る と同時に､花街 は運命 共 同体で あ り､そ こには助 け合 うこ との

良 さもあ り､心が通 い合 う関係 で あるこ とが大切 だ と現代 っ子 には教 え

て､関係 を構 築す るよ うに指導 してい る と話 してい る｡ここでは関係 悼

を重視 し､そ の中で新規参入 した人が技能 だ けで な く､精神 的に も育 っ

てい ってほ しい とい う指導者 の側 の思いがあ る｡

4.9 辞 めた舞妓 のケース

花街 の暮 ら しとはか け離 れ た生活 を送 って きた現 代 の若 い女性 に と

って､花街 共 同体 の 中に入 り､花街 の規範 を身 につ けること､芸事 を身

につ ける ことは､実 際 には非常 に困難 な ことであ るD しか し､置屋 のお

母 さんや お姉 さん な ど周 囲の関係 に支 え られ なが ら､その修 業期 間の厳

しさを体験 し､慣れ を乗 り越 えて､よ り一層技能 を身 につ けてい くこ と

で､芸舞妓 になれ る喜 びが ある｡

しか し､こ うした現代 の若 い女性 の特性 を理解 し､花街 と個人 主義的

な考 えの相違 に配慮 し､説 明がで きるお母 さんや お姉 さんばか りが花街

にい るわ けで はない｡理 由を言 わず に芸舞妓 に注意 をす る と､それ が芸

舞妓 の現代 的 な考 え方 に合 わない ときは､まずお姉 さんやお母 さん とい

った一番 身近 で強 い関係性 が うま く築 けな くな り､新 人の芸舞妓 た ちは

反発す る ことも多 い｡そんな気持 ちを元舞妓 は以 下の よ うに語 ってい る｡
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こ う話 した元舞妓 は､このお姉 さん と信頼 関係 が築 けない まま花街 で

過 ごす こ とにな り､身近 な花街 の家族 関係 のつなが りだけでな､花街 全

体 に対 して疑 問がわ き､そ こでの上下関係 に基づ く信頼 関係 を疑 うこ と

に もなって､花街 共 同体 その もの と自分 との離解 をよ く感 じるよ うにな

り､結果 ､結局 5年 間 も過 ご した置屋 を､年期 明けをまたず途 中で辞 め

る こ とになった と言 う｡彼女 は､舞妓 が好 きで芸事 に も関心 があった に

もかかわ らず ､も う少 しで年期 が明け独 立で きる 日を 目前 に､芸舞妓 と

してのキ ャ リア形成 を断念 してい るので あるo これ は､元舞妓 が ､辛 い

日々 をや っ と終 えよ うと してい るのに､自分 が花街共 同体 の メンバ ー に

な る とい うこ とそ の もの を 自分 の もの と して受 け入 れ られ なか った こ

とを物語 ってい る とい えよ う｡元舞妓 は､花街 の一員 とな るこ と､そ の

こ とが ど うして も受 け入れ られ な くな り､そ して､花街 に どっぷ りつ か

って しま ってい る花街 の人 間関係 す べ て につ いて否 定的 に な って い る

こ とを､以下の よ うに語 ってい る｡
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えて も らって ､言 うて も らった ら､気 いをつ け るに や し｡ そ うい う

十 二丁 十 一十 二･ .:-∴ L十 一丁一一÷ 十 二 十∵ t- -11二･∴
た めて 自分が行 って ､甘 か ったな あって｡(Tさん)

こ うした花街 の人 間関係 に嫌悪 を抱 き､芸舞妓 を続 けたい が花街 に居

続 け る こ とがで きない とい う気持 ちの下 に､花街 を出て 自分 た ちで プ ロ

ダ クシ ョンを作 った芸舞妓 た ちが過 去 にいた｡

そ の彼 女 た ちが書 い た のが､｢舞 妓 の反 乱 ｣ 127とい う本 で あ る｡ この

本 の 出版 にかかわ った関係 者 に直接確 か めた ところ､本 は彼 女 た ちか ら

専 門 の ライ ター が聞 き書 き した もので あ るが ､そ の 内容 につ いて は嘘 や

偽 りは な い と言 う｡ もち ろん ､辞 めた芸舞妓 た ちの一方 的 な話 なので ､

す べ て が事 実 で あ るか ど うか疑 わ しい ところ もあ るが ､この話 は今 で も

花街 で は タブー なので､彼 女 た ちが所 属 してい た置屋 側 に事 情 を聞 き確

認 す る こ とは難 しい｡ しか し､本 の 中で取 り上 げ られ てい るい くつ か の

エ ピ ソー ド､例 えば辞 めた芸舞妓 た ちが着 てい た着 物 が他 の芸舞妓 た ち

に比 べ て花 街 の規範 か らはずれ た粗末 な もの128で あった り､髪結 い さん

に行 ける回数が少 なかった り､私物 を持つ ことが非常 に制 限 されていた こ

とな どは､関係者 が彼女たちの現役時代 を知 っていたので､ほほ事実であ

る と特定で きると言 う｡ このよ うに舞妓 としてのきちん とした装束 を置屋

が調 えて くれ ない と､格式 の高いお茶屋 のお座敷や糸偏 (い と- ん ) と呼

ばれ る京都 の繊維 関係 業者 が集 まるお座敷 には､ こ うした舞妓 は人前 には

出せ ない とい うことで呼んで もらえない と､あるお茶屋 のお母 さんは話 し

ていた｡そ して､ この芸舞妓たちを抱 えていた置屋 のお母 さんは､花街 で

の経験 が乏 しく､深 く花街 の規範 を理解 した うえで人材育成 に当たってい

た とは言いがたい と関係者 は語 る｡

彼 女 た ちの本 か らは､｢ただ厳 しい上下関係 だ けを一方的 に押 し付 け ら

れ る 日常生活であった こと､過酷 な条件 で芸舞妓 として年期 を勤めること

127藤 花 ･桃 花 ･萩 花 ･菊 花 (1995)

128 例 え ば ､絹 地 の友 禅 の着 物 で は な く､化 繊 の型 押 しの よ うなベ ラベ ラの着 物 ｡

芸 舞 妓 が いつ辞 め るか分 か らない か ら､衣 装 にお 金 をか け て もそ の分 を取 り戻せ な

い と話 す 置 屋 のお母 さん が い る と､化 粧 姉 さん か ら聞 い た こ とが あ るo
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を黙 って我慢せ ね ばな らなか った こ とな ど｣ を読 み取 るこ とがで きる｡ こ

の よ うな辞 めた芸舞妓 た ちが持 った花街 の 日常生活 に対す る印象 は､花街

ではなぜ 上下 に基づ く人 間関係 が必要 なのか､そ の 関係 性 の 中 に い る こ と

で芸 舞 妓 の技 能 が磨 かれ て い る こ とな どを､彼 女 た ち に分 か る言 葉 で 育

成 者 か ら説 明 され な か った こ とか ら生 じた こ とで あ ろ うと想 像 で き る｡

また ､芸 舞 妓 に ど うして もな りた い とい う強 い意 志 を持 って花 街 で暮

ら し､規 範 や 芸事 の基礎 技 能 を身 につ けた彼 女 た ち は ､一 人 前 の芸舞 妓

になれ る こ とに関心 が あ り､自分 の着 物 や 髪 が他 の芸 舞 妓 に比較 して格

段 に劣 る こ とは耐 え られ な い こ とで あ っ た だ ろ う とい うこ と も推 察 で

き る 129｡粗 末 な衣 装 だ と､ 目の肥 えた繊 維 関係 の宴 席 に は呼 ばれ な くな

って しま うこ とな どは､彼 女 た ちの努 力 で ど う しよ うもない こ とで あ り､

そ の悔 し さをバ ネ に が ん ば りや と先 輩 の芸 妓 か ら声 を か けて も らえ た

と して も､昔 の よ うに花街 に来 た らそ こにい る しか な い､他 に 自分 が 帰

る場 所 が ない 時代 で は な い の で ､彼 女 た ちに は こ う した花 街 の あ り方 が

理解 で き ない こ と と思 われ て も仕 方 な い だ ろ う｡

これ らの理 由か ら､芸舞妓 で あ るこ とは続 けたい が､花街 か らは出て 自

分た ちで何 とか しよ うとい う行動 を とった こ とは､容易 に想 像す る こ とが

で きる｡ また､表立 っては言 われ ないが､彼女 た ちの境遇 に対 して花街 の

中で同情 もあ り､所属 していた置屋 に対 して批判 めいた こ とも､花街 の 中

では言 われ た ら しい と､業界 関係者 は語 ってい る｡

ただ､彼 女 た ちが年期期 間 中の芸舞妓 は労働者 で あ る として､その権利

の確 立 を求 めた こ とは､花街 の秩序 を乱す こ とで あ る と､反感 を買 った こ

とが推 測 され る｡ この頃､彼 女た ちの行動 に事情 は気 の毒だが､ とい う花

街 関係 者 の人 もいたが､多 くの花街 の人や古 くか ら京都 に住 む人 た ちの反

発 を招 いていた｡ 自前 にな る前 の芸舞妓 はあ くまで も修業 の身 で あ り､花

街 の一員 にな るた めに 日々芸事 にはげみ､お座 敷 で はお姉 さんや お茶屋 の

お母 さんの指導 の も とで研鋒す るこ とがす るべ き こ とで あ り､年期期 間 中

129 お座敷では置屋の異なる複数の芸舞妓が同席することが多いO誰がどのような
着物を着せてもらっているのかは､この結果一目瞭然であり､彼女たちにとって自
分の衣装が芸舞妓らしいものであることは､重要な関心事である｡粗末な衣装だと
目の肥えた繊維関係の宴席には呼ばれなくなってしまう｡
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は労働者 で はな く､ あ くまで も修業 の身分 で あ る とい う考 えが花街 では共

有 され てい る｡実際 ､食 費や 教育 にかか る経費 ､衣 装代や髪結 いの代金 な

どすべ て置屋 の負担 で あ り､その金額 は トー タルす る とかな りの金額 にな

るだ ろ うと多 くの業界 関係 者 が話 してい る｡ したが って､置屋 か ら独 立 し

て生活 を し､芸舞妓 の支度や お稽 古 に関す る経 費 を 自分 で負担す る 自前 の

芸妓 にな って こそ､花街 で は一人前 の芸妓 ､ 自営業者 として労働 とい う言

葉 の使 用 が認 め られ るのだ とい う花街共 同体 の/レール が､辞 めた芸舞妓 た

ちには正 しく理解 され てお らず ､置屋 のお母 さん と彼女 た ち との間 に溝 が

深 ま った とい え よ う｡

この辞 めた芸舞妓 た ちの例 は非 常 に極端 な もので あるが､個人主義 の影

響 を受 けた現代 っ子 の少 女た ちが花街 に 自発 的 にや って来 るよ うになった

結果 ､少 女 た ちが芸舞妓 にな る育成 の過程 で､多かれ少 なかれ こ うした花

街共 同体 との齢齢 は､複数 の花街 で聞かれ るこ とが あ る130｡辞 めた舞妓 の

ケー ス は､芸舞妓 にな りたい強い意思が あ り､花街 で継続 的 にあ る期 間が

ん ばったか らとい って､必ず しも うま く花街 の一員 となれ る とは限 ってい

ない こ とを物語 ってい る とい え よ う｡

一 方 ､花街 の上 下 に基づ く関係性 の特徴 を説 明 され ､ ここで もや り方 を

教 え られ た芸舞妓 は､ こ うした個人 主義的 な考 え方 と花街 の衝 突 を乗 り越

えて､花街 の人 間関係 を 自分 の ものに して､花街 の一員 とな るアイデ ンテ

ィテ ィを確 立 してい く｡

姉 さん て い うて も- ?姉 さん て い う感 覚 で もな か った ん で ､先 輩

と して ､ うちの姉 さん の性 格 と して ､ き っ ち りと して は るの で ､旦
分 の感 情 で ね ､もの を言 わ は ら- ん し､もの を教 えて くれ は るに も､
噛 み砕 い て- か ら十 まで教 えて くれ は るので｡十 を先 にパ ー ンて言

130 あ る花街 で は ､置屋 のお母 さん との対 立 か ら舞 妓 が髪 を突 然ぶ っつ り切 って､

置屋 を出て行 った こ とが最 近 あった とい う｡ 舞妓 は地毛 で 日本 髪 を結 うか ら､髪 を

切 る こ とは即舞妓 を辞 め る とい う強 烈 な意 思表示 で あ り､髪 を切 られ て しま うとお

母 さん は引 き とめ よ うもな い｡ 辞 め るので あれ ば､す で に聞 い て い る予約 のお座 敷

を何 とかす る､姉妹 関係 な ど うち うらに相 談 して筋 を とおす な ど､穏便 な方法 をお

母 さん が取 る こ とが で きない､お母 さんや お姉 さん に花街 の 中で恥 をかかせ て､今

す ぐに舞 妓 を辞 め る方 法 で あ る｡ こ うした行 動 か らは､舞妓 の切 羽つ ま った気持 ち

も読 み 取れ るが､育成 のた めに経 費 は もちろん の こ と手 間ひ まや 愛情 をか けた置屋

のお母 さん を思 いや る気 持 ちや ､お姉 さん な ど花街 の関係 者 -迷 惑 をか け るこ とな

どを この舞 妓 が全 く考 えて い なか った こ とも想 定 で きる｡
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こう話す舞妓は
､
実は帰国子女で
､
舞妓になることに親から反対を受

けながらも
､
絶対舞妓になりたいと花街に飛び込んだ少女である
｡
花街

の中にある上下関係は
､
この世界で他人同士が上手くやっていくための

ものであると彼女は理解していることが
､
この語りからは分かる
｡
この

舞妓は
､
その後花街の中で超売れっ子の舞妓となり､
TVや新聞でも紹

介され
､
観光ポスターにもよく起用されている｡
また
､
海外でも舞妓と

して仕事をするなど
､
自分の持つ語学力も活かして花街の中で活躍して

いる
｡

4
.
10小括

芸舞妓のキャリア形成について､
キャリア形成にかかわる主要人物と

して
､
お茶屋や置屋の経営者(お母さん)
､
芸舞妓(お姉さんや同輩)

と
､
芸事の師匠
､
外部から継続的にこの共同体に参加するメンバーのお

客を挙げることができる
｡
これらは
､
花街共同体の構成メンバー､
特に

芸舞妓の人材育成にかかわる関係者であると考えることができる
｡
そし

て
､
これらのメンバーは､
花街でサービスを提供する芸舞妓の技能に漢

くかかわりをもっており､
その技能を中心とした関係性はインタビュー

イの語りからも数多く聞き取ることができた
｡

そこで
､
本章では発見事実として以下の点をあげることができる
｡
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① 芸舞妓 の キ ャ リア形成 は､彼 女 た ちがかか わ る関係者 に よってそ

れ ぞれ役割 が分担 され てお り､役割 に よって､かかわ る時間の幅 ､

緊密 さ､重要度 がそれ ぞれ異 な ってい る｡ この関係者 は､置屋 の

お母 さん､盃 のお姉 さんな どを中心 とす る擬 似 家族制度 の 中に位

置 づ け られてい る｡

② 芸舞 妓 の技能 は､芸舞 妓 に不可欠 な伝統 的 な芸事 の形 を身 につ け

る ｢基本 的技能｣､接 客のプ ロな ら必ず要求 され る場やお客様 に合

わせ るこ とがで きる ｢即興性 ｣､京文化 を体 現す るよ うな芸舞妓 ら

しさの発露 の基 とな る花街 の ｢規範｣の三つ の技能 である｡

③ 基 本 的技能 と即興性 は芸舞妓 に 自覚 され る技能 で あ り､ これ らは

合 わせ て狭義 の技能 ､ さ らに この二つ に規範 を合 わせ た もの を広

義 の技能 と し､芸舞妓 の キ ャ リア形成 には これ ら三つ の技能す べ

て の育成 が必要 で あ る｡ 基本 的技能 の習得 には芸舞妓 の学校 制度

が､規範 の習得 には置屋 で の住 み込み生活 にお ける しつ けが ､那

興性 は見習い茶屋や盃 のお姉 さんの育成 が重 要で ある｡

④ 芸舞妓 の キャ リア形成 は､彼 女 た ちが所 属す る花街 とい う共 同体

の人 間 関係 と密 接 な関わ り持 ち､最 展客 もこの人 間関係 の 中に令

まれ る｡ また､育成 責任 の重 い関係 者 と良好 な関係 が築 けない と

きは､芸舞妓 が花街 共 同体 の一員 と してアイデ ンテ ィテ ィを確 立

で きず ､ キャ リア形成 を諦 めて しま うこ とが ある｡

芸舞妓 の キ ャ リア形成 にかかわ る関係者 を特定 し､その関係者 が本研

究 で発 見 した芸舞 妓 のそれ ぞれ の技 能形成 に どの よ うな役割 を果 た し

てい るか を整 理す る と､関係者 に よって､芸舞妓 とかかわ る時間 の幅 ､

緊密 さ､重 要度 もそれ ぞれ異 な る｡ これ らをま とめた ものが表 2 (95

頁)･表 3 (96頁)･表 4 (97頁) で ある｡

また､芸舞妓 の技能 の育成 とキャ リア形成 は､本 人 の努力 は もちろん

必 要 で あ るが､そのプ ロセ スはお母 さんやお姉 さん といった擬似家族 刺

度 の メ ンバーや ､女紅場 のお師匠 さん､お客 とい う花街 に常に参加 す る

外部 の関係者 によって役割 が分担 され て､どのプ ロセ スで誰 が どの よ う
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な こ と (芸舞妓 のキ ャ リア を形成 してい る三つの技能 -基本 的技能 ･即

興性 ･規範 )をす るかが決 まってい るこ とが､本章 の記述 か らは分か る｡

そ こで本 章 の記述 を も とに､学校 ､置屋 ､お茶屋 な ど場 の機 能 も考慮

して､キ ャ リア形成 のプ ロセ ス と関係者 のかかわ りを､一連 の流れが分

か るよ うな図 6 (110頁) にま とめた｡ 図 6では､芸舞妓 の技能 は､学

校 ･置屋 ･お茶屋 ･お客 とい う花街 の複数 の関係 者 の 中で､次の よ うな

ループ を経 て育成 され てい ることを明示 してい る｡学校 での基本 的な技

能 の学習- 実践 のた めの練 習- お座 敷 での実践- そ の結果 の実践 の現

場 で の評 価 とチ ェ ック- 育成 責任者 に よる評価 とチ ェ ック- 学校 で の

基本 的な技能 の学習 に も どる｡こ うした キャ リア形成 は､技能育成 のル

ープ を 自覚的 に芸舞妓 が花街 の関係性 を利用 して回す こ とがで きる､こ

のプ ロセ スの 中で な され るのであ る｡
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図6 芸舞妓のキャリア形成のプロセスと関係者のかかわ り

技能 .キャリア形成のプロセス (ループ) 学校 置屋 お茶屋 お客

注 :〔 〕内は内部者白身の使 う言葉

I

注:は内 基本的技能 と規範の学習 〔お師匠さんと稽古〕

1

実践のための練習(即興性)〔家での稽古 .ひとりで稽古〕

1

/ ∵点線矢印にあたる部分部者から聞き取れずl I

評価を持ち帰る〔お姉さん･お母さんに言う〕
基本的技能 と即興性 と規範の評価やチェックを受ける〔言 うてくれはる〕 注:妹は評価に加わらない1

基本的技能 と即興性 と規範の評価やチェックを受ける〔お姉さんに訊く〕

l
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第 5章 花街 の事 業 システ ム

京都 の花 街 に芸舞妓 を欠 くこ とはで きない が ､この人 的資本 だ けで花

街 が産 業 と して構 成 され るわ けで は ない｡第 5章 で は､調 査③ と④ に袷

って ､花街 の事 業 システ ムにつ いて記述 す る｡まず ､花街 ら しいサー ビ

ス を提 供す るた め に必要 な関連業種 を考慮 し､第 4章 で記述 した芸舞 妓

の人材 育成 にかか わ る共 同体 の メ ンバ ー を含 む ､よ り広 い範 囲で の花 街

共 同体 の メンバー は誰 なのか ､そ の メ ンバー 間の取 引関係 とは どの よ ラ

な ものか ､またそ の取 引関係 を維持 ､促進 す る要 因 ､文脈 を明 らか に し

て い く｡京都花街 の芸舞 妓 とい う人材 が どの よ うに評価 され てい るの か

とい った評価 の様 子 につ い て着 目 し､取 引 システ ム と評価 を結 びつ けて

記述 す る｡ また ､花街 共 同体 を支 える制度 的 な要 因 は何 なのか､また そ

の制 度 と第 4章 で記 述 した芸 舞 妓 の キ ャ リア形 成 に は どの よ うな 関係

が あ るの か につ い て も記述 し､発 見事 実 を整 理す るO

この章 で取 り上 げ る広義 の花街 共 同体 の メ ンバ ー と しては､既 存 文献

や ､イ ンタ ビュー調 査 ､参 与観 察調 査 か ら､お茶屋 に料理 を運ぶ仕 出屋

や 料 理 屋 ､お茶屋 の しっ らえ を整 える花屋 ･電気屋 ･畳屋 ･大 工 な ど､

花街 の女性 の衣 装 を担 う呉服 屋 ･小 間物屋 ､芸舞 妓着 付 けをす る男 師 (お

とこ し)､化粧 師 な どが挙 げ られ る｡ これ らの メ ンバ ー は､ いず れ も花

街 で継 続 的 に金銭 を伴 う取 引行為 を行 ってい るので､この花街 の取 引 シ

ステ ムが どの よ うにな ってい るか を､ まず探 って い く｡

5.1 花街 の取 引 システ ム

5.1.1 お茶屋 とお客

現在 で も京都 の花街 で は､一 見 さんお断 りの慣 行 が続 いて い る｡ これ

が継 続 してい る理 由につ いて､馴 染み のお客 で あれ ば､お茶屋 がお客 に

合 わせ たサー ビス (料理や 呼ぶ 芸舞妓 ､お座 敷 の しっ らえの好 み な ど)

を提 供す る こ とが で きるか ら､といわれ る こ とが 多 い｡こ うい った理 由

の ほか に､お茶屋兼 置屋 の経 営者 の K さん は､自宅 と職 場 を兼 用 し､そ

こに女性 だ けが暮 して い るの で､安全 上知 らない人 を上 げ る こ とは困 る

と語 って い る｡ また ､お客 の Ⅰ.Yさん は､お茶屋 とい う閉鎖 され た環境
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で ゆ っ く りくつ ろ ぐた めには､信 頼 で き る人 だ けがそ こに出入 りす る こ

とが望 ま しい と話 してい る｡

この よ うな理 由以外 に､お茶屋 で の芸舞妓 の花代 や お茶屋 の座敷 の刺

用価 格 ､企 画料金 な どが 明示 され てお らず ､お客 との関係 に よって請 求

金額 が変 動す る可能性 も指摘 す る こ とがで き る｡ これ は､お 客 は馴染 み

のお茶屋 で財布 を持 たず に遊 ぶ こ とがで きる とい う､後 日請 求 され る掛

け払 い制 度 に よって成 り立 ってい る｡

詳 しく説 明す る と､お客 で のお茶屋 で の飲食 代 ､芸舞 妓 の花 代や 祝儀 ､

二次 会 にお茶屋 の手配 で他 の場所 に行 った場合 はそ この費用 ､移動 の交

通 費 な ど､すべ てお茶屋 の立 て替 え払 いで あ る｡ したが って､お客 はお

茶屋 - さえ行 けば､お財 布 が な くて も遊 べ るかわ りに､その ときに一 体

い く らぐ らい費用 がか か った かは ､後 日請求 書 が届 くまで分 か らない と

い う仕 組 み になって い る｡ 請 求 は現在 で は利 用 の 2､3カ月後 に され る

こ とが多 いが ､節季 払 い とい う言葉 が花街 にあ る よ うに､年 4回季節 ご

との支払 いや ､年 2回 とい った長期 の掛 け払 いの慣 行 131が続 いて きた の

で､お 客 との長期 の取 引関係 の実績 がお座敷 の利 用価 格 にあ る程度 考慮

され て きた と思 われ る｡

具 体 的 には､よ く利 用す る得 意 客や ､お茶屋 の長 期 の馴染 み 客 (何 代

に もわた って利 用す るよ うなお 客)と､年 に 1度 か 2度 しか利 用 しな い

お客 とで は､同 じよ うなサー ビス内容 で あって も､請 求価 格 に多少 の差

異 が あ る こ とが想 定 され る｡つ ま り､お茶屋 はお 客 との取 引実績 や ､お

客 との相 性 とい った 関係 性 の濃 淡 に よ り､お 客- の請 求価 格 を勘 案 し､

良好 な お 客 との安 定 的 な取 引 関係 を継 続 す る よ うに して い る と思 われ

る｡ただ し､この点 につ いて は具体 的 に どの よ うに価 格 に反 映 され て い

るの か は､お茶屋 兼 置屋 の経 営者 か らは聞 き取 る こ とがで きず ､関連 莱

種 の複 数 人 の話や お 客 の話 か らの類推 132で あ る｡

131 筆 者 が お 茶屋 を利 用 す る場 合 も､早 くて 2､3カ月後 ､遅 い 時 は 半年 以 上 た っ て

か ら請 求 書 が届 くこ とが あ る｡

132 例 え ば ､企 業 の公 式 なパ ー テ ィー な どに芸 舞 妓 に出 張 に 来 て も らった場 合 は経

費 で 落 と しや す い｡ こ うい うときに以 前 のお座 敷 遊 び の経 費 を上乗 せ して請 求 し､

お座 敷 遊 び の分 は請 求 金 額 を抑 え る とい った こ とが あ る ら しいO ただ ､ こ うした利
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5.1.2 お茶屋 と芸舞妓

芸舞妓 がデ ビュー した 1年 間 ほ どは､毎 日お座 敷 がか か って もか か ら

な くて も､自分 の所 属す る花 街 のお茶屋 一軒 一軒 を ｢お たの も うします ｣

と言 って 回 った ものだ と､少 し年 配 の舞妓経験者 か ら聞 き取 るこ とが で

きたが 133､この よ うに､お茶屋 のお母 さん は､花街 共 同体 で は､常 に周

囲 か ら立 て られ て い る存在 で あ る｡ 134

これ は ､お茶屋 の視 点 に立て ば 当然 の話 で あ る｡つ ま り､花街 には複

数 の置屋 や 多数 の芸舞妓 がお り､芸舞妓 も抱 え る置屋 もそ こにい る芸舞

妓 自身 も､お茶屋 がサー ビス を買 うこ とがで き る取 引業者 の 中の選択 肢

の一 つ で あ る｡また ､お茶屋 には他 の花街 の芸舞 妓 に来 て も ら うこ とも

可能 で あ るか ら､京都 の花街 全体 の 中か ら､最適 な芸舞妓 を選 べ ば よい

とい うこ とにな り､芸舞 妓 とい う人材 も他 の業者 と同様 に あ る意 味 で代

替可能性 の あ る出入 り業者 な ので ある｡ したが って ､芸舞妓 た ちはお茶

屋 を回 り､自身 にお花 の声 をか けて くれ るよ う営 業努 力 を してい るの で

あ る｡

そ して ､お茶屋 のお母 さん た ちは､お座 敷 で提 供 され る芸舞妓 のサ ー

ビス の質 をチ ェ ック し評価 してい る｡ もちろん､す べ てのお座敷 にお母

さんがず っ と同席 す るこ とは物理 上 困難 で あ るか ら､適 宜 お座 敷 を覗 い

て芸舞妓 の様 子 を観 察 した り､新 人 な ど気 にな る芸舞 妓 を呼 んだ場合 に

は長 時 間お座 敷 に同席 した りす る こ ともあ る｡また､出張 な どで はお茶

屋 のお母 さんが 同行 す る こ とも多 く､自分 のお座 敷 以 外 で の多様 な場 で

の芸舞妓 のサー ビス提供 の質 をそ の 日で確 か めてい る｡

お茶 屋 のお母 さん に よる芸舞妓 とい う人材 のチ ェ ック と評 価 は､お座

用 の頻 度 や 金 額 な どはお 客 の個 人 情 報 で お茶 屋 が 口外 しな い の で ､ お母 さん に確 か

め る こ とは で きて い な い｡

133 現 在 で は舞 妓 の数 が少 な く､舞 妓 同 士 の 競 争 が激 しくな い の で ､ こ う した こ と

は少 な くな って い る と言 う｡

134 花 街 共 同体 に家 元 制 度 を あて は め る と､お 茶 屋 は伝 統 的 な文 化 を 目利 き し花 街

ら しい サ ー ビス と して 提 供 す る家 元 的 な側 面 を持 つ とい え よ う｡ そ こで ､お 茶 屋 か

ら出入 りを認 め られ た 関連 業者 (た とえば仕 出屋 ･料理 屋 な ど) は ､サ ー ビス提 供

者 と して一 定技 能 以 上 の持 つ家 元 の お 墨付 き を有 す る名 取 的 な側 面 を持 つ｡

113



敷 だ けで は な く､踊 りの会 な どのイベ ン トのお りや ､ 日常 の暮 ら しの 中

で花 街 共 同体 の家 族 関係 を利 用 して行 われ て い る｡例 えば､お座 敷 とい

う場 で芸舞 妓 の即興 性 の技能 が､踊 りの会 な ど舞 台上 で の動 きで伝 統 的

な芸事 に関す る基本 的技 能が､花街 で の 日頃 の挨 拶 の仕方や 周 囲 の評 判

で花街 の規範 が､お茶屋 のお母 さん に よって チ ェ ック され評 価 を受 けて

い る｡ また ､お客 か らの芸舞 妓 の評判 を直接 聞 くこ とは もち ろん､お 客

を相 互 に融 通す る こ とが あ る料理 屋 の女将 か らも､芸舞妓 の評判 につ い

て は情報 を得 てい る135｡

邦 楽 関係 の専 門家 で花街 の舞 台 を技術 的 に支 えて い る人 は､舞 台 の上

は もち ろん舞 台裏 で の芸 舞 妓 の態 度 もお茶 屋 のお 母 さん が よ く見 て い

る と､感 心 しなが ら語 ってい た｡そ して､態度や 立 ち居振 る舞 い が気 に

な る舞妓 がい た ら､直接 お母 さんが注意 した り､そ の芸舞妓 のお姉 さん

言 った りして ､花街 ら しくない立 ち居振 る舞 い を直 させ るのが ､舞 台裏

で よ く見 か け られ る光景 だ と言 う｡そ の理 由 と して､質 の劣 る芸舞妓 が

自分 のお座 敷 に来 た ら､自分 の経 営す るお茶 屋 で提 供 で き るサー ビスの

質 そ の ものが低 下 し､お茶屋 のお母 さん分 自身 が恥ず か しい し､お客 の

満 足 に も結 びつ か ないか ら､芸舞妓 の育成 には見習 い茶屋 以外 のお茶 屋

のお母 さん も積 極 的 に参 画す るのだ ろ うと､邦 楽 関係 者 は話 して いた｡

芸舞 妓 を 自分 の経営す るお茶屋 のお座 敷 に呼 んだ ときに､芸舞 妓 た ちが

お客 と会 話 して十分 に楽 しませ る､よ り良い芸 を披 露す る とい ったお 客

の満 足 心 向上 につ なが るた めに､お茶屋 のお母 さん は花街 の 中で の 日常

の暮 ら しや ､イベ ン トで あ る踊 りの会 な ど大 きな行 事 で も､常 に芸舞 妓

の動 向 に気 を配 ってお り､そ の資質 の 向上 に気 を配 り､共 同体 の 中で大

きな役 割 を果 た して い る1360

ところで ､お茶屋 と芸舞 妓や 置屋 との 間のお花 (どのお茶 屋 が どの芸

舞妓 にお座 敷 をか けたか)の記録 につ いて は､非 常 に ク リア な関係 が あ

135 京都の有名な料理屋 ｢菊乃井｣の女将が書いた本､村田 (2003)に料理屋とお茶

屋の関係､芸舞妓の座持ちの評価などについては記述がある｡
136 相 原 (1995､2005)､岩崎 (2002)､山本 (2001)などにもこうしたお茶屋のお
母さんが芸舞妓の育成にかかわる様子は記述されている｡
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る｡芸舞妓 の花代 の売 上 は花街 ご との検番 を通 じて管理 され ､闇取 引は

一切認 め られ て い ない｡ した が って ､お茶屋 は 自分 の ところで頼 ん だ芸

舞妓 の花 代 の記録 (花 代何 本 をつ け るのか) を検番 に届 け るO-方 ､置

屋 も 自分 の ところで抱 えてい る芸舞妓 にかか ったお花 の記録 (どこのお

座 敷 に どの芸舞妓 が行 ったのか)を検番 に届 け る｡ こ うした両者 の記録

がつ きあわ され ､それ を 1年 分 ま とめた ものが､お正 月 明 けに､年 間 の

お茶 屋 の売 上 ランキ ン グや 芸舞 妓 の花 代 の ラ ンキ ン グ と して発 表 され ､

それ に基 づ き芸舞 妓 が表 彰 され る｡花街 の外 部 に はお茶屋 や 芸舞妓 の売

上 ラン クな どの表 示 は され ないが､花 街 内部 で は この花代 の売上 に基 づ

く取 引関係 の情報 は公 開 され ､取 引の透 明性 が担 保 され る よ うに もな っ

てい る｡

5.1.3 お茶 屋 と関連 業者

お茶 屋 はお 客 に対 して は長 期 の掛 け払 い とい う取 引 関係 を有 して い

るが ､関連 業者 に関 して は､長期 の掛 け払 い で はな く､-月単位 で支 払

い が な され て い る と料 理 屋 や 花 屋 や 扇 子 屋 の イ ン タ ビュー イ は語 って

い る｡ また､その払 い は非 常 にきれ いで あ る と 3人 ともに話 してい る｡

この よ うに､お茶 屋 と関連 業種 の取 引関係 は長期 で あ るが ､支 払 い は痩

期 で あ る とい う､金銭 の授 受 の関係 で はお 客 とは反 対 の特色 を持 つ｡

老舗 の扇子屋 の経 営者 は､お茶屋 のお母 さん の支 払 い は非 常 に義 理 固

い と話 して い るO扇 子屋 や 団扇 を納入 した折 に納 品書 と請 求 書 を入 れ て

お く と､ あ とで連 絡 が あ って ､｢いつ いっ に は集 金 に来 て ほ しい ｣ と 日

時 をお茶 屋 のお母 さん か ら指 定 して くる｡そ して ､そ の 日に行 く と必ず

現金 で支 払 って くれ るO も し､こち らの都合 でそ の 日の後 に しか集 金 に

行 けない ときは､お茶屋 のお母 さんの機 嫌 が悪 い ､ と話す｡

｢せ っか く払 うと言 うて るんや か ら､ちゃん とそ の 日に必 ず 来 て欲 し

い とい うこ とや ろな あ｡あん ま りこっ ちは急 いで- ん さか い に､言 われ

た 日の時 間 に行 け- ん と､気 い悪 うして怒 って きゃは る こ ともあ る さか

い に な ぁ｡お茶 屋 はん は女子所 帯や さかい に､世 間 さんか ら馬鹿 に され

へ ん よ うに､ちゃ あん と支払 い を してお きたい と思 て は るのか も しれ -
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ん け ど｣｡

お茶 屋 のお母 さん が い か に支払 い に気 を遣 って い るのか､また支 払 い

の きれ い さで外部 の信 用 を得 よ うとして い る こ とが､この話 か らよ く分

か る｡

さ らに､お茶 屋 はお 客 と関連 業種 ともに長期 の取 引慣 行 を有す るが ､

お 客 の た め､自分独 自のサー ビス を提 供す る構成 要素 の提 供者 に関 して

は､提供 され るサー ビス と金銭 の交換 を短期 の支 払 いで行 い､業者 の堤

供 す るサ ー ビスの質 とそ の価値 の妥 当性 を随 時確認 し､提 供 内容 に不潤

が あ る ときは長 期 の取 引慣行 で あって も､す ぐに代 替 がで き る よ うに支

払 い を常 に きれ い に してい る こ とも考 え られ る｡実際 に､お茶屋 のお母

さんが業者 の こ とを気 に入 らない ときは､ご くあ っ さ りと何 十年 に もわ

た る取 引が切 られ て しま うと､複 数 の関連 業者 が語 っていた｡

5.1.4 お茶屋 の 目利 き

で は､自分独 自のサ ー ビス を提供 す る構 成 要素 の提供者 に関 して､そ

の価 値 の妥 当性 をお茶 屋 のお母 さん は､どの よ うに判 断 して い るのだ ろ

うか｡

料理 屋 の K.H さん は､お茶屋 のお母 さんか ら料 理 の 内容 につ いて苦

情 を言 われ た ときは､それ に対 して､ど うしてそ うな った のか相応 の哩

由が あって も137-切 口答 えせ ず ､｢す ん ま- ん､次 か ら気 をつ け ます ｣

と言 わ ない とお母 さん は納得 しない と話 してい る｡こ う返 答す る と､お

母 さん は途 端 に態度 がや わ らぎ､｢は な､ また次頼 む わ な｣ と取 引 関係

が 円滑 に継続 す るの だ と話 していた｡実 は､これ は､業者 だ か らお茶 屋

に 口答 えをす るな､ とい うレベル の話 で はない と､K.H さん は言 う｡次

に同 じよ うに頼 ん だ とき には､ちゃん と した もの を持 って きて くれ るだ

ろ うな あ とい うこ とを､お母 さんは確 認 して い る と言 うの だ｡

つ ま り､｢次 か ら気 をつ けます ｣ と業者 が返答 す れ ば､それ はお母 さ

137 遅 い 時 間 に何 で もい い か らす ぐに持 っ て 来 る よ うに言 わ れ た 料 理 に 関 して ､翌 日

お 母 さん か ら文 句 を言 わ れ た 事 が あ る と言古して い る｡ 同 じよ うな話 は ､花 屋 か ら も

聞 き取 る こ とが で き た ｡

116



んが求 め るサー ビスの水 準が分か った上での こ とで､次回か らその期待

に応 える もの を提供 で きる技能が あるのか､それ とも 口だ けの返事で吹

回 も同 じよ うな こ とを起 こす業者 なのか を､このや りとりか らお茶屋 の

お母 さんが今後 の関係 で見極 め よ うとしてい るこ とが､うかが える｡い

か に も京都風 の ものの言 い方 ､俗 に ｢イケズ｣ といわれ る言 い方 の典型

138で あ るが､これ が理解 で きない と､京都 の古 い商取 引の中で生 き残 っ

てい くこ とは困難 で ある｡

また､お茶屋 のお母 さんは､自分 の提供 す るサー ビスについて絶対 の

自信 と責任 を持 って､花街 の 中で仕事 を してい る と思 われ る｡例 えば､

大切 なお客 には､価格 を気 にせず気 に入 るサー ビスを提供 しよ うと､料

理屋 に損得抜 きで料理 の依頼 をす るこ とがあ る と､料理屋 の経営者 は請

してい るQこの よ うな こ とは珍 しくはない と複数 の業者 は話 してい るの

で､お茶屋 のお母 さんは 自分 の望む ものがで きなか った こ とに対 して､

それ は条件 的 に無理 だ と異議 申 し立て を され るこ とは､例 え 自分で理 不

尽 な こ とと分 か っていて も､自分の存在 が揺 らぐこ とにつ なが り､それ

を避 け よ うとしてい る と考 え られ る｡

つ ま り､お茶屋 のお母 さん は業者 に よって納入 され る技能 のあるべ き

水準 を設 定 し､それ が提供 で きるだ ろ う業者 を 目利 き139 (評価 の レイテ

ィング と市場 で取 引可能 な ものか ど うかの判 定､さらに取 引可能 な らそ

の価格決 め も してい る) した上でサー ビスを購入 し､購入結果 をみて今

後 の取 引 を続 け る事 が妥 当か ど うかや ､提供 され るサー ビスの水準 を今

後 業者 が維 持 で きるのか ど うか を､｢はな､ また次頼 むわな｣ とい う短

138 こ うい う相 手 に考 え させ て ､ しか も 自分 の技 量 を知 ら しめ る よ うな もの の 言 い

方 は ､ 明 治 生 まれ の祖 母 が ､ 取 引 業者 に よ く使 っ て い た こ とを聞 い た こ とが あ る｡

ま た ､ 孫 の私 に も 日常 生 活 で 守 るべ き こ とを教 え る とき に使 った言 い方 と非 常 に似

て い る｡ 京 都 の ｢イ ケ ズ｣ につ い て は入 江 (2005) を参 照 の こ と｡

139 こ こで は ､花 代 のつ け方 を参 考 に して 目利 き とい う言 葉 の意 味 を定 義 して い る｡

花 代 は 1本 =何 分 で それ が い く ら とい う相 場 は決 ま って い るが ､芸 舞 妓 が お座 敷 に滞

在 す る時 間 との正 比 例 で 簡 単 に決 ま る もの で は な い｡ あ る特 別 の行 事 の ときは短 時

間 で も長 時 間 い た カ ウン トに な る し､ そ の芸 舞 妓 が 売れ っ子 で あれ ばや は り長 時 間

の カ ウ ン トに な るO 出 張 な どで は割 高 な設 定 をす るが ､ そ れ は どの芸 舞妓 が行 くか

に よ っ て微 妙 に異 な って く るO この よ うに基 本 価 格 の設 定 が あ って も､誰 が い つ ど

の よ うな条 件 で お座 敷 をす るの か とい うこ とで ､ 目処 は あ っ た と して も､つ け る本
数 の 差 配 をお母 さん が す るの で あ る｡
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い言葉 に込 めてい るので あ る｡

お母 さん は､ こ うした こ とが飲 み込 めて理解 で き る業者 を指 定 して ､

サー ビス を購 入 してお り､い ったんお茶屋 のお母 さん のお めがね にか な

うと､そ のつ なが りは長期 かつ 固い｡単価 の安 い高 い では容 易 に業者 を

変 えず ､お茶屋 のお母 さんが 自分 の美意識や 提供 した いサー ビス の水 準

に沿 う業者 を決 めた あ とは､ しく じ りが ない 限 りず っ と付 き合 うの が ､

花 街 で の慣 例 で あ るo

Lか し､お茶屋 のお母 さんの意 に沿 わ ない ときは､そ の長期 の 関係 は､

ご くあ っ さ りと切 られ て しま う140｡お母 さん は､業者 に対 して ､そ の業

者 が花街 での経験 が乏 しい時 には､自分 の望 む水 準 を教 える こ ともあ る

が､ほ とん どはい ろい ろな状況 か ら察 知す る こ とを強 く求 め る と､花 屋

の経 営者 は語 って いた｡花街 で提 供可能 だ とお茶屋 のお母 さんが思 うよ

うな技能 を業者 が持 って いて も､お母 さん の意 向 を汲 み提供す るサ ー ビ

ス の水 準 を理 解 し､ しか も場 を読 んでそ の技能 を発 露 で きない ときは､

技術 レベ ル がす ぐれ てい て も､購入対 象 とはな らない とい う判 断 が ､お

茶屋 のお母 さん に よって 下 され てい るだ ろ うこ とが､関連 業者 の話 か ら

分 か るので あ る｡

5.1.5 取 引 システ ム と分 業制度

この よ うに､花街 の取 引 システ ムの要 はお茶屋 で あ り､その鍵 を握 る

の はお茶 屋 の経営者 で あ るお母 さんで あ る こ とが ､発 見事 実 と して提 示

で き る｡ 関連 業種 を含 む広 義 の花街 共 同体 で は､お茶 屋 のお母 さん が ､

花 街 共 同体 メ ンバー のサ ー ビス提供 業者 か らサー ビス を購 入 し､それ を

お茶 屋 とい う場 で独 自の感 性 で コーデ ィネ ー トす る こ とで､お 客 に最 も

適 切 なお もて な しを提 供 してい る｡そ の コーデ ィネ ー トは､お 客や 関逮

業種 との長期 の取 引 関係 と､支払 い (請 求)の長短 を相 手 に よ り変 え る

140先 代 か らの得 意先 のお茶 屋 に､ 自分 の しく じりか らあ っ さ り切 られ た経験 が あ る

と話 す 関連 業者 がいた｡ そ の業者 の提供 サー ビスの質 は非 常 に高 か ったた めに ､切

った あ とで代 わ りの業者 を探 す こ とがお茶屋 のお母 さん は大変 困難 で あ り､そ うし

た噂話 も業者 の耳 に入 って きたが ､困 っていて も取 引関係 の復 活 のお願 い はお母 さ

ん か らは なか った と言 う
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こ とに よって､支 え られ てい る｡そ して､お茶屋 のお母 さん は､ 自分の

技量 に 自信 を持 ち､最適 なサー ビス をお客 に提供す るた め専業化 し､分

業 体制 が確 立 して い る花 街 共 同体 の メンバ ー か らサ ー ビスのパ ー ツ を

購 入 してい るO

ここで､花街 共 同体 の メンバー を確認 してお く｡

まず ､芸舞妓 の人材 育成 の中心 とな る､花街 の個 人や個人間のつ なが

りを狭 義 の花街共 同体 とす る と､その メンバ ー は､次 の よ うにな るだ ろ

う｡

花街 の擬 似家族 関係 で結 ばれ た メンバ一

芸舞妓本 人

置屋 のお母 さん

盃 のお姉 さん

見習 い茶屋 のお母 さんな ど

花街 にお客 と して継 続的 に参加す る最屈や馴染 み客

この狭義 の花街共 同体 を含 む､お茶屋 を中心 とす る取 引システムにか

かわ るメ ンバ ー を広義 の花街 共 同体 とす る と､そ の メ ンバー と しては､

お茶屋 でサー ビス を購入す るお客

お茶 屋 で提 供 され るサー ビス のパ ー ツを構成 す る業者 -芸舞 妓 ･置

屋 ･料理屋 ･仕 出屋 ･花屋 ･大工 ･電気屋 な ど

花街 の女性全般 に付加価値 をつ け る業者 -呉服屋 ･小 間物屋 な ど

芸舞妓 に付加価値 をっ ける専門家 -男 師 ･化粧 師 ･結髪師 ･師匠 な ど

が挙 げ られ る｡ この よ うに､産業 と しての花街共 同体 は､それ ぞれ の莱

者 が専 門化す る分業制度 に よって成 り立 ってい る｡広義 の花街共 同体 の

中で は､お茶屋 をハ ブ とす る独 特 の取 引 システ ムに よって､これ らメン

バ ー は結 ばれ てい る｡つ ま り､お茶屋 は花街 とい う社 会 関係 資本 の構 追

に 自分 を中心 とす る信頼 関係 を構築 して､取 引システ ムを使 って花街 で
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サー ビス を提供す る専門業者 をコン トロール してい る141｡

で は､お茶屋 のお母 さんは取 引 システ ムの中心 にす え られ るた めに､

自身 の技量 をいか に磨 いてい くのだ ろ うか｡ここで着 目す べ きは､お茶

屋 に唯一金銭 を支払 うお客 との関係 であ る｡お客 は､お茶屋 で 自分 だ け

の特別 のサー ビスが提供 され るこ とを期待 し､継 続 的 に取 引関係 を続 け

てい る｡ したがって､お母 さんは 自分 の提供 したサー ビスの意図がお客

の求 める ものに沿 った もので あるのか､そ してそ のサー ビスはお客 の予

想 以上 の素晴 らしい もの 142であ るのか を､お客 の反応 か ら掴 み取 る こ と

が必要 で あ り､そのためにず っ とお客 との関係 が切れ ない よ うに､長期

の掛 け払 いの取 引慣行 が続 いてい るのではないか と考察 され る｡

つ ま り､ここで も花街共 同体独特 の取 引システムが機 能 した結果 ､お

茶屋 のお母 さんは､長期 にわた りお客の反応 を見て､自分 の持つ技量 と

それ に基 づ き提供 で きる 自分 のサー ビス を ｢見極 め｣､ 自分 の花街 の 中

での技量 の価値設 定 を し､提供す るサー ビスの価格設 定 を ｢値決 め｣ し

て きた と考 え られ る｡

この 自分 自身や 自分 の提供す るサー ビスが見 られ ､関連す るメンバー

か ら見極 め られ ､花街 の中で価値 が決 め られ る こ とは､芸舞妓 143に も､

料理屋や仕 出屋 ･花屋 ･小 間物屋 ･呉服屋 な ど花街 共 同体 の メンバー に

も共有 され るものであ る｡例 えば､花街 の踊 りの会 では､芸舞妓 は 自分

の持 つ踊 り技能 を舞 台の上 で披渡 し､関係者 か ら見 られ ､手が上 が った

とか､も う一つだ った とかの評価 を うけ､その後 の技 能の評判 につ なが

ってい く｡

花街 共 同体 は､高度 な専 門技能 を持つ業者 が構成 メンバー の分業制皮

に基 づいて成 り立 ってお り､お茶屋 は各 メンバー のサー ビス を購 入 ､級

141 お 茶 屋 の サ ー ビス提 供 の組 み 立 て と業 界 の競 争 戦 略 につ い て は ､ ア ンバ ン ドリ

ン グ と リバ ン ドリン グ とい う用語 を使 って論 じた加 護 野 (2005) が詳 しい｡

142 お 母 さん が気 に入 って い るお 客 には ､採 算 を度 外 視 して お 客 の好 み を汲 み 取 っ

た 料 理 を依 頼 され る こ とが あ る と､料 理 関係 者 は話 して い た｡ これ はお 客 を喜 ばせ

た い とい う､お母 さん のサ ー ビス精神 の あ らわれ の一 つ の例 で あ るD

143 舞 妓 は京 都 の花 街 だ け に見 られ る特別 な装 束 で あ り､ そ の 姿 は 明治 初 頭 の 現 存

す る写真 と比 べ て もほ とん ど変化 が な いO これ は ､新 人 が 一 番 目立 ち､ しか も最 も

高価 で 豪 華 な衣 装 を着 せ られ る こ とで ､常 に見 られ る こ とを制 度 化 して い るの で は

な い か と思 われ る｡
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み立て､お客 に提供 してい る｡つ ま り､京都花街 の共 同体 の メンバー は､

評価 技能 に特化 してサー ビスを組み立て､独 自性 と付加価値 をつ け るお

茶屋 と､各技能 を高 め る関連業者 (芸舞妓 を含む) とに分 けるこ とがで

き る｡ これ は､酒屋 にお け る杜氏 と酒蔵 の経営者 ､料亭や料理屋 にお け

る料理 人 と経営者や女 将 に も共通す る､日本 の伝 統 的 な業界 に見 られ る

の と同様 の分業制度 で あ る｡

5.1.6情報 の共有

5.1.5 で､京都 の花街 共 同体 には､お茶屋 を中心 とす る取 引システ ム

と分業制 度 が成 り立 ってい ることが発 見事実 として提示 され た｡そ して ､

評価 者 と してのお茶屋 が高度 な 目利 きのわ ざを保 持す るこ と､また花街

共 同体 の構成 メンバ ーが各人の技能 を高 め維 持す る ことに よって ､京都

で は長年 にわた り､お客が求 める レベル以上 のお茶屋 での もて な しが継

続 して提 供 されて きた こ とも､ ここか ら考察す る こ とがで きる｡ で は､

この よ うな共 同体 の メンバー のあ るべ き質 につ いては､どの よ うに維拷

され て きたのだ ろ うか｡

そ の理 由の一つ として､お茶屋 の取 引システ ムの特色であ る､お客-

の長 期 の掛 け払 い と関連 業者 -の短期 の支払 い を あげ るこ とがで き る｡

この仕組 み に よって ､お茶屋 は良好 な顧 客 との継 続 的 な取 引 と､共 同体

内部 で サ ー ビス を組 み 立 て るた めに メ ンバ ー の流動性 を担保 して い る

こ とが分 か る｡この結果 ､お茶屋 はお座敷 ご とにサー ビスの提供 業者 を

替 え､そ の時 に応 じて最適 な異 な るパー ツを組 み合 わせ てお座敷 の場 を

しっ らえ､花街 らしい ｢もて な し｣ を提供す るこ とがで き るので あ る0

さらに､メンバー の流動性 を担保す るのは､取 引 システムだ けで は な

い｡ 花屋 の経 営者 は､最 展 に して も らってい るお茶屋 のお母 さんか ら､

美 的セ ンスや お座敷 での しっ らえのル ール について､い ろい ろな示唆 を

受 けた と話 してい る｡ 例 えば､届 けた花 が気 に入 って もらえた ときに､

お茶屋 にある花器 を も らった こ とがあ る と言 う｡また､お座敷 の床 の間

の掛 け物 と生花 は同 じものは使 わない とか､お茶屋 のお母 さんは､花粉

が着 物 に着 くととれ ない ので､基本 的 には百合 の花 が嫌 いで あ るな ど､
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お茶 屋 の しっ らえ に必 要 な花街 のル ール をお 母 さん か ら教 えて も らっ

た と話 して い る｡ これ は､芸舞 妓 の人材 育成 にお いて も､お茶屋 のお母

さんた ちが､彼 女 た ちの不適切 な行動 を注意 し教 え る こ とと同様 で あ る｡

また ､提 供 業者 た ちの方 も､お茶 屋 のお母 さんの行動 を見 てい る こ と

が あ る｡例 えば､お茶屋 に よって は､掛 け物や絵 画 な ど非 常 の 良い もの

を持 って い なが ら､それ を活 か した飾 り方 で きない ところが あ る とか ､

あそ このお母 さん はセ ンスの よい着物 を着 て い る､お茶屋 バー のイ ンチ

リアが上手 くコーデ ィネ ー トで きて い るな どを､料 理 屋 も花 屋 の経 営者

もお茶屋 に行 くこ とが あ る と､それ とな く気 に してお り､そ うい う情戟

を業者 間でや り取 りして い る こ とが あ る と語 って い る｡

この よ うに､花街 の共 同体 のサー ビス提 供 メ ンバ ー とお茶屋 は､相互

に メ ンバ ー の質 をチ ェ ック し､その情報 を共有 して い る｡そ して ､情報

が共有 で き るた め には､ここで提 供 され るサ ー ビス につ い て､京都 ら し

い伝 統文化 とい う共 通 の基盤 が あ り､あ るべ き京 都 の花街 で の しっ らえ

や もて な し とい った こ とにつ い て の価 値観 につ い て も共 有 して い る こ

とが ､そ の基本 と して重 要 な こ とで あ る と考 え られ る｡

情報 の共 有 とい う点 に着 目す る と､花街 に出入 りす る最屑 客 につ いて ､

そ の情報 をお茶屋 や 関連 業者 は､こま めに共有 してい る｡花 街 の外 部 に

こ うした顧 客 の情報 が漏 れ る こ とはないが､例 えば､知名度 が高 い京都

の経 済 界 のお 客 の好 み の芸舞妓 が誰 で あ るの か とい った こ とは､お茶屋

のお母 さんだ けで な く､京 都 の有名 な料理屋 の女 将 も知 ってお り､そ の

お 客 を設 定す る側 か ら相 談 され る と､それ とな くサ ポー トの情報 を流す

こ ともあ る と､あ るお客 は語 って いた｡また ､お客 が どこのお茶 屋 でお

座 敷 を利 用 した とい った こ とにつ いて も､お茶 屋 間で情報 がす ぐに伝 わ

る こ とも､お母 さん か ら聞か され た こ とが あ る｡最 眉 客 の宿坊 144は､お

茶屋 間で は良 く知 られ て い るか ら､宿坊 以外 のお茶 屋 を利 用 したお客 の

情報 や ､お茶屋 の 中で も特 に格 式 が高 い よ うな ところのお座敷 で不適 切

な振 る舞 いが あった りす る と､お茶屋や置屋 ､芸舞 妓 の 関係 の 中で ､悼

144 宿 坊 につ いて が ､本 論 の初 出の 31頁参 照 の こ と｡
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報 はす ぐに伝 わ り､そ のお 客 に近 いお茶屋 のお母 さん の耳 にす ぐに入 っ

て くる とい うので あ る｡自分 の ところの最 展 客 の花 街 の 中で の振 舞 い に

つ いて は､お茶屋 のお母 さん は非 常 に気 に してい る｡

そ して ､京都 の花街 全 体 に､このお茶 屋 のお母 さんや 芸舞妓 の情 報 の

ネ ッ トワー クが あ る｡例 えば､お茶屋 のお母 さんや 芸舞妓 はお客 に連 れ

られ て他 の花街 に行 くこ と145や ､仕事 で複 数 の花 街 のお茶屋 に出入 りし

て い る こ とが多 く､芸事 の関心が高 い ので､他 所 の花街 に所 属 してい て

も同 じ家 元 か らお稽 古 うけて い る､とい った伝 統 文化 芸能 を媒介 とす る

複 数 の花 街 メ ンバ ー の交流 146も見受 け られ るの で あ る｡

取 引 システ ム と価 値観 の共有 に よ り､お茶屋 とサ ー ビスを提供す るメ

ンバ ー の質 が コン トロー ル され て きた こ とは分 か るが､ これ だ けで は､

花街 共 同体 で提供 され る もて な し ･しっ らえ とい った京都花街 ら しいサ

ー ビス そ の もの の質 が コ ン トロー ル され て きた理 由 と して は不 十 分 で

あ る｡それ は､花 街 共 同体 の重要 な メ ンバ ー お客 の質 が コン トロール さ

れ て い ないか らで あ る｡つ ま り､お茶屋 でのサ ー ビスの購 入者 で あ るお

客 が一 定 レベ ル の質 を保 ってい ない と､京都 の花 街 の もて な しの対価 を

支払 いか つ評価者 で あ るお客 そ の ものが､提 供 され る価値 が分か らない

こ とにな り､結果 と して ､京都 の花街 らしくないサ ー ビスの提 供 を求 め

た り､また花街 のサー ビス と して は不十分 な レベ ル の もの に不満 を述 べ

る こ とな く､対価 を支 払 った りす る こ とが考 え られ る｡

この場合 ､お 客 はサ ー ビスの質 を適切 に評価 せ ず に金銭 を支払 うので

あ るか ら､不十分 な レベ ル の もの に十分 な価格 を支 払 って くれ るので あ

れ ば､お茶 屋 の利 幅 は大 き くな る こ とが予測 され る｡ この こ とに よ り､

短期 的 に はそ のお茶 屋 は利 益 を上 げ る こ とはで き る｡ しか し､長 期 的 に

は花 街 全 体 の もて な しそ の ものの質 が下 が る こ とが懸念 され る｡あ るお

145 筆 者 は 上 七 軒 の ビア ガ ー デ ンで ､宮川 町 の顔 見 知 りの芸 妓 がお 客 につれ られ てや

っ て きて い る光景 を見 た こ とが あ る｡ この とき､ この芸 妓 は ､ ビア ガー デ ン を手 伝

っ て い た上 七 軒 の芸 妓 にお 姉 さん と呼 び か け､親 しげ に挨 拶 も して い た｡

146 この 花街 同士 の交 流 は京 都 の花街 間 だ けにか ぎ らな い ､ 滋 賀 の花街 のお 茶 屋 の

お 母 さん も京 都 の お茶 屋 の お 母 さん と交 流 が あ る こ とは ､ 主 要 情 報 提 供 者 の滋 賀 の

お 茶 屋 の お母 さん が話 して い た｡ ま た ､家 元 が東 京 に在 住 して い る場 合 な どは ､ そ

の 家 元 を介 して東京 の花 街 との交 流 も見受 け られ る｡
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茶 屋 で提 供 され るサー ビスの質 が低 下す る こ とは ､そ のサ ー ビス のパ ー

ツで あ る芸 舞妓や 関連 業者 の質 も低 下す る こ とに な り､それ が全 体 に演

及す る こ とは､容 易 に想 定で き､お客 が離 れ て い くこ とも予想 で き る｡

も し京都 の花街 で こ うした こ とが起 こってい るの で あれ ば､東京や 大 阪

の花 街 が ここ 30-40年 の 間 に顕 著 な低 落傾 向 に あ るの に､京都 の花 街

が業 界 と して維 持 ･継 続 してい る こ とは説 明 で き な くな る｡

ここで､先述 のお 客 を含 めた情報 の共有 が あ る こ とが重要 なポイ ン ト

な る こ とが指摘 で き る｡

まず ､お客 は一 見 さんお 断 りの システ ム に よってお茶屋 を利 用 して い

るの で あ るか ら､特 定 のお茶屋 のお母 さん と馴 染 み で あ る｡したが って ､

そ の お 客 が花 街 で 不適 切 だ と思 われ る よ うな こ とを馴 染 み の お茶 屋 以

外 のお座 敷 で要求 した り､実 際 に した ときには､このお母 さん の耳 にそ

のお 客 の した こ とはす ぐに入 って くる｡ こ うい うときに､お母 さん は ､

｢ど うぞ無茶 な こ とは､せ ん とい とく りやつ しや｡なんぞ無理 をい わ は

る ときは ､よそ でい わ ん と うちで ゆ うとく りやす ｣ と､お客 に花街 で ど

うす べ きか とい うル ール をそれ とな く教 えるので あ る｡

この よ うにお客 に注意 を して も､そ のお 客 の振 る舞 いが度 を越 す 場 合

が度 重 な る と､｢い っぱ い どす ね ん､ か ん にん し と うくれや す ｡ また お

た の も うします ｣ と娩 曲に花 街- の出入 り拒否 を伝 え る こ ともあ る｡ こ

うした不適切 なお客 につ いて の情報 は､花街 のお茶屋 や置屋 ､芸 舞妓 を

は じめ､ 出入 りの料理屋 な どの 関連 業者 に も伝 わ る よ うにな って い る｡

だか らこそ ､京都 の花街 に宿 坊 を持 つ こ とが ､京 都 の財 界 人 に とって は

一つ の信 頼 にな る と言 われ るので あ る｡また ､こ うしたお客 が取 引関係

が長 い企 業 の社員 な ど､お座 敷 の利 用 を断 る こ とがで きない場 合 で ､こ

のお 客 が非 常 に不適切 な こ とをお座 敷 で続 け る よ うな ときは､そ の企 莱

の トップや 関連業 界 の重 鎮 にその不適切 さを訴 え､娩 曲にそ の社 員 の 出

入 り禁止 のお願 い をす る こ ともあ る147

147例 えばお酒 が入 る とお座 敷 で暴れ る､物 を壊す な ど とい った こ とを した一 部 上場

企 業 の 関西 の あ る支店長 は ､お茶屋 のお母 さん の こ うした訴 えで左遷 され た とい う

話 を､ あ るお客か ら聞い た こ とが あ る｡
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お茶屋 のお母 さんは､お客 に花街 らしくない こ とを しないで ほ しい と

い った こ とを教 え るだ けで はな く､花街 のお座敷 が不慣れ なお客 には､

お座敷 でのル ール を教 え るこ ともある｡芸舞妓 の舞 が始 まった ときには､

飲食 の手 を止 めて見 るこ と､芸舞妓 さん-のお祝儀 な どは､お茶屋 のお

母 さんにまかせ て くれ る と､相場 を踏 んでお客 に恥 をかか さない よ うに

上手 くして くれ るこ とな ど､花街 で楽 しくかつ きちん と遊 ぶた めの基本

的 な こ とを､お客 に教 えて くれ るので ある｡ こ うした こ とは､お座敷で

お客 と同席 した中の先輩 の芸妓 が､お客 に恥 をかか さない よ うにそ っ と

教 えて くれ ることもある｡この よ うに､花街 での振 る舞 いの基本 につ い

て､お客 にお母 さん も芸舞妓 も親切 に教 えてい る､そんな場面 はお座敷

で何 回 も見受 け られ た｡また､お客同士 が慣れ て ないお客 に花街 の慣 習

を教 える こ ともよ くあ るこ とで あ る｡こ うして､お客 を含 めた花街共 同

体で は各 メンバー は､相互 に情報 を共有 し､評価 しあ うだけでな く､メ

ンバー間で京都 の花街 ら しさを伝 えた り教 えた りしてい るので あるDこ

うした情報 の共有が メンバー 間の関係性 を形作 る基礎 とな り､お客が花

街 のルール を理解す るこ とも手助 け してい る｡

お客 に花街 のルール が どの よ うに伝 え られ るのかは､花街 で提供 され

るもてな しや しつ らえの質 を コン トロールす る上で､重要 なポイ ン トで

あ るが ､ このお客- の ｢rule enforcement｣ につ いて は､お茶屋や置

屋 ､ 芸舞妓 とい ったお客-サー ビスを提供す るサ プ ライヤー の評 判 で､

それ を コン トロール してい る とい った こ とが分か る｡ この よ うに､京那

の花街 にお けるサプ ライヤー の中での情報 の濃密 な共有 は､お互 いの牽

制や共通 のお客 さんの横暴 を防いでい る とい った こ とが考 え られ る｡

5.2評価 の仕組み

5.2.1 始業式

新年 の 1月 7日､祇 園 甲部 ･祇 園東 ･先斗町 ･宮川 町の各花街 には､

日本 髪 に稲穂 の管 (かん ざ し)をつ け､黒紋付 の正装 を した芸舞妓 た ち

の姿が見受 け られ る｡1月 9日､上七軒 で も同様 の光景が繰 り広 げ られ

る｡花街 では毎年正 月明 けに､芸舞妓 た ちが在校 してい る花街 の学校 の
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始業 式 が行 われ ､正 装 した芸舞妓 た ちは､そ の始 業式 に出席 す るた め に

集 ま って来 た ので あ る｡ 学校 の あ る歌舞練 場 に 向か う石 畳 の路地 で は､

｢お めで と うさん どす ｣ と挨 拶 を交 わす芸妓 や 舞 妓 の姿 が見受 け られ ､

お正 月休 みで ひ っそ りして い た花街 に､華や ぎが戻 って きた よ うな光 景

で あ る｡

この始 業式 には､新 年 にふ さわ しい舞 が披 露 され るが ､それ だ けが式

典 の 目的 で は ない｡各花街 ともに､前年 の売 上 の成績 の よいお茶屋 ､芸

妓 ､舞 妓 を表 彰す るので あ る｡始 業式 には､芸舞妓 が勢揃 い し､お茶屋

組合 や 芸妓組 合 の幹 部 も出席 す るか ら､芸妓や 舞 妓 の ランキ ングはす ぐ

に花 街 中の 関係者 に知 れ 渡 る｡ランキ ング上位 の芸妓 や舞妓 が､金扉 風

が並 べ られ た壇 上 で表 彰 状 を受 け取 る光景 は､写真 集 な どに よ く取 り上

げ られ て い る

5.1.2 で記 述 した よ うに､芸舞 妓 の花 代 の売上 は花街 ご との検番 を通

じて管理 され ､闇取 引は一切 認 め られ てい ない｡ したが って､お茶 屋 は

自分 の ところで頼 んだ芸 舞妓 のお花 の記録 を検番 に届 け､一方 ､置屋 も

自分 の と ころで抱 えて い る芸舞 妓 にか か った お花 の記 録 を検 番 に届 け

る｡仕入 れ先 と仕 入 れ 元 ､両者 のお花代 に関す る記録 が検 番 でつ きあわ

され て集 計 され ､正 月 に行 われ る各花街 の学校 の始 業 式 には ､それ が売

花 奨励 賞 とい う成績 と して発 表 され る｡前年 のお茶屋 ､芸妓 ､舞 妓 の花

代 の本数 の ラ ンキ ン グが発表 され るので あ る｡花 代 の売上 は この よ うに

ごまか しよ うが な く､しか も始業式 で花街 中に知 らされ るた め､芸舞 妓

や お茶屋 の評 価 の指標 の一 つ とな ってい るo

こ うした評価 が花街 で共 有 され る仕組 み が あ るので ､お茶屋 の後援 会

会長 さん は､後援 してい るお茶屋 のお母 さん か ら､新 規 開業 した年 は､

お茶 屋 の売上 ランキ ングの最 下位 で も仕 方 ない と覚悟 して いたが ､中 ほ

どよ り少 し下程度 の順位 だ ったので､本 当にほ っ と した とい う話 を聞 か

され た こ とが あ る と言 う｡そ して ､来年 は もっ と気 張 って､少 しで も上

になれれ ば と､お母 さん が結果 をみ てや る気 を出 した よ うだ と話 してい

た｡

花街 内部 で公 開 され る この花代 の売上 に基 づ く取 引関係 の情報 は､花
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街 内部 の取 引 の透 明性 の確 保 だ けで な く､花街 の メンバー が新年 に 当た

って､や る気 を出 させ る効 果 が あ るよ うで あった｡

5.2.2 座 持 ち

花 代 の売上 は､始 業式 で披 露 され ､花街 に共有 され る評価 結果 で あ る

が､で は どの よ うな芸舞 妓 にお座 敷 に よ く呼 ばれ て花 代 の本数 を あげて ､

この 良い評 価 を得 る こ とがで き るので あ ろ うか｡第 4章 で､技能 の形 成

と育成 や評価 の関係 性 をお さえたが ､さ らに ここで は､取 引関係 の 中で

芸 舞 妓 の能 力 と して重 視 され た フ ィー ル ドか ら聞 き取 れ た言 葉 ｢座 持

ち｣ につ いて記述 してい く｡

実 は､4.2の筆者 の参 与観 察記録 の記 述 で､お姉 さん芸妓 が舞妓 のだ

ら りの帯 につ いて い る紋 の説 明でお座 敷 に興 を添 えて､さらにそれ を秤

し付 けが ま しくな く巧 み に こなす お姉 さんの様 子 を ｢座持 ち｣とい う言

葉 で表 して い る とこ ろが あ る｡ この よ うに､ ｢座 持 ち｣ は場 の あ し らい

が上 手 い とい ったニ ュア ンスで､あ る特 定 の 出来事 を形容す るので は な

く､場 に応 じた個 人 の対応 や行動 に用 い られ る こ とが多 い｡

イ ン タ ビュー に協 力 して い た だ い た複 数 の お茶 屋 の お母 さん の 話 か

らも､料 理屋 の女 将 の本 (村 田 (2003))で も､芸舞妓 の能力 と して ｢座

持 ち｣ とい う言 葉 を共通 して抽 出す る こ とが で き る｡ ここで ､｢座 持 ち｣

とは､お座 敷 の 中で た また ま起 こった 出来事 に対 す る芸舞妓 の対応 で は

な く､お座敷 で の彼 女 た ちの行為 全般 を評価 す るた めの基準 とな ってお

り､｢座 持 ちが 良い｣ とか ､｢座 持 ちが悪 い｣ とい った言葉 で表 され るの

で あ る｡

例 えば､料理屋 が 自分 のお座敷 に芸舞 妓 を頼 む ときは､お 客 か ら特 に

この芸舞 妓 とい う指名 が な けれ ば､付 き合 い の あ るお茶屋 に芸舞 妓 の辛

配 を一切 任せ るので はな く､日ごろ料理 屋 のお座 敷 での芸舞妓 の様 子 を

見 てお い て ､座 持 ちの 良い妓 を頼 む と､村 田 (2003)で は記述 され て い

る｡ また､あ るお茶屋 のお母 さん は､春 の踊 りの会 の頃 はお茶屋 のお座

敷 も非 常 に忙 しく､踊 りの会 が跳 ね た あ とす ぐにお客 がお座敷 にや って

来 る と､芸妓 が踊 りの会 に出演後 にお化粧や 衣装 を替 えてお座敷 に出 る
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まで の間が あ り､そ のつ なぎ に非 常 にベ テ ランの仲居 148を頼 んで も､や

は り ｢座 持 ちが も うひ とつ｣で あ る と語 る｡ この よ うに､座持 ちは芸妓

で ない と育成 され得 ない能力 の よ うで ､しか もお座 敷 を依 頼す るか ど う

かの基準 に な る こ との よ うで あ る｡

さ らに､別 のお母 さん は この ｢座 持 ち｣の力 が ､芸 舞妓 で は短期 間 の

うちに育 って い く と､次 の よ うに話 して くれ た｡新 人 の舞妓 で あって も､

1日に三つ のお座 敷 を 1年 間つ とめれ ば､年 間約 1000回 のそれ ぞれ 異

な るお座 敷 の経験 を積 む こ とがで き るので､場 を見 て 立 ち居振 る舞 う能

力 は 1年 間で か な り伸 び る と言 う｡

一方 ､ベ テ ランの仲居 の例 を考 え る と､料理屋 で の仕 事経験 は 1日一

組 のお客 を相 手 にす る こ とに限 られ ､1000 回 のお座 敷 の経験 を積 も う

と思 えば､芸舞 妓 の 3倍 以上 の年数 がかか る｡ しか もた いてい は､決 ま

った料理 屋 で の経 験 で あ るか ら､食 事 の配膳や お酌 で も､芸舞妓 の よ う

にお茶屋 のお座 敷 ､料理屋 のお座 敷 ､ホテル の宴会 とい った多様 な場 の

経験 と比 べ る と､この経験 量 の差 は明 白で あ る｡芸 舞妓 は､短期 間 に多

くの回数 のお座 敷 を重 ね る とい う仕 事経 験 の質 と量 の豊 富 さに よって ､

｢座 持 ち｣ が培 われ てい くので あ る｡

この よ うに､お座 敷 とい う場 で ､お 客 の顔 色や場 の雰 囲気 を読み ､過

切 なサー ビス提 供 (例 えば とっ さの会話 ､さ りげない気 遣 い､場 に合 わ

せ た芸 事 の技 能 の発 露 な ど､ これ らの組 み合 わせ ) で そ の場 を和 ませ ､

お客 が望 む よ うな良い雰 囲気 にす るこ とが で きる能力 が ｢座 持 ち｣と呼

ばれ る もの で あ る｡基本 的 な技能 を場 に合 わせ て演 じる こ とがで きる那

興 席 149も芸舞 妓 に は大切 な技 能 で あ るが ､それ と同 時 に多様 な場 で の

148 京 都 に は ､ 特 定 の料 理 屋 に所 属せ ず に独 立 自営 業者 の仲 居 と して ､料 理 屋 と契

約 して お座 敷 で働 く人 が い るO 料 理 屋 の お座 敷 で お 酌 をす る ､ お 客 と簡 単 な会 話 を

す る､飲 み 物 の減 り具 合 を見 て新 しい もの を手 配 す る こ とや ､食 べ 物 の進 み 具 合 を

調 理 場 に伝 えて ､料 理 の進 行 を仕 切 るな ど､単 に料 理や 飲 み 物 を運 ぶ ｢お 運 び さん｣

とは持 って い る ス キル が異 な るO こ う した仲 居 さん は機 転 が利 く こ とが 多 い の で ､

お 客 か らチ ップ を も らった りす る こ と もあ る｡

149 この即 興性 の技 能 も芸 舞 妓 は非 常 に高 い｡例 え ば 出張 の仕 事 の依 頼 の場 合 ､ど こ

の お 茶 屋 の お 母 さん か らの依 頼 で ､誰 と一緒 に どの地 方 - 行 くか ､ とい った程 度 し

か知 ら され て い な い｡ 出 張 先 につ い て ､ そ こで 同行 す る芸 舞 妓 と慣 れ な い舞 台 の し

っ らえ を見 て ､ そ こで どの よ うに舞 うの か を簡 単 な打 ち合 わせ だ けで行 うこ とが で

き る0
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様 々 なお 客 の接 遇 に よって 育成 され る ｢座 持 ち｣が芸 舞 妓 の評価 の基 準

と して存 在 し､そ の能 力 が お座 敷 に頼 む か ど うか の重 要 な指標 とな っ て

い る｡

この座 持 ち とい う芸 舞 妓 の市 場 で の価 値 をは か る指 標 につ い て ､そ の

構 成 と発 露 の過 程 を ま とめた の が ､ 図 7で あ る｡

図7 座持ち

座拝ち-市場での価値

構成要素

伝統文化

5.2.3 花 街 の美 意 識

芸舞 妓 の場 合 は ｢座 持 ち｣が重 要 な評 価 の基 準 で あ るが ､ こ うしたお

座 敷 で求 め られ る能 力 以外 に､芸舞 妓 の醸 し出す 雰 囲気 や お茶 屋 の しっ

らえ な どにつ い て も､花 街 共 同体 で共 有 され る共 通 の基準 が あ る｡

桔 梗 屋 とい う有名 な老舗 のお茶 屋 が祇 園 甲部 に あ るが ､そ のお茶 屋 の

しっ らえの様 子 が写 真 集 と して発 行 され てい る 1500水 の打 たれ た細 い 路

150 青 山益朗 (2004)『ぎ をん桔 梗家 ものがた り』｡老舗 花屋 の経 営者 にお茶 屋 の し

っ らえにつ いて うかが った ときに譲 って いただ いた本｡ これ を見 て勉 強す るよ うに
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地 の奥 にお茶屋 の格 子戸 が見 える風景 ､竹 の生垣 の手入 れ の行 き届 い た

坪庭 が窓 の外 に広 が る網 代天井 のお茶 屋 バ ー の部屋 ､なで しこが一輪 活

け られ た花入 れ と月夜 を見上 げ る美 人 が描 かれ た掛 け軸 の調 和 が ､夏 の

終 わ りの雰 囲気 を醸 し出す床 の間､白塗 りの化粧 を引 き立て るよ うに ぼ

ん ぼ りの灯 りが置 かれ た座敷 の芸舞妓 の舞 姿｡どの写真 を取 り上 げて も

京都 の伝 統 文化 の香 りに彩 られ た美 しい しっ らえの光景 で あ るが ､よ く

見れ ばそれ が あ る特 定 の一つ の素材 に よ るもので はな く､このお茶屋 な

らで はの美意識 で ､い ろい ろなモ ノや サー ビス (調 度 も掛 け軸 も花 も芸

舞 妓 も)が コーデ ィネ ー トされ た結 果 ､作 り出 され た もので あ る こ とが

分 か る｡

この よ うな鋭 敏 なお茶屋 の美 的 なセ ンス にか な うか ど うか は､サ ー ビ

スの提 供 業者 に とって は死活 問題 ともな る｡扇 子屋 の経 営者 は ｢もっ さ

り｣ 151して い る と言 われ る こ とは､出入 り業者 と してセ ンスが ない ､敬

引 を切 られ る可能性 が高 い とい う意 味 にな る と話 す｡

例 えば､この経 営者 は他 の扇子屋 が納 入 した扇 子 をお茶屋 のお母 さん

か ら見せ られ て ､｢ち ょっ と､ これ ､ もっ さ りして ま っ Lや ろ｣ と言 わ

れ た こ とが あ る｡ この ｢もっ さ りした｣ とお母 さんか ら形容 され た扇 千

を納 入 した業者 が このお茶屋 との取 引 を切 られ た か らこそ ､話 を聞かせ

て くれ た扇 子屋 の経 営者 がお茶屋 に呼 ばれ た わ けで あ り､｢もっ さ り｣

とい うの は､評 価 の基準 で最 低 とい う意 味 に な る｡ この話 か ら､以前 の

出入 り業者 の納入 商 品 を引 き合 い に出 して ､自分 の美 的セ ンス をき ちん

と伝 え､それ にか な うもの を納入 す る こ とを求 め る､お茶屋 の厳 しい姿

勢 が見 て取れ る｡実 際 ､ この老舗 の扇子屋 の経 営者 は､ この ｢もっ さ り

した｣ とい う言葉 をお母 さん か ら聞か され た とき に､身 が 引 き締 ま る忠

いが したそ うで あ る｡

｢もっ さ り｣ とい う言葉 は､広義 の花街 共 同体 の複 数 のイ ンタ ビュー

イ が話 してお り､提 供 され るサー ビスに対 して共有 され る最低 の基準 と

ア ドバ イ ス を受 けた｡

151人 と物 ､両方 に対 して京都 で用 い る形 容詞O 垢 抜 けない とい う意 味 で使 われ る こ

とが多 い0 人 の行 動 な ら､気 が利 か ない､｢とろい｣ とい う意 味 に も近 くな る0
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い う美意識 の コー ドは明確 にあ る よ うで あ る｡ しか し､最 高 の褒 め言莱

とい うの は､フ ィール ドか ら聞 き取 る こ とはで きなか った｡最 低 の基 準

が明確 な言葉 で あ りそれ が共有 され る一方 で ､最 高 の基 準 がそれ ほ どは

っ き りとは してい ない とい うこ とは､共 同体 の メ ンバ ー全員 が 常 に努 力

して提供 す るモ ノや サ ー ビスの質 を高 め るよ うに とい うこ と と､かつ最

高 とい うの は時 と場 合 に よって､モ ノや サー ビスの組 み合 わせ で決 定 さ

れ るので､ 特 定 の言 葉 で言 い表す こ とが で きない とい え よ う｡

5.3 花街 ら しさの持続

5.3.1 花 街 と法制 度

京都 の花街 のす ぐ隣､大津 に も全 国的 に有名 な花街 (柴屋 町)が あ る｡

大津 は東 海 道 筋 に あ り､京 都 -上 が るた めの最後 の宿場 町 で あ るた め､

明 日は京都 - とい う最 後 の夜 を柴屋 町 で過 ごす 多 くのお客 で ､江戸 時代

には賑 わ った記録 が あ る152｡さ らにそ の賑 わい は戦 後 まで続 き､今 もそ

の名残 が格 子 戸 の美 しい料 理屋や 町家 の家 並み に感 じ られ る｡ しか し､

花 街 そ の もの はす っか り寂れ て しまい ､昔 は数 百人 い た とい う芸 妓 は､

現在 は 4人､彼 女 た ちが所属す る置屋 兼 お茶屋 が一軒 だ け と､京都 花街

に比 べ る と非 常 に小 さな所 帯 の花街 とな ってい るが ､大津絵 踊 りとい う

独 自の踊 りが で き る芸達者 な芸妓 た ちな ので ､時 には京都 の料 理屋 まで

出張す るな ど､現 在 も花街 と して営業 を続 けてい る｡

この置屋 兼 お茶屋 のお母 さん に､芸舞 妓 の人材 育成 につ い てお話 を う

か が った ところ､伝 統 芸能や 芸妓 ら しい振 る舞 い な どの育成 は､10 代

前 半 の若 い頃 か らす るこ とが必 要 で あ る と言 う｡大津 で も､芸妓 にな り

た い とい う若 い女性 が来 る こ とが あ るが ､京都 の よ うに 18歳未 満 の芸

妓 をお座 敷 に同席 させ る よ うな こ とがで きない と言 う｡京都 の花街 は也

の花街 のお母 さんか ら見 る と､法制度 の枠外 とい った位 置 に置 かれ て い

る よ うに思 え る と話 して いた ､だか ら､10代 半 ばの年齢 か ら舞 妓 とい

う人材 を今 で も育成 で き､他 の花街 に比べ て若 い人材 を次 々 に育 て られ

152明 田 (1994) に よ る｡
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るので競 争力 が あ るのだ と言 う｡つ ま り､芸舞妓 を志 望す る若 い人材 を

日本全 国か ら集 めて､ もの覚 えが早 く素直 な 10歳 半 ばか ら現場経 験 を

重 ね させ て育成す る こ とがで きるので ､京都 の花 街 は芸舞 妓 とい う人材

が途 切 れ る こ とが ない のだ ろ うと言 う｡

このお母 さんは親 が京都 の花街 出身 とい うこ ともあ り､京都 花街 の事

情 に も通 じてい るので ､大津 で も京都 と同様 に 10代 の少女 を芸舞 妓 153

と して の人材 育成 をす る必 要性 を感 じた とい う｡そ こで､お座 敷 で の現

場 経 験 を若 い女 性 に積 ませ た い と県警 に問 い合 わせ てみ た のだ が ､ 18

歳 未 満 の女性 を夜 8 時 以 降 にお座 敷 に同席 させ る と法律違 反 に 当た る

と言 われ た との こ と｡ で は､京都 の 18歳未 満 の舞 妓 は なぜ お座 敷 に同

席 で き るのか と県警 に問 い合 わせ た ところ､京都 の舞 妓 は労働者 で は な

く見習 い として解 釈 され ､お座敷 に同席 して も就 労 してい る とみ な され

ない か らだ ろ うと説 明 を受 けた こ とが あ る と話 してい た｡

同様 の話 は､財 団法 人京 都 技 芸振 興財 団の 関係 者 か らも聞 き取 る こ と

がで きた｡行 政 の立場 で も舞妓 は労働 者 では な く､あ くまで も見習 い だ

と解 釈 され る とい うので あ る｡年期期 間 の仕 込みや 舞 妓 た ちには給料 と

い った賃金 は支払 われ て い ないが､これ は置屋 が仕 込 みや 舞妓 た ちの坐

活 の面倒 を見 て､教 育 を受 け させ て ､お小遣 い も渡 してい るので､問題

には な って い ない だ とい うので あ る｡

未 成 年 の舞妓 が労働 に値 す る行為 を してい るのか ど うか､彼 女 た ちが

労働 者 か ど うか につ い て ､本論 文 では考察す る こ とを 目的 と して い ない ｡

そ の点 よ りも､法制度 そ の ものが舞妓 の存在 を認 め る よ うに解 釈 され て

い る こ と､そ の こ とが ､京都 花街 の存続 の理 由の一 つ にな ってい る こ と

を重視 してい る｡京都 花街 が他 の花街 と比較 して産 業 界 と して存続 して

い る理 由の一 つ に､この よ うな法制度 の解釈 の違 い を生み 出す力 を有 し

てい る こ とが挙 げ られ る とい え よ う｡それ は伝 統 に裏 づ け され た未成 午

の幼 さや 愛 ら しさが舞 妓 には必要 で あ り､そ の舞 妓 とい う存在 が伝 統 文

153 この お 母 さん に よ る と､ 昭 和 初 期 に は大 津 に も舞 妓 が い た とい うO 大津 の花 街

で は 芸 妓 に な る前 の若 い妓 を､東 京 の 花街 の よ うに半 玉 とは 呼 ばず に舞 妓 と呼 ん だ

と言 う0
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化観 光都 市京都 には不 可決 で あ る とい う考 え方 が ､一般 的 に広 く認 め ら

れ て い る こ とを証 明 して い る｡

5.3.2 舞妓 ら しさの維 持 と共 有

この よ うに､京都 に不 可欠 な舞妓 で あ るが ､そ の舞妓 らしさにつ いて

は､広 義 の花街 共 同体 の メンバー に よって共 有 され て い る衣 装や 化粧 な

ど､ あ るべ き舞妓 ら しさが あ る｡

例 えば､舞妓 の見世 出 しや衿替 え とい った キ ャ リアの節 目､花 街 の大

きなイベ ン トで あ る踊 りの会 の ときな どに芸舞妓 にお化粧 をす るプ ロ､

化粧 師 に よれ ば､舞妓 の化粧 は 目元や 口元 を強調 せ ず に､ぼんや りと し

た､ ぽ- と した幼 いイ メー ジを作 り出す よ うにす る ものだ と言 う｡

しか し､現代 っ子 の若 い舞妓 た ちは､中学生 の ときにお化粧 を した経

験 の あ る子 も多 く､ 日常 の 自分 です るお化粧 で は､お しろい を塗 った上

にマ スカ ラを 目元 に使 った り､水溶 きの和風 の紅 で は な く､洋風 の 口紅

(い わ ゆ る リップ ステ ィ ック) を使 った りして い る舞 妓 もい る と言 う｡

これ は､化粧 師 の 目か らみれ ば､長年 花街 で伝 え られ て きた舞 妓 ら しい

美 しさに反 す る化粧 方 法 だ と言 うので あ る｡ そ して､10 代 の持 つ少 女

の幼 い あ どけない感 じ､大人 の女性 とは違 う愛 ら しさを引 き出す よ うな

化粧 こそ が舞妓 ら しさにかな って い る と話す｡また ､こ うした舞 妓 の化

粧 方 法 の不適 切 さを､きちん と指 導 しない置屋 のお母 さんが い る と言 う｡

もち ろん厳 しく化粧 方 法 の指導 を して い る置屋 も多 い 154のだ が ､きちん

と した教 えが な い と京 都 の舞 妓 ら しさが保 て な い の で は な い か と心 配

も してい る｡ さ らに､化粧 だ けで な く､置屋 が き ちん と した衣 装 を舞妓

に着せ てい ない こ とも見受 け られ (4.9の辞 めた舞妓 で の着 物 の記述 を

参 照 の こ と)､着 物 の面 で舞 妓 ら しさが守 られ て い な い こ ともあ る と言

う｡

この舞妓 らしさにつ いて は､花街 共 同体 の複 数 のイ ンタ ビュー イ か ら

154 親 しい芸舞妓 にお化粧 の こ とを聞いてみ たが ､勝 手 にマ スカ ラや アイ ライナ ー

を使 うのは きつ くお母 さん か ら叱 られ る との こ とO マ ス カ ラや アイ ライ ナ ー の使 用

はお母 さんの許 可 がい る とい うこ とで ､舞 妓 にな って 1年 ほ ど した ら､許 可 が 出 る

そ うで あ る｡
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聞 き取 る こ とがで きたQ老舗 料理屋 の経 営者 は､舞妓 は可愛 い雰 囲気 が

よ く､別 嬢 で もあま りケパ ケバ しい化粧 の舞妓 は舞妓 ら しくない と語 っ

てい る｡花 屋 の経 営者 も､芸妓 には芸妓 の､舞妓 には舞 妓 の美 しさ､そ

れ ら しい あ るべ き ものが あ る と語 って い た｡

この よ うに､芸舞 妓 ら しさとは どの よ うな もので あ るのかが ､花街 共

同体 の 中で共 有 され てい る こ とが分 か る｡特 に舞妓 が京都独 自のブ ラ ン

ド155で ､そ のイ メー ジ を形作 る ｢舞妓 ら しさ｣につ い ては､花街 共 同体

の メ ンバ ー に は維 持 され るべ き もので あ る と考 え られ てい るo

また ､芸舞妓 に も舞妓 は舞妓 な りに､芸妓 は芸妓 にな りに､そ の経験

年数 に あ った着物 の着方 ､衿 の合 わせ 方 な どが あ り､それ を逸脱 す る よ

うな こ とをす る と､先輩 の芸舞妓 か らチ ェ ックを受 け る とい う｡華 の挿

し方 や 衿 元 の乱れ ､裾 の柄 の見 え方 な ど､参 与観 察 で もそ こに芸舞妓 ら

しさに基 づ く美意識 が共 有 され てい る こ とは､何 度 も見聞 きす る こ とが

で きた｡

さ らに､この芸舞妓 ら しさと して ､関東 の花街 で は よ しとされ る粋 (-

い き)156が ､京 都 で は歓 迎 され ない｡同 じ漢 字 が あて は め られ て い るが ､

粋 (-す い) とい う規範 的価値 が ､京都 花街 では規範 的 な価 値 と して存

在 して い る一方 ､筆者 の経験 か ら､粋 (い き)で あ る とい う言 葉 が褒 め

言葉 と して 聞 かれ る こ とはほ とん どな く､｢粋 (す い) な｣ とい うこ と

が､京 都 の花街 で は褒 め言葉 で あ った｡ また､この粋 は芸妓 や お 客 な ど

年齢 をあ る程 度重 ね た大人 - の言葉 で あ って ､舞妓 には ｢お っ と り｣ と

口数 が あ ま り多 くな く､｢はん な り｣ と豪華 な衣 装 をつ けて愛 ら しい様

で い る こ とが求 め られ る こ とが､イ ンタ ビューイ の話 や 参 与観 察 の結果

をま とめ る と分 か るので あ るO

155 京都 観 光 のポ ス ターや CMな どには必ず とい っていい ほ ど取 り上 げ られ る､京

都 の伝 統 文化 を具 体 的 にあ らわす存在 が舞妓 で あ る｡

156 九 鬼 (1979)が粋 (い き) につ いて詳 しい｡ しか し､ こ こで は粋 の例 と して東

京 の芸者 だ けが取 り上 げ られ ､京都 の芸 妓 につ い ての記 述 は ない｡
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5.3.3 もて な しノ ウハ ウの蓄積

花街 共 同体 で は､そ の 中でお 客 に提供 す るサ ー ビス を組 み 立 て るた め

の分業制 度 に よるメ ンバ ー の流動性 が担保 され お り､お茶屋 はお座 敷 ご

とに異 な るパ ー ツを組 み合 わせ て場 を しっ らえ､花 街 ら しい ｢もて な し｣

を提 供す る こ とがで き る｡ さ らに､ この京都 の花街 ら しい ｢もて な し｣

が成 り立っ た めに､そ の提供 を受 け るお 客 に大 きな特 色 が あ る｡

京都 花街 の他 の花街 とは異 な るお客 の特色 とは､お 客 の有す る伝 統 文

化 に対す る技能や 関心 ､京都 らしさ- の深 い理解 な ど､花街 を支 える文

化 的 な規範 に関す る レベ ル の高 さで あ る｡ 一 見 さん お 断 りの制 度 の 中､

京都 の花街 には､地場 産 業 の室町や 西 陣 とい った花 街 の女性 に とって は

欠 くこ とので きない繊維 産業 の経 営者 ､茶道や 華 道 な どの伝 統文化 の家

元､寺社 仏 閣 な ど有職 故 実 に造 詣 の深 い人 々､歌舞 伎役 者や俳優 な どの

芸能 関係 者 な ど､京都 ら しさや伝 統文化 ､芸能 に詳 しいお客 が長 期 に わ

た って継 続 的 に訪 れ て い る｡そ して ､これ らのお 客 た ちは 自身 の職 業分

野 で も､京都 の花 街 と非 常 につ なが りが濃 い｡

そ のた めお茶屋 のお母 さん は､ この 目の肥 えたお 客 のニー ズ に沿 い ､

さ らにそれ 以 上 の もの を提供 しお 客 を喜 ばす た め に､長期 にわた りお 客

の反 応 を見 て きた とい え よ う｡ この こ とに よ り､ お茶 屋 のお母 さん は､

自分 の持 っ技 量 とそれ に基づ き提供 で き る 自分 のサ ー ビス を ｢見極 め｣､

自分 の花街 の 中で の技 量 の価 値設 定 を し､提 供す るサ ー ビスの ｢値 決 め｣

す る 自分 の能力 の質 を高 め､提供 す る ｢もて な し｣の質 を上 げ よ うと し

て きて い る｡お茶屋 も他 の プ レイ ヤー と同様 に､お 客 に対 して よ り上質

のサ ー ビス提 供 を心 が け努 力す る こ とで､花街 の 中で 生 き残 って きた の

で あ る｡

芸舞 妓 とい うお客 との接 点 を担 う人 に よるサー ビス､場 の しっ らえの

た めの専 門業者 の生み 出す質 の高 いモ ノのサー ビス ､さ らにそれ らを評

価 し組 み合 わせ てお 客 に提供 す る高度 なお茶屋 の ノ ウハ ウ､これ らが京

都 花 街 とい う共 同体 組 織 の 中で継 続 的 な努 力 の元 に合 わ され る こ とに

よ り､花街 の ｢もて な し｣の ノ ウハ ウの蓄積 を生 み 出 して きた｡ これ が

350年 間､京都 の花街 が業界 と して維持 され た大 き な源 泉 となってい る
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だ ろ う｡

5.4 小 括

京 都 の花 街 は ､お茶 屋 を 中心 と した メ ンバ ー が取 引 システ ム と評 価 の

仕 組 み よって結 ばれ て い る｡また ､花 街 共 同体 の メ ンバ ー は情 報 を共 有

し､相 互 の質 の低 下 を防 ぎ､花街 全 体 と して 質 を コン トロール しよ うと

して い る｡花 街 のお 客 も､ この花 街 共 同体 の メ ンバ ー で もあ り､花 街 の

持 つル ー ル をお茶 屋 や 置 屋 のお母 さん ､芸舞 妓 た ちか ら教 え られ て い る｡

さ らに､花 街 のサ プ ライ ヤ ー はル ール をお 客 教 え る と同時 に､そ の こ と

に よ って お 客 の横 暴 を防 ぐよ うに も して い るo

ま た ､ お 客 を含 め た花 街 共 同体 の メ ンバ ー は そ の相 互 の 関連 に 中で ､

芸 舞 妓 の人材 の評 価 や 提 供 され るサ ー ビスの質 に 関す る基 準 ､共 同体 に

あ る美 意 識 を共 有 し､そ の結 果 ､京 都 の花 街 で提 供 され るサ ー ビス の質

が 高 ま って い る｡ こ う した事 業 シ ステ ム が存 在 す る こ とで ､京 都 花 街 は

業 界 と して の競争 力 を培 って い るの で あ るo

この花 街 共 同体 に お け るメ ンバ ー の 取 引 シス テ ム と評 価 につ い て は ､

図 8 ｢花 街 の取 引 シ ステ ム と評価 ｣ (137頁 ) で ま とめて い る｡

さ らに､京 都 の花 街 で は､そ のブ ラ ン ドカ の源 泉 とな る舞 妓 ら しさが

維 持 共 有 され ､京 都 花街 の伝 統 文 化 を 目に見 え る形 で 見せ る こ とが で き

る｡そ して ､舞 妓 ら しさを支 えて い る よ うな メ ンバ ー の継 続 的 な努 力 と､

一 見 さん お 断 りに よ って保 たれ た質 の 高 い お 客 の審 美 眼 が あ る こ とで ､

｢もて な し｣ ノ ウハ ウが花街 共 同体 の 中で蓄積 され て い くの で あ る｡
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図8 花街の取引システムと評価
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第 6章 発 見事実 の統合 と考察

本 章 で は ､4章 と 5章 の発 見事実 を統合 し､京都 花街 にお け るキ ャ リ

ア形 成 と制 度 との関係 につ いて考 察す る｡こ こで は､人材 育成 と制度 と

伝 統 文化 ､この三者 の 関連 に注 目 して発 見事 実 を統合整理 した上 で ､考

察 をす る0

6.1 人材 育成 と制 度

芸舞妓 は､花街 共 同体 にあ る擬 似 家族 関係 よって先輩 の メ ンバ ー と結

ばれ ､そ の 関係性 をそ の もの も利 用 して ､技能 が育成 され る｡ また ､お

茶屋 を中心 とす る広 義 の花街 共 同体 の 中で ｢座 持 ち｣ とい う市場 性 を有

す る能 力 が取 引 システ ム と評価 に よって磨 かれ ､キ ャ リア形成す る こ と

が で きる｡また､京都 花 街 共 同体 メ ンバ ー が美 意識 や舞妓 ら しさを共 有

して きた結 果 ､京都 の花 街 ら しさ として の雰 囲気 が芸舞妓 とい う人 的 な

サー ビスか らも醸 し出 され てお り､芸舞妓 は京都 のブ ラン ドイ メー ジを

体現 す る もの と して ､京都 の PRには無 くて は な らない存在 とな ってい

る｡

しか し､この舞妓 とい う花街 の発 露 と して最 もわか りやす い人材 の育

成 には､大 きな二つ の変 化 が あった｡一 つ は､芸舞妓 にな る若 い女性 の

志 望動機 と出身地 の変化 とい う､な り手 と しての人材 の質 の変化 で あ るO

も うー つ は､戦後 の学校 制度 の変革 に よる､人材 育成 の期 間 の減 少 とい

う変化 で あ る｡

まず ､人材 の質 の変 化 で あ るが､戦後 の 日本 経 済 の成 長 に ともな って ､

家庭 の経 済 的 な理 由で致 し方 な く花街 に参入 す る若者 が少 な くな り､自

発 的意 思 で この花街 にや って来 た京都 以外 の 出身者 で､芸舞妓 が 占め ら

れ る よ うにな った｡ この こ とに よ り､京 言葉 な どに代 表 され る京都 花 街

の規 範 の育成 方法 が ､以前 と比較 して難 しくな ってい る｡ これ は花街 と

い う伝 統 的 な共 同体 の 中の一員 に な る こ とに抵 抗感 を持 つ人 が増 え､仕

込 みや 年期期 間の共 同生活 に､若 い女性 が耐 え られ な くな ってい るこ と

か ら生 じてい る｡

さ らに､第 二の変化 に よ り､この問題 点 の解 決 が よ り難 しくなってい
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る｡つ ま り､義務 教 育期 間 に親 元 を離 れ て置屋 に住 み 込 む こ とが 困難 に

な り､しか も舞妓 は十代 の若 い女性 が な る ことが そのイ メー ジ上 必要 で

あ るか ら､中学卒 業後す ぐに住 み込 んで花街 で育成 され た と して も､育

成期 間が以前 と比 べ て非 常 に短 くなって い るので あ る｡

こ うした人材 育成 の 問題 点 が原 因 で ､芸舞妓 の技能 につ いて､変化 が

生 じてい る とい うお客の声 もある｡花街近隣に居住経験 のある M.Rさんは､

｢舞妓 は､はんな りした､お っ とりした京言葉 を話すイ メー ジがあったが､

それ が今 は話せ ない､また､お行儀がいい よ うには思 えない ことがある｣

と語 ってい る｡また､花街 と長期 にわた りかかわ りを持つ老舗 扇子屋 経 営

者 の M.K さんは､最近 の舞妓 について､｢数十年前の舞妓 は小学生程度 の

幼い ころか ら花街 に養女 として迎 え られ ､そ こで生活 しなが らじっ くり京

言葉や立 ち居振 る舞 い を身 につ けていたが､最近 の 1年程度 の仕込み期 間

では､行儀 が醸成 され ていない｡ ち ょっ との住み込みだけで舞妓 になれ る

か ら､イ ンスタン トの舞妓や｡舞妓 なのに舞があま り上手 くない し､お客

が小唄 を うた うといって も三味線 も弾けない､また舞妓 に うたってほ しい

と頼んだ小唄 も うた えない こともある｡ だか ら､芸舞妓 をお座敷 に呼んで

も昔遊 んだ ときの よ うに､楽 しくない｣と話 してい る｡M.X さんがイ ンタ

ビュー で語 った ｢イ ンス タ ン トの舞妓 ｣ とい う言葉 に､ま さに人材 育成

の問題 点 が凝縮 され てい る とい え よ う｡

花街 は､この変化 に対 して､花街 共 同体 にあ る制 度 を使 って対応 して

い る｡具 体 的 に論 じる と､明治期 に女性 の学校教 育 の た め に作 られ た女

紅場 を､現代 で は芸舞妓 の基礎 的 な伝 統 文化 技能 のた めの教 育 の場 と し

て い る｡ しか も､ この女 紅場 で は伝 統 文化 技 能 の基本 とな る ｢形 ｣ が ､

家 元 な どそ の 芸 事 の本 流 に位 置 す る よ うな師 匠 た ち に よっ て教 え られ

てい るQそ して､学校 に は芸舞妓 が現役 で あ る限 り通 学す る必要 が あ る

ので､そ こで複 数 の先 輩 の形 を見覚 え る機 会 が充 実す る｡ さ らに､花街

主催 の踊 りの会 に学校 が全 面 的 に協力す るた めに､集 団 で舞 う技 能 が そ

のイベ ン トで培 われ る こ とにな る｡これ は､お座 敷 で の芸舞妓 た ちの高

度 な即興性 を支 え る要 因 ともな ってい る｡また､踊 りの会 開催 中の忙 し

さは ､舞 妓 にな った直後 ､新 人 の ときか ら多量 の異 な る仕 事 を経 験す る
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機 会 を提供 し､こ うした忙 しさの 中で ､これ か ら花街 の 中でず っ とが ん

ば る こ とがで き るのか を､キ ャ リアの早 い段 階で舞妓 に 自覚 させ ､修 莱

の努 力 を続 け る意 思 の乏 しい舞妓 に､早 めの花街 か らの退 出 を促 し､人

材 を選別 す る場 に もな ってい る｡

も う一つ は､芸舞 妓 の志 望者 を置屋 に住 み込 ませ ､花街 の 中にあ る撹

似 家 族 関係 を利 用 して ､育成 す る側 と され る側 をつ な ぎ､花街 にお け る

生活 の 中で多 くの関係 者 がかか わ って ､新 人 を しつ け技能 の育成 す る こ

とを続 けて い るこ とで あ る｡ しか し､この住 み込 み の共 同生活 には､個

人 主義 的 な考 え方 を持 つ若 い女性 が戸惑 うこ とも多 い｡こ うした現代 っ

子 の感 じるギ ャ ップ に対 して ､育成す る側 が適切 な説 明がで きない場合

は､住 み 込 み の生活 の不 自由 さや ､擬 似 家族 関係 の持 つ上 下の人 間関係

の窮 屈 さ､理 不尽 さが ､芸舞妓 に とって は不満 の源 泉 とな り､それ が時

間 を重 ね て も解 消す る こ とが な く膨 れ 上 が り､花街 共 同体 そ の もの- の

信頼感 を構 築 で きな くな る こ とが あ る｡この よ うな結 果 ､第 4章 の辞 め

た舞 妓 の ケー ス とい った事例 も生み 出 してい る｡

一方 で ､第 4章 の見世 出 しの記述 でみ られ た きめ細や かなお姉 さん の

配慮 は､花街 にあ る擬 似 家族 関係 の上 に成 り立 ってお り､そ の関係 を鰭

ぶ か らこそお姉 さん は妹 に親 身 な気持 ちで接 し､妹 とな った新 人芸舞妓

を 自分 が 手 間 ひ ま か けて 育成 して い こ うとい う気 持 ち に な る こ とが で

きる｡短 期 間 の うちに､京 都 言葉や 立 ち居振 る舞 い の よ うな花街 ら しさ

を身 につ け､技能 も育成 せ ね ばな らない今 日の事 情 を考慮す る と､育成

者側 が､家族 関係 が新人 に上 下関係 を押 し付 けて しま うとい う問題 点 を

有 して い る こ とを十 分 に考慮 しなが ら､この家族 的 なっ なが りを押 し付

け るので はな く､擬似 家族 制度 を利用 して芸舞妓 を育成 す る､とい う感

覚 を持 つ こ とが重 要 で あ る とい え よ うO主要情報提供者 の K さんは この

点 につ い て非 常 に明確 に配慮 してお り､そ の結果 ､育成 してい る M さ

ん は ､た とえ帰 国子女 で あって も､花街 共 同体 が持 つ そ の 日本 的 な家族

関係 のつ なが りに違 和感 を覚 える こ とな く､上手 く馴 染 む こ とが で き る

よ うに誘 導 してい る｡つ ま り､花街 共 同体 にあ る家族 の メタフ ァー に よ

って支 え られ てい る上 下 の人 間関係 の 中で暮 らす こ とが､結果 と して花
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街 の生活 で混乱が少 な く､個人 の技能 の育成 に もつ なが り､キャ リア形

成 をスムー ズにす る方法 であ る とい うこ とを､分 か りやす く伝 えるこ と

が必要 で あ る｡花街 にあ る擬似家族制度 は､昔 は 自分 が元いた共 同体 に

所属す る こ とがで きな くなったた めに､その後 ､必死 に 自分 のい る場所

を作 ろ うとして､芸舞妓 たちが工夫 した結果 の もので ある と考 え られ る

が､現在 では､短期 間 に芸舞妓 を育成す るた め､花街 共同体- の参加 意

識 の醸成 を醸成す るために､利用 され るもの とな ってい る｡

また､育成期 間が短 いハ ンデ ィは､年期制度 に よって可能 とな る舞妓

ら しい風俗制度 の維持 で､ある程度 は補 われ てい る｡舞妓 らしい伝 統的

で豪華 な衣装 を身 につ け ることで､舞妓 にな りたい とい う意思 に基づ い

て花街 にや って来た女性 たちの満足度 を高 め､修 業期 間のモチベ ー シ ョ

ンをア ップ させ るこ ともで きる｡実際 ､この部分での不満 が､舞妓 が秤

め る原 因の大 きな もので あった こ とも､辞 めた舞妓 のケー スか ら分 か る｡

また､お見世 出 しの記述 か らもわか るよ うに､舞妓 にな らない と身 につ

ける こ とがで きない豪華 な衣装や ､電 甲の智 な どお金 を出 して も購 入 で

きない装飾 品 を 自分 が用 い ることがで き る経験 は､新 人の舞妓 た ちが今

後予想 され るであ ろ う､辛 さや しん どさを乗 り越 えるための大 きな糧 に

な るだ ろ う｡

この よ うに､学校 や家族 関係 ､舞妓 とい う装束 な ど京都花街 の制 度 と

芸舞妓 の人材 育成 の 関係 を考察す る と､外部環境 の変化 に対応 し､芸舞

妓 とい う人材 を育 て続 け るた めに､これ ら制度 が上手 く利用 され て きた

こ とが分 か る｡

6.2 学校 で学ぶ こ との意義

学校 は花街 にお いて､芸舞妓 の人材 育成 に欠 くこ とがで きない制度 で

あ る｡この花街 にお け る学校教育 の変遷 を考察す る と､江戸時代 に芸舞

妓 の育成 のた めの学校 とい う制度 があった とい う記録 は､筆者 が調べ た

限 りは見受 け られず ､置屋 に年期奉公 と してや って きた幼 い少女 た ちは､

置屋 で暮 らし､雑用 な どの仕事 を しなが ら､行儀作法や花街 の慣 習､お

稽 古 な どを､日常生活 の 中で少 しずつ教 え込 まれ ていったので あろ うと
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類 推 され るO

そ して､明治初頭 に花街 に学校 が設 立 され るので あ るが､設 立 され た

当時 の花街 の学校 は､読 み書 きな どい わ ゆ る学校 教 育 と､花街 を出た徳

に女性 た ちが仕 事 につ け るよ うに職 業教 育 をす る ところで あ った｡した

が って､尋 常小学校 卒業 直後 の 10歳 前 後 か ら､年期奉公 で置屋 に住 み

込 ん で ｢お ち ょぼ ｣ 157と呼 ばれ ､芸舞妓 にな るた めに少女 た ちは､置 屋

のお母 さんや お姉 さん に よって､ 日常生活 の 中で少 しず つ ､三 味線 や 棉

りな どの芸事 のお稽 古 を手 ほ どき され た り､花街 近 隣 の舞 の師 匠 な どに

つ い て､専 門的 に習 って いた りした こ とが想像 で きる 158｡そ の後 ､女 紅

場 は､明治 中期 以 降 か ら芸舞妓 の養成 とい う側 面 を持 つ よ うにな り､こ

こで芸舞妓 を志 望す る少 女 た ちや 芸舞 妓 た ち を集 めて､専 門的 な技能 を

育成 す る教 育方 法 が と られ る よ うにな った ので あ る｡

第 4章 で の､学校 で の学 び を重視す る芸舞妓 の語 りや ､第 5章 の学校

の始 業 式 で芸 舞 妓 の年 間 売 り上 げ ラ ンキ ン グが表 彰 され る仕 組 み な ど

か ら､学校 制度 は､花街 にお いて は欠 くこ とので きない制 度 で あ る こ と

を考 察す る こ とが で き る｡この よ うに花 街 の人材 育成 に不 可決 で ､そ の

存続 に も重 要 な意 味 を持 つ と考 え られ る花街 の学校制度 につ いて ､そ の

特徴 を本 論 の記述 か ら整 理す る と以 下 の 4つ の こ とがわか る｡

花街 の学校 の特徴

① 芸舞 妓 で あ る限 り､全員花街 の学校 に在 学 しな けれ ばな らな い (プ

ロで あ る-学 生 )0

② 教 育科 目の師 匠 は､ あ る花街 には特 定 の一 つ の流 派 と限定 され て い

る (形 の 同一性 の維 持 )｡

③ 学校 は花 代 か ら一 定割合 天 引 き され るた め､個 人負 担 は少 な い (費

157 仕 込 み さん にな る前 の呼 び方O仕 込み さん は も うす ぐ舞妓 になれ るだ ろ うとい

う年 齢 の少女 に使 われ る呼 び方 で､お ち ょぼは､ もっ と幼 い小 学生程度 の少 女 に使

われ る こ とが多 い｡筆 者 は明治生 まれ の祖 母 か らこの呼び方 を聞いた こ とが あ る｡

158 匹】世井 上 流家元 の井 上 八千代 は､幼 い頃 に置屋 に養 女 と して も らわれ て きて､

舞 妓 に な るた めに三世井 上 八 千代 に井上 流 を習 って いた とい うD これ は明治 半 ばの
頃 の話 で あ る｡

142



用負 担 の軽減 )｡

④ 必修 科 目以外 に教養 科 目が あ る (個 人 の興 味 に あわせ て素養 を伸 ば

す )0

さ らに､これ ら学校 制 度 の特徴 と､芸舞妓 の人材 育成 の関連 につ い て

本論 の記 述 か ら考 察 をす る と､花街 の学校 に は十個 の積 極 的 な意 義 が あ

る こ とを あげ る こ とがで き る｡

花街 の学 校 の意 義

① 基 礎 技 能 の基 本 的 で 同一 の形 を､花街 メ ンバ ー全 員 に共 有 させ る

こ とがで き る｡

② 集 団 で技能 を発 揮 す る ときに形 が揃 うた め､ お座 敷 の技 能 の発 露

の ときに即興性 の高 い対応 がで き る｡

③ 家 元 な どそ の技 能 の 専 門家 につ き､ レベ ル の非 常 に高 い技 能 を安

い費用 で学ぶ こ とが で き るので､継続 して技 能 向上 が で き る｡

④ 踊 りの会 な ど発 表 の場 を定期 的 に 開催 し､技 能 習熟 の機 会 を提 供

す る こ とが で き る｡

⑤ レベ ルや 経 験 年 数 の違 うメ ンバ ー が 同時 に学 ぶ た め､若 年 者 に と

って 自己 の技能 向上 の 目標 が設 定 しや す い｡

⑥ 技 能 が あ る程 度 習 熟 す る と､ よ り経 験 の深 い人 の技 能 を見 て盗 む

こ とがで きる｡

⑦ 新 人 芸 舞 妓 が 同 じ時 間帯 に集 ま る こ とが 多 く､ 同期 のネ ッ トワー

クの形成 が で き､情 報 の共有 と息抜 きの場 に な る｡

⑧ 花 街 に所 属 す る全 員 が集 ま るの で ､経験 年 数 に関係 な く技 能 の ラ

イバル を芸舞 妓 が 自覚 し､切碇 琢磨 で き る場 にな る｡

⑨ 花 街 に所 属 す る全 員 が集 ま るので ､お互 い の技 能 レベ ル や 性 格 を

知 る機 会 とな り､ お座 敷 で の協調 が しや す くな り､即興 性 の 高 い

対応 につ なが る｡

⑩ 置 屋 の教 育機 能 を補 填 し､若 年者 の技能 を一 定 レベル まで 向上 さ

せ る こ とがで きる｡
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花街 に あ る女紅 場 とい う学校 は､働 きなが ら芸 舞 妓 が継 続 して学ぶ シ

ステ ムで あ り､働 きなが ら芸舞妓 た ちが学 び続 け る こ とには ､複 数 の大

きな意 義 が あ るこ とが考 察 で きる｡そ して､芸舞妓 は花街 の学校 で働 き

なが ら学 ぶ こ とで ､芸舞 妓全 員 の技能 レベル を引 き上 げ る こ とが で き､

この こ とは､ひいて は京 都 花街 で提供 され るサー ビス の質 そ の もの の 向

上 につ なが ってい る｡プ ロフェ ッシ ョナル と して芸舞妓 を養 成 す るた め

の花街 の学校 は､個 人 の技能形成 - の貢 献 に とどま らず ､京都 花街 そ の

もの の競 争 力 を生 み 出す こ とにつ なが って い る とい え よ う｡

6.3 伝 統 の持 つ力

個 人 の キ ャ リア形成 の過 程 を見 てい く と､伝 統 芸 能 を身 につ け る こ と

に対 して ､芸舞妓 た ちは学校 で も､置屋 で も､お座 敷 で も常 に努 力 し､

かつ それ がお客 に認 め られ る と非常 に うれ しい と語 ってい る｡第 4章 の

発 見事 実 をま とめた表 2 (95頁)･表 3 (96頁)･表 4 (97頁)や 図 6

(110頁) を見 る と､花街 共 同体 の メ ンバ ー は､芸舞妓 の技能 育成 に関

して､役 割 ､時 間幅 ､かか わ り方 の濃淡 な ど､多様 かつ複雑 にか か わ り､

それ が お座 敷 や 学 校 な どの場 の機 能 ともあ い ま っ て 一 貫 した プ ロセ ス

と してで き上 が って い る こ とが分 か る｡

昔 の芸 舞妓 た ちは､花街 共 同体 に留 ま るた めに必 死 に芸事 に精 進 した

もの で あ る､芸事 がで きない とお座敷 に呼 んで も らえない か ら､寝 る間

を惜 しん でお稽 古 した ものだ と年配 の芸 妓 は話 して い る｡ この よ うに､

昔 は帰 る ところが な く､花街 に とどま り､そ こで暮 ら し続 け るた め に伝

統 技能 を磨 い た､芸事 に一 生懸命 になった とい う芸舞妓 が多 か った｡

しか し､芸舞妓 にな る人材 の変化 を考慮 す る と､この伝統 技 能 と芸秦

妓 のか か わ り方 には､大 きな変化 がみ られ る｡

元舞 妓 T さん は､舞 は下手 だ った けれ ど伝 統 的 な芸事 には興 味 が あ り､

三味線 は今 も習 い たい と思 ってい る と､イ ンタ ビュー項 目にない話 を聞

かせ て くれ た｡この よ うに､芸舞妓 た ちは花街 で初 めて本格 的 に取 り級

む こ とに な った伝 統 的 な芸 事 に深 くひ かれ ､それ をず っ と続 けた い と顔

って い る こ とが多 いQ踊 りの会 な どのイベ ン トの大 変 さを語 る芸舞 妓 も
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多 いが ､一 方 で､そ こに 出て 自分 の舞 の技能 を披 露 で き る こ と､そ の こ

とで手 が あが る とい った､自分 の伝 統技能 の上達 を意識 で き る こ とが う

れ しい とい うイ ンタ ビューイ の語 りもあ る｡こ うした伝 統技 能 に対す る

芸舞 妓 の感 じ方 は特 別 な こ とで は な く､芸事 が好 きだ か ら花 街 に来 た ､

花街 に来 るまで踊 りや 三 味線 な ど した こ とが なか った が､お稽 古 して 自

分 の技能 が あが る とそれ が とて も うれ しい､とい った話 は複 数 の芸舞 妓

か ら聞 き取 る こ とがで きた｡

また､芸事 を続 け るた めには､花街 共 同体 に居続 け る必 要 が あ る と考

えて､舞妓 か ら芸妓 に な る こ とを選択 す る芸舞妓 もい る｡2005年 12月

に筆者 の馴 染 み の舞 妓 が芸妓 - と衿替 えを した とき､彼 女 は キ ャ リア ･

パ ス に非 常 に迷 い な が らも､芸妓 にな る こ とを選 択 した｡ ｢ず っ とあ こ

がれ てい た舞 妓 さん は も う十分 に体験 で きた ので ､年 期 が あ けた ら芸妓

さん には な らず に､留 学 してみ よ うか と思 う｣ とい う話 を この舞妓 か ら

以前 に筆者 は聞 いた こ とが あ ったが､実 際 にキ ャ リアの節 目を前 に して

ず い分迷 った末 に､｢この世 界 で芸事 を もっ と したい ､三 味線 を もっ と

や りた い ､この まま辞 めて しま った らや り残 した こ とが あ る と感 じる 自

分 の気持 ちに気 がつ い た｣ と､衿 替 えは しないでお こ うと､な ろ うと忠

って い なか った芸妓 に な る判 断 を した理 由を､衿 替 え して芸妓 にな った

あ とで語 って いた｡

昔 の芸舞 妓 と異 な り､現代 の芸舞 妓 に とって伝統 技能 は､自分 が好 き

な もので あ り､それ が結 果 と して芸舞妓 の キ ャ リア を支 え る重 要 な フ ァ

クター とな ってい る｡積 極 的 に伝 統 的 な芸事 に取 り組 み ､そ の技 能 を伸

ば して い くこ とで､年齢 の離れ た先輩 芸妓 に親 近感 や 尊敬 の気持 ちを持

つ こ とがで き､そ の結 果 ､花街 共 同体- の違 和感 を緩 和す る こ とが で き､

こ こでや って い こ うとい う思 い を培 え る基 礎 に な る もの で もあ る とい

え よ う｡

この よ うに､伝 統 技能や 伝 統文化 に全 く縁 が無 い世 界 か ら来 た彼 女 た

ちの キ ャ リア の形成 を支 え､この世界 で がん ば ろ うとい う個 人 のモ チベ

ー シ ョンの源 泉 が ､ 日本 的 ･伝 統 的 な芸事 を身 につ け る こ とにあ る と考

察す る こ とがで き る｡ さ らに､伝 統技能 を身 につ け る過 程 で､芸事 を描
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導 して くれ る存在 と して ､先 輩芸妓 の存在 を受 け入 れ る こ とがで き､花

街 共 同体 の一員 にな る こ とを､自然 と自分 の もの とす る こ ともで きて い

る｡

6.4 制 度 と花街 共 同体

花街 には複 数 の制度 が あ るが､それ らが花街 共 同体 の メ ンバ ー の関係

性 を形 作 ってい くこ とにつ なが ってい る こ とが､第 5章 の記 述 か ら考秦

す る こ とがで きる｡ま さに､これ らの制度 が ない と花 街 共 同体 は維 持 で

きな くな る仕組 み なの で あ る｡

具体 的 に､本 論 で記述 した複数 の制度 を一つず つ 取 り上 げて考察す る

と､まず ､人材 育成 の核 とな る狭義 の花街 共 同体 は､擬 似 家族 制 度 に よ

ってお茶 屋 ･置屋 ･芸舞 妓 とい う立場 の異 な る多 くの メンバ ー の人 間 関

係 を統合 し､それ を利 用す る こ とで､現 代 っ子 の芸舞 妓 の短期 間の育成

に もつ なが ってい る｡

学校 制 度 は芸舞妓 の基礎 技能 の育成 に必 須 の制 度 で あ る｡また､この

学 校 にお け る基礎 技 能 の発 表 の場 で あ る踊 りの会 とい うイベ ン ト制 度

は､観 光 産 業 と して の花街 に とって欠 くこ とがで きないだ けで な く､芸

舞妓 の人材 育成 に も大 きな貢 献 を して い る｡

一 見 さん お 断 りとい う会 員 制 度 とお茶 屋 の 目利 きで運 用 され て い る

共 同体 の分 業制度 は､広 義 の花街 共 同体 の メ ンバ ー を､お茶 屋 を 中心 と

して結 び つ け る構 造 を作 ってい る｡そ して､そ の結 果 ､共 同体 の メンバ

ー は花街 と して あ るべ きサー ビス をヨ是供 す る こ とが で き､業 界 と して花

街 を維 持 して い る こ とにつ なが ってい る｡

さ らに舞 妓 とい う風 俗 を守 り続 け る制 度 も広 義 の花 街 共 同体 に は存

在 し､この制度 は舞妓 の共 同体- の参加 意識 を育 て るだ けで な く､舞妓

とい う京 都 を表 象 す るブ ラ ン ドイ メー ジ を維 持 す る役 割 も果 た して い

る｡

この よ うに花街 には､複 数 の制度 が相 互 に関係 を持 ちなが ら張 り巡 ら

され てい る｡つ ま り､制度 は広義 の花街 共 同体 と表 裏 一体 的 な構 造 にな

って い る と考 え られ るO また､花街 の制 度 は､伝 統 的文化 ､京都 とい う
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地域特性や風 土､花街 らしさ (いわゆる素人 と玄人 との違 い 159) とい う

文化 に よって支 え られ てい ることも､発 見事 実か ら考察す る ことがで き

る｡この制度 と花街 共 同体 ､そ して伝 統文化 の関係 を図示 したのが図 9

｢文化 と制度 と花街 共 同体｣(148 頁) で あ る｡ これ らの関係性 を考察

す る と､制度 がない と花街 が成 り立たないだ ろ うこ とは､容易 に想像 が

つ く｡

花街 とい う地域 その ものは､設 立 当初 か ら時の権力者 による許 可が必

要 で あったが､京都花街 にあるこれ ら複 数 の制度 は､花街 の設 立 と同時

に明確 な戦略 の もとに誰 かが作 った ものではない｡取 引制度や一見 さん

お断 り､舞妓 の風俗 な どは､誰 がいつ どの よ うな 目的で作 ったのかは明

確 で はない ままに､京都 の花街 で長 く継 続 してい る制度で あ る｡ また､

女紅場や 踊 りの会 の よ うに､明治以降 に政治 的な配慮 の もとで作 られ た

制度 は､設 立 当初 の 目的 を維持 しなが らも､花街 の共 同体 の維持 のた め

に使 えるよ うな運用 が な され てい る｡

花街 共 同体 の メンバー は､これ ら制度 と緊密 な関連 を持 ち､制度 によ

って花街 の 中で結 び付 け られ なが ら､制度 その もの を超長期 にわた って

運用 し､花街 らしさを維持 してい る｡その結果 ､京都 の花街 は､現代 で

も伝 統 文 化 を表 象 して い る芸舞妓 とい う人材 を輩 出 し続 け る こ とが で

きてい る と考 え られ る｡

159 花街 と花街 以外 との壁 の存在 ､考 え方 の違 い につ い ては幸 田 (1957)に詳 しい0
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図9 文化と制度と花街共同体
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6.5 制 度 に埋 め込 まれ た キ ャ リア

第 4章 の発 見事 実 をま とめた表 2 (95頁)･表 3 (96頁)･表 4 (97

貢)や 図 6 (110頁) を見 る と､花街 共 同体 の メ ンバ ー が､芸舞 妓 の技

能 育成 に複 雑 にかか わ り､それ がお座 敷や 学校 な どの場 の機 能 ともあい

ま って ､一貫 したプ ロセ ス と して で き上 が ってい る こ とが分 か るO

さ らに､芸舞妓 の キ ャ リア形成 を促進 す る文脈 を考察す る と､花街 に

あ る多 くの制 度 が相 互 に関連 を持 ち､芸舞妓 の人材 育成 のた めに機 能 し

て い る こ とが分 か る｡例 えば､芸舞妓 の技能 の育成 制度 で あ る学校 制 度

は､踊 りの会 とい うイベ ン ト制度 と深 く結 びつ き､このイベ ン ト制 度 と

会員 制度 が結 びつ くこ とで､お客 は切符 を購 入す る こ とで芸舞妓 をサ ポ

ー トした り､彼 女 た ちの技能 が育 ってい る こ とを確認 で きた りす る場 に

もな ってい る｡ さ らに､会員制度 と花街 共 同体 の分 業制度 とは緊密 な関

係 が あ り､この分 業制度 に芸舞 妓 の育成 に重 要 な役 割 を果 たす擬 似 家族

制度 が 関係 してい る､ とい った こ とを概 観 す る こ とが で き る ｡

こ うした花 街 共 同体 の諸 制 度 と芸 舞 妓 の キ ャ リア形 成 につ い て ま と

めた もの が､図 10の ｢制度 とキ ャ リア形成 の関係 ｣ (150頁) で あ る｡

芸舞 妓 の人材 育成 とい う視 点 か ら制度 をま とめ る と､技能 育成 ､人材 サ

ー ビス の提 供 ､そ して人材 の評価 とい う三つ に分 け る こ とが で き､芸舞

妓 の キ ャ リア形成 に不 可欠 な この三つ の行 為 の流 れ が､制度 の 中で緊密

な関係 性 を持 って い る こ とが分 か る｡

さ らに､芸舞妓 の人材 と して の評価 の基 準 ｢座 持 ち｣が重視 され る刺

度 間 のつ なが りと､ ｢基 礎 技 能 ｣ が重 視 され る制 度 間 のつ なが りが あ る

こ とが分 か る｡ この制度 間のつ なが りに よって､芸舞 妓 が花街 とい う市

場 で評 価 され るた めに必 要 な二つ の大 きな技 能 が育成 され ､キ ャ リア を

形成 して い け るこ とが分 か る｡

この よ うに､芸舞 妓 の キ ャ リア形成 は､共 同体 の複 数 の制度 の 関係 悼

の 中に埋 め込 まれ てい るので あ る｡
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図10 制度とキャリア形成の関係

※座持ち-市場での価値
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6.6 制 度 の柔 軟性

京都 花街 で は､制 度 が何度 も作 り替 え られ るので は な く､制 度 そ の も

のが外部 環境 の変化 に対応す るよ うに､花街 共 同体 の構成 メ ンバ ー よっ

て上 手 く利 用 され て い る こ とが ､本論 の記 述 か らは考 察 で き る｡ また ､

芸舞 妓 の キ ャ リア形 成 もその制度 の 中に埋 め込 まれ ､制度 と深 い 関連 を

持 って芸 舞妓 とい う人材 が育成 され てい る こ とも分 か る｡ さ らに､制 痩

を下支 えす る､京都 花街 らしい伝 統 的 な文化 を､花街 共 同体 の メ ンバ ー

が共 有 して い るか ら､制 度 を変 えず に利 用す る こ とが可能 にな る と考 え

られ る｡

京都 花 街 共 同体 を事 業 システ ム と して と らえる と､外 部環境 の変 化 と､

内部 環境 の変化 に対応 す るよ うに､そ の事 業 システ ム の固有 の資源 で あ

る制度 が運用 され て い るのだ ろ うとい うこ とが考察 で きる｡

江戸 時代 には､花街 の芸舞妓 の芸能 の披 露 は コンテ ンポ ラ リー な もの

で､お 客 を十 分 ひ きつ け楽 しませ るエ ン ター テイ メ ン トと して の力 を､

非 常 に持 って いた と考 え られ る｡しか し､芸舞 妓 の有す る芸能 の技能 は､

現在 で は伝 統 文化 とな り､そ の技 能 を誰 もが理解 で きた りす る もので は

な くな って い る｡ この こ とにつ いて､芸事 に造詣 の深 い主要情報提 供者

の S.H さん は､お客側 の芸 に関す る理解 の低 下 を､イ ンタ ビュー で次 の

よ うに話 して い る｡

｢最 近 の お 客 は芸 舞 妓 をお 酌 す るだ けの存 在 と しか考 えて い な い よ

うで ､芸妓 が磨 い た芸 を披 露 して もお 客側 か らの反応 が ない と話 して い

る こ とが あ る｡一生 懸命 お稽 古 して も､そ の技能 の 向上 を理解 で きない

お客 ばか りが花街 を利 用 す る､こ うい うお 客 が増 え る と､花街 の芸舞 妓

の技能 が今 後 育 た な くな るので は ないか と思 う｣

と､芸舞 妓 とお客 との関係 性 の 中で磨 かれ た芸 の あ り方 が ､変化 して

い る こ とを指摘す る｡

こ うしたお客 と芸舞妓 の間で､芸事 をや りと りして遊 ぶ こ とが なか な

かで きな くな ってい る こ とにつ いては､お客 の側 の伝 統技能 に関す る関

心 の低 下だ けで な く､芸舞妓側 の技能 の低 下 を話 して いた M.K さんの ､

最近 の舞妓 は ｢イ ンス タ ン ト｣ で あ る と言 う言葉 もあ る｡
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この よ うに京都 花街 で は､芸舞妓 -伝 統 技能 をお 客 に見せ ､それ をお

客 は楽 しむ た めの ところで あ る｡したが って､そ の楽 しみ の提供 た め に､

京 都 花 街 の芸 舞妓 の家 族 関係 に よって結 ばれ た人 材 育 成 の制 度 が あ る

が､そ の 中でお客 と芸舞妓 の 関係 が変化 して い るので はないか ､とい う

視 点 だ けで このお 客 の話 を考察す る と､実 は京都 花 街 にあ る制度 の大 き

な変化 を見逃 す こ とにつ なが る｡

お 客 か ら技能 を評 価 され認 め られ る こ とが､しか も継 続 的 な視 点 で 自

分 の成 長 を見 て も らって い る こ とが ､特 に うれ しい こ とだ と複 数 の芸舞

妓 た ちが語 っていたOそ して､お 客 の側 には､芸舞 妓 に対 して一般 的 に

よ く話題 に な るよ うな異性 と して の愛情 160だ けで は な く､守 り育 て る よ

うな父性 的 な愛情 を芸舞 妓 に注 ぎ､彼 女 た ちを育 て る喜 び を楽 しんで い

る こ とが実 は見受 け られ るので あ る｡

この新 人や 若 い芸 舞 妓 に対 す る応 援 す る気 持 ち を､ お 客 の Ⅰ.Y さん

は ｢新 人舞 妓 を応 援 す るが､異性 と して の気 持 ち を抱 くこ とは ない｡仕

込 み の ときか ら知 って い る子 は､ま るで孫娘 の よ うだ｡舞妓 さん にな る

た めに地方 か ら出て きて､京都 の名所 に行 った こ とが ない ときは､連 れ

て行 って あげ るこ ともあ る｡それ は､新 人 の舞妓 さん がお座 敷 でお客 さ

んか ら京都 の名 所 を聞 かれ た ときに､知 らない と答 えたので は､彼 女 が

恥 をか くか らだ｣ と語 ってい る｡ この話 か ら､このお客 は芸舞妓 の技能

だ けで な く､芸舞妓 自身 が育 って い くこ と､それ に 自分 が かか われ る こ

とを楽 しん で い る こ とが わか るO

江 戸や 明治 ､あ るい は昭和 の初 めに比べ る と､日本 で は男性 の寿命 は

大幅 に延 び ､花街 で遊 ぶ 男性 客 は､若 い人 よ りもあ る程 度年齢 を重 ね た

人 が多 くな ってい る｡そ して､こ うしたお 客 は芸舞妓 を直接 的 な性 的対

象 と して と らえ るの で は な く､ Ⅰ.Y さん のイ ンタ ビュー の よ うに､若

160 お 客様 とい うと､す ぐ旦那 にな る とい った こ とが想 像 され る よ うで あ るが ､芸

舞 妓 - の異 性 と しての愛 情 だ けで､芸事や花街 の慣 習 に詳 しくな い場合 は旦那 にな

る こ とは困難 で あ る｡ これ は､旦那 に な る こ とは､芸舞 妓 が芸 の道 に精進 す る こ と

- の援 助 を惜 しまない とい うこ ととほぼ同義 で あ る､ と花街 で考 え られ てい るか ら

で あ る｡ 芸舞 妓 の着物 や 芸 事 にかか るお金 はかな りの額 に な るの で､援助す る金額

が高額 にな る こ と､花街 で の遊興費 が経 費 で落 とせ な くな った こ とが旦那 の減 少 に

つ なが って い る とい う話 を､複数 のイ ン タ ビューイ か ら聞 き取 る こ とがで きた｡
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い芸舞妓 が喜 ぶ姿 ､しか も 自分 がかかわ った こ とで何 か彼 女 た ちの能 力

が伸 び た様 子 を見 て ､楽 しんでい る ことが よ く見受 け られ る｡た とえば ､

芸 舞 妓 が芸事 の披 露 をす る発 表 会 にお 客 が遠 方 か ら駆 けつ けて応 援 し､

芸舞 妓 が技能 を身 につ けてい くそ の節 日に立 ち会 うこ とは､お 客 に とっ

て は､単 に芸事 が面 白い とい って レベ ル で は な く､年 の離れ た娘 か孫 娘

の よ うな芸舞妓 が芸事 を披 露 で き るよ うにな った､自分 が彼 女 のそ の育

成 に はか か わ った とい うことの喜 び ､実感 を味 わ って い る ともい える0

こ こで､お客 は伝 統 文化 芸能 を通 じて芸舞妓 と遊 ぶ こ とよ りも､芸舞妓

を育成 す る こ とそ の こ とを楽 しん でい る｡だ か ら､お 客 が芸舞妓 の踊 り

の様 子 を ビデ オで撮影 した り､写真 に撮 った りす る こ とを､お茶屋 や 置

屋 のお母 さん は黙認 して い る161｡

こ うした顧 客 の変化 に対応 す る花街 の制 度 の柔軟性 は ､数 多 く見受 け

られ る｡一 見 さんお 断 りの制度 は､現在 で も続 いてお り､京都 の花街 の

敷居 が高 い とい うイ メー ジ､特別 な もて な しが提供 され る とい うイ メー

ジは堅持 され てい る｡ しか し､お茶屋 にはお座 敷 以外 にお茶屋 バ ー とい

う､予約 の必 要 が な く安価 で､しか も場合 に よって は観 光 客 で も気軽 に

入 れ る162仕組 み が､京 都 の花街 で は 30年 以上 前 か ら始 ま り､現荏 で は

定着 した形 態 とな って い る｡バ ー が あ る こ とでお 客 が気軽 にお茶屋 を刺

用 し､お茶 屋 の雰 囲気 に慣 れ た後 で､お座敷 も利 用 してみ た とい った こ

とは､お客 か らよ く聞 く｡ 当初お茶屋 バ ー は､常連 さんが気 軽利 用 で き

るた めの仕組 み で あったが､時代 とともに新 規 のお 客 の開拓 につ なが る

仕組 み に もな って い る｡

また ､仕 事 と して修 学旅 行 生 向けに芸舞妓 が舞 を披 露 した り､伝 統 文

化 につ い て説 明 した りす る こ とは､将来 のお 客 の開拓 と芸舞妓 に な りた

161 芸舞 妓 の 肖像権 の問題 が あ るので ､い きな り知 らない人 か ら写真 を撮 る こ とは

芸舞 妓 自身 もいや な顔 をす る､ あ るいは下 を向 く とい った こ とをす るD 芸舞 妓 の写

真 をお座 敷 で撮 る こ とは禁 止 され てい ないが､それ を承諾 な くホー ムペ ー ジに掲 載

した りす る こ とは､花街 のお客 と してはル ール違反 で あ る0

162 お茶 屋 のお座 敷 の利 用 は一見 さんお断 りで あ るが､バ ー はそ うとは限 って はい

な い ので ､お茶屋 とバー の入 り口が別 々 にな って いれ ば､一 見 さんのお客 さん も受

け入 れ る こ とが可能 で あ る と､ あ るお茶屋 のお母 さんが話 して い た｡
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い とい う人材 の リクル ー トに もな る仕 事 163で あ る｡国 内だ けに とどま ら

ず ､海 外 の観 光 イベ ン トに芸舞妓 が出張す る とい った ､現代 のお 客 のニ

ー ズ に即 した､さらにお 客 の層 を拡 大す る よ うな仕 事 に柔軟 に対応 す る

こ とで ､芸舞 妓 た ちは多 くの人 か ら注 目され ､芸舞妓 で あ る こ とに誇 り

を抱 き､モ チベ ー シ ョンの ア ップ に もつ なが って い る｡

芸舞 妓 の育成 の方 法 につ い て は､置屋 に住 み込み ､花街 で家 族 関係 を

結 ぶ こ とが必 要 で あ る こ とは､表 面的 には変化 が ない よ うに見受 け られ

る｡ この制度 を上手 く利 用 してい るお母 さんの育成 方 法 につ い て は､本

論 で は詳 しく記述 して い るが､昔 に比べ て短 い時 間で芸舞妓 を育成 す る

た め には､複 数 の人 間 に よって結 ばれ てい る関係 性 の 中で育成 す る こ と

が必 要 で あ る と､家族 制 度 の持 つ利 点 を現在 の人材 育成 の問題 点 に合 わ

せ て､ このお母 さん は解 釈 してい る｡そ して､そ の意 味 を芸舞 妓 に説 明

して い るた め､この置屋 で住 み込 む こ とにな った芸 舞 妓 た ちは､家族 制

度 につ い て不 必要 に身構 えた り､拒否反応 を示 した りせ ず に､キ ャ リア

形成 をす る こ とがで きて い るOまた､将来 は観 光協会 が芸舞妓 の学校 を

作 るの で はないか とい うお茶 屋 の後援 会会長 の話 や ､家 に預 か る とい う

仕組 み で は な く､寮 の よ うな ところに住 み込 む とい った こ とに変 わ るか

も しれ な い､とい うこ とを別 の置屋 のお母 さん も話 していた こ と､これ

らを総合 す る と､表 面上 は変化 が ない よ うに見 え る京 都 花街 の家 族制 磨

に も､そ の底 流 に変化 の予兆 ､ダイナ ミズ ムが流れ て い る こ とを推 測す

る こ とが で き る ｡

こ うした顧 客 ニー ズ に合 わせ たサー ビス の提供や ､新 しいお 客 の開拓

とい った こ とは､京都 の花街 にお いて は､今 に始 ま った こ とで はない の

で あ る｡例 えば､京都 に 旧制 高校 が あった時代 には､旧制 高校 の学生 に

は花 代 を安 く した り､出世払 い に した りしたお茶屋 が あった こ とは有名

な話 で あ る｡当時 の 旧制 高校 の学 生 は､将来 一流 の企 業 の経 営 トップや

官僚 ､弁護 士 な どにな る こ とが ほぼ確 実 に見込 まれ たた めに､先 物 買 い

の考 えで学生 さん にサー ビス した といわれ て い る｡また､大正 か ら昭和

163 修 学 旅 行 で京都 に来 て ､舞 妓 さん を実 際 に初 め て 見 て､ 自分 も成 りた い と思 っ
た と話 す 舞 妓 も実 際 に い る0
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にか けて ダ ンスが非 常 に流行 った頃 には､京都 の い くつ か の花街 には ダ

ンス ホール でお客 と踊 るダ ンス芸者 がい た とい う｡

花街 の学校 制度 の変遷 につ いて は､6.2の学校 で学 ぶ こ との意義 で記

述 した が ､設 立 当初 は芸舞妓 た ちが仕 事 を辞 めて花街 か ら退 出 して も困

らない よ うに教 育 を した が､そ の後 ､尋 常小 学校 を出て こず に年 期 奉公

して い る仕 込 み のた め に読 み書 きを教 え る場 にな った ､さらに､最 近 で

は育成 期 間 が短 くな った こ とや ､花街 に参入す る動機 の変化 か ら芸舞妓

が プ ロ集 団 と して認 め られ うる一 定 レベル の技能 を育 て､さ らにそれ 以

上 を 目指す た めの仕組 み とな った と､花街 に あ る学校 には､運 営 にお け

る柔 軟 な対応 が あ る こ とが分 か る｡

この よ うに､花街 はず っ と変化 が ない､非 常 に伝 統 的 な世界 だ､閉鎖

的 で あ る と一般 的 に見 られ なが ら､実 はそ の制度 は､環境 の変化 が あ っ

て も堅持 す べ き ところ164と､環境 の変化 に対応 して柔軟性 を持 って運 営

され て い る ところ､この両面 を有 して い る｡ こ うした京都花街 の制度 の

持 つ ダイナ ミズムは､花街 が推 持 され ､ず っ と継 続 して い くた め に､何

度 か危機 が あった ときに立 ち直 るために､花街 の メ ンバ ー の工夫 した結

果 が メ ンバ ー 間で共有 され ､さ らに工夫 が加 わ った の で はないか と考 秦

され る｡

例 えば､花街 の踊 りの会 は､本論 で記 述 した よ うに京都 が東京 遷 都 に

よ り寂れ た こ との回復 策 で あ った京都博 覧会 の余 興 と して ､祇 園 甲部 と

先斗 町 か ら始 まったイベ ン トで あ るが､この ときは花 街 だ けで な く､京

都 が伝 統 文 化 都 市 と して の地位 を失 い か けて い た とい う大 き な危 機 で

あ った｡ しか しそ の後 ､京都 は伝 統文化 の 中心地 と して一定 の地位 を維

持 し､博 覧会 は開催 され な くな ったが､余興 で あ った祇 園 甲部 と先 斗 町

の踊 りの会 は､花街 主催 の観 光 イベ ン トと して定着 し､明治 ･大正 ･昭

和 ･平成 とず っ と継 続 してい る｡ さ らに､他 の三つ の花 街 で も､戦 後 開

催 され る よ うにな り､現在 で は五花街 すべ てが ､春 か秋 とい う京都 観 光

の- イ ･シー ズ ンに､10 日か ら 1カ月程 度 の長 い公 演 をす るよ うに な

164 例えば､振袖やだらりの帯､地毛の日本髪､白塗りの化粧など舞妓の風俗は写
真 で確 認 で き る明治初 期 か らず っ と堅 持 され て い る｡
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ってい る｡

芸舞 妓 とい う人材 の育成 を考察 してみ る と､人材 育成 の期 間 の減 少 と

置屋 のお母 さんの高齢 化 に も配慮 して ､花街 の女紅 場 での教育 を充 実 さ

せ ､さ らに踊 りの会 で ､若 手 の芸舞妓 にお茶 の接 待や 集 団で の踊 りを披

露 させ るな ど して ､伝 統 芸能 の基本 的 な形 の習熟度 を学校 制度 とイベ ン

ト制 度 を通 じて高 め､多 くの新人 芸舞妓 に舞 台 の場 を与 える こ とで､各

自にそ の技能 を磨 くこ との必要性 を 自覚 させ るよ うに も して い る｡

こ うした革新 ともい うべ き危機 - の対応 は､京都 花街 とい う伝 統 が あ

るか らこそ ､それ が生 まれ る とい うこ とが考 察 で き る｡花街 共 同体 の メ

ンバ ー が共有 す る伝 統 文化 が下支 えす る花街 の制 度 だか らこそ ､伝 統文

化 の枠組 み の 中でで き る こ とをす る とい う軸 か らぶれ るこ とな く､革新

が生 じてい る｡また メ ンバ ー 間の情報 共 有や ､お 客- のル ール の教 育 に

よって ､常 にサー ビスの技量 とお客 の質 が コン トロール され ､京都 花 街

にお い て の供 給 と需 要 のバ ランスが保 たれ て い る こ とは､変革 の時期 に

も一 定 レベ ル の経 済 的 なベ ー ス と技能 の質 の維 持 が で き､業界 が 立 ち直

りで きない ほ ど衰退 して しまわない こ との理 由で あ る と考 察 で き る｡

京 都花 街 の複数 の制 度 は､花街 そ の ものの伝 統 を支 え､かつ超 長期 に

わた って業界 と して継 続 す る こ とがで き るた めの柔軟性 を有 し､それ が

伝 統 文化 産業 で あ る京都 花街 の事 業 システ ム に､環境 に適 応 す る こ とが

で き るダイナ ミズ ム も作 り出 してい る と考 察す る こ とがで き る｡

この よ うに､京都 の花街 では､あ る時代 に作 られ た制 度 が形骸 化せ ず

に柔 軟 に変化 す る｡ しか も､変化す る理 由に は､花街 共 同体 そ の もの が

維 持 ､継 続 され るた め とい う明確 な意 図が あ るQ しか し､これ は誰 か が

特別 に リー ダー シ ップ を取 って作 った わ けで はな く､共 同体 の構 成 メ ン

バ ー の情報 共 有 が あ り､また メンバー それ ぞれ が情報 を基 に生 き残 るた

めに工夫 を し､そ の工夫 の結果 が また情報 と して メ ンバ ー 間 を流通す る

とい った､変化 を加 速 す る仕組 み が あ るか らだ と考 え られ る｡

また ､業界 と して経 済状 況や他 の業界 の動 向 を探 る こ とも､花街 で は

比較 的容 易 で あ る｡これ は､お茶屋 に来 るお客は､その ときその とき利益

を上 げている一流の経営者 であることが多 く､お茶屋 のお座敷 は､お母 さ
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んや芸舞妓 に とって､お客 と会話す るこ とで 自然 と経 営セ ンス を養 う場 と

な る｡ また時代 の変化 とともに､ どの業界 の人 が花街 に新 しく出入 りす る

よ うにな った のか､ どの業界 の人 が来な くなったのか で､元気 の あ る業界

を敏感 に知 る こ ともで きる｡

こ うしてイ ンプ ッ トされ た情報 を生 か して､花街 共 同体 は暫時､既存 の

複数 の制度 を状況 に合 わせ て対応 す るこ とで､共 同体 が存続す るた めの競

争優位 性 を保 ってい る と考 え られ る｡ また､共 同体 の構成 メンバー が制度

に織 り込 まれ てお り､特 に提供サー ビスの大 きな柱 の一つ芸舞妓 の キャ リ

ア形成 は 6.5の記述 か らわか るよ うに､その共 同体 の複数 の制度 に織 り込

まれ てい る｡

さらに芸舞妓 た ちは､年齢 と経験年数 に合 わせ た キ ャ リアの節 目､家族

制度や年 功序列 ､年 に 1回 の花代 とい う売上 に よる評価 とい った仕組 みで ､

折 に触れ て､各 自のキ ャ リア形成 のあ り様 を強 く意識 で きるよ うになって

い る｡ この こ とで､芸舞妓 た ちは､ 自分 のキャ リアだ けでな く､共 同体 と

表裏一体 とな ってい る花街 の制度 のあ り方 を考慮 し､ 自分 が生 き残 るた め

に､共 同体 を維持す るため に制度 を変革す る意識 を持 っ こ とがで き るよ う

に もな ってい るので あ る｡
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第 7章 結論 と今 後 の展 望

7.1 本 論 文 の要約 と結 論

本 論 文 の 目的 は､日本 国 内に複数 存在 してい た花 街 のほ とん どが産 莱

と して の競 争力 を失 い寂れ た 中で､なぜ京都 の花 街 だ けが芸舞妓 とい う

人材 を育成 し続 け､産 業 と して生 き残 って きた のか､社 会科 学的 な視 点

で考 察す る こ とで あ る｡そ の ため に､京都 の花街 が有す るここに しか い

ない芸 舞 妓 とい う人材 と､｢一 見 お 断 り｣ で代 表 され る よ うな京都 の花

街 に独 特 の伝 統 的 な制 度 ､ これ ら二つ に注 目 し調 査研 究 してい る｡

個 人 主義 的 な考 えた方 を色濃 く持 つ現代 の若者 が ､京都花街 とい う伝

統 的 な共 同体 の一員 とな り､そ こで キ ャ リア を形 成 す る過 程 をつぶ さに

明 らか にす る こ とに よ り､京都 花街 がそ の業界 と して の地位 を長期 間 に

わ た り維 持 し現在 で は世 界 的 な知名 度 を保 持 して い る理 由 も明確 に し

よ うと意 図 してい る｡

本論 文 で は京 都 の花 街 で エ ス ノ グ ラ フ ィ ック な 手 法 を用 い た調 査 を

実施 し､デー タを踏 ま えて よ り発 見的 な事 実 を考 察す る こ とを 目的 と し

て､以 下 の 四つ の調 査 項 目を設 定 し､個人 の キ ャ リア形成 とそれ にかか

わ る花街 の 関係者 や 制度 ､機 関の役割 とい う具体 的課 題 - の回答 を行 っ

て い る｡

① 芸 舞 妓 の育 成 は花街 の どの よ うな 関係 的 な実 践 の なかで行 われ て

い るか｡芸舞妓 の キ ャ リア形成 を促進 す る要 因 ､文脈 は何 なのか0

② 芸 舞 妓 の キ ャ リア ･パ ス は どの よ うな もの か｡ また ､ キ ャ リア を

支 え る技 能 とは どの よ うな もので あ り､ そ の技 能 の育成 は どの よ

うに され てい るのか｡

③ 花街共 同体のメンバーは誰か｡花街共同体 にお ける取 引関係 とは どの

よ うな ものであるか｡その取引関係 を維持 ･促進す る要因､文脈 は何

なのか｡

④ 花街 共 同体 を支 え る制度 的 な要 因 は何 か｡またそ の制度 間や制 度 と

個 人 の キ ャ リア形 成 には どの よ うな関係 が あ るのか｡

これ ら四つ の調査 項 目につ い て結果 を要約す る と､まず① の芸舞 妓 の

キ ャ リア形成 を促 進 す る要因 ､文脈 は何 なのか につ い て は､お客 のかか
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わ りが多 い こ とを 4.6で発 見事 実 と して提 示 し､さ らにそ のお客 が会 員

制度 に よって継 続 的 に花街 に参加 す る こ とも指摘 して い る｡その他 に も､

学校 制度 や ､踊 りの会 とい うイベ ン ト制 度 ､舞妓 ら しい風俗 制度 に よっ

て キ ャ リア形成 が促進 され る こ とを第 4章 と第 5章 で論述 してい る｡

② の芸舞妓 の キ ャ リア ･パ ス につ いて は､第 4章 の 4.7で詳 しく述 べ

て い るが ､芸舞妓 の キ ャ リア ･パ スは明確 に決 め られ お り､衣装や 髪 形

な どキ ャ リアが明示 的 に示 され る よ うにな って い る｡また明確 な節 目が

あ り､そ の節 目の選 択 に よって芸舞妓 が花街 に留 ま るのか､引退 す るの

か を決 定す るので あ るが､そ の際 には､伝 統 技能 を続 け られ るか ど うか

が重 要 なポイ ン トにな るので あ る｡ さ らに芸舞妓 の技能 につ いて は､塞

礎 的技能 ･即興性 ･規範 の三つ の技能 が あ る こ とを第 4章 の 4.8で詳 し

く論 じた｡そ して､それ らの技能 の育成 を支 え る花街 の関係 的実 践 につ

い て は ､① の発 見事 実 とか か わ る育成 者 をお さえた うえで ､表 2 (95

戻)･表 3 (96頁)･表 4 (97頁) に フ ィール ドか ら発 見 で き る事 実 を

ま とめてい る｡ さ らに､どの場 で誰 が どの よ うに技能 の育成 にたず さわ

り､芸舞 妓 の キ ャ リア形成 を して い くのか の プ ロセ ス につ い て は､図 6

(110頁) にま とめ､技 能 の育成 と関係 者 ､ さ らに育成 され る場 の機 能

を含 めて キ ャ リア形 成 の一連 のプ ロセ ス を明示 した｡

③ につ いて は､主 に第 5章 で の記 述 が 中心 とな るo花街 共 同体 の メ ン

バ ー を規 定 し､花街 の取 引 システ ムのお 客- の長期 の掛 け払 い と業者 間

の短期 の現金 支払 い の仕 組 み の関連 を明 らか に し､さ らに､取 引 が成 り

立つ た めのお茶屋 の役割 と評 価 の仕組 み につ いて記 述す る｡そ して ､花

街 の制 度 が取 引 に よって結 び付 け られ ､そ こにキ ャ リア形成 が深 くか か

わ って い る こ とを指摘す る｡

④ につ い ては､第 5章 が 中心 とな る. 5.1.6でお 客 に花街 のル ール を

お茶屋 が教 え､お客 の横 暴 を コン トロールす る仕組 み が あ る こ とを記 逮

して い る｡5.3.1で は法制度 につ いて ､5.3.2で舞妓 ら しさとい う風俗 そ

の ものが制度 で あ る こ とを記 述 して い るDまた制 度 と個 人 の キャ リア形

成 には､6.5で制度 に個 人 の キ ャ リアが埋 め込 まれ て い る関係性 を指 摘

す る｡
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こ うした調 査 項 目の結果 を第 6章 で統合 し､さ らに考察 を加 えて､文

化 が制度 を支 え､そ の文化 を共 同体 の メ ンバ ー が共有 す る こ とで､制 磨

が上手 く運 用 され ､そ の結果 ､芸舞妓 とい う花街 に欠 くこ とので きない

人材 が ､花 街 の関係 性 の 中で育成 され て い る こ とを考 察 と して提 示 して

い る｡ また ､花街 の事業 システ ム にお い て､制 度 が柔 軟 に運 用 され ､そ

れ が京都 の花街 に伝 統 と革新 を生 み 出 し､他 の花街 が衰退 した現在 で も､

業 界 と して 生 き残 っ て い るダイ ナ ミズ ム を生 み 出 して い る こ とも考 察

してい る｡

さ らに､組 織 エ ス ノグラフ イー の研 究 と して､京 都 花街 の フ ィール ド

に深 く入 り込 む こ とを 目指 した結果 ､記述 上 の リッチ ･ポイ ン トを凶つ

挙 げ る こ とが で き る｡

人材 の評 価 につい て の リッチ ･ポイ ン トとして､京都 花街 共 同体 の メ

ンバ ー が ､そ の技 量 を共 同体 の他 の メ ンバー か ら評価 され る ときに使 わ

れ る ｢もっ さ り｣･｢座 持 ち｣ とい う 2つ の言葉 を フ ィール ドか ら発 見す

る こ とが で きた｡

また ､この花 街 共 同体 を構成 メンバ ー が どの よ うに見 てい るのか とい

う､共 同体 そ の もの につ いて表 してい る言葉 ｢運命 共 同体 ｣､ さ らに､

花 街 の重 要 な人 材 の変 化 につ い て共 同体 の メ ンバ ー が 自覚 して い る こ

とが わ か る ｢イ ンス タ ン ト (な舞 妓 )｣ も､ この フ ィール ドに深 く入 る

こ とがで きたか らこそ､内部者 か ら筆 者 が聞 き取 る こ とがで きた記述 上

の リッチ ･ポイ ン トで あ る｡

7.2 理 論 的 イ ンプ リケー シ ョン

本論 は､ 日本 の文化 の象徴 で あ り､女性 の専 門的 な職 業 と して､非 常

に長 い歴 史 の あ る芸 舞 妓 の初 めて の本 格 的 な社 会 科 学 的 な視 点 の研 究

で あ る｡そ のた め に研 究蓄積 が乏 しい分 野で あ り､精微 な理論 的 な貢 献

は難 しい｡

しか し､研 究対象 と して ア クセ ス しに くい花街 に入 り､しか も芸舞妓

にイ ンタ ビュー調 査 を実施 し､参 与観 察す る機 会 に恵 まれ ､エ ス ノグ ラ

フ ィ ックな手法 を用 いて､調 査対象 に非 常 に近 しい距離 でアカデ ミック
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な調 査研 究 がで きた｡そ の意 味 で は､イ ンタ ビュー ･デ ー タ とエ ス ノグ

ラフ イー そ の もの に価値 が あ り､学 問的 な貢献 とな り得 るだ ろ う｡

また､芸 舞妓 が花街 とい う共 同体 に参加 す る過 程 を明 らか に し､そ の

促 進 要 因 と して複 数 の制 度 とその制度 間 の関係 を取 り上 げた こ とは､栄

達 心理 学 的研 究の蓄積 が多 く､研 究 の視 点 が心理 学 寄 りに偏 りが ちな キ

ャ リア研 究 を批判 し､制 度 論 的 な視座 を持 ち込 む ､新 しい キ ャ リア研 究

の流れ に貢献 をす る こ とがで きる｡

さ らに､歴 史的 に育 まれ て きた伝 統 あ る仕事 で あ る芸舞妓 の キャ リア

形成 のプ ロセ ス と､そ こにか か わ る関係 者 の役割 につ いて ､デー タそ の

ものか ら花街 を共 同体 と して と らえ る見方 に基 づ き､理論 的 な枠組 み を

提 示 す る こ とが で きた ｡ これ は 内部 者 の生 の声 か らで きた グ ラ ンデ ッ

ド ･セ オ リー で あ る とい う可能性 を持 つ 165｡

また､京 都 花街 を事 業 システ ム と して と らえ､そ の 中で継 続 的 にな さ

れ てい る花街 独 特 の制 度 の柔軟 な運用 につ いて詳 しく記 述 し､超 長期 で

業界 が維 持 され て きた こ とを､花街 共 同体 ･制 度 ･伝 統 文化 とい う関係

か ら明 らか にす る こ とが で きた｡ さ らに､ 日本 の伝 統 文化産 業 で あ る京

都 花街 にお け る伝 統 と革新 を生む ダイナ ミズ ムが ､そ の共 同体 に固有 の

制度 を資源 と して環境 の変化 に柔 軟 に対応 した結 果 で あ る とい う､長 期

に継 続 す る事 業 システ ムの強 さの源 泉 につ いて考 察 した こ とも､理論 的

な貢 献 とな り得 る｡

7.3 実 践 的イ ンプ リケー シ ョン

本論 は､これ か ら伝 統 的 な仕 事 に就 こ うしてい る若 年 層 の人 た ち､あ

るい は就 い てい るが戸 惑 って い る若 い人 た ちに､実践 的 な示唆 を与 え る

こ とがで き る｡伝 統 的 な仕 事 は､そ の仕 事 を支 え るメ ンバ ー に よって構

成 され る共 同体- の参加 に よって､そ の仕 事 をす るた めの基本 的技能 を

165 キ ャ リア形 成 の プ ロセ ス に か か わ る関係 者 につ い て は ､調 査 デ ー タに基 づ き考

察 した が ､調 査 を実施 した 内部 者 全 員 に この発 見 事 実 につ い て確 認 で きたQしか し､

研 究蓄 積 が 乏 しい分 野 で あ る こ と も考慮 し､ グ ラ ンデ ッ ド ･セ オ リー で あ る と結 論
付 け る こ とは本 論 で は差 し控 えた い｡
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身 体 で覚 えな けれ ば な らな い 166｡ しか し､現 代 の若 者 は共 同体 - の 参加

経 験 が乏 しい た め に ､そ の メ ンバ ー に な る こ とが受 け入 れ られ な い こ と

が多 く､共 同体 - の離 解 を感 じ､伝 統 的 な仕 事 に興 味 が あ りなが ら共 同

体 か らの退 出 とい う選 択 を取 って しま う｡

しか し､伝 統 技 能 そ の もの を習得 す る こ とは ､個 人 主義 的 な若者 に と

って は 自己の発 達 を確 認 で き る作 業 とな り､伝 統 技 能 を身 につ け る こ と

で共 同体 - の参加 が容 易 に な る とい うキ ャ リア形 成 の流 れ が ､芸舞 妓 の

事 例 か ら発 見す る こ とが で きた｡ した が って ､学 校 制 度 を活 用 して若 者

に基 本 的 技 能 を習 得 させ ､技 能 を発 揮 し､ レベ ル ア ップ を 自覚 で き る よ

うな場 を学校 制 度 と連携 させ て積 極 的 に作 る こ とで ､若 者 のモ チベ ー シ

ョン を育 て る こ とが で き る｡ さ らに､技 能 を現 場 で実 践す る機 会 と､ こ

の機 会 を通 じて技 能 習得 が はか られ るた め に は､伝 統 的共 同体 に特 有 の

人 間 関係 を利 用 す る こ とを説 明 し､フ ィー ドバ ック を周 囲 か ら得 る努 力

をす る必 要性 を教 えて ､人 間 関係 を築 くのが不 得 意 な若者 が共 同体 - 自

然 にか か われ る よ うにす る こ とが で きれ ば､共 同体 - の参加 意識 が芽 生

え る こ とにつ な が るだ ろ う｡ 個人 の伝 統 技能へ の学習努力 が共 同体- の

コ ミッ トメ ン トにつ なが る よ うな制度 を作 るこ とが大切 なのであ る｡

さらに､ キャ リア ･パ スを明示 し､組織 の一員 とな る節 目の選択 を提示

す るこ とは､ 自分 の技能 向上 のた めの努力 の 目処が分 か り､その節 目まで

は とい う動機 づ けに もな る｡伝統的 な仕事 に不可欠 なそれ を取 り巻 く共 同

体 との関係性 において も､ 自己の能力 を伸 ばす ため､ キャ リア形成 につ な

が るた めに と思 えば､ コ ミュニテ ィか らの理解 で きない要求 の理不尽 さと

の衝 突 の度合 い も軽減 され るであろ う｡ そ うすれ ば､伝 統的 な仕 事 の世界

に現代 的 な若者 が参入 して も､ギャ ップ を受 け入れ るこ とがで き､周 囲 と

の良好 な関係 性 の 中でアイデ ンテ ィテ ィを構築す るこ とが可能 で あろ う｡

また､伝 統 あ る仕事 の継 承 について責任 ある人 々､ あ るいは こ うい う仕

事 を支 える人 は､伝 統 的 な仕事 を取 り巻 く社会 の規範 と現代 の規範 との格

差 に悩 み戸惑 う若 者 を理解 し､その職 場 の人間 関係や仕事 を取 り巻 く社会

166 芸舞妓は基本的技能を､形として要素分解せずに､そのまま覚えるための教育
を学校や置屋で受ける｡こうした養成方法は､相撲などでもみられる｡
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や組織 が､個 人 の よ り良いア ウ トプ ッ トにつ なが るた めに､共 同体での ｢し

つ け｣ の受容 が必要 で あ る とい った こ とも､きちん と若者 に説 明す る こ と

が必要 で あ る とい え よ う｡

こ うした伝 統 的 な分 野 にお け る貢 献 だ けで は な く､一般 企 業組 織 - 参

加 す る場 合 に も､企 業組 織 - の コ ミッ トメ ン トに対 して不信 を抱 きや す

い若 者 が ､自己 の 関 心 と して 興 味 を持 ちや す い ス キル を磨 くこ とか ら企

莱 - の参加 意 識 を高 め る よ うな制 度 を作 る こ との必 要 性 も､本 論 か らは

示唆 す る こ とが で き る｡

現 代 の 日本 で は､い わ ゆ るフ リー ター や ニー トの 問題 と して話題 に な

る こ とが 多 い よ うに､非 常 に多 くの若 者 が企 業組 織 の メ ンバ ー と して 定

着 しな い ､あ るい は 定職 につ こ うとも しない こ とが 大 きな社 会 問題 とな

って い る｡ この 問題 につ い て ､ 日本 的 経 営 の鍵 概 念 で あ る と して アペ グ

レン (1958)が提 示 した ｢lifetimecommitment｣を用 い て整 理 す る と､

｢日本 の経 営 の強 さの源 泉 は ､企 業 が社 会組 織 で あ り､会 社 とい う共 同

体 を 構 成 し て い る の は 社 員 で あ り ､ し た が っ て 社 員 と企 業 に は ､

『1ifetimecommitment』と呼 ばれ る終 身 の 関係 が あ る｣とこの 50年 間

アペ グ レンが 一 貫 して主 張 して い る 167 ｢1ifetimecommitment｣ を､現

在 の 日本 の若 者 は企 業 との 間 で形 成 で きな くな って い る とい え よ う｡こ

うした若 者 の社 会 現 象 につ い て ､社 会 学 の立場 か ら共 同体 との 関係 の視

点 で論 じて い る宮 台 (1994) や 宮 台 ･北 田 (2005) に よ る と､ 日本 の

現 代 の若 者 は､ 育 つ過 程 で 共 同体 の 中 に位 置 づ け られ た経 験 が な く168

そ して個 人 主 義 化 した考 え に支 え られ て い るた め に､共 同体 そ の もの を

信 じ られ ず ､そ の結 果 ､共 同体 の全 体性 の 中 に 自分 を位 置 づ け る こ とが

167 アペグレン (1958)や (2004)に詳 しい｡2005年 11月の神戸大学に於ける講
演で､アペグレン氏は lifetimecommitmentを終身雇用制度 と訳するのは適切では
ないと語っている｡lifetimeCOmmltmentは制度ではなく､soclalcontractである
と言 う｡本論ではこの氏の説明に基づき､llfetimecommitmentを終身雇用制度で
はなく､気持ちや心の問題 として捉え､人と組織との継続的な心の結びつきが､京
都の芸舞妓の事例ではどのように形成されていくのかを探るために､キャリア形成
と制度 との関係に焦点をあてている｡

168 以前は地縁など地域共同体が日本にはあったが､今ではそれが解体していると
いうOこうした共同体の中での人と人との関係についての研究としては､タテ社会
の研究の中根 (1976)や､聞入主義の演口 (1998)が有名である0
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難 しくな ってい る とす る｡共 同体 の一員 とな る こ とで 自分以外 の人 と関

係性 を結 び､その中で 自分がか けがえのない存在 で あ るこ と､他 と取 り

替 え不可能 な 自己の存在 を確 かめるこ とがで きない こ とが､ニー トや フ

リー ター な どを生み 出す背景 になってい る と論 じてい る｡つ ま り､若者

が個人主義化 した結果 ､地域共 同体や学校 とい う身近 な共同体 の 中に以

前 の よ うに簡 単 に 自己を同一化す るこ とがで きず ､そ うした経験 の不足

か ら自分 とい う存在 が分 か らないままに人生 を送 ってい るこ とが､現代

の若者 の危機 的な状況 の原 因である としてい る｡

しか し､京都 の花街 では､ 自分がな りたいか らな る とい う､きわ めて

個 人 主義 的 な選択 動機 で芸舞妓 にな る こ とを決 心 して花街 にや って き

た現代 の少女 た ちは､伝統 的な職業で ある芸舞妓 とな るために伝 統的 な

慣 習や制度 に彩 られ た花街 の一員 とな ることを受 け入れ､そ こで生活 し

修 業 してい る｡これ ら芸舞妓 にな る､な ろ うとしてい る現代 の少女 た ち

は､花街 で ｢lifetimecommitment｣ を形成 してい るのである｡

したが って､芸舞妓 のキャ リア形成 の過程 をつぶ さに明 らか にす るこ

と は ､ 現 代 の 若 者 が 共 同 体 で ど の よ うに す れ ば 上 手 く ｢lifetime

commitment｣ を形成 で きるか を示唆す る ことがで きる とい え よ う｡京

都 の花街 では､芸舞妓 のキャ リア ･パ スが明確 で､ しか もこの共 同体 -

参加 してか らの時間 と技能 の達成 目標 は明確 に され てお り､システ ム化

され た コ ミッ トメン トがだれ の 目に も明 らかで あろ う｡例 えば､お座 敷

で求 め られ る役割 は､共 同体-参加 してか らの時 間で規定 され ､そ こに

は暖昧 さはない｡また､共 同体 に とどま るのか､そ こを出て新 たなキ ャ

リア を歩 むか は､年齢 で 目標設 定 され てい る｡こ うした時間 と技能 の達

成 目標 ､しか も年齢 で 目標設 定 され てい る点 は､企 業 では見受 け られ な

い よ うな厳 しい システ ムで あるが､逆 に個人主義 的 な現代 の若者 に とっ

ては､自己の技能 の あ るべ き到達 目標 が明確 に分 か り､それ に よって共

同体 - の コ ミッ トメ ン トの形成 を 自覚 で き る こ と とな ってい るので あ

る｡京都花街 とい う共 同体 の中だか らこそ成 り立つ システムである とも

考 え られ るが､この流れ に乗 らない ものは共 同体 の一員 とは成れ ないル

ール は､共 同体内にお け る人材育成 において無駄 を作 り出 さない､あ る
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意 味 で は よ り深 く個 人 の能 力や モ チベ ー シ ョンを生 かす システ ム とも

なってい る｡

7.4 残 され た課題 と今後 の展望

若 い女性 が芸舞妓 にな るためには､今 まで全 く経 験 した こ とがない花

街 とい う共 同体 に参加 して､芸舞妓 にな るために必要 な社会 的規範 と技

能 を身 につ けるこ とが必要 で ある｡基本 的な技能や規範 を身 につ けるだ

けで はな く､お座敷 での仕事 を通 じて ､自分 の持つ技能や規範 を環境 に

応 じて発 揮す る即興性 を身 につ け､さらに取 引システ ムの 中で ｢座持 ち｣

とい う市場 での価値 を評価 され ､よ り一流 の芸舞妓 らしくな り､芸舞妓

としての キャ リア を形成 してい く｡

ここで は､単 に知識 を獲得す る とい う行為 の結果 と しての学習 だ けで

な く､花街 とい う共 同体 の一員 と して生活 し仕事す る とい うプ ロセ ス を

通 して経験 を し､知識 を移転す ることに よって行為 が変 わ るこ とも含 め

た ｢学習｣が な され てい る｡個 人的 な技能 に基づ く仕事 で あ る芸舞妓 と

い う職 業 は､個人 の学習努 力 だ けで は能力 の向上 がはかれず ､花街 とい

う共 同体 の メ ンバー との相互依存 的な関係 で､自己の能力 を高 めキ ャ リ

ア形成 を してい くこ と､さらに､共 同体 の メンバー との人 間関係 に よっ

て､芸舞妓 として共 同体 の一員 にな る 自覚 が発達す る｡ さらに､この個

人 の キャ リア形成 と共 同体 の関係性 をつ な ぐもの と して､制度 が重要 で

あ るこ とが本論文 で は示唆 で きた｡

今後 の課題 と しては､花街共 同体 が制度 と表裏一体 となってい る点 を

さらに深 く考 察 し､制度 的な うま さと､共 同体の維持 と人材 育成 とが ど

の よ うに関連 してい るのか､さらに明確 にす るた めに､調 査研 究 してい

きたい｡そ のた めに､芸舞妓 が 自前 にな り置屋 か ら独 立 し､ 自前 の芸妓

にな るキ ャ リアの節 目に注 目したい｡自営業者 の芸妓 にな る とい うこ と

は､花街 共 同体 の正式 な メ ンバー と認 め られ る重要 なキャ リアの節 目で

ある｡ この 自前 にな って以降 は､生活 の経費 をは じめ､高価 な着物 にか

か る経費や複数 の個 人稽 古 の費用 な ど､すべ て 自分 で賄 うこ とにな り､

この時期 には､呉服屋 - の高額 の ロー ンを抱 えて 出発 す る芸妓 がほ とん
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どで あ る とい う｡ この節 目を迎 え る こ とに よ り､芸妓 の共 同体 に持 つ コ

ミッ トメ ン トに も当然 変 化 が あ るだ ろ うこ とが予 測 され る｡

年期 の期 間 は共 同体 に慣 れ ､そ の 中の一員 にな る こ とに芸舞 妓 た ちは

精一杯 で あった こ とが分 か るが､この独 立以 降 の キ ャ リアで は､ 自分 が

共 同体 の他 者 と どの よ うに違 う市 場 で売 れ るた め の独 自性 を もって 生

き残 って い くのか ､また 自分 だ けの生 き残 りを考 え るだ けで な く､共 同

体 そ の もの を継続 す る こ と- の思 い は どの よ うに育 ってい くのか ､とい

った コ ミッ トメ ン トの変化 が予想 で き る｡本 論文 で は この過 程 を フ ィー

ル ドか ら直接 取 り上 げ るこ とがで きてい ない が､今後 継続 的 に参 与観 秦

を続 け る こ とで､本 論 の主要 情報提供 者 の芸舞妓 が一 人前 にな る ときの

キ ャ リア形成 の様 子 や ､お母 さんや お姉 さん との 関係 ､また彼 女 た ち を

見守 るお 客 との関係 を明 らか にす る こ とがで き る｡

また ､適応 力や 状況判 断力 の育成 は､芸舞妓 だ けで な く､ どの よ うな

組織 に働 く人 に も求 め られ る こ とで あ り､さ らに適 応 力や 状況判 断力 に

基 づ き､変化 す る状 況 に柔軟 に対応 す る こ とで､よ りよい生産性 を生 み

出す こ とがで き る即 興性 を身 につ けた個 人 は､組 織 の発 展 に は不 可欠 で

あ る｡芸舞 妓 は､ 自分 の キ ャ リア形成 の過 程 で､花街 の持 つ文 化や それ

を生 み 出 して い る花 街 が 共 同体 と して そ の 内部 に あ る人 間 関係 の 良 さ

を維 持 しつ つ ､個 人 と してお 客 の要望や 社 会 のニー ズ の変化 に対応 す る

力 を磨 い てい る｡そ して ､ひ いて はそ の個 人 の力 が組 織 とそ の組 織 が所

属す る業 界 そ の もの の生 き残 りの方 向性 - つ なが って い くこ とは､今 回

の調 査協 力者 のお茶屋 兼 置屋 の経 営者 に は 自覚 され て いた｡

した が って ､芸舞 妓 の事 例 で見 出 した キ ャ リア形 成 と制度 とそ の共 同

体組 織 の競争 力構 築 の 関係 につ いて ､よ り精 査す る こ とを今 後 の課題 と

して い る｡
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添付資料１－A 調査協力者 K 様宛依頼文とインタビュー・ガイドライン 
 

2004 年  月  日 
      様 

神戸大学大学院経営学研究科 
西尾 久美子 

調査ご協力のお願い 
 

拝啓、時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 
この度は、調査へのご協力をご快諾いただき、誠にありがとうございます。 

 今回の調査の課題は、日本の伝統的な仕事としてグローバルな知名度を持つ芸舞妓のキ

ャリアがどのように培われているのか、特に働きながら学ぶことの意義に注目して、尋ね

ることにあります。専門的かつ即興性が高い芸舞妓という仕事は、長い歴史を持つ育成の

制度と個人の努力によってつくられているでしょうから、芸舞妓としての長いキャリアを

お持ちで、しかもお茶屋と置屋を経営しておられる  様のご経験を、ぜひお聞きかせい

ただきたいと思います。 
ご多忙中まことに恐縮ですが、以下に述べさせていただきます調査の方法やお聞きした

い項目をご一読いただき、調査にご協力いただきたく思います。尚、調査で伺ったことに

関しては、研究目的以外には利用いたしませんし、知り得たプライバシーに関ることにつ

きましては（個人名、企業名など）は特定されないように細心の配慮をすることをお約束

申し上げます。 
甚だ勝手なお願いとは存じますが、どうかこの課題を探求するうえで大切なことをいろ

いろ教えてくださいますよう、よろしくお願いいたします。 
敬具 

 
 

調査内容・方法 
時間：1 時間半～2 時間程度 
方法：インタビュー（事前にお聞きしたい項目を用意しておりますが、当日のお話にあ

わせて自由に聞き取りをさせていただきます。） 
＊ ご了承のもと、IC レコーダーに録音させていただきたく思います。なお、記

録されたデータは研究目的以外には使用いたしません。また、個人名や企業

名が特定される場合には仮名を用いるなどプライバシーを保護いたします。 
 
 
 
お聞きしたい項目 
１．お仕事の概要 
    さんの仕事歴、仕事内容のおおまかな説明 
  芸舞妓養成の制度（女紅場のカリキュラム、時間等） 



 
２．働きながら学ぶことについて 
・ ○○さんが舞妓になられたきっかけはなんでしょうか。 
・ 働きながら学ぶことで、仕込みさんや見習いさんの時と違いがありますか。あるとし

たら具体的にどのようなことでしょうか。 
・ 働きながら学ぶことと、学ぶだけのことを比較して、学習の広さや深さに違いを感じ

られるでしょうか。 
・ 働きながら学ぶことについて、成果というのは大げさな言い方になりますが、そうい

ったことと思うようなことがありますか。あるとしたら具体的にどのようなことでし

ょうか。 
・ 働きながら学ぶことの長所（短所）は、どのようなとき、どのような場で感じられま

すか。 
・ その他の学びの場（たとえば学校など）と、今体験されている働きながら学ぶことに

ついて、違いがありますか。あるとしたら、どのようなとき、どんな場で感じられま

すか。 
・ 働きながら学ぶことについて、同じような環境にある人たち（学びの場の友人など）

と話し合われることはありますか。またお話になることはどのようなことでしょうか。 
・ 働きながら学ぶことは、お仕事に活かせていますか。どのようなときに、どんな場で

感じられますか。 
・ 働きながら学んでいることで、学習そのものが実践的になったとお考えになることは

ありますか。あるとしたらどのようなとき、どんな場で感じられますか。 
・ 働いているということで、学習するときに気にかけていることがありますか。あると

したら具体的にどのようなことでしょうか。 
・ 芸舞妓として一流であるかどうか、わけるものはどういったことでしょうか。 
・ よい芸舞妓になるコツはありますか。あるとしたらどのようなことでしょうか。また、

よい芸舞妓を育てるコツはありますか。あるとしたらどのようなことでしょうか。 
・ 今お聞かせいただいたことと、働きながら学ぶことについては関係があるとお考えに

なりますか。あるとしたら具体的にどのようなことでしょうか。 
・ その他、働きながら学ぶことについて、お感じなることがあれば、お聞かせください。 
 
フィードバック 
 インタビューより得られたデータの分析結果あるいはそれに基づいて作成された論文を

お渡しいたします。フィードバックの際に、ご意見をいただけると幸いです。 



添付資料１－B 調査協力者 A 様宛依頼文とインタビュー・ガイドライン 
 

年  月  日 
          様 

神戸大学大学院経営学研究科 
西尾 久美子 

 
 

お願い 
 

 お忙しい中、貴重なお時間をさいていただき、誠にありがとうございます。 
 今回の調査の課題は、日本の伝統的な仕事としてグローバルな知名度を持つ芸舞妓のキ

ャリアがどのように培われているのか、どのように一人前になられていくのか、に注目し

て、尋ねることにあります。 
専門的かつ即興性が高い芸舞妓という仕事についてお詳しい知見をお持ちの  様にぜ

ひお話をお聞きかせいただきたいと思います。 
もちろん上記以外の目的には、いただいた貴重な情報は、一切用いません。どうかこの

課題を探求するうえで大切なことをいろいろ教えてくださいますようお願いいたします。 
 
調査内容・方法 
時間：３０分～1 時間程度  
方法：インタビュー（事前にお聞きしたい項目を用意しておりますが、当日のお話にあ

わせて自由に聞き取りをさせていただきます。） 
＊ ご了承のもと、IC レコーダーに録音させていただきたく思います。なお、記

録されたデータは研究目的以外には使用いたしません。また、個人名や企業

名が特定される場合には仮名を用いるなどプライバシーを保護いたします。 
 
お聞きしたい項目 

・芸舞妓さんの世界を以前からご存知でしたか？ ご存知だったらどのような

印象をもたれていましたか？  
・彼女たちはどんな仕事をしていましたか？ また働きぶりを見ていて感じら

えたことはありますか？ そういったことを感じられたのはどんな出来事のと

きですか？ 
・芸舞妓さんたちがどのようなことをすると、お客さまはよろこばれましたか？ 
・芸舞妓さんから仕事についてのお話を、きかれることはありましたか？ ど

ういったときに彼女たちはその話をされていたでしょうか？ 
・芸舞妓さんが年季の途中でおやめになるのは、どのような理由でしょうか？ 
・芸舞妓さんが独立して仕事をしているときに、踊りや邦楽などの技能をどの

ように身につけていましたか？ どこかにお稽古に行かれたりしていました

か？ 



・芸舞妓さんが独立して仕事をするとき、大変だったこと、困られたことはど

のようなことでしょうか？ 
・芸舞妓は花街でないと存在し続できない職業だと思われますか？その理由

は？ 



添付資料１－C 調査協力者 T 様宛依頼文とインタビュー・ガイドライン 
 

２００４年  月  日 
          様 

神戸大学大学院経営学研究科 
西尾 久美子 

お願い 
 

 お忙しい中、貴重なお時間をさいていただき、誠にありがとうございます。 
 今回の調査の課題は、日本の伝統的な仕事としてグローバルな知名度を持つ芸舞妓のキ

ャリアがどのように培われているのか、どのように一人前になられていくのか、に注目し

て、尋ねることにあります。 
専門的かつ即興性が高い芸舞妓という仕事は、長い歴史を持つ育成の制度と個人の努力

によってつくられているでしょうから、芸舞妓としてのキャリアをお持ちの  様のご経

験を、ぜひお聞きかせいただきたいと思います。 
もちろん上記以外の目的には、いただいた貴重な情報は、一切使用いません。 
どうかこの課題を探求するうえで大切なことをいろいろ教えてくださいますようお願い

いたします。 
 
調査内容・方法 
時間：３０分～1 時間程度  
方法：インタビュー（事前にお聞きしたい項目を用意しておりますが、当日のお話にあ

わせて自由に聞き取りをさせていただきます。） 
＊ ご了承のもと、IC レコーダーに録音させていただきたく思います。なお、記

録されたデータは研究目的以外には使用いたしません。また、個人名や企業

名が特定される場合には仮名を用いるなどプライバシーを保護いたします。 
 
お聞きしたい項目 
・なぜ、芸舞妓さんになろうと思われましたか？ 
・具体的にどのようにして、花街に入られました？ 
・入ってみて、うれしかったこと、とまどわれたできごとははどんなことですか？ 
・技能を身につけるために、どんなことをどこで習われましたか？ 
・そうしたことを通じて何か感じられたことがありますか？どのようなできごとでそ

れを感じられました？ 
・芸舞妓になられてよかったと思われますか？思われるならどのような事柄をよかっ

たこととしてご記憶されていますか？ 
・芸舞妓さんをやめようと思われたきっかけは、どのようなことですか？ 
・そのときにどのように思われましたか？ お姉さんや他のお茶屋や置屋のお母さん、

同僚の芸舞妓さん、お客様など、回りの方にご相談されましたか？ ご相談されたと

きは、どのような反応でしたか？ 



・今後こういったこと（芸舞妓さんが年季の途中でおやめになる）は起こりうると思

われますか？ その理由は？ 
・芸舞妓さんの経験はその後の生活にいかされていますか？ どのようなときにそれ

を感じられますか？ 



添付資料２－Ａ インタビューの記録（Ｋ様、Ｍ様、Ｙ様） 

Ｙさん芸妓歴 2 年、Ｍさん舞妓歴 4 年、Ｋさん芸舞妓歴 25 年（置屋とお茶屋の経営歴 5

年） 

 

Ｙ：そうどすねんね。でもまあ大学に行ってなかったら、多分ここには来てなかったと思

うんで。それまでにね、舞妓さんになりたいなあと思ってて、でも親に反対されたし。う

ちもどういう伝手をたどっていったらいいのか、中学高校の時なんて全然ほんまに。地元

から出たことないような人やったしね、なんもわからへんかったし。それでまああきらめ

て、勉強したいことがあって大学に行ったんですが、大学でゼミに入って、卒業論文が文

学部の近代文学が専攻やったんで、吉井勇ていう。 

 

西尾：知ってます。「かにかく」詠まはった。 

Ｙ：そうです。「かにかくに」詠まはった人が調べようと思って、ずっと調べてたら、祇園

によう遊びに行ったはったみたいで。そこに行ったら何かわかるかなと思って。でうちの

知り合いが祇園甲部のお茶屋さんのお客さんやったんで、その伝手でお茶屋さんのお母さ

んにお話聞いたりね。お座敷上がらせてもうたり。こういう世界なんやなと、それまでほ

んまに想像やったんがね、現実に目の前にあって、すごいあこがれて、やっぱり入りたい

わと思って。卒業して、そのときはね、まだうちも優柔不断やし。うろうろしてるうちに

就職活動もして、一旦就職したんですね。１年間だけ。 

 

西尾：あ、そうなんですか。 

Ｙ：その間もずっと姉さんに相談さしてもらってたんですけど。１年過ぎて、ここで決断

せえへんかったら、これからいけへんなと思ったんですね。それで会社辞めてこっち来た

んです。 

 

西尾：それもう２年前くらいの話ですか。 

Ｙ：そうどすね、うちが２３のときやし。今２５なんで。 

 

西尾：なんか思い切ったというか。 

Ｙ：そうどすね。アハハ。思い切ったというかね、色々人に相談して、アドバイスもうた

りしてたんですけど。大学卒業したあとにベトナムに旅行にいったんですね。友だちと二

人で。そのガイドの人と仲良くなって、色々話をしてたんですけど。その時にね、ガイド

の人がカンボジアの人やったんですけど。自分がその道を選んで挫折したとしても失敗と

は言わへんて言わはったんですね。自分で選らばへんかったことであとで後悔することが

失敗やねんて言われて。あ、なるほどなと思って。うちもここらでと決断せなと思って、

思い切ってしもたんで。 

 

Ｋ：西尾さんこんにちは。遅なりまして。 

 

西尾：こちらこそ。忙しいところ申し訳ありません。無理を言いまして。 



（中断） 

西尾：もしよかったら、おひとりずつ聞かせてもおてもよろしおすか？ 

（中断） 

西尾：個人的なことも聞かせてもらわなあかんので、出来たら最初はおひとりずつのほう

が、お話してもらいやすいやろし…。 

Ｙ：これ見ただけで圧倒されましたけど。なんていうテーマなんですか。 

 

西尾：一応ね、あの働きながら学ぶことの意義というかたちで。もう学校行ったはるじゃ

ないですか。絶対ここは学校に入学したら卒業はないんですよね。 

Ｙ：そうですね。芸妓さんやめるときが卒業。 

 

西尾：働いてらっしゃることとその関係性を少し聞かせていただきたいということで。 

（中断） 

西尾：こんにちは。この間踊り見せてもらいました。おおきにありがとうございます。す

っかり手も上らはって。 

Ｍ：いえいえとんでもないです。 

 

西尾：今言うてたんですけど、ちょっとおひとりずつに、出来たら個人的なことにもなる

ので、言いにくいこともあるかも知れへんので、先おひとりずつ聞かせてもろて、またお

時間のあるときに、みなさんから聞かせてもろうたらありがたいかなと思うんですけど。 

 

西尾：Ｋさんね、個人的にどうしてならはったとか、聞かなあかんので、最初はおひとり

ずつ聞かせていただいたほうが、言いにくかったりすると具合悪いかと思うんどすけど、

いかがどすやろか。おふたりいっしょというよりは。どんな感じどす。 

Ｋ：たまたまどうやろと思って、ふたり並べてるだけであって、別にどちらかだけでもか

ましませんし。 

 

西尾：よろしいですか。できたらここの屋形にいらっしゃる方にはみなさんに聞かせても

うて、今日じゃなくても結構ですんで。どんな感じどすやろ。 

Ｋ：しゃべる能力があると言ったらおかしいですけども。まだ上手に表現できるのがこの

ふたりで。 

 

西尾：あなるほどね。 

Ｋ：多分ね、表現するにもこう力がないんですよ。しやからこのふたりのどちらかと思っ

て。 

 

西尾：なるほどそういうことなんですね。 

Ｋ：そうなんですね。多分違う受け取られ方をする可能性もありますし。まだ発展途上な

んでね、どの人も。出来上がってるわけじゃないので。その意味で完成度の高いほうどち

らかとか。拝見した限り、ひとりだけかなというイメージがあったんで。 



 

西尾：とりあえず今日はどちらかおひとりを聞かせていただいて、その聞かせていただい

たことをもちろん全部テープ起こししたものを、言うていただいた方とＫさんに見ていた

だいて、質問の内容もわかるようなやり方に変えさせていただいて、またお次の方に聞か

せていただければ助かるかなと。私の使っている言葉と受け答えしてくれはる方が難しい

ようやったら、もう少しこなれさせていただかないといけないのと、こちらの意図として

はほうとしては、出来るだけ考えはったということよりも具体的な出来事で、そのときど

う感じたとか、こんなときこう思ったとか、そういうことで結構なんで、抽象度を高くし

ていただいて難しう言うてもらう必要は全くあらへんので。例えば今日、質問項目でもう

ちょっと易しいのはどんなんかなということで、もうちょっと考えてきたのがあるんです

けども。舞妓さんとかにならはって、よかったと思わはったことはどんなことですかとか、

どんな時に感じはりましたかとか。途中でしんどうて、やめようと思わはった時はどんな

ことですやろかとか、いうことやったら多分お答えいただけるかないうふうに思ったんど

すけど。 

Ｋ：そうですね、それはまあ個人の問題であって。 

 

西尾：その出来事ですね、それとみなさん女紅場行ってはって、節目があったりとか、お

稽古いたはってどう思わはりましたかというふうに聞かせていただくと、多少なりともわ

かりやすうなるかなと。 

Ｋ：私が思うのは、言い方が悪いですけど。西尾さんの中である程度の外郭というのが出

来てて、それに対して私たちがスポット形式でなんといいますか、スライドみたいに写真、

絵を入れていくのんではなくて、座談会形式でね、西尾さんがずーっと半年なり１年なり

暮らしたはったわけではないので、多分私たちの世界というのはきっとご想像をされたも

んと全然違うと思うんですよ。 

 

西尾：そうですね。 

Ｋ：西尾さんがあらまし想像している殻を取り去っていただいて、座談会形式でしゃべっ

て、どういうもんかというのを、真っ白な状態から知っていただくほうがより正しい形で、

私たちの世界を理解していただけるんではないかなと思うんですね。例えば私たちインタ

ビューとかよく受けるんですね。テレビの取材とか。それから新聞ですとかね。雑誌とか

そういったものの取材を度々お受けするんですが、あらましそういうものが出来ていて、

そのことについて、これはこうですかっていうふうに答えを求められると。それに対して

イエスとかノーとかこれはこういうことですよと言うと、これは使われ方次第によっては

全然違うことになりますね。 

 

西尾：違うことになりますね。 

Ｋ：そういうふうに自分が表立ってはめ込まれていくと、かたちとしては全然違うかたち

になってしまうことになりやすいので。 

 

西尾：あの研究ていうのは、そんなんでは全然なくて、おっしゃてる通り白紙で来て、言



うていただいてることの出来事からもういっぺん組み立て直したら、こういうことが言え

るんじゃないですかということで、取材のインタビューとは全然違う目的なので、かくあ

るべきていうことは私の中には全然ないです。 

Ｋ：結果としてその方がいいのではないかと。例えば一緒にいてるほうが、人がしゃべっ

てる間に自分が答えを考えられるとか、それはこうじゃないの、こうじゃないのていうよ

うに、自分ひとりでは、こういう形で考えるのと違うて、輪になっているほうが色々考え

をめぐらせられる、視野を広げられて考えられる。ま、時間が限られているもんですから、

そのほうが答えが出しやすいと思うんですよね。パーッと拝見した感じで、いきなりこれ

に対して答えるのは、すごく難しい内容なんで。 

 

西尾：これはあのＫさん向けに書いたので。経営してはって、ある程度ちゃんとキャリア

を重ねはった大人の方向けの言葉なので、それはおっしゃるとおりだと思います。これを

いきなり…。 

Ｋ：そうなんで。一言二言では語りつくせないことですのでね。会話の中からそのニュア

ンスを受け取っていただくほうがいいと思うんですけどね。どんな具合でしょう。 

 

西尾：わかりました。 

Ｋ：別にその何も氏素性を隠してきてるわけでもなんでもないので、例えばここにこの人

がいてもほかの人がいても、言ってみれば、ほんまに足の裏まで知っているような中です

から、何も遠慮というものもないと思いますので。 

 

西尾：わかりました。そしたら、おふたりの時間の許す間になるべく具体的なことで言う

ていただけるように、型にはめ込むのではなくて、私の考えているのは研究のあれになり

ますけど、オープンエンド、開かれた形で聞かせていただきたいというのがこちらの意図

ですので、答えが出てきやすいように何か具体的なことを思い出していただくための質問

項目やと思っていただければいいということで、そういう意図なので、よろしいございま

すでしょうか。 

Ｋ：はい。 

 

西尾：すみません。ほな申し訳ありませんけど、お時間をいただきましたので、よろしお

たの申します。またＫさんには、あらかたここの組織というかシステムですね。それはま

た別に教えてもらえればと思いますので、学校のお話とか、置屋さんとかお茶屋さんがど

ういうふうになっているのとか、そういうことの枠組みについては別個ご教授いただけれ

ばと思いますので、おたの申します。いま舞妓さんや芸妓さんにならはったきっかけにつ

いてお聞かせいただいてたんですけど、Ｍさんの場合も私前聞いたことあるんで、ここは

知ってる話なんでカットさせていただいて、いま芸妓さんとか舞妓さんにならはるていう

ことは、ここの屋形に住みながら学校へ行って、お座敷へ出てていう暮らしをしてはると

思うんですけど、その中で仕込みさんというか見習いさんの時にはお座敷には上らはらし

ませんですよね。 

Ｋ：見習いは出ます。仕込みさんのときはお花代をいただいてという形では出ませんね。



もの持って運んだりとか、そんなふうにはしますけどもね。 

 

西尾：そういうことですね。それもちょっと教えてほしかった。見習いさんのときは半だ

らりの…。 

Ｋ：そうです。 

 

西尾：というかたちですよね。そしたら、こちらの簡単に書いてきたほうのを聞かせても

らおうと思うんですけども。芸舞妓さんにならはってよかったなあと思われることがあっ

たら、ちょっと聞かせていただけませんでしょうか。なんでも具体的にこんなことあった

よということで結構なんで。 

Ｍ：うちは毎日色んな人に会って、色んな話聞けるのがすごい好きどすね。 

 

西尾：たとえば、こんなお座敷でこんなんがあったよとか、特別な出来事みたいのがあっ

たら、特に思わはって。 

Ｍ：普段会えないような方々にお会いして、有名であってもこんな人が人間的にこんな方

がいやはるんやとか、そういう出会いがようけあるんで、お勉強になりますね。特別てい

うと、例をあげてという感じですか。 

 

西尾：ええ。 

Ｙ：うちはお客さんとしてきてくれはる方は、業種も年齢もみんなバラバラで、それこそ

若い方もお年寄りの方もいはるし。そこからすごいお勉強することもたくさんあるし。業

種は全然違ても、この人はこういう考え方をして生きてはるんやなと、人の生き方の違い

に触れることができるのが面白いなあと思います。 

 

西尾：いまお二人ともお勉強いう言葉を使うてくれはったんですけど、その時感じはる気

持ちがあったら、よかったなとか、うれしいなとか、具体的に思わはるようなことがあっ

たら教えてもらえますか。 

Ｍ：そうですね。具体的に、何々言われたからうれしかったとか？そうどすね、なんやろ。

いつものことどすけど、こういう世界の話を言ったら、頑張ってるんだねとか、これから

も頑張ってねとか、えらいねとか言うてもらって、この世界はこんななってるんやとか、

今までそんなん思うてなかったとか、改めてわかってくれはったらその時うれし思います

ね。 

 

西尾：どうどすか。 

Ｙ：うちもそれはありますね。こういう世界もあるんやな、全然知らんかったわ、うちら

が言うて相手のお客さんが感動してくれはるのもすごいうれしいし…。 

 

西尾：じゃ今度は質問を変えて、逆に芸舞妓さんされててね、ああもうしんどい辛いなあ

と思わはった、そんなことがあったら、教えてくれはりますやろか。 

Ｍ：全然違う世界なんで、今まで普通の家庭に、自分の家で生活してたことと、他人のう



ちに来て他人と住むていうのは、うちも一人っ子だったので、兄弟もいないし、他人と関

わることも少なかったんで、プライベートから。そういう意味では自分ひとりで自由にで

きしまへんし、わがままも通らへんし、でもそのときはしんどいとか、衝突があって辛い

と思っても、それがハードルを越えたときは達成感がありますね。しんどいことのあとっ

て、絶対成長すると思うし、そういうこと大切や思いますね。だから辛いことしんどいこ

とを辛抱するとか、越えるっていうのはすごい大切なことやと思いますね。 

 

西尾：今パーッと思い浮かべはってね、しんどかったなあと思わはるようなこと。 

Ｍ：普通に舞妓さんになったら、一番みんなしんどいと思うのは髪の毛を１週間持たせな

あかんこと。毎日シャンプーも出来ひんし、慣れない箱枕で寝ないとあかんし、ていうの

が一番しんどいと思います。みんな言わはるのは。 

 

西尾：Ｍさんもそれは。 

Ｍ：もちろんそれは。でも今はもう慣れてしもうて、毎日髪形考えんでもええし。（笑）楽

は楽どすけど。 

 

西尾：言うてくれはった、おひとり子やって、しかも外国にいやはって、Ｍさんの場合に

は。こっちに来やはったから、合わせて暮らし方が変わられたという部分で何かありませ

ん？ 

Ｍ：それはどうもなかった。 

 

西尾：どうもなかった。 

Ｍ：ええ。もっと京都の人とかここら辺の人はいけずで、なんかわからへんようなことを

言わはるようなイメージを持ってたんで、うちも元々関東人やさかいに。関西特に京都い

うたら、なんやもう周りの人受け付けへんとかいうのを聞いたことがあったんで、そうな

んかなと思ってたんですけど、その点は全然。その海外から来たていうのも、みんな珍し

いねとかすごいねとかいうて、逆に受け入れてくれはったんで、すごいなあと思いました

ね。 

 

西尾：それはしんどいことには、別にならへんかった。 

Ｍ：それはどうもなかったです。 

 

西尾：おおきにありがとうございました。どないでしたか。お姉さんやったし、ある程度

社会的なことを知ったはって、また来やはったから、そういう意味で感じはることがあっ

たら。 

Ｙ：ここに来るまでに、姉さんから何回もまっさらな気持ちで、一から始めるつもりで来

んとあかんよと言われて、うちもそのつもりで来てても、やっぱり全然ある程度凝り固ま

った固定概念みたいなのを取り去ることが出来てなくて、そこをまっさらにせんとあかん

し、それで一番うちはたいへんやったなと思います。 

 



西尾：こんな時に自分の持ってた考え方とか出てきて困ったなあとか。 

Ｙ：いっぱいありすぎて。（笑）どれやという感じ。ほんまにちっちゃいちっちゃいことで

も、うちの意地が出てきてしもて、姉さんにそれはあかん！それも何百回も何千回も（笑）

繰り返して、今はまあまっさらとは言わんでもこの世界に染まろうという気持ちが大事な

んやなと思います。 

 

西尾：言うてくれてはった小さいこというのは、お座敷に出るとかそんなことやのうて？ 

Ｙ：そんなん違うて、ほんまに普段の生活の中で何かを忘れてきて、どうたらこうたらと

かいうほんまにちっちゃいちっちゃいことなんですけど、そのちっちゃいことでも大切こ

と。それがあとこう、お客さん商売やし、そういうなのにつながっていく。ちっちゃいち

っちゃいことでも姉さんは言うてくれはるんで。それをほっとくとだんだん大きくなって

あとで大問題になっていくし。 

 

西尾：今言うてくれたはったちっちゃいことて、どんなことですやろ。 

Ｙ：結局、いやなことは過ぎ去ると忘れてしまうんですよね。（笑）いいことって結構、う

れしかったことって覚えているんですけど、いやなことって結構忘れてしまう性質なんで。 

 

西尾：今聞いたら、こんなものすごいことがあって、それがしんどかったていうよりは、

もっと日常のこと？ 

Ｙ：本人にとっては、なんでこんなちっちゃいことで言われなあかんねんていうのがある

んどすけど。 

 

Ｋ：ちょっと間違いを、ふっとした間違いをこう忘れていたかなんかしていて、でもそれ

を正直に白状できないんですよね。この人は。 

 

Ｙ：ええ格好して隠そうとしたり。 

 

Ｋ：それから言い訳をして、その嘘を隠そうとしてもう一つ大きな嘘をつかないといけな

い。またその嘘を隠すためにまた嘘をついていかんならんので。そやから自分にとっては

小さいことでもね、ほかの人にとってはそうではないことがあるわけで、火はちっちゃい

うちに消しとくほうがいいと。 

 

西尾：それはこの世界の中の…ということではのうて？ 

Ｋ：言うとすると、例えばひとつの仕事、お座敷というものを勤めていくこの人のパーツ

の場というものはすごく小さいのであって、そこをこの人が自分で仕切ってる場合やった

ら全部こうなんとかできるんですけど、そうじゃなくて最初の場合、何人もの芸妓さんが

一緒になって、主になる人があって、その人の指揮下の下にみんながそれぞれのパーツを

受け持つので、成り立っているのやけど、そのやっぱりここでこういう事態が生じました

よということを上の監督さんとかに言うとかんと、知らんとそのままいってしもうたら、

あとでえらいことになるというのはほかのお仕事でも全く一緒のことで。そういうふうな



ことをね、この人は１年生ですしね。当時は。間違うこととか失敗することていうのは、

なにも恥じなことはない。恥でもなんでもなくて、それがあればほかの人がフォローして

くれはるんやから。それでそのお座敷は、仕事がうまいこといくんやさかいに、しょうむ

ないことは隠さんと言いなさいと。 

 

西尾：いうことなんですね。 

Ｋ：いうことなんですけど、その時はね、この人も大人やし、自分は自分で一人前の仕事

をしているつもりでいるわけですよ。そうするとこれが一人前の仕事と見てもらえへんか

ったら困るというような思いがあって。そこら辺がね、なかなか言い出しにくかった。１

年間仕事をしている中でも、ある程度任されるようなことをしてはったんで。蟻んこのひ

とりになることがなかなか出来なかった。 

 

西尾：それはもう組織で仕事をする場合、どこでも当てはまることですよね。 

Ｋ：どこでも当てはまることやと思いますね。ねじのこの最後の部分がようけ目に削れち

ゃったということが、いずれはタイヤが外れて死んじゃったということになりかねんのや

さかいに。 

 

西尾：言うてもうたらそうですね。お座敷は絶対ひとりでは出来へんことやさかいに。そ

うしたら、おふたりとももう何年か芸舞妓さんとして出てきてはるさかいに、精神的にね、

自分ちょっと成長というのかな、うまいこといって育ってきたなあと思わはる時があった

ら、どんなときに思わはったのか。もうひとつは、あかんなあ最近なんか伸びが止まって、

スランプちゃうやろかていうふうに思わはったことがあったら、それぞれ思いつかはるこ

とがあったら。どちらからでも結構ですし、言いやすいとこで教えてください。 

Ｍ：そうどすね、あの、スランプのときはほんまに何も周りが見えなくて、何を言われて

も何も出来ないし、がーって落ち込むとこまで落ち込んで、なんていうのかね、ほんまに

落ちないと見えないんですかね。そこを抜け出して周りが見えたときに、あ私はあんなこ

とをやってたんだ、こんなこと言われてたんだ、てこう冷静に見れるようになったら、一

歩階段を上がったような気持ちになりますね。 

 

西尾：なんか今スランプやなて感じはる具体的な出来事とかあります？毎日お座敷に出た

はるし、お稽古も行ったはるやろけど。 

Ｍ：全然精神的なことと関係ないんどすけど、よくみんな言うのはお化粧スランプとか言

わはりますね。おしろいがね、眉毛が上手く描けないとか、最近顔が上手く描けないとか。

みんなあるみたいです。 

 

西尾：そんなん感じはった時…。 

Ｍ：あります、あります。 

 

西尾：それって、なんか突然やって来るの？ 

Ｍ：気にしだすと全然描けなくなったりとかありますね。あとお写真いただくんでね。色々



毎日毎日、１年前と２年前と３年前と見比べて、段々上手になっているんどすけど、ある

時期はおかしかったりとか。そんなんありますね。 

 

西尾：その最中はどうしようもないような？ 

Ｍ：そうどすね、それがしばらく続くというような。本人しかわからない細かいことどす

のやけど。 

 

西尾：抜け出さはるきっかけかなんか。 

Ｍ：いえ、いつの間にか。ぱっと気づく。 

 

西尾：どうですか？ 

Ｙ：スランプ、スランプ。丁度１年経った頃に、芸妓さんでも１年生の時とは花簪も取れ

るし、帯揚げも赤から大人っぽく白になったりして、ほかの姉さんと格好だけは違わへん

ような感じになってきて、うちも１年経って芸妓さんらしいなれたなという驕りが出てく

る時なんです。１年と。うちはすごいそれがあってね。でもそれを自分が驕ってるんやと

感じるきっかけはやっぱり、姉さんから怒られる時。やっぱ他人から言うてもらわんと、

自分では全然何も気づかへんもんで。うちら舞妓、ほんとは１年生の間でも挨拶せなあか

んとこでも知らんと抜かしてしもたり、ここまではせんでもええやろと自分で決めてしま

う。それを指摘されて、あんたちゃんとやらなあかんと言われてああそうか。そん時、言

われたそん時はね、えっとか思うのどすけど、やっぱしばらくしてそういうことが続くと、

これはやっぱりあかんなと自分で反省して、またまた、それがね多分、何回も何回も重な

ってくるんやと思います。芸もそうやし。うちも去年が初舞台で今年２回目なんですけど。

舞のお師匠さんに今年はあかんかったて言われたんですけど。それは誰にでもあることや

けど、芸でもこなれてくるとお腰が浮いてしもたり、手を抜いてしもたりするので。１年

目はもう一生懸命、とりあえず踊るの精一杯。やっぱ見てるとわからはる。お師匠さんに

は一生懸命、精一杯踊ろうという気持ちがあるのと、そうではないのとでは違うし、わか

るし。それをちゃんと直していきなさいて今年は言われた。 

 

西尾：Ｍさんはどうどすか。似たような経験しやはったことありますか。 

Ｍ：そうどすね。うちも最初に出た半年か１年くらいで、がーんと頭打つことがようけあ

って、そのときは怒られますね。その時はすんませんてわかってるつもりでも、全然わか

ってなくて。それから１週間２週間、半年くらいたつと、１歩上から見て下の舞妓さんと

かいますわね。うちと同じようなことをしてたら、ああうちあんなことしてたんや、わか

るのどす。ああれはやっぱりあかんかったんやなと思いますね。その時は見えてないさか

いに。１歩上がると全然違いますね。芸事に関してもそうどすね。覚えなあかんとか、会

とかがあって。会の舞とかもう必死に覚えなあかんして、怒られますわね。会が終わると

ね、その時の出来はおいておいて、それまで努力したことがうんと力になっていて、次の

会の時にね、昔はあんなことでしんどいとか辛いとか思っていたのに、今はこれが出来る

やん。また上のあれがありますけども、目的がありますけども、今までしてきたことはで

きるようになってるとか。だから１年前と比べて成長してたんだなて。 



 

西尾：そういう時に。 

Ｍ：はい。やっぱひとつひとつの節目があると、頑張ったりしますし、それが成長になっ

たりしますね。 

 

西尾：どうですか、今成長感の話を聞かはって。 

Ｙ：そうどすね。うちも特に、うちら学校では舞稽古て全体の稽古ですけど、それとは別

にこれは個人稽古て、別稽古があって、ひとつの舞を覚えるのに１年目の最初の時は何回

も何回も別稽古をとって１曲をやっと覚えてたのが、最近はやっと手を、格好云々は置い

といて、手を覚えるのは、ちょっとしてもうたらできるようになってくると、違うもんや

なあと。慣れてくるんかなあと。 

 

西尾：そしたら、今きかせてもうた時のことと、学校行ったはることとのかかわりとか、

思わはることがあったらもうちょっと教えていただきたいんですけど、どうですか。いま

週に何日くらい行ったはります？ 

Ｍ：結構行きます。多いときは週に４回か５回行きますね。 

 

西尾：結構行かはるねんね。 

Ｙ：お師匠さんがね、毎日来はるのと違うて、月に４日間とか５日間とか来はりますんで、

お稽古が何個も同じ日に重なったら、１日３回か４回くらいお稽古があります。たくさん

来ない日があったら、月曜でも火曜日でも行かなくてもいい日もあります。 

 

西尾：そういう形になってるの。 

Ｙ：はい。 

 

西尾：そやけど一応、大きな流れで見たら、学校行きもってお稽古しながらやったはる。 

Ｍ：そうどすね。 

 

西尾：その間で自分の調子のいい時と悪いときと、お稽古行ってて、はっと何か気づかは

ることあったりとか、そんなんあります？ 

Ｍ：そうどすね、お稽古の時にはっと思うことは、ない…。やっぱ会がある時どすね。自

分が真剣にがーっと打ち込んでいるときは、やっぱり成長しようと思いますし、周りから

も言われますし。そのときにみんな成長しますね。普段の時から、がーってなってたら、

体が持たへん。なかなかそこまでなれしまへんな。 

 

西尾：なるほどね。 

Ｍ：ようけお稽古ありますしね。 

 

西尾：どうどすか？ 

Ｙ：そうですね、特に鳴り物やらは普段全然お稽古ぐらいしかする時はあらしまへんし。



宴会で使うこともまれにあるんどすけど、まあ毎日のお座敷では全然ないし。鳴り物とか

笛とか三味線は、そうどすね、学校行ってるからこそ勉強できるし。 

 

西尾：そしたらまたちょっとまた質問変えてね、よい芸妓さんとか舞妓さんとかね、自分

が思わはるよい芸妓さんとか舞妓さんにならはるコツ言うたら難しいやろけど、秘訣とか

ね、自分なりにこれちゃういうことあります？ 

Ｍ：そうどすね。うちはねお座敷が好きなんで、お客さんがね喜んでもらえたりしたらす

ごいうれしおすのやね。接待してよかったとか、また来るわと言うてもらえたら、やった

と思いますね。しんどいしんどい時とかもあるのどすけども、だいたいお座敷で来てよか

ったまた来るわて、言うてもらう時が一番芸妓さんとして舞妓さんとして、頑張ったなあ

と思う時ですね。 

 

西尾：どうどすか。 

Ｙ：コツはわからへんのどすけど、やっぱりお客さん商売やし、相手を思いやる気持ちと

か。自分の気持ちをある程度殺して、相手を相手というか、それはお客さんだけと違うて、

一緒に住んでる人たちとか、同じお座敷にいる芸妓さん舞妓さんに対してもそうやし、そ

うせなあかんあと思うのどすけど、なかなか難しい。（笑）それが出来たら最高やなと思う

んどすけど。やっぱり気持ちの浮き沈みとかあるし、そうできる時とできない時があった

りなかったり。 

 

西尾：芸妓さん舞妓さんてしたはったら、自分の中で、これは私の思い込みかもしれませ

んけど、一流ていうのか、この業界の中でね。そういうふうなものがあるんだろうと思う

んですね。それの一流やと思わはるのとそうじゃないのと分けてるようなものがね、どん

なものやろうということがなんかあったら。 

Ｍ：やっぱり舞妓さん出てたら、１５でも１６でもプロやて言われますし、プロの認識を

持ってて言われますし。それからあとあとプライド、舞妓さんとしての芸妓さんとしての

プライドを持つというのは大切なことやし、お客さんによっては、クラブのお姉ちゃん、

スナックのお姉ちゃんていう感覚の人もたまにはいやはるんで、そういうときにやっぱり、

うちらは芸妓舞妓やしそんなことはしませんとか言うのも必要や思います。 

 

西尾：それが言うたらちゃんと言えるようになるのが芸妓さん舞妓さんやし。 

Ｙ：そうですね。やっぱり周りから見て、あんなことしてると思われないように、恥ずか

しくないような行動をとらないといけないんで。 

 

西尾：どうですか？ 

Ｙ：自分に自信を持って、言わなあかんことはきちっと言えるようになれるのがね、相手

のお客さんが偉い人であってもそこらへんの近所のおっちゃんでも同じ、一貫した態度を

とる。偉い人やから媚びるとかね、そこらへんの近所のおっちゃんやし、しょうむないお

客さんやと思うとか、そういうことではなしにどのお客さんに対してもきちっとした態度

をとって、こちらでサービスできることはサービスして、お座敷を気持ちよくできるよう



な人が芸妓さんではないかなと。 

 

西尾：もう少し、多分一般の人はきちんとした芸妓さん舞妓さんて言われても、どんなこ

となんかようわからはらへんにゃと思うんですよね。そこらへんをこんなんですよという

ことを言うてもらうと、みなさんのプロとしての、ここで頑張ってるねんということがわ

かるかと思うんですけど。どうどすやろ。 

Ｋ：芸妓はん舞妓はんとしてサービスできるものていうのが、二種類ありますよね。 

 

西尾：ええ。 

Ｋ：例えばそれが舞であったり、三味線であり、唄であったり、そういう芸事でのことが

ありますし。会話であったりとか、それからその人が生まれ持ってるものもありますよね。

ぱっと入ってきた時にぱっと明るくなるとかね。華ていうんですかね。そういうのもあり

ますし。まあそういう意味で舞妓はん芸妓はんとしてサービスできるものというか、して

よいもの、悪いものていう区別ていうのがありますよね。 

 

西尾：さっきちょっとＭさんが言うてはったスナックとかバーのお姉さんと違うというの

が、ひとつ具体例が出てきましたが。 

Ｋ：どうなんでしょう。私はそういうふうには思わないんですけども。例えばスナックの

お姉さんであっても、クラブのお姉さんであっても一流の人ていうのはありますし、その

部門はその部門でそういうお仕事なわけですから。私たちの世界と重なっている部分とい

うのがすごくその方たちにもあるので、プラス芸事というのが、邦楽であるとかパフォー

ムであるとか芸事の部分で重なりがないだけのことで、それ以外のお客様との対話とかそ

ういうことに関しては全く一緒なわけですよね。そういう意味ではまあ、彼女がまだ理解

できていないスナックのお姉ちゃんのほうが彼女より一流な人もあるわけですわ。 

Ｍ：ていうかその、お客さんの対応が例えば触らしてえとか。 

Ｋ：それはスナック、クラブのお姉さんではなくて。そういうその…。 

 

西尾：やり方。 

Ｋ：ピンサロとか。 

Ｙ：キャバクラ。 

Ｋ：そういう人とは種類が違うという…。 

 

西尾：ことやね。 

Ｋ：ことですよね。 

 

西尾：あのもう少し、いま言うてはった芸事ということがね、やっぱり芸舞妓さんの場合

はウェートが高い。それはできはるさかいにということがあるんやと思うので。そこにも

う少し焦点を当てさせていただいて、芸事を身につけていかれるために、みなさんお精進

して自分で家帰ってきて練習しゃはることもあるし、学校へ行って習たはることもあるん

やと思うけれども、自分の芸の道が上がっていくために精進してはることのかかわりを、



学校行ったりしてはることとの、学校もお一人じゃなくてみなさん一緒に行ってはると思

うしね。そんなんで思わはること。こんなときに頑張って力上がったわと思わはるか、こ

こで職場にいててこういうことできて助かったわとか思わはることがあったら聞かせてい

ただきたいと思うんですけど。 

Ｍ：うちはここも学校やと思てるんで。先生は姉さんであったり。うちが舞のわからへん

ことがあっても、学校のお師匠さんは一人だけを見たはるわけではないので、ほかの細か

いところを家に帰ってこの姉さんに聞いてみようかなとか、言うてもらおうとか。普段お

座敷で舞うものやったら姉さんのほうが先輩やし。たくさん知ったはるし。わからへんか

っても姉さんに聞いてみようとか。特にうちはたまにお家の宴会でもお三味線を引かさせ

てもろうてるので、それなんかは学校では習うてしまへんし。ほとんど姉さんに教えても

ろてます。 

Ｋ：多分ね、西尾さんが思わはるよりも、女紅場とか学校ていうものの私たちの世界の中

で占めてるウェートていうものは低いと思うんです。だから女紅場は学校の全てでは決し

てないので。ただそれは法人化されていて、その…。 

 

西尾：システムとして。 

Ｋ：システムとしてあるので、それはもうあとからできたものなんですね。お茶屋さんと

か置屋さんがあって、組合組織というとおかしいんですが、それは江戸時代からあったこ

とですし。みんなが助け合っていくために組合をつくらはって、その中でもちろん、ここ

の置屋さんの人はこの流儀で隣の置屋さんの人とは一緒に踊れませんでは困るので、みん

なで助け合ってお金を出し合って、お師匠さんをお呼びする。そうするとみんなが揃って

お師匠さんにお稽古してもらえるし、お家元クラスの方をお呼びするのでも、この子やっ

たら月額２万でも３万でも出さなあかんようなお師匠さんでも、学校がしてくれはるし、

組合が何してくれるので、千円とか２千円とかいうお金でお稽古がしていただける。ただ

それだけでは到底この人たちの芸を作り上げるには足りないので、別のお師匠さんにお稽

古に行ったりとかもして、だから学校のお師匠さんだけに習っているわけではないんです

よ。 

 

西尾：ああそういうことなんですか。そこら辺はわたしはちょっと色々読んでもそういう

辺は出てこないので、学校に私は興味があるのではなくて、どうやって専門的な技能を身

につけていかはるかていうことが。 

Ｋ：その中のみなさん共通の部分というのでそれがあるので。どう言うんでしょう、プラ

ス補習。 

 

西尾：補習。（笑） 

Ｋ：も、もちろん必要ですし。その学校のお師匠さん自体も自分が全てだとは思ってない

んですよね。 

 

西尾：それは、ここで全部というわけではないと。 

Ｋ：そのまあ、お呼びしているお師匠さんやから、その昔のお師匠さん、その前のお師匠



さんはご自分も芸妓さん舞妓さんしてこられた方ですので、内容がよくわかったはったん

ですけど、この人たち知らない私たちの時代のお師匠さんはそんなんやったんで、夜の仕

事とも密接に関係してね、教えてくれはったんですよ。いまの方たちは普通にお師匠さん

として育ってきゃはった方で、夜のことはわかりませんので、それはお姉さん方に教えて

もらってください、みたいなところがあるんですよ。 

 

西尾：あなるほど。切り離して、踊りやったら舞いやったら舞だけの…。 

Ｋ：基本と…はお教えしますけれども、それに付随する現場でどうかというようなことは、

現場のお姉さんに教えていただいて下さいという。 

Ｍ：家帰って姉さんに聞いときやというような感じで。 

Ｋ：それはもう私たちの業界のものが受けついでいかなあかんもんがいっぱいあって。 

 

西尾：そしたらちょっと復習になるんですけど、基礎的な芸能の技術レベルは、それはま

あ学校で。 

Ｋ：そうですね。それもまあどんどん屋形で教わることが多いの違いますか。屋形なり、

お姉さんなり、近しいお姉さんに教わることのほうがむしろ多いと思いますね。 

 

西尾：そしたらその近しいお姉さんにね、今わからへんことを帰って聞くとか、お師匠さ

んも逆に聞きなさいとかいう経験は、例えばどんなことをね。 

Ｍ：例えば舞とかでもお座敷に出したときに、ひとりだけではなくて二人三人で踊らない

といけない時にはどうしてるかとか…。 

Ｋ：振り付けとかでもね。ちょっと変わってきたりするのをね。 

Ｋ：融通とかね。融通とか言うのはおかしいんですけど。 

 

西尾：場所とか、お客さんの数とか。 

Ｋ：一番はっきりしてるのは場所の広さ、舞の、私たちどんなとこでも舞わないといかん

ので。例えば畳半畳しかない場合やったら、振り付けやったらここ二歩出るところを一歩

にしてみたり、引いてみたりとかそういう融通いうのは、現場のものにしかわからへんの

で。お師匠さんには教えへんことですので。 

 

西尾：それは一番聞く時にぱっと思い浮かばはるのはどういう人やろ。 

Ｍ：それは姉さんとか、そのお座敷に行ったら一番上の姉さんとか。 

Ｋ：例えば格好とか、立ち方いうとおかしいんですけど、普通に立ったり座ったりするよ

うなことでも、この状態でするのとね…。 

 

西尾：あれ着けて。 

Ｋ：するのとでは全然違いますので。実際に衣裳を着けて動く所作というのもね、お師匠

さんにもわからないことなんですよ。実際自分が体験しないとわからないことなんですよ。 

 

西尾：そやねえ、全部着けて格好して、お座敷の場に出てみいひんかったら。 



Ｋ：そうですねん。そういう生活に慣れたもんでないとわからへんことなんで。全部先輩

から教わることなんでしょうね。 

Ｍ：見習いさんのときにもそういうのは教えてくれはるんですけど、そういうのは１回か

２回くらい。 

 

西尾：そんなくらいしかないの？ 

Ｍ：このお着物の上から一応帯締めて、やってくれはるんですけど。うーん…。 

Ｋ：実際それでやるのと、着てやるのとでは全然違いますよね。 

 

西尾：私も踊りを習うてたから、歌舞練場で踊るときにふうをしてするのと全然違います

よね。大きさと舞台でするのと、それをお座敷でするのと。でまた格好もしてみたら。そ

れは一番聞きやすいのはお母さん、それから。 

Ｍ：周りの姉さん。 

Ｋ：お母さんでも私らみたいにやってたものもあれば、経験のない人もありますから。 

 

西尾：それはそこによって違いますよね。 

Ｋ：そういう場合には、お母さんの経験ないんやったらということで、聞けるような立場

の姉さんていうのをつけはるわけですよ。 

 

西尾：お名前一字もうたはるお姉さんですよね。その姉さんに聞く。 

Ｍ：いまデビューしたての舞妓さんでね、お家の置屋さんのお母さんも芸妓さんしてはら

へんし、そのお家にもその子より上のお姉さんが誰もいはらへん子がいはるんです。 

 

西尾：ひとり…。 

Ｍ：やっぱり大変そうやしね。着方にしてもやっぱりお母さんだけではわからはらへんし、

周りの小さい姉さん方にでも言うてもらわんとわからへんことがたくさんあるし。例えば

その下のお襦袢にしても短いとか、簪のさし方がきたないとか、あたまがきたないとか、

そういうのも家の小さい姉さんが注意してくれはるからこそきれいにできるもんで。 

 

西尾：さっきＭさんが言うてくれはった箱枕ひとつで寝ることにしても、周りに聞く人が

いはらへんかったらわからへんにゃね。 

Ｋ：細々としたことも、全部屋形というか姉さんの責任になってきますのでね。それがな

いとどないもなりませんわね。 

 

西尾：じゃそちらのほうのつながりを、もうちょっと聞かせていただこうと思うんですけ

ど。お姉さんていうのは一応、もし同じ屋形の中にいはったら、大抵同じ屋形のなかでお

姉さん決めはる、それとも限ってませんか。 

Ｋ：限ってませんね。その立場にも寄りますし、こんな人と思っててもなかなか難しいも

んですね。宮川町はいまお姉さんがないと出られへん、舞妓さんは特に。芸妓さんでも影

のお姉さんていう、表立たないお姉さんていうのがいいひんかったら出られへん状態なん



ですね。それは誰が教育すんにゃという責任者ですよね。 

 

西尾：結局それがお姉さん。 

Ｋ：そうです。でもそれが出ないと、お座敷出ても右も左もわからへんというようなこと

では、教育がなってないということではお座敷出られへんやなかと、迷惑やないかという

ことで、責任者のお姉さんがいはらへんことには出られへんということになってきます。

それがすごく大変なんですよね。姉さんになるていうことが経済的にも大変ですし。それ

からもちろん責任という意味でも非常に大変な。 

 

西尾：そうですね、今のお話きいてると、ものすごくお姉さんにウェートがかかってきま

すね。 

Ｋ：そうどすねん。そやから成り手が少ないどすねん。はっきり言うと。いいお姉さんを、

この子に合うお姉さんをと思うても、お姉さんがそんなしんどいこといややいうて断わら

はる場合が多いのどすわ。だから、なかなかね、なってもらうという人が少ないのどす。 

 

西尾：ほしたら、ここはみんなＫさんがみんなお姉さんをしてはるんですか。Ｍちゃんと

…。 

Ｋ：Ｋ.S はそうです。 

 

西尾：そうですよね。 

Ｋ：私がやめたので、姉さんになれへんので、Ｙから以降は私の友だちのＹ.Ｙさんという

人にお願いしたんです。 

 

西尾：で、Ｙ.S さんもそういうお名前になったはるんですよね。じゃお姉さんは結構ウェ

ートが高い。 

Ｋ：昔みたいなことはなくなっているにしても、やっぱり負担ていうのがある程度大きい

ので、昔はもっと経済的負担ていうたらものすごく大きかったんですわ。甲斐性のある人

でないと面倒見られへん。 

 

西尾：何の面倒見たげはるんですか。 

Ｋ：変な話がお花の売れ行きから、それから東京行きとか顔見世とか、今でも顔見世は３

年間は夜の部は、お昼の部は組合から総見いうのがあるので、夜の部は３年間お姉さんが

連れて行かんならん。ていうことはつまり２万、３万円近くしますよね。 

 

西尾：３万近くしますね。 

Ｋ：ということは、その切符代と１日買い切り分の花代とそれからお食事代、全部そのあ

とお食事連れていただいてという負担をしてくれはるお客さんを持ってんとあかんていう

ことですね。 

 

西尾：ていうことですね。 



Ｋ：お客さんがなければお姉さんがご自分で負担をせんならんということになって、それ

を３年間。 

ＭとＹ：すんません。お姉さんおおきに。 

 

西尾：ああそういうことなんですか。 

Ｋ：今はもうあんまり言いませんけど、昔やったら東京行きいうて、１回は東京へ連れて

行って、お芝居を見せて、ディズニーランド連れて行ってとか、そういうお遊びとか２泊

３日くらいのね。そういうの全部負担してできるとか、それからまあ、売れ残っていた場

合に、自分の妹が売れ残っていた場合に、自分がお客さんに頼んで呼ぶとかいうようなこ

とが昔はすごく大きかったんですよね。 

Ｋ：今そういうのは、なしにしますというて削れてきてますけど。とりあえず昔で言うた

ら、お姉さんていうたら、甲斐性があるというのが最低条件みたいなもので。 

 

西尾：今はそこまで、経済的なことはないにしても、日常の所作であるとか、踊りのひと

つであるとか、そういうことを責任を持って。 

Ｋ：そうですね。思うんやけど、今の子たちの精神状態を考えると、精神的な部分での負

担ていうのが昔より増えてきていると思うんですよね。昔の子が姉さんいうたら、カラス

が白かろうが何かろうが、そうどすと。姉さんがそれだけしてくれはる分、姉さんに対し

て尽くす気持ちがすごく大きかったと思うんですけど。今の子はそうでもないので。はっ

きり言うたら、姉さんが恥かいて謝りに回ったりとか、しょうむないことでね。姉さんが

これはこうせんならんやろと怒ったりせんならんことも増えてきてると思うし。怒ったか

らいうて、姉さんに対してふくれたり、言うことをなかなかきかへんかったりとかいう意

味での精神的負担は、すごく増えてきてると思いますね。 

 

西尾：どうですか。Ｍさんはそこら辺を、お姉さんと自分との関係みたいなものをね、ど

んなふうに、どんな時にね、いいこと悪いこと色々あるんやろと思うんやけど。思たはる

ことを何か聞かせてもらえると…。 

Ｍ：そうどすね。やっぱ姉さんて絶対的な感じやし。一緒に暮らしているので、外にいは

る姉さんと、一緒に暮らしてる姉さんと感覚が違ってきます。Ｙさんは外に姉さんがいや

はるんで、やっぱり気持ちが違うんやと思います。お母さんも兼ねた姉さんになってはる

さかいに。そういう意味ではうちは外に姉さんがいはらへんので、わからへんのどすけど。 

 

西尾：他のお姉さんとの比較しようがね。いはらへんし。でもどんな時にいはってね、な

んか言えたりとか、また逆に叱ってくれはったりとか、よかったとか悪かったりとか、思

たりしはります？ 

Ｋ：もう一事が万事。もう精神的に成長させてもらってると思います。 

 

西尾：最初ここへ来はった時ね、Ｍさんの場合は特に一人っ子やし。ご自分の兄弟もあら

へんかったし、お姉さんていうのが出来はって、どんなふうに思はりました？ 

Ｍ：姉さんていうても、…？姉さんていう感覚でもなかったんで、先輩として、うちの姉



さんの性格として、きっちりとしてはるので、自分の感情でね、ものを言わはらへんし、

ものを教えてくれはるにも、噛み砕いて一から十まで教えてくれはるので。十を先にパー

ンて言わはる方もいはると思うんですけど。あとは自分で考えなさいみたいなね。そやけ

ど、全部細かく教えてくれはるんで、なんて言うんですかね、違和感ないて言うとおかし

おすけど。なんで？ていうことはない。そうやそうやそうやと思うてたら、最後たどり着

いたら、こういうことやったんやていうふうに怒り方もしてくれはる、教え方してくれは

るんで、すごい尊敬も出来るし、自分がここに来てよかったなと思います。 

西尾：例えばね、ここへ来やはるまで、学校行ったはったら、クラブがあって先輩後輩の

間柄とかもあると思うんやけど。ここ宮川町に来はって、先輩さんとか後輩さんとかと比

較したときに、もちろん仕事をしてはるということがあるけど、人間関係の部分で、ここ

ちゃうなあとか思わはったようなことありますか。 

Ｍ：そうどすね。上下関係はほんまに厳しいなと思いましたけど、それは今の日本人とい

うか、大切なことなんじゃないかなと思いますね。ここに入ったもの順で上下関係になり

ますよね、だからＹ.S さんのほうが（年が）上やけれども、うちのほうが姉さんと呼ばれ

る。他人同士が一緒に住んで、みんな友達みたいな感覚やったら、もういざこざが絶えな

いと思うのどすけど、そこはきっちりと、こういう世界は、厳しい上下関係が決まってる

さかいに、そこで規律が守れているじゃないかなとうちは最近思うんですよね。そやから

生活もしていけるし、他人同士でも。上下関係があることが必要なことではないかなと思

います。 

 

西尾：今、生活の話をしてくれはったじゃないですか。お座敷に出はったときに、他の屋

形にもたくさん芸舞妓さんいはりますけど、それでもデビューしはった順番で？ 

Ｍ：はい。もちろん。だから、並んでて言われたらほんまに…。 

Ｋ：きれいに順番に。例えばたくさんのパーティとか宴会とかで、一列に並んでお辞儀し

ますね。あれも全部デビュー順に並んでます。 

 

西尾：今お家の中でそう言うてくれはって、お座敷を務めはった時にもそういう関係があ

ってね。そんなことで何か思わはることあります？お座敷の時もお姉さんという関係があ

るさかいに。これで上手くいったなあというようなことは。 

Ｋ：この仕事を誰がするかていうのは、わざわざ言わんでもわかりますわね。ひとつしか

仕事がなかったら下のもんがすると。この人とこの人やったら、３日違いで私があとやな

と思えば私がするということで、仕事はさっさと運びますよね。 

 

西尾：例えばどう仕事を。 

Ｋ：例えばお酒がないと。たくさんの宴会で向こうのほうは見えませんよ。でも私らの時

分はその宴席中の仕事は、一番下のものがするという感覚やったんですけど。このごろは

ね、そんなことはない。自分の周囲の見える範囲のという感じですけど。その例えば、そ

こでお灰皿が汚れてるとしましょうね。それを誰がするというたら、一番下のものがする

という。 

 



西尾：気がついて、その人が自動的にするという。 

Ｋ：そうです。違う姉さんが、例えばお灰皿がと思って、ふっと立ち上がるとすれば、一

番下のものがそれを取りに行って、持って。 

Ｍ：だからもう、ようけの場合でそうせなあかん時は、ビール瓶が、おビールがなくなっ

てたら、立って、換えていうのは、気がつく舞妓さんはそうしゃはります。 

Ｋ：だからほんまに座ってられないぐらいの最初は状態で…。 

Ｍ：で、まあその場の雰囲気が見えてきて、お客さんとも対応せなあかんし。自分が、自

分しかいないとか、他に舞妓さんが少ないとかいう場合は、立ったり座ったりばかりして

られへんし、お話をしもって…、でもやっぱり気を使ってという、出たての時は立ったり

座ったりばっかりで。 

Ｋ：まあそのほうで、丁度ええ具合なんですよね。足もしびれへんし、お客さんともずっ

と会話でもてませんからね。どうしても、その子がその場に行ったほうがいい雰囲気やっ

たら、他の姉さん方がちゃんと察知していて、あたしが行ってくるから、かまへんしお客

さんと一緒に座っててって、他の姉さんが先に気がついてしまいますからね。その子がオ

ロオロするよりも先に。そういうふうなことのために上の姉さんていうのがいるわけです

し。上の人というのは何年も、それこそ何十年も気を使うということをし慣れているんで、

その場の雰囲気を見て察知して、指図していかはりますからね。 

 

西尾：そういうお姉さんていう仕組みがあって、逆にいうたらお座敷へ出はって、一番下

やさかいていうことよりも、プラスになって色んなことが身についていかはるんでしょう

か。そこら辺はどうなんでしょうか。逆にね、Ｍちゃんの場合は、段々お姉さんになって

きたはるから、今の立場と前の出たてのときと、比較してみはって、振り返ってね、あの

時は大変やと思っていたけど、実はこうやったんやとか、大変なだけやったとか。思わは

ることあります？ 

Ｍ：そうどすね。でもやっぱり下のときはやることが決まっているんで、灰皿換える、お

ビール運ぶ、お客さんが上着脱がはったら、上着…とか、基本的なことが出来さえしたら、

あとは指示に従ってたらいいだけなんですけど、上になってきたら、うちより上の姉さん

がいない場合は、その場の状況判断をせなあかんので、それはやっぱり上の人は責任が重

いなあと。 

 

西尾：具体的にね、上にならはったらね、ここら辺まで状況判断をして、まん中ぐらいや

ったらここら辺までという。下のお仕事は決まってるて教えてもうたので。あのそういう

違いみたいなのを、お座敷ですることで教えてもらえます？ 

Ｍ：そうどすね。気をつけなあかんのは、お客さんと外に出て移動したときとかは、お茶

やさんに今どこにいてます、どこに移動しますというのを報告しなあきまへんし。ボーッ

としてたらあきまへんし。あれは下の人がせな…。 

Ｋ：下のものが一応かけるという形ではあるけど。私らの時代はそやったけど。一番上の

人もかけてこんならんわね、それは。昔は指図の元に一番下の人がこう…いうふうにして

ましたけどね。 

 



西尾：場所変わらはってここへ行くという。 

Ｋ：今ここなんちゅう番号ですゆうのは、一番下のものが連絡してましたけどね。 

Ｍ：上になったら、電話してきて言うのも、自分がするのも、うちは忘れっぽいので、出

たての時にせんど失敗したんで、今上になったら責任あるし、気つけなあかんて思います

けど。 

Ｋ：ここらぐらいになって、一番しんどいことていうのは、例えば下の人が失敗したとか、

下の人でなくても、お座敷で何かお客さんが怒らはるようなことがあった時に、フォロー

をせんならんというところまでやっぱり、ここらへんまでになってきたらせんなりません

やんか。 

Ｍ：若い子がしたらあかんようなことをしてたら、「したらあかん」て怒らなあきまへんし。 

Ｋ：裏で済むことやったらそれでいいんですけど、お客さんがこう、それは舞妓がいいと

か悪いとかいうことではなくて、お座敷でお客さんがサービスに対してご不満が出てきた

場合にね、そのフォローをせんなりませんやんか。 

 

西尾：できること、でけへんこと、色々あるやろけど、お客さんが…。 

Ｋ：そこら辺をまあここら辺までが舞妓はんの仕事と、はっきり判断つけてしていかんな

りませんしね。 

 

西尾：そういう時はお茶屋さんやったら、お茶屋さんのお母さんは…。 

Ｋ：もちろん出てきはりますけど。外に出る場合もあるわけです。 

 

西尾：そしたら…。 

Ｋ：その場のクルーの一番上がある程度せんならん。その場合はお茶屋さんと違うて、お

料理屋さんとかホテルとか、他の人とのやり取りにもなりますし。飲みに出た場合とかや

ったら、直お客さんとというかたちになりますしね。もう、さまざまな。毎日何軒も行く

わけですからね。その場その場で対応がどのくらいできるか、ということになってくるん

ですね。私わかりませんじゃなくて、ここへ行けいわれたから来ましたじゃなくて。 

 

西尾：そこでちゃんと。 

Ｋ：そうです。 

 

西尾：さきほどの一流の舞妓さんは、もちろんそういうことも出来はるというか、入って

いる。 

Ｍ：一流というか基本的、最小。 

 

西尾：最小。逆にいえばそれは最低限。 

Ｋ：そうですね。出来なあかんことで。それは日々毎日。一日３軒行けば１年間で 1000

軒の経験は出来るわけですから。その経験を積める上で、状況判断が出来るようになって

くるわけで。 

 



西尾：お座敷でのお客さんとの、今言うてはったような経験と、それだけじゃなく、舞妓

さんやったら芸事の経験も高めていかなあかんので、そこら辺の兼ね合いというかね、関

係でね、自分は気をつけているとかね、なんかしてはることがあったら、どうです？別々

やったら多分、成り立たへんと思うねんね。両方があって初めて芸舞妓さんとしてちゃん

と出られて、踊りだけものすごい上手でもそれはだめやし、お客さんとの応対だけが上手

でもそれはあかんやろし。どうですＭさん、そこらへんでなんか、こんなふうに気つけて

るわとか、あります？ 

Ｍ：兼ね合いですか。 

 

西尾：両方頑張ろうというのは正直な話やにゃけど。 

Ｋ：特に分けるということではないんです。たくさんあって、例えばお客様を喜ばすため

のアイテムというのがいくつもあって、そのひとつが踊りであり、そのひとつが三味線で

あり、地唄であり、そういうものとほかの会話とかのサービスというのは、私的にいうと

レベル的にいうと、どっちが上とか下とか関係ない。例えばそのアイテムを持ちえている

その人からひとつなんです。そのどれが欠けても駄目。よう栄養バランスとかってありま

すやんか。こういう蜘蛛の巣状のあれって。ここがよいけどこっち駄目とか、人によって

それぞれバランスがあるので、会話であったり、それから美貌であったりね。もうその人

がいるだけで、お客さんの好みのタイプやったらそれでオッケーということもあるわけ。 

 

西尾：それはそうですね。 

Ｋ：元々の美しさというものもあれば、一生懸命眉毛の形をどうしようかとか(笑）、そう

いうふうなこともその努力のひとつ。にこやかな笑顔を持っていればそれだけでいい場合

もあり、その場その場のお客さんに対して、そのうちのどれかをどういう割合で提供して

いくか。 

 

西尾：というのは…。 

Ｋ：それは自分の判断ですね。そやから舞だけでいい場合もありますし、座っているだけ

でいい場合もあります。それはお客様というものが求められるものが、色々なんで。全部

が同じものではね。マクドナルドでも…ように。お客様のニーズに合わせて、色んなもの

を提供していかないといけないので。 

 

西尾：いまＫさんが言うてくれはったようなことは、多分最初を振り返ったら、思ていや

はらへんかったことやろと思うんですね。でも段々経験を経るにしたがって、お姉さんに

なってきはって、身についてきはったと思うんやけど、どういうときにそういうことを意

識しはったか。毎日毎日考えてはるんやろと思うんやけど、特別このときにこうしたらえ

えんやなと思わはった出来事があったら、聞かせてくれはります？ 

Ｍ：両立？ 

 

西尾：両立…。お座敷に出ていかはるときに、自分のもってはる芸事とか、お客さんとの

会話とか、自分の持ってる雰囲気も持ち味も売り物やと思うしね。そんなんも生かして私



なりにここの世界でやっていこうとか、しようとか感じはるときとか、今までに。それと

も自然にお姉さんになれるくらい力量が出てきはったのか。さっき踊りの会があったら、

そのときに成長感を感じたて教えてもろうたさかいに。お座敷に出はるときも技術ですよ

ね。あ、ここで成長したなとか。 

Ｍ：うーん。そうどすね。それは日々思います。あ、言わなよかったとか、盛り上がらへ

んかったとか。今日はこれで調子がよかった、雰囲気が合ってと思ったけど、うちの雰囲

気じゃない人もやはるし。うちの場合は雰囲気に合わせて、大事なお仕事の話してはった

ら黙ってるとか、お酌だけするのも大事やし。その場の雰囲気を見てどう行動するかとい

うのが大事やと思う。 

 

西尾：その場の雰囲気を見て、あかんかったなとかと思うときは、屋形へ帰らはってから

とか、その場でもいいですけどね、一緒にやはったお姉さんとかに聞いたりしはります？ 

Ｍ：よっぽどひどいことどしたら、こういう時どうしたらよろしおすやろかとか、会話で

はあまり聞かしまへんけど、逆に言われたりしますけど。こんなこと言うたらあかんとか、

出たての時は。最近はそんなことも少ないですけど。でも自己嫌悪に陥って、帰ってから

でもずっと考えてたりすることはありますね。 

 

西尾：帰ってきてから、今日のお座敷のことを。 

Ｍ：例えばうちではないんどすけど、お客さんにばったり会ったとか、道で会ったとか、

お座敷でとか、「いやおおきに」とか、言うてはいけない場合もありますよね。だからその

場の、お客さんが奥さんといはったとか、奥さんと知らずに。言うたらあかんかったとか、

そんなんもありますし。そこはほんまに気をつけないと。やっぱ、軽々しくいやぁと言う

てたらええもんと違うて、その場の雰囲気を見て…。お客様が言わはったら、「この間はお

おきに」とか会話になりますけど。接待とかしたはったら、あまり言うのも…。いい経験

をさしてもらってます。 

 

西尾：秘密に関わることもあるやろし。何でもかんでもというとこは、お仕事柄すごく特

別ですよね。 

Ｍ：盛り上がるかなと思って言うたことがあかんかったとか、そんなんもありますし。 

 

西尾：で、帰ってきて、あああれは…て言うて。 

Ｍ：そうどすね。 

 

西尾：今度から気いつけよと、感じはるということですね。 

Ｋ：感受性が強いということが一番才能ですわね。それがどうでもいいと思うと、そうい

うことに気がつかない人間になってしまいますんで。それではだめなんですよね、うちら

の仕事は。 

（Ｍさん退席） 

 

西尾：じゃあ今度は立場を変えて、経営者の立場で聞いてみたいと思います。さきほどね、



なるコツはと、ええ芸舞妓さんになるコツはと聞かせてもらいましたが、逆にね、育ては

るためのコツはなんですか。 

Ｋ：コツというてもね。 

 

西尾：気にかけてはることということですね。 

Ｋ：まず基本的に、好きでやっていられるようにもっていくことですね。嫌いにならない

ように。 

 

西尾：このお仕事がですか。 

Ｋ：そうです。好きでやっているということを自覚するようにもっていくことですね。 

 

西尾：本人が。 

Ｋ：そういうことです。 

 

西尾：それは例えばどういう場で工夫をしてらっしゃいますか。 

Ｋ：ことがあれば、そのことに引っ掛けて、というとおかしいんですが、何でやっている

のかということを自分で自覚するように、必ず考えさせるようにことを運ぶんですよ。と

いうのは、若い子ですからどぼっと浸かりますからね。他の趣味でやっているわけでもな

ければ、…でやってるわけでもないですよね。ほんまに２４時間どぼーっと浸かってしま

うので、好きかどうかわからなくなってしまう。趣味でやってりゃね、踊りでも日本舞踊

でもなんでも。はっきり言って、一生懸命働いてお金を貯めて、発表会で上手に踊れよう

がなんであろうが、好きであれば努力もするんです一所懸命ね。努力せいて誰も言うてへ

んにゃから。ところが、どっぷり浸かってしかも仕事やということになってくると、それ

が好きかどうかわからなくなってしまう。 

 

西尾：ほんまは好きで来はったはず。 

Ｋ：そうなんです。それやのに、それはいやとかこれは嫌いとか思うようになってきて、

他の世界に目が向くようになってきて、抜けていく。そりゃ向く向かんもあるし、他のこ

ともしたら人生に対していいこともあるんやけど、自分を見失うことが多いんですよね。

だから好きでやっているかどうかということは年に何回か考えさせるようにしてます。ま

たそういうようなことが必ず起こってきます。どの人でも。 

 

西尾：何かあったときに。そこへ戻って考えるように。 

Ｋ：そうです。初心というものに戻るようにたんびしておかんと。一生懸命泳いでるので。

何でこんなしんどい目とかね、思うことはたくさんあるわけで。でも誰もなって下さいて

言ったわけでもないので、自分が好きで来たわけで。波があるんでね。ハードル、ハード

ルを乗り越えるのがすごくしんどいんですよね。壁がいくつもあって。その時々に乗り越

えられるために。 

 

西尾：そのハードルていうのは、人によって違うのか。 



Ｋ：人によって違いますね。でもまあ、似通ってますね。 

 

西尾：例えばどういうときがハードルになります？ 

Ｋ：必ず大体思うのが、次の子が出てから、自分が先輩になってきてから。 

 

西尾：さっき言っておられたお姉さんと呼ばれる存在になるとき。 

Ｋ：そこがひとつのハードルやと思うんです。 

 

西尾：その時に結局、どういう状況にならはるのが…。 

Ｋ：その人と自分を比べてしまうんですよね。子どもでも二人目が出来たら、お姉ちゃん

がすねるのと一緒でね。すねますねん。 

 

西尾：あー。 

Ｋ：それまでは自分が一番下で、いやな意味では一番下やから働かされるというようなこ

ともあるし、損やなと思うところもあるし、ところが下が出来ると、今までしんどいなと

思っていたことがそっちにいくということがあって、なんか自分がほったらかされている

ような気になったり、その子が自分が出来なかったことがたまたま出来たりしますよね。

すると私って出来ないとか思ってしまったり。特にＭさんの場合は自分も一人っ子やった

し、この人しかいてませんでしたよね。次の子が出てきた時に、まあ親の愛が半分になっ

たみたいなもんで、自分よりあっちの子のほうがよう出来んのちゃうやろかとか。自分一

生懸命気張っているのに、評価が半分になるんちゃうやろかとか、何かそういうふうな気

持ちがあるみたいで。次の子もＹさんが出てきたときに、Ｙの場合はその次の子が出てき

たときに、思うよりも何よりも年が上やったんで、あまりそのようなことは…あるんです

けれども。彼女は芸妓さんから出はったということで立場も違うんで、比べようもないん

ですけど。上に上がるとね、比べる存在が出来ると。上の人と比べようはないですね。自

分の中でそういう整理はついてるんですね。下の人が出てくるとすごくこう。 

 

西尾：なるほどね。 

Ｋ：もうこれくらいのことは出来んとあかんよといわれるようなってくると、またね。 

 

西尾：今お伺いしていると、波に合わせて、その時にうまく初心に帰らすことがコツやと

おっしゃいましたが、他に何か思われるようなことありますか。 

Ｋ：あとはまあ今の子たちやから、Ｍさんが言うたように、噛み砕いて言うことが大事な

んですよね。どうしても花街なんかで育った年配のお姉さんと、ここへポンと入ってきた

若い子が上手くいかへんのは考え方が違うからで、それを考え方が違っても、うちとこで

も上は８０代から下は１５までいますわね。上手くいっているのは間間に年代がいて、噛

み砕いて説明することが出来る、中間管理職ていうんですかね。それがいるからお互いに

うまくいくのであって。噛み砕いて言うまでわからないことっていうのがいっぱいあるん

ですよ。 

 



西尾：一番噛み砕いてあげないとわかりにくいことって、どんなことでしょう。 

Ｋ：しきたりとか、灰皿ひとつぐらいでもなぜあなたがしないといかんかということでも、

噛み砕いてやらないと、なんで同じお花代やないかと、思うわけですよね。 

 

西尾：私たちが OL の時代でも、一番下の子がお茶汲みで、宴席行ってもお銚子が上がって

きたら、上司のが代ってるから何にも言わずにやっぱりねえ。 

Ｋ：それなんかプラスアルファの部分ですよね。私らそれが仕事であってもね、なかなか

自分が見えてないというか、他のお姉さん方がどんと座って楽してるように見えるけども、

それはそうだけども、体は使わないけれども神経使うてるんやで、というようなことはわ

からないんですよね。若い子にはね。それを噛み砕いていってやらないと、日常のことで

すから。 

 

西尾：逆に言うたら、伝統的な職種ですよね。そういう見えないところで色々神経使って

…。 

Ｋ：ツーといえばカーみたいなことがないと。そこらへんを。 

 

西尾：わかるように。 

Ｋ：やったはんにゃねということを、言ってやらないと。こういうふうなことで怒られた

ということでも、今の子は怒られ慣れたはらへんしね。なんで怒られるんやろうというの

が頭にあるので。 

 

西尾：さっき聞いてても、怒られて帰ってきて自己嫌悪になって、自分で考えてるて言う

たはりましたよね。よっぽどのことがないと、お姉さんとかには言わへんていう感じやっ

たんですけど。 

Ｋ：怒られてというか、怒られてきたときにはそれは言いますよね。お姉さんとかお母さ

んには怒られてきた場合には。今のところは親みたいなもんで。この人が起こしたことに

ついては、私が責任と取らんならんので。でまあ、謝りにも行かないかんし。そういうふ

うなことではあれですけども、自分で失敗したなということがあるわけで、それに関して

はあまり、そんなに言いませんけどね。ゆくゆくお茶屋さんのお母さんの口に伝わって、

こっちに回ってくるんやろなと思わはったら、先に言わはります。 

 

西尾：（笑） 

Ｋ：ものの考え方ね。そこら辺のものの考え方というもののひとうひとつを、噛み砕いて

やらないと理解にはならない。 

 

西尾：大変失礼ですけど、私とあんまり年齢が変わらない、４０にはなったはりますよね。 

Ｋ：なりました。 

 

西尾：ぐらいですよね。それでそんなに差があるんですよね。今のきゃはる若い子たちと。

例えば自分が若いときを振り返ってみはって、そこら辺の差があると思わはります？ 



Ｋ：確かにあるなと思うのは、私らの時代は、お姉さんからそう言われるとそんなもんな

んだなと思うんですよね。またそれがすごく新鮮であったりして。私なんか理屈っぽかっ

たんで、なんでそんなこと言わはるんやろとか、色々考えてきたんですけど、今の人たち

ってそういうことに関して鈍い？ 

 

西尾：うんうん。 

Ｋ：人間出来てないのに出来たように思たはるところがあって。私らの場合、なんでこん

なことで怒られなあかんとか、友達同士で愚痴言いながらでもね、受け入れようという感

覚があったとおもうんですけど。今の人たちてあんまりこう、良い子ちゃんに出来てるの

か、そういうとこって、滑っていっているという気がするような人が多いですよね。私は

私。他人のことも言わないし私のことにも干渉してこないでという感じの人が多い。感受

性が鈍い。 

 

西尾：そしたら例えばね、学校行かはってね、同じ立場の人がいやはってもね、同輩同士

で話やらあんまりしはらへんのですやろか。 

Ｋ：どうなんでしょうね。してもここいちというようなことは、あんまりしてへんのです

やろかね。中身打ち明けてとかいうようなことは。上手な大人みたいな人が増えてると思

うんですけど。私も全部知っているわけではないので、ここに入ってくるような子は、あ

れなんですけどね。そやしまあ、自分が出来てると思わはるから、吸収力が弱いというか、

出来てると思うから人を見て吸収しようと、知ろうとする気も少ない。ま、そこら辺を出

来てないんやでと言うと落ち込むし。 

 

西尾：それをわかった上で、育てるようにもっていかなあかんということですよね。今の

子どもたちの。 

Ｋ：まだ何にもわかってないから人に頼りなさい、ということも出来ないんですよ。 

 

西尾：人に頼ることも出来ない。 

Ｋ：お頼申しますて、出来ひんにゃから頼みなさいと、いうことが出来ない。今の学校教

育の一番弊害やと思うんですけど、自立するように育てていく。一人でスプーン持てたら

上手ねって、一人で学校行けたら賢いねって、一人で何やらしたら賢いねっていうて育て

ていくから、自分でオーライになったら出来てると。一人ですること、出来ることが偉い

と思ってる。それでは社会で通用しないですよ。それはうちの世界以外でもそうやと思う

んですよ。もうお客様に聞いてもそんなんばっかりやでて言わはりますわ。大学出てきて

も、そんなんばっかりやでて。自分の才能この会社でどうやって生かすことが出来るでし

ょうかみたいなこと、平気で言ってくるからって。会社でも１年２年はタダメシ食わせる

のと一緒や言わはりますやん。勉強させて給料やってほんまに仕事が出来るようになって、

３年目４年目にポッと辞められたらやってられんとか、よう言わはりますやん。そんな状

況で何にも出来ひんにゃから人に教わりなさいよ、というようなことが素直に聞けへんか

ったり。 

 



西尾：人に教わる、教えていただくということは、ものすごう難しいしいことですよね。 

Ｋ：それと核家族化が進んでいるからか、大きいお姉さんにもの教わらんならんとか、助

けてもらってるとかいう感覚も少なくなってきてるし。 

 

西尾：大きいお姉さんていうのは、直接のお姉さんと他のお姉さんとどういうふうに違い

があるんですか。 

Ｋ：普通の固定されたお姉さんというのは、うちの姉さんていうんですけど、それを含め

てここらへんに６０人からの芸妓さんがいて、誰と当たるかわからしまへんわね。そうな

るとみんなが家族みたいになってきて、例えば自分の姉さんと一緒に宴会に行くとしても、

５人のクルーで行って、自分の失敗は自分の姉さんが全責任を負ってくれはる。ただ、自

分の姉さんと一緒とは限りません。例えばここやったらＭさんとＹさんが行く。Ｙさんの

失敗はその屋形の上の人が見る。例えば何か怒られんならんようなことがあったとして、

誰が怒らんならんということがわかるわけですよ。その人の姉さんがいやはったら、その

人が怒らんならん。姉さんがいはらへんかったら、そのおんなじ筋の姉さんか、筋の身内

の先輩か、同じ屋形の先輩がいれば、その人が怒らんならん。誰もいなかったら、その場

の一番上の人が怒らんならん。 

 

西尾：そういう順番になってるんですね。 

Ｋ：黙っててもそういう順番になっているんです。責任者誰や、出て来いいうたらそこに

なってくる。 

 

西尾：責任者の順番もきっちり決まっている。 

Ｋ：大きいお姉さんが怒らはるとして、ＭさんとＹさんがいたとして、Ｙさんの失敗を他

の姉さんが怒らんならんようなことがあったら、その人連れてすんまへんとうちが言いま

すしと、諭しますしということをＭさんが言わんならん、というようなことですわね。 

 

西尾：関係性がきっちり出来ているんだけれども、今の世代の人はまずそこから馴染めな

いようなとこが。 

Ｋ：そうです、そうです。なんであの人に謝ってもらわなあかんのか。そんな感じにもな

ってくるし。最初誰でもそうですけど、自分がすごく見えてない時はね、何でも出来るみ

たいに思わはるんで。それと壁を乗り越えていく上で非常に体力がないんですよね。 

 

西尾：ふーん。 

Ｋ：ある意味すごく体力のいるような、どんな仕事でもそやと思うんですけど、その世界

やと思うんですけどうちらの世界は。昔はね、私らよりも前の世代は、好きできてたわけ

じゃないんですよね。帰るとこもなかったんですよね。ここにいなしゃあないから。勝手

に乗り越えられへん。そんなもんやと。私らの世代もそんなもんやと思てたんですよね。

まだね、そんな雰囲気が残ってるというか。 

 

西尾：まあそんなもんやし。 



Ｋ：みんなそんな感覚でね。そんなお姉さんの話も聞いてきたし、私らはずっと恵まれて

るし。結構周囲のものもそんなもんやと思ってしてたんですけど。今の子やらはやめて帰

ろう思ったら帰れますしね。で、ほんまに好きで来はったはずやのに、一念発起の力が弱

いのか、ちょっとやっては駄目。何にでもなれる選択肢が多いというのかね。しんどいか

らやめようというまでの基礎体力がないんですよね。精神的な。 

 

西尾：さっきの体力ていうのは精神力ですよね。乗り越えていく。 

Ｋ：一生懸命もの考えて乗り越えていこうとか、そういうことがすごく足りひんなあと。

ゲーム世代ですし。私らでもそうですけど、何かあったらすぐリセット。 

 

西尾：足りひんなあと思っても、でも育てていかなあかんさかいに。 

Ｋ：だからそこを鍛え上げていくんですね。アメと鞭で。やってて楽しいなと思わなんだ

ら、これは。楽しいなということを見極めるために、その周囲を整理していく。それと自

分が楽しいからやっているんやということを常に自覚させておくこと。なんていうのか、

昔歩行器ってありましたよね。赤ちゃんが歩く。輪っかに入って。昔はね、その歩行器み

たいなものがあったんですよ。ここにいてなんだらしゃあないという。ところが今は、そ

の歩行器がないわけなんでしょ。そこにいてんでもええにゃから。そやから自分の二本の

足がここでしっかり立っていく。私が好きやからここに立っているんやという、足がきち

っと据えられてないとやっていかれへんというのを、自分の足で立つんや、立ってるんや

ということを自覚してないとこける。 

 

西尾：そういうことなんですね。 

Ｋ：自分の意志で来てるということがすごく大事なんです。 

 

西尾：今聞いてると色々大変だと思うんですけどね。芸妓さんのキャリアがあって、その

前に舞妓さんのキャリアがあって、置屋とお茶屋をしようと思わはってね、経営者として

やっていかれてますよね。それで幸せ、経営者になってよかったと感じはることとか、経

営者としてまだこれは出来てへんなとか思わはることがあったら。育てるほうの立場とし

て。 

Ｋ：楽しみいうたら、わかってくれたら一番うれしいですよね。ハードルを乗り越えはる

時というのが一番うれしいですよね。まだ経験浅いのでね、これからもっともっとこの人

たちが成長していけば、もっと楽しみというのが増えてくると思うんですけど。 

 

西尾：まだなんや成りきれてへんなあと思わはる時は。 

Ｋ：まだ目一杯かなと思うとこですよね。もうちょっともの考えてから言ったらよかった

かなあと思うことでも、時間がないですわ。４人のことに関わらんならんから。今これ言

っとかんと次では忘れてしまうわとかいうことで。 

 

西尾：もう一呼吸置くよりも。 

Ｋ：言うてしまう。それが結果的によかったりすることもあるんですけど。確かに時間を



上手く使えてないなということが･･･。 

 

西尾：ありますか。 

Ｋ：ええ。 

 

西尾：今度はね、Ｋさん自身が振り返っていただいて、舞妓さんやった時代、芸妓さんと

してやってはった時のところで、聞かせていただきたいんですが、ここは特殊な技能があ

ったお仕事やということも、十分噛み砕いて教えていただいたんですが、それを自分なり

に育てていかないとやっていけないですよね。そのためにどういう工夫をされたとか、ど

んな時にされたとかありますか？自然にお座敷に出ていかれたりするうちに身についてい

くんだろうと思いますけれども。それ以外に私はここに気を配ったとか。 

Ｋ：どうなんでしょう。人と違う部分というのは･･･。それぞれにみんな努力してきますか

らね。どこと言ってひとと違うところはなかったと思うんですけど、変わったというかち

ょっと醒めた目で見ていた部分がありますよね。客観的に見ていた部分が。だから変わっ

てる変わってると言われているんだと思うんですけど。制度とかそういうものを割に理論

立てて考えるのが好きやったんで。理屈っぽい(笑い） 

 

西尾：最初寄せていただく時、ホームページ見させてもらったんですけど、あれ全部ご自

分で？ 

Ｋ：そうです。あれもひとつ客観的に考えられたなと、書くことによってね。そう思たん

ですけどね。 

 

西尾：かなりきちんと。 

Ｋ：て言うか、ライターとして書こうと思ったんですけど。そのつもりで書いたことが、

かえってよかったと思っているんですけど。どっぷりと中に浸かった人間として書くんじ

ゃなくて、ちょっと退いた目で。 

 

西尾：このキャリアを選択されてよかったと思われるような時と、ああやっぱりしんどか

ったなあと思うようなことは。 

Ｋ：私これ以外の仕事あんまり考えたこともなかったし、やめようと思ったことも一遍も

ないし、嫌いと思たこともないし。そのへんはようわからへんね。 

 

西尾：やっててよかったと思わはるような瞬間っていうと。 

Ｋ：今は置屋として、やはり成長してくれて、言ってることが理解できて、滞っていた血

流がきれいに流れるようになってくれば、それが一番うれしいですけどね。お客さんが喜

んでくれはる･･･。 

 

西尾：という時ですね。芸妓さんとか舞妓さんの時代を振り返って見はって、そのときよ

かったと思うことは。 

Ｋ：まったく一緒どすね。今と一緒のこと。割に経営者の人もこられるので、そういうお



話を聞かせてもらえると、なんかこんなことが好きやと。ああそうなんやなと思ったりす

ると、お金もらった上に勉強させてもらって幸せとかね。(笑い） 

 

西尾：(笑い） 

Ｋ：それと自分なりに、舞とかお稽古事が勉強できますし、お稽古が好きなんですが、や

っぱり発表して喜んでもらえると、手応えがあるとすごくうれしいですよね。 

 

西尾：それはどういう場で手応えみたいなものを？ 

Ｋ：お座敷でもありますし、会とかでもありますし。まあこの子らはね、まだお座敷でも

評価受けるようなお座敷出してもらえないですけど、もうちょっと上になってくれば、厳

しい評価であろうがそれを評価される場に加えてもらえるので、そうなってくると意欲も

湧きますしね。 

 

西尾：そのときには自分にとっては、返ってくるということですね。 

Ｋ：そうですね。日々のお座敷でも、気抜かんと芸事はやっていけば、必ず目のある人は

やはりますのでね。一番うれしかったのは、そうしょっちゅう会うような人ではないんで

すけど、お亡くなりになられたんですけど、京都のある名士の方で、京都のそこそこの宴

席でしたら必ず出てきはるような方で、その方が「おまえ腕上げたな。」て言うてくれはっ

た時は、すごいうれしかったですね。ていうのはね、今日のね、今の舞に向かってきれい

やったてそういうのではなくて、ずっと私の舞の成長を見てくれてはったんやなと思った

ときに非常にうれしかったですね。 

 

西尾：今の出来じゃなくってということですね。 

Ｋ：前から見ててもらったということが、うれしかったですね。育てるような目をもった

お客様に出会えたということが。 

 

西尾：ということは、今逆に聞いていると、それを自分で育てていこうということを大事

にしてはったから、言うてもらえてうれしかったんでしょうか。 

Ｋ：そうですね。お客さんもそうどすし、こういうとこのお客さんというのは、みんなそ

ういう感覚を持ってはりますね。こと舞ということに関してはそうなんですけども、他の

ことに関しては、必ず育てるという意味で、ご贔屓にして通ってこられる方は、そういう

印象で思たはるんで。それはそんなに珍しいことではないとは思うんですけど。まああん

まり、そうしょっちゅう会うような人でもなくても、そういうふうに見ててくれてはった

と思うと、すごくうれしかったですね。こと踊りのことに関してね。 

 

西尾：そうすると、見ててくれはるお客さんの存在というのは大きいですね。 

Ｋ：大きいですね。お花代いただいて、その分に対して見合ったものを提供するのは当た

り前のことなんですが、それ以上のプラスアルファの部分は、どんなお仕事でも喜びにな

ってくるんと違うかなと思うんで。 

 



西尾：ここはずっと、ご贔屓さんで決まってますよね。そのときだけ指名するという世界

と違いますから。 

Ｋ：そういう席も多いですけどね。ご贔屓さんがあって成り立っている部分が大きいので。 

 

西尾：自分で日ごろ精進努力しはることとかも兼ねあってくるんですけど、Ｋさんは自分

でまだ女紅場に行かれたり、個人で習われたりとか。 

Ｋ：個人でお稽古してます。学校はやめたんでお稽古にはいけないんで、今お月謝払って

習っておりますし。 

 

西尾：個人でお稽古続けてはる理由は。 

Ｋ：好きやからでしょうね。嫌いで芸妓さんやめたわけではないんで。そこも大事な部分

やないかと思うんでね。芸事が好きやからこの仕事ができていくというのが基本で。仕事

やから習うんではなくて。 

 

西尾：好きやから習う。 

Ｋ：それも段々履き違えてくるんでね。好きやからきたのがね、お稽古さぼったりとかな

ってくるんでね。特に芸事は楽しみを持たせようと仕向けていくのがポイントというかね。 

 

西尾：あなるほど。 

Ｋ：伸びるためにはお稽古せんならんしね。試練を与えてやるんやったら、試練の後に楽

しみが来るようにもっていってあげる。それが自然にボコボコ生まれてくるものじゃなく

て、こちらが敢えて最初軌道に乗るまではね、そういうふうにもっていってあげるんです。

小さなことですけれども、お客さんの前で披露する機会を作ってあげたり。 

 

西尾：なるほどね。 

Ｋ：それはよその屋形には絶対無いことです。私やからやっていることで。うちのお客さ

んに限り、許してもらえますて、こちらが頼めばね。ちょっとこれは稽古してるんで、下

手やけど聞いてやってくれると。そういうふうにもっていくんですよね。とお客さんおう

やれやれとね。最初のうちは舞妓さんやから上手にできるはずもないと思たはるから、下

手でもようやったなと、今の状況でようやったなと言うてくれはります。まだ人前で緊張

とかせえへん、やり始めて何でもできると思てるんで。そのころからどんどん人前でやる

稽古をしていく。恥ずかしいとか、もし出来ひん自分がわかってくると嫌になってしまう

ので、そうなる前からお客さんの前で、そこそこの年になってからではなくて、若かった

ら許してもらえる部分があるので、そのうちにボンボンボンボンやらせるし、お客さんも

そういう目で見ると段々上手になってきたなと、お客さんも育てていこうという感覚をお

客さんのほうに作っていってもらう。そういう相乗作用を。 

 

西尾：相乗作用を。 

Ｋ：みんなで育てていく。 

 



西尾：それはよそではされていない試み。 

Ｋ：多分ないですね。私もそういう機会というのがほとんどなかったので、自分で敢えて

そういう機会というのを作ってきたんで、うちの子には。年齢的にはね、自分でそこそこ

場を作れるようになるには、ある程度年齢が必要なんで。芸事の出来如何というのは、や

はり若いうちに経験せんといかんので。その分うちの子にはそうしてやろうと思って、さ

してるんですが。そうでなかったらね、お座敷で三味線弾かせてもらったりとか、よそで

はありえないことです。 

 

西尾：そりゃそうですね。芸妓さんで出たはる場合は別として、舞妓さんの場合は舞手と

してみているし、その機会ですよね。よそでお座敷がかかったら。 

Ｋ：この子らでも三味線弾かせたりしますしね。そんなんでも、早くにものが出来る人間

にするためには、早くから人前で恥をかく機会を与えてやらないかん。年いってからでは

ね、恥かけへんということがあるんですよ。格好悪うて。 

 

西尾：影でようよう練習してからでないと。 

Ｋ：そうそう。 

 

西尾：それは心がけておられることですし。 

Ｋ：下手でもお客さんが喜んでほめてくれれば、うれしいですしね。ほなまた次あれやろ

うと。その時自分失敗した思たら、次には失敗せんとこうと必ず思うはずですから、しば

らくしておんなじものをまた次にやらせるんですよ。 

 

西尾：ああそういうふうに。 

Ｋ：どんどん芸事に開いていってくれるようにこっちが持っていく。 

 

西尾：人によって好きというか向き不向きの芸事やらあると思うんですけど。 

Ｋ：ありますね。 

 

西尾：考えてそれしゃはるんですか。 

Ｋ：そうですね。この人にはこういうふうに、この人にはこういうふうに、ていうふうに

考えてします。技量もありますし、その技量の成長度合いにもよりますし。 

 

西尾：かなり意図的にそこら辺は養成されて、体験させて。でまた自分の学習につなげる

ようにして、また体験させてという。 

Ｋ：そうそう。そうすると喜んでまたやりますからね。この間喜んでこれやったから、次

これやろうとかね。必ず思いますからね。思ってるかどうか確かめながら、やるわけです

ね。見てたらわかりますから。 

 

西尾：そういう工夫まではなかなか。 

Ｋ：よそさんはしませんね。うちは芸あっての芸妓さんやと思うし、そこらへんはね。一



流といわれる芸を持つためには、もちろん全てが一定以上にならなければ一流とはいえま

せんので。そういうプライド持ってる芸妓はんにするためにはね、若い間にすごくお稽古

さしますし。自分の得手不得手、得手なものは、人よりも出来るものは喜んで。 

 

西尾：さっきの好きにつながる。 

Ｋ：そうです。これは他人に負けられんと思うものは、確かに他人以上に好きでなければ。

その子を思い切り伸ばしてやって。 

 

西尾：基本的に一定レベルになってほしいと思たはるのは、舞とお三味線と唄。 

Ｋ：宮川町で私が見た範囲で、踊りが踊れるのは当たり前。唄か三味線が出来るのは当た

り前。少なくともどちらか。どちらも出来ればそれに越したことはない。それと鳴り物の

うちのどれか。打楽器のね。この３種類が出来て当たり前。 

 

西尾：結構ハードル高いですね。 

Ｋ：そやからもう２５くらいになってきたら、どれにでもこけられるようにね。３０くら

いになったらね。今日は踊り手さんが多いの？そしたら私が唄に回りますとかね。鳴り物

でしたら、どれでも出来る姉さんが揃えば、今日は私は鼓でいきますと、そやけど唄唄え

言われたら唄います。私は今日は三味線に回りますとか。私は今日踊ってくれ言われたか

ら前で踊りますとか、そういうふうなマルチなんですよねここは。少なくともその３種類

が出来るのが当たり前で、昔は舞妓さんに出る試験でも、鳴り物と舞の試験があったくら

いなんですよ。 

 

西尾：普通、舞だけですよね。 

Ｋ：今は舞だけなんですよね。昔はしかも鼓の試験があって、それに合格せんと出られん

て言わはったから。 

 

西尾：結構厳しい。 

Ｋ：少なくともその３つは。 

 

西尾：マルチに、なおかつその場に対応できなあかんと。 

Ｋ：今から訓練させてます。家の中で。 

 

西尾：はい。 

Ｋ：協力してやっていくというふうに持っていってます。 

 

西尾：そこまでは女紅場にいってもしてくれはらへんし、他のお茶屋さんに行ってもそこ

まではしてくれはらへんし、ここの屋形やさかいできる。 

Ｋ：すでに結構まあ、うちとこの人だけで、そこそこ盛り上げてくれてます。 

 

西尾：あ、そうなんですか。ちゃんとその場に合わせてパート分けをして、合わせてひと



つのかたちに。それはかなり工夫をされてらっしゃいますね。 

Ｋ：今でこれですから、３年５年経ってくると、わりにいけると思うんですけど。ゆくゆ

くは人が少なくなるということを踏まえて、やっているんですけどね。 

 

西尾：かなり経営者として長期的に展望を持って。 

Ｋ：でないとお商売に…。 

 

西尾：障りが。 

Ｋ：出来てきますからね。 

 

西尾：そういう展望は芸妓さん舞妓さんの時代には…。 

Ｋ：考えてましたよ。考えてましたね、やっぱり生きていく道やから。それは私らの親の

時代は考えなくても、特にホームページなんか作ったていうのは、この世界がなくなって

しまうんと違うかなという危機感があって作りましたからね。 

 

西尾：ええ。 

Ｋ：ですから、忘れられずにいるためには、どういう形で残るべきなのか、そういうこと

はずっと考えてましたね。今の姿のままで残れるとは思えませんし。残ったときに、より

よい形で残っていかなあかんというのは非常に考えてましたね。私はクラシックバレエを

やってたんで。 

 

西尾：あそうですか。 

Ｋ：クラシックバレエもおんなじようにね、お金持ちの慰みものみたいな形で発祥してい

って、今は世界の芸術品になってますよね。例えばロシアでも革命のときに上手く変われ

たというのは高い芸術性があったからで、それまでは皇帝の慰みものみたいなかたちやっ

たものが、民衆に受け入れられて、というふうになるためには、一定のレベル以上のもの

がないとあかんし。そのときに大きな経済的な変化というのも考えられますよね。わりに

バレエの歴史を学んでいるうちに、身にしみて感じてたんですよ。 

 

西尾：それってまだ…。 

Ｋ：ここに来る前から。 

 

西尾：中学…。 

Ｋ：そうですね。中学出てからバレエ学校に行って、そこで結構いい先生とかについてい

たんで。そういう意味では、ここに来てからでも丁度過渡期やろなと。今もそうですけど。

過渡期な部分で私たちがあって。 

 

西尾：ある程度芸術性を高めて。 

Ｋ：それを売りにしていく。プラスアルファの部分ていうのは、もちろん他の部分もなく

してはいけないし。芸術性だけやったら舞踊家さんがいはるわけですし。 



 

西尾：ええそうです。 

Ｋ：そうではなくて、芸妓さん舞妓さんという独自の文化を、いかに残していくかという

ことは細かく考えてましたね。 

 

西尾：そういうことはどうです？同じ組合さんの中で考えておられる方はいらっしゃいま

すか。 

Ｋ：さすがにね、ここバブルがはじけてからというものはね、さすがにみなさん考え出し

てはると思うんですけどね。 

 

西尾：ここまで。 

Ｋ：多分ないですね。ここまで深く細かく考えてはる方はないと思います。ただ何とかせ

ないかんと思い出さはったのは１、２年前で。その何とかするためには手立てを打たなあ

かんと思って、闇雲に何かを始めはったんがここ１、２年くらいですね。 

 

西尾：そうですか。 

Ｋ：今までのようにあぐらをかいていたんでは、お客様は来はらへんのやなというのがボ

チボチ判りかけたのが、バブルもはじけていじいじして、それでもまだ何とかなると思た

はったと思うんですよ。もうほんまに。 

 

西尾：逆にお尋ねになられたりされませんか。どういうふうにやってんにゃと、同業の経

営者の方に。 

Ｋ：このごろね、本当にごく最近ですよね。それはでもその時間とか歴史というものがあ

るのでね。私はここではまだ歴史が浅いのでね。もっとそれこそ３代前から置屋さんやっ

てはる人もあるわけですわ。でみんな私より年上やし。私が１年２年やっても、それは成

功とは言えませんやんか。ここで４年やってきているので、それなりの人は育ってきてる

ので、このごろやっとなんとなく信用というものがね、９年経ってついてきた。闇雲にあ

ほみたいにやっているわけではないのとちがうかなと。１００年見てはるのであって、こ

れがまあ１０年経ち、２０年せなんだら、多分理解はしてもらえないのと違うかなと思い

ます。当たり前のことやと思います。 

 

西尾：今のお話を聞いていると、芸妓さん舞妓さんのキャリアの開発ですよね。その技能

には、かかえてはる屋形が経営者として、自分なりに学ばせる、発表させるという工夫が

ないと。 

Ｋ：それはそうですね、置屋さんがそれぞれ考えてはることどすし。たまたま私がしてい

ることがそろそろ評価として、結びついてきたという感じが、まだここ今年になってから

ぐらいじゃないですかね。なんとなくこう、そういわれるようになってきたのが。粒が揃

ってるという意味では。うちの子はお行儀がいいという評価を受けてきた。 

 

西尾：お行儀がいいということはちゃんと教育がされている。 



Ｋ：それとまあ、おいどが軽い。おいどが軽いて変な意味ではなくて…。 

 

西尾：気がついて動かはるということですね。 

Ｋ：そうです、決してすぐお客さんとひっついたり(笑）ということではなくて、よく気が

ついてよく動く、よく仕事をする。お座敷でさぼったりしないというようなことが、４人

が４人ともということでね、評価受ける。そこら辺からあそこの屋形の教育は間違うてな

いの違うかということにつながってくる。 

 

西尾：ということは、それはかなり下支えがありまして、精神的な部分で分かるようにち

ゃんとサポートされるということ、それから技能を育てるためにお稽古をさせる、個人の

お稽古もさせる、なおかつ発表の場を設けて自分でやろうという気にさせて。 

Ｋ：そうそう。あとはね、乗ってしまえば、勝手に自分が好きでやり出さはる。ある程度

までになると自分もそうですけど、ここまでやってくると惜しくなりますからね。 

 

西尾：私は宮川町のＫさんとこしか最近は寄せてもろたことないんですけど、京都は五花

街ありますから、他のところでも、こういうふうにされているところって聞いたはります

か。 

Ｋ：いやあどうでしょうね。みなさん考えてやってはるんと違うかなと思うんですけどね。 

 

西尾：ここまで働いてはる人、かかえてはる人の技能のことを考えて、それとお店の経営

のことをつなげて考えてはるのは、かなり想像だにされていないことだと思うんですけど。 

Ｋ：どうなんでしょうね。ただ、歴史というものに何の不思議もなく、そのままあぐらか

いたはる人が多いというのは、確かだと思います。 

 

西尾：入ってこられる芸舞妓さんもそうなんでしょうか。屋形の、置屋さん自身も長い歴

史があるけれども、入ってきゃはる人は新しい子がきゃはるけれども、入ってみて、どっ

ぷり浸かってみると、それでいいような日常になってしまう。 

Ｋ：…しまう人は多いですね。何か違うん違うと思うような人は多いですけど。よその方

でね。でも全部知っているわけではないので。その人のせいでもないし、今はこうであっ

ても、上が考えている状況であって、どんどん変わってくるということもあるので。その

子たちがどう成長していくかは、その環境を作るのは置屋さんのお母さんたちやから、そ

の人たちが一人前になっていい芸妓さんになれば、ステップがね、初めはこうでも構わへ

んのですよ。それはいろんな育て方があると思うんですよ。一から十まで言わはるところ

もあれば、ほったらかしにして考えやというところもあるし。どっちがいいというような

ことでもないんで。結果がよければね。結果はすぐ５年や６年では出ませんのでね。 

 

西尾：私は何度か寄せていただいていて、Ｋさんところは、すごく上手く回してはるなと

いう言い方はおかしいんですけど、ちゃんと育てたはるし、きちんと経営を考えてはるな

という印象を受けたのでね、それがベースにあって、好奇心的な取り上げ方をされない方

法で、でも伝統的な仕事のキャリアを育てていくていうこと、それがどうなっているかと



いうことは、きちんと調べられた研究がなかなかないのでね。どうしてもみんな最初おっ

しゃったようにフィルターが、雑誌の記事みたいに研究者もフィルターがかかってしまっ

て、辛抱させてるだけと違うかとか。 

Ｋ：昔の置屋さんが辛抱させているだけかというと、決してそんなことはないんですよね。

私がすごく大事にしていきたいなと思うのは、昔の置屋さんの非常に家族的なことね。 

 

西尾：家族的なところ。 

Ｋ：そうなんです。私のホームページはね、あちらご覧になりました？ファンクラブのほ

うに入っているんですけど、アメリカンクラブのほうにもあるんですけどね。昔というた

ら恵まれない人の、恵まれないというたらあれですけど、家族というものに恵まれない方

の集団、今よりもずっと固まろうという意識が強いんですよね。そういうふうな状況の中

で出来てきたしきたりというものに、今の子はなかなか馴染んでいけない。なんで姉さん

が右と言えば右なのか、お母さんがこう言うたらこうなのかとか、そういうふうなことに

なかなか馴染んでいけない。そのベースには育ってきた環境が違うというのもあるんでし

ょうけど、とりあえずものすごく家族意識というものが強いんですよね。集団意識がね。

なんていうか、運命共同体みたいなところがあって、同じ屋形の姉さん方、後輩とか、縁

もゆかりもない人ですよ。いきなりこの人の言うこと聞いたってくれへんかて、はあそう

ですかて言えませんよね。その中で自分は家族とのつながりが薄くって、この世界の中で

どうやって生きていこうと思ったときに、自分のこと面倒見てくれる人がいる、自分のこ

と責任とってくれる人がいる、ていうことが昔は非常にうれしかったんだと思いますよね。

そういうつながりの元に例えばこれはこう思うんやで、こう思うんやでと、私もそう思い

ますというふうにうまいこといってきて。いきなり言うこときかす、聞かすからどうのこ

うのというわけじゃないんですけど、この人を一生責任持っていかなあかんという上のも

のから達する責任感、そういう気持ち。下からくる気持ちというもの、そういう気持ちの

つながりがすごく強かった。残ってきたものもあるし、いい部分もあるんですよ。血もつ

ながってへん同士が、お互い思いやりを持って。そういう家族体系みたいなもの元に戻し

ていきたいなと思うので、すごく正直な部分を気をつけて教えてますし、家の中でもそう

いうふうに教えているんですね。頼みなさい。頼まれたらしてあげんならんのが、上のも

んの役目やし。お互いに気持ちのやり取りをするようにするように仕向けているんですね。 

 

西尾：そういうことですね。先ほど上下関係て言うたはったのは。気持ちのやり取りのル

ート言うのか道筋で、お頼申しますて言われたらしてあげる。 

Ｋ：上のもんのほうがしんどいにゃでと、姉さん姉さん言うて立ててもろて、仕事は人の

分までするけれど、ほんまは上のもんのほうがしんどいにゃで、いうようなこと。こっち

がこうするから、こっちが助けるというような絡みをね、たくさん作る。意識的にね。前

は意識的でなくてもそうやったんですけど。今の子やらはやはり個人主義で育っているん

で。 

 

西尾：意識的に作られることで、さきほどの目指されている芸術性が高いものへの貢献度

というか。 



Ｋ：ありますねそれは。 

 

西尾：どういうところで、それは見えてきますか。逆に言うたら、個人だけが追求したら

いいんではないかという方向に走りがちじゃないですか。 

Ｋ：それは面白いんですが、一番初めに座談会形式でと言ったのと一緒で、自分がこれお

勉強したいと思ったら、自分が A をお勉強しようと思ったら、A をお勉強する。次に B を

お勉強しようと思ったら、B をお勉強するていう自分なりのスピードになるんですけど、

他の人がいると、自分は A 勉強しているけど、隣の姉さんは B 勉強している。B 勉強して

るんやったら、これも勉強したろか思うわけですわ。 

 

西尾：うーん。そこでよそも見られるし。 

Ｋ：ある意味、競争心も湧くし、この中同士で教えあうということもでてくるし。そこら

辺が非常にプラスになっていますね。自分のペース以外のペースも取り込むことが出来る。 

 

西尾：それがひいては目指す方向性に…。 

Ｋ：そうですね。例えばこの人が三味線を弾くから、私はこの唄は難しいと思うけど、こ

の唄を唄おうと思えば、レベルが上がります。その反対もあるとかね。そうやっていくこ

とによって、背伸びした状況で上がっていくこともできるし。 

 

西尾：それは一人だけ、三味線だけ弾いてたらできるというもんではない。 

Ｋ：そうですね。釣られてお手手つないで行っちゃったみたいな。(笑）上がれたていう。 

 

西尾：それは考えつかれたのは、そうしようと思われたのは、ご自分の体験からそんなこ

とがあったからなんですか。 

Ｋ：多分そうでしょうね。私は別にそういうもんやろうと思っていたので。そういうもん

と違うんやなと、今の人は違うんやなと思うようになったのは、今の人と接するようにな

ってからです。この人たちに合わすのか、私に合わすのかと思った時に、この人たちに合

わさすように考えながらこっちに合わせていこうと。そういうふうに作っていこうと。人

が増えるとそれだけ感覚変わってきますからね。ひとりのとき、ふたりのとき、３人のと

き、４人のときと全然変わってきますから。要はそれがやりやすくなってきましたね。 

 

西尾：人が増えることによって相乗効果が上がるように。 

 

西尾：だいぶお時間を頂戴したので、こういうお仕事ですから、仕事をしながら自分で学

び、お稽古しながら、自分で学ぶということを続けていかはる職業だと思うんですよ。こ

こで勉強するのは終わりとか、仕事が終わりとかではないと思うので。この仕事をしなが

ら勉強していかはる、学びということの関係性について、思わはることがあれば何でもお

聞かせいただければと思います。 

Ｋ：個人でありながら、組織を…られる。会社の社員さんを作ってるんではないんですよ

ね。個人の事業主を作っている。 



 

西尾：でも一人では出来ない。 

Ｋ：そうなんです。ひとりで弾いて唄って踊ることは出来ないんですよ。そやからそうい

う微妙な人間を作っていかないかんので。そこら辺が特殊といえば特殊ですよね。だから

どういうんでしょうね、頭ごなしに言ってもいけないし、ただひとりの人間やという、芸

妓さんとか舞妓さんとか一人の人間やという、そういう意識で、それが社会の中でどうい

う立場にあってということが見えるような人間にしていかんとあかんと思うんです。会社

にいるようなわけにはいかなくて、それが例えば社会保険があるわけでもないし、この人

の一生を退職金まで会社が面倒をみるというわけでもないし、生きていく、食べていくた

めのすべというものを身につけていかなあかんのですよね。 

西尾：身につけていくための…。 

Ｋ：教育なんですよね。 

 

西尾：それを心がけないと。 

Ｋ：心がけないと、頼るだけの人間になってしまうし、個性のない人間になってしまう。 

 

西尾：逆に言ったら、今までは学校があって、お姉さんがいて上下のシステムがあって、

置屋さんがあって、何も考えなくてもある程度昔は、それで回る部分はあったんでしょう

かね。Ｋさんの話を聞いているとすごく回そうと意図的にされてますよね。 

Ｋ：年齢的なものもありますし、技術的なものの向上もありますしね。でもどうなんでし

ょう、社会が不安定ですし、うちらの業界自体も不安定なんですよね。決まったあれじゃ

ないじゃないですか。家元制度でもないし。相手にするものがお遊びなんで。今は花街ブ

ームですけど、その前はそんなことなかったんで、忘れられていってもおかしくない。だ

って人間が生きていくうえで最低限必要なものでもない。一番経済が弱ったときに削られ

ていく部分なんで、そのときにああ楽しいなとか思ってもらえへんかったら、必要がない

世界なんですよね。それも私がすごく思うのは、組織であるからもっている部分というの

があって、「おおきに財団」が出来る時に、あるお客さんはうちの本部を立ち上げたことに

関してすごく評価をしてくれはって、頑張ってやっていかないかん、という意識を持たな

いかん、持つことは大切なことやと。そのときにね、ある商店街のことを例に挙げて、言

うてくれはったんです。しっかりとみんながまとまっていかなあかんのやでと。結束が崩

れたらすぐにつぶれていく、もろいものなんやでと。うちの近所の商店街がつぶれたのを

目の前で見てるんやと。商店「街」やからと。それがしばらくして、大手のスーパーが出

来たりしてお客さんが減る。みんなが頑張ってやっていたところが、１軒減り２軒減り３

軒減り、それくらいやったら悲し悲しやっていけると。それが３分の１くらいに減ったら、

つぶれるまでそう時間はかからんと。わずか１年で全部崩壊すると。みんなが頑張って結

束して、残していこうという気持ちがなかったらあかんのやでということを言わはったん

ですよね。そうなんやと思って。お茶屋さんも大事、私たちの業界も１件では駄目なんで

すよね。 

 

西尾：花街ですから。 



Ｋ：街で。小さい花街もありますやんか。そんなんやったら、すごく回りにくいんですよ

ね。ここで例えばうちが２０人寄せてくれと宴会が入ったら、うちの子４人やから２０人

出来ませんやん。でも他の置屋さんがあるから寄せることができる。うちの子がうちで全

然宴会がなかっても、よそのお茶屋さんで宴会があるから商売が出来る、というような座

敷があるから食べていける。存続していけるという部分があるので、それがいつまで持つ

かどうか、あって当たり前のものじゃないんだということを意識して、生きていかなあか

ん。これからはと思って。今そういう感覚を持ちえた人を作っていかないかん。私がいつ

までも生きてるわけではないですし。私たちの次の世代でそういう感覚を、意識を持った

人間を作っていかないかん。だから古いものを勉強することも大事。古いものはいいから

残ってきてるし、古いものを残すために私たちも努力をしていく。初めて花街が出来たと

きには、すごい新しいものやったと思うんですよ。着物でも歌舞伎ものというくらい今の

新しい人と同じような感覚やったのが、段々段々いいから残って、それが伝統というもの

になってきたんで。伝統というのは、創造の繰り返しやねとお客さんが言わはるんですわ。

そやから色んなあたらしいものをくっつけては、いらんものをはがし、くっつけてははが

し、粘土細工のようにしていく。そういう力の中の一部分なんですよね、私たちっていう

のは。そういう意識を持って古いものを吸収し、その中に自分の時代のものを足していっ

て、またいらないものをはがしていく。そういうちゃんとした能力、見極められる能力を

持った人間を作っていかないかん。またそういう能力を持った人間を育てられる人を 

作っていかんと、残っていかれへんのではないかと。 

 

西尾：そう思って、ここの中でやっておられるということですね。 



添付資料２－Ｂ インタビューの記録（Ａ様） 
取り扱い注意：録音の許可は得られずメモから作成 
 

西尾：どういうきっかけで彼女たちの面倒をみられましたか？ 
Ａ：友人の知人が、祇園によく出入りしている人で、一緒に遊びに連れて行ってもら

ったりして、2 年間ぐらいの間に、2～30 回ぐらい祇園のお茶屋さんで遊ぶ機会があ

った。その人が贔屓にしていた祇園の芸舞妓さんが置屋さんの方針に上手く合わずや

めることになったが、でも芸舞妓の仕事を続けたいという気持ちがあって、この贔屓

の人を頼ってきた。そこでこの人から彼女たちが仕事をするなら、身の回りの世話や

営業などをする人がいるだろうということで、私にしたらどうか？と言ってくれた。

当時私はある喫茶店を任されていたが、まだ 20 代前半で若く、こういう前例のない仕

事にちょっと興味もあり、また祇園に出入りさせてもらったこともあって、花柳界の

しきたりや伝統といったことにも少しは馴染んでいたので、お引き受けすることにな

った。逃げてきた芸舞妓さんは、芸妓さんが一人、舞妓さんが三人で、年齢は、舞妓

さん三人は 17 歳が二人と 21 歳が一人、芸妓さんは 23 歳だった。 
西尾：芸舞妓さんの世界を以前からご存知でしたか？ ご存知だったらどのような印

象を持たれていましたか？  
Ａ：祖父は呉服関係の仕事をしていたので、花街とはつながりを持っていたようだっ

た。三味線を南座で弾いたことがあるとか、水揚げしたことがあるとか、聞いたこと

があった。私は生まれも育ちも京都の街中なので、芸舞妓さんを見かけたことはお茶

屋さんへ出入りするまでにも、何度もあったので、特別ものすごいという印象はもっ

ていなかった。 
 
西尾：彼女たちはどんな仕事をしていましたか？ また働きぶりを見ていて感じられ

たことはありますか？（他の芸人さんなどと比較して） そういったことを感じられ

たのはどんな出来事のときですか？ 
Ａ：お茶屋さんに実際に言ってみると、お馴染みのお客さんは「こんばんは」と勝手

に玄関をあがって、どんどん家の奥に入っていく。こんなお馴染みという世界に最初

は驚いた。もちろん格式の非常に高いお茶屋さん、例えば一力さんとかではそんなこ

とはないだろうが、気軽によその家に遊びにいく、という感じだった。芸舞妓さんと

いっしょにどんなことをして遊んだかというと、お茶屋さんのお座敷で、食事をして

芸舞妓さんの踊りや三味線を楽しむ、芸をみて遊ぶというのは、あまり経験していな

い。私を連れて行ってくれた知人は、お茶屋さんのお馴染みのお客さんだったが、贔

屓にしている芸舞妓さんを連れて外へ出て遊ぶというのが多かった。クラブなどに芸

舞妓さんに来てもらって、一緒に飲んで話をして遊ぶということが、ほとんどだった。

芸舞妓さんの格好はしているが、彼女たちはやはり今どきの若い子だから、わあわあ

と騒ぐこともあり、お客さんが面倒みている、という感じでもあった。お客さんの方

は、芸舞妓さんを連れて祇園界隈を歩くわけだから、男性として自己顕示欲が満たさ

れていたように思う。この当時は、バルブがはじけたあとで、祇園の景気もよくなく

売り上げに困っている状況だったから、芸を愛好してお座敷で遊ぶという古いお客さ



んだけではなく、芸のことはもう一つ関心がなくても、お金をきちんと払って羽振り

よく遊んでくれる新しいお客さんも歓迎されていたと思う。 
彼女たちは、もともと舞妓さんになりたいという強い気持ちをもって地方から出てき

て、住み込みで修行をしてなったわけだから、非常に気が強く、芯がしっかりしてい

る。今は昔のように親に借金があってとかの事情で芸舞妓さんになる人はいないし、

自分の意思で 15,6 歳で親元を離れて京都へ出てきているから、気の強い子たちやと思

う。置屋さんで育てられていることも影響するのか、芸舞妓さんの格好をして移動し

て北海道へ出張してすぐ帰ってきてまた仕事、といったきつい日程でも、仕事ですか

らといって「しんどい」といったりしなかった。 
例えば、仕事が遅くに終わっておしろいをとって着替えて、と夜遅くになっても、き

ちんと正座しながら丁寧に着物を畳む。腰紐 1 本 1 本にきちんとアイロンをかけたり

する。置屋さんに住み込んだときは、何も知らない少女たちが、きちんとこうしたこ

とができるように躾けられている、またこういう丁寧なことをして当たり前と思って

自然にしていたことは、ちょっと驚いた。 
 
西尾：芸舞妓さんたちがどのようなことをすると、お客様は喜ばれましたか？また、

どういった方がお客様でしたか？ お客様のご依頼はどこからありましたか？ 
Ａ：仕事としては、地方での京都物産展で舞を舞ったり、修学旅行の学生さんが泊ま

っている旅館で舞を舞ったり、芸舞妓さんの格好の説明をしたりといった仕事。京都

といえば、舞妓さんというイメージが強いため、芸舞妓さんが登場すると非常に喜ば

れた。お客さんと一緒に写真を撮るといったこともした。旅館は京都の老舗のところ

ではなく、東京資本の旅館など、花街と今まで関係がなかったようなところに営業を

して、仕事をしていた。 
 
西尾：彼女たちが以前働いていたときの経験を、きかれることはありましたか？どう

いったときに彼女たちはその話をされたでしょうか？ 
Ａ：舞妓さんになって何がよかったかと聞くと、会ったことのないような人（有名芸

能人や政財界の偉い人）に普通に会えることだと話していた。そのことに満足してい

た。彼女たちは芸舞妓としてのプライドがあって、呼んでもらったお客様には愛想を

するが、道を歩いているときに、ごく普通の人に笑ったりはしない。写真を摂られそ

うになったら、顔を横に向けたりすることがあった。こうした今までのプライドが新

しく仕事を始めたときに邪魔をすることがあって、普通のお客さんへの愛想ができず

に顔に出ることがあった。でも、仕事を始めたとき、これからは京都に来てくれた人、

芸舞妓さんにあこがれている普通の人に愛想よくするのが彼女たちの仕事だと言って

いるうちに、徐々にそういう気持ちに変わっていった。 
 
西尾：彼女たち雇用しているときに、技能の形成（踊りや三味線など）はどうされて

いましたか？ 技能を身につけるためにどこかにお世話になれたりしましたか？ 
Ａ：踊りの稽古を花柳流のお師匠さんに頼んでしてもらっていた。当初は４人で始め

た仕事だが、途中で 2 人になり、この 2 人に踊りの技能の差があった。これは舞にそ



んなに詳しくない私は見てもわかったので、技量を磨こうと思ったし、踊れる曲のレ

ポートリーを増やそうと思ってやった。そのお陰で一曲新しい曲が舞えるようになっ

た。でも、それ以上はお稽古はしなかったし、技能が向上することはなかった。とい

うのは、お客さんがリピーターではなくて、ほとんど一見の初めて芸舞妓さんを見る

ようなお客だから、踊りや三味線などの芸の道を精進しても分かってもらえないだろ

うし。また、経営のことを考えるとお師匠さんについて習うとコストがかかる。お母

さんやお姉さんが置屋さんで見ているのにはお金がかからないが、お師匠さんについ

てもらっているとコストがあわない。技量を磨こうと思って投資はしたが、継続はで

きなかった。 
 
西尾：大変だったこと、困られたことはどんなことでしょうか？ 
Ａ：経営的なことを考えると次の舞妓さんを育てる必要があると思って、なりたいと

いう若い子を募集した。一応 10 名ほど応募があって、そのうち 2 名を入れてみたが、

1 ヶ月ほどしか続かなかった。若い芸舞妓が若い子の生活の面倒をみて、育てていく

のは無理だと思った。やはりお母さんという役割をする人がいるのだろう。こうるさ

い母親がいて、（花街という）仕組みの中で、芸舞妓は育っていくものだろうと思った。

かといって、私が住み込みで面倒をみるわけにもいかなかったし。 
 
西尾：芸舞妓は花街でないと存在し続けられない職業だと思われますか？思われるな

らその理由は？ 
Ａ：京都でないと芸舞妓の意味がないと思う。そして、本物の舞妓（芸ごとの修行を

きちんとした）と観賞用の舞妓（舞妓さんの格好をしてお客さんにみせるだけ）とは

違う。本物の芸を身につけて育っていますという「本物やから値打ちがある」と思う。

芸ごとを身につけて伝統の中で育っていること、生活の中で仕込まれていくことがな

いと、見た目だけではダメである。心底、厳しさを知ってこそ、芸舞妓になれる喜び

があるのではないかと思う。特別な人に、普段会えないような人に会えることは喜び

だし、その特別だという気持ちで接客も女らしくなるように思う。 
 
西尾：今後こういったこと（芸舞妓さんが年季の途中で辞める）は起こりうると思わ

れますか？ その理由は？ 
Ａ：置屋のお母さんは本当のお母さんではないから、みんな冷たい感じがあるような

気がする。心が通えないというか、お母さんが家庭的に恵まれてない、片親で家庭的

な愛情に恵まれないまま若いときから修行し、その後もいわゆる家庭的な環境とは縁

遠いことが多いことで、愛情、親子の情といったことで冷たいのかもしれない。お客

さんの愛情が、芸舞妓の良さを育てる。お客さんに可愛がられることは大事だろう。 
 
西尾：その他気がつかれたこと 
Ａ：芸舞妓さんの化粧は見覚え。デビューしたては、顔におしろいが良く馴染まず、

初めのうちは汚いけれどだんだん上手になっていく。毎日お化粧して、お化粧が上手

なお姉さんを見て真似て、それをやって自分らで向上していく。芸舞妓のうちの一人



があまりお化粧は上手くなかったけれど、一番上手なお姉さんを真似ているうちに、

きれいにできるようになった。盗む先があると上手くなっていく。真似られたほう嫌

がっていたが。 
お茶屋遊びにつれていってくれた知人は、お茶屋のお馴染みさんでも芸ごとに詳しい

人ではなかったが、踊りの名手といわれる芸達者の芸妓の踊りをみたとき、「あいつの

踊りを見たら、震えが来た」と話していた。素人のお客でも、芸のすごさは伝わるし

感動すると思う。 
芸舞妓としては、顔がきれいなこと、話術、遊ばしてくれる、といった人を楽しませ

る妓が人気が出てくる。花街は街が狭いから、お姉さんからあの子やったら、ええ子

やからと、かわいがってもらうことも、お座敷に呼んでもらえるためには大事だろう。 



添付資料２－Ｃ インタビューの記録（Ｔ様） 

舞妓歴５年目で退職、現在は花街近辺のサービス業に従事 
 
西尾:なぜ舞妓さんになりたいと思われたのですか？ 

Ｔ：だいたいみなさん、ほら、あこがれで、なりたいと思われる。私も自分が片親という

のもあったのだけれど、片親の人とか多いんやけど、舞妓さんにならはる人って。てっと

りばやい、親に楽させてあげたいって。あこがれもあって、そんなに勉強好きじゃなかっ

たので、でまぁ、どんな感じ、普通にちょっとやろかなぁ、ちょっとやろうかなぁみない

な甘い考えのまま、京都にきたんですよ。 

 

西尾:いきなり来られる前に、どっかたずねてみはりましたか？ 

Ｔ:いや、なかったです。母が生命保険会社で働いていて、で、そこの所長さんなみたいな

上の方やから男の方やから、上司の方とかと京都に行ったときにお茶屋さんに行ったこと

があって、話し聞いて大変やから「やめろ」みたないなこと言うてくれはったんです。で

も「やめろ」といわれたら、子供やから、余計にやりたいと思うやないですか。話だけは

聞いてだんですけど。 

 

西尾:それはおいくつのときですか？ 

Ｔ:進路決めるときですから、中学 3年生のとき。 

 

西尾:舞妓さんを見たことはありました？ 

Ｔ:そうですね、本とか、それこそテレビとかでしか見たことなかったです。 

春とか京都の特集やりはるじゃないですか、そんなん見て、とりあえずやってみたい。だ

って、普通の人にもできるんやったら、私でもできるんやないかなぁ、みたいなぁ。結構

簡単な気持ちで、結構軽るーいのりで、ものすごーい軽るーいのりで。もともと闘争心と

か競争心とかないんで。あの、人より上に上がろうとかないほうなんでよ。とりあえずな

れたら、いいわって。 

 

西尾: 私たちは見る機会が多いですけれど、地方の方はなかなか見られないでしょう？ 

Ｔ: だから余計なりたいと思ったのかもしれないですね。ふだん、見れないから。 

 

西尾:芸事とかに興味ありましたか？ 

Ｔ:着たとき、浴衣の着方もしらないし。なーんにもできひんし。なんかほんまになめてか

かってたから、そんな大変やと思てへんかったし。すぐ帰ろうと思ったぐらいやったし。

もういややはとかて思ったぐらい。ちょっと気楽なほうやったので。 

 

西尾:なられたきっかけは？ 

Ｔ:そうですね。私はたまたまほんまに偶然といえば、偶然なんですけど、舞妓さんになれ

てもなれへんでもいいやというのがあって、（母に）京都につれてきてもうたんですよ。（母

も）舞妓さんを見せたらいいやというのがあって、中学のときに母と一緒に、京都まで来



ました。そして、祇園のあたりを歩いていた、ちょうどそのとき、たまたま置屋さん（彼

女がお世話になった）のお姉さんが外に出はったんですよ。ちょうど私が置屋さんの前を

通ってたら。鑑札っていって、まぁ芸妓さんの名札がかかってあった家だったので、ひょ

っとしたらと思って、「舞妓さん、今日見られないんですか？」って聞いたら、うちが芸妓

なんどすって言わはるので、「舞妓さんになりたいんですけど、どうしたらなれるんです

か？」ってきいたら、「それやったら、私とこ、ちょうど今どこも出てへんし、教育できる

し、あずかりましょうか？」って。それまで置屋さんしてはらへんかったんですけど、私

から始めはった置屋さんで。お姉さんは自前（芸妓として）で出てはったんですけど、も

うそんなん置屋さんとかしてはらへんかったですけど、いきなりで、しかも偶然で。たま

たま道歩いてたら、まさかあの出会いがなかったら、舞妓さんになってなかったと思うし。

なっててもあの置屋さんから出てへんかったと思うし。多分事務所（お茶屋組合の）へ行

っていたと思うし。私の友達の舞妓さんも事務所に行って、置屋さんを紹介してもらった

というてはったし。 

その上の方（母の上司）も置屋さん紹介しようかといわはったんやど。その方に紹介して

もらおうかなって思ったんですけど、紹介してもらって、やめて帰ったら、あとカッコ悪

いじゃないですか。なんか自分の中で、紹介してもらったらやめられへん、それだけを思

てたんですよね。なんかくやしいじゃないか。負けず嫌いなんですけど。人と争うのは嫌

いなんですよ。基本的に。 

 

西尾:たまたま出会いがあって。 

Ｔ:そうなんですよ。たまたま出会いがあって、何も知らへんかったし。何もわからへんか

ったし。 

 

西尾:お母さんはなんで連れていってくれはった？ 

Ｔ:そうですね。うるさいからやと思うんですよね。それで納得させようと思ったんだろと

と思うんですよね。舞妓さんさえ見せたら、もうなるって言わへんやろって。高校受験じ

ゃないですか、たまたまそのまま上がれるような学校だったので（私立中高一貫の中学の

在学していた）、舞妓さんさえ見せたら、納得するだろうと。 

 

西尾:お母さんは舞妓さんを見せたらあきらめると思っておられた？ 

Ｔ:たいがいの親ってそう思うところあるでしょうし。まず無理なことってあるやろし。だ

ってあの、わけのわからんところに行くわけじゃないですか。だってあの噂だけじゃない

ですか、怖いとか苦しいとか、そういうことしか聞いてないから、余計離れてというのが、

心配やったらしくて、舞妓さんを見せたら納得するやろって。もうあんたやめって。でも、

私はすぐこっち来たかったんです。転校してすぐにでも。でもたまたまそこの中学があん

まりよくないって聞いたので。転校してきて舞妓になるとわかったら、いじめられると

か・・・。それやったら、今行っている学校が安心やからって。卒業してすぐ京都きて、

でも見習いの 1年間の間に、その間に何べんも泣きながら帰らしてくださいって。舞妓さ

んになってからも、何度もやめたいって。やめさしてもらいたい、なんども思いましたよ。 

 



西尾:やめたいと思った原因は？ 

Ｔ：うちの場合は、（置屋のお姉さんが）変わってはったというのがあるので。なんか自分

がこう思っているのに、ぜんぜん素直に、あれなんやろって。私結構言葉たらずで、結構

生意気やと思われることがあったらしくて。こうしゃべったらあかんというのに、私がし

ゃべるということが、その人にしたら、結構いやらしかったんですけど。でも私は、その

ここの考え方というのが、やりずらいから。舞妓さんがこうあるべきみたいな、そんな考

えは受け入れられへんかったというのが。私はお客さんが喜んでくれはったそれでいいん

じゃないかなぁと思うんですけど。やっぱりそれは回りに対してはよくないと。舞妓さん

は黙っているもんやという。それがそういうふうに言われるんですけど。それがまぁ認め

られへんかったり。でまぁ、私が言うてへんことで、いじめられたりしたんですけど。出

る杭打たれるみたいな部分があるみたいな・・・。 

特にそれが、縦社会、女の社会というので。自分の性格に合わへんのですよね。言いたい

ことあったら、はっきり言いなよって。でもそれってはっきり言わはらへんのですよね。

全然知らんところで、話が回っていたりとか、本人が聞くのが、一番最後とか、でも全然

知らないんですよ。何言われているかわからないんですよ。毎日それ。私が全く知らない

ことが言うたことになっていて、怒られる。 

 

西尾:わけのわからへんことで、怒られる？ 

Ｔ:知らん話といっても、全然信用してくれへんし。だれかの悪口を言ったとか。そういう

ことを言ったこともなければ、言うたはったとか。女同士やからしてはったみたいえ、と

いうことが、してはったことになる。そんなことが回っている。でも、私は知らない。3

日の間には、全部話が広まっている。でも、私は知らないから。あんたが、ああや、こう

やとか言われる。 

 

西尾:みんなが噂されるの？ 

Ｔ:置屋さんのお姉さんも、向こうにしたら、どっぷりつかってはる（花街の世界に）人や

から、うちがいくら違うといっても、聞いてくれはらへんし。違うと言ったところで、そ

ういうふうに言われるあんたが悪いにゃと言われるし。別にまぁだらだらと。ちゃんと教

えてもらって、言うてもらったら、気ぃをつけるにゃし。そういうのは、一切なかったし。

なんか怖い世界。全部が全部、もう全部。人の家のご飯を食べるということがなかったの

で、今までに。改めて自分が行って、甘かったなぁって。 

 

西尾:どんなことを教えてもらはりましたか？ 

Ｔ:教えてもらったことは、いろいろ役に立っていますけれど。例えば、フランス料理なら

外から（フォークやナイフを）とるとかねえ。おわんの開け方は、ふたあけて、おはしで

はさんでとかね。教えてもらった。それは役に立っている。 

 

西尾:それはお姉さんが教えてくれはる？ 

Ｔ:お姉さんが生活の中で、覚えといたら、絶対に役に立つって。これからご飯もお客さん

と一緒に食べんなんこともある。あんたひとりやったらいいけど、他のお姉さんもやはる



から、笑われるしなぁっと。うちが笑われる。あんたが笑われるのとちごうて、うちが笑

われる。 

Ｔ: ある程度の知り合いの人にお茶をおごってもらいますよね。お茶でもごちそうするわ

って言われて、普通こういうところやったら、遠慮して断りますよね。でも、向こうはち

がうんですよ。断ったら失礼や。失礼やと。 

 

西尾:え？遠慮したらあかん？ 

Ｔ:遠慮したらあかんっていうか、お姉さんがお茶でもどうえって言うてくれてはんのにっ

て。せっかく誘ってくれてはんのに、一回それを断って、すごい怒られたことがあって。 

 

西尾:京都は遠慮してと思いがちですが・・・。 

Ｔ:私は、お使いに行っているのに、はよ帰らなあかん。断らなあかんて。でも断ったら、

怒られたんですよ。 

Ｔ:それは、京都のしきたりとは、また違うことでしょうね。そんなん、電話したらわかる

やんと言わはるけど、そんなんこっちはわからへんから。だれかて、そんな 1ケ月もたっ

てへん（見習いで住み込んでから）から、言われたことしかできひん。お使い行けと言わ

れたら、お使い行って帰ってくるだけ。「これ、あこ持って行け」と言われたら、持って行

くだけ。臨機応変は出来ないじゃないですか。お茶屋さんにもの持って行くだけとか、お

姉さんがお茶屋さんに行ってはるときに雨降ってきたら、コート持って行くだけとか。と

りあえず顔覚えてもらわなあかん。言うたら、パシリ。どこそこの置屋さんの妹さんにな

らはる人やというのを覚えてもらわなあかんから。例えば、都をどりの楽屋行ったら、だ

れかれ関係なく、お姉さん、帯どうどすかとか、紐持ちまひょかとか。だれかれなく。と

りあえず、顔を覚えてもらわなあかんから。 

 

西尾:着物かて、着方わからへんかったら、どこてつどうていいか、わからへんことないで

すか？ 

Ｔ:そうですね、わからへんかっても、紐ぐらいは持てる。で、あの着がえはった浴衣とか、

袖だとみでたたんだりとか。そういうことしたりとかね、楽屋で。 

 

西尾:お稽古はどこへ行ってはりましたか？ 

Ｔ:歌舞練場には、自分の習っているもののお稽古日にいきます。あとは別稽古といって、

別にお月謝はらって、お稽古します。 

 

西尾:学校は毎日することがきまっているのですか？カリキュラムみたいに？ 

Ｔ:じゃないです。例えば、明日お稽古があります。舞のお稽古がありますから来てくださ

いと。まぁ、仕込みさんは、舞のお稽古だけなんで、お家元の方にも（行く）。舞妓さんに

なったら一番下のときは 10 時からお稽古なんで、お師匠さんがお見えになるので、朝 9

時半とか 9時 20 分くらいには、お稽古場に行って、お座ぶの用意して、お茶の用意して、

一番に待って一番最後に帰る。他の方の稽古を、お姉さん方のお稽古を見るのも、お稽古。

9時半とかにお稽古場について用意して、最後にお稽古。 



 

西尾:じゃ、時間割とかない？ 何と何を習うとか、科目は？ 

Ｔ:特に時間割はなくて。習うのは、祇園は舞とお茶とお囃子。 

 

西尾:お花は？ 

Ｔ:習いたい人だけ。習いたい人は、唄も習える。私は邦楽は別稽古で。別稽古といってお

師匠さんに習いに行く、お金を別に払って。 

 

西尾:お稽古場にいって、同期、同じ時期に入った人と話しはするの？ 

Ｔ:はい、しますよ。どこまでいったのとか、昨日お座敷どこ行ってたんとか？ 見ている

テレビの話とか、はやりの話とか、 

 

西尾:そういうことは、お姉さんは見てはらへん？ 

Ｔ:そうですね。けどねえ、まわりに他のお姉さんがたとかもやはるから。 

 

西尾:そうか、現役ではやるかぎりはずっとお稽古にきゃはるんや。 

Ｔ:そうです。お囃子とかはきてはらへんけど、舞はきてはりますよ。 

 

西尾: そのとき習ってはったのは？ 

Ｔ:長唄と常磐津と小唄です。ほぼ毎日お稽古はありました。舞のお稽古と、お茶のお稽古

も。 

 

西尾お稽古の時間とかは、何時ごろまで？ 

Ｔ:遅いときは、9時半にいって、3時ごろ帰ったりとか。 

 

西尾:ごはんは？ 

Ｔ:ご飯それまで食べられませんねん。お茶は飲めるので、それで我慢したりします。 

 

西尾：それは毎日ですか？ 

Ｔ：ほぼ、毎日ですよね、お稽古あるときは。お座敷があると夜が遅いので、朝は、とり

あえず着物着て、急いで歌舞練場に行くんです。 

 

西尾：お稽古の順番は？ 

Ｔ：あの、勝手に来て、お師匠さんが、ほな、次いこかって言わはったら、「おおきに」っ

て（と言ってお稽古をつけてもらう）。あとからきゃはったお姉さんが、「おさきい、堪忍」

といわはったら、「ほな、どうぞって」。反対の場合もあるじゃないですか、お座敷はよ行

かなあかんって、そういうときは、（お師匠さんが）あんた何時やって聞いてくれはって、

前にお稽古してくれはる場合もあって。「すいません、姉さん、おさきいです」って言うて。 

西尾：そうしたら、順番は決まってない？ 

Ｔ：でも、新人は最後。 



 

西尾：見て、覚えられたと思われますか？ 

Ｔ：やっているまは、もちろん。人がしてはるのも、勉強やし。 

 

西尾：子供のとき、日本舞踊習っていたけれど、座って自分の順番がくるのを、長いこと

待っていたことがあります。 

Ｔ：そう、ジーッと座って。何にもすることがない。動くこともできない。ほんまにね。 

 

西尾：踊り以外のお稽古は？ 

Ｔ：お茶も初めの段階で、形から教えてもらえます。立礼式もちゃんと教えてくれはるし。 

 

西尾：お茶は表裏どちらですか？ 

Ｔ：裏です。 

 

西尾：そのね、学校の先生ってね、もともと芸舞妓さんなの。 

Ｔ：いえ、違います。芸妓さんは、出てはるかぎりは、名取は取れへんのです。 

 

西尾：名取は現役の芸舞妓さんは取れないのですか？ 

Ｔ：ええ、取れへんのです。井上流だけは、井上流のお名前もらえるんですけど、お三味

線とかはもらえへんのです。地方さん名取ぐらいの実力があっても、もらえへんのです。

芸妓さんなんで。 

 

西尾：そうなんや。 

Ｔ：はい。小唄もみんな。名取になろうと思えば、やめて、いちからお稽古スタート。 

 

西尾：学校行ってはって、習わはったことは、役にたちましたか？ 

Ｔ：そらもう、専門的なもんなんで。（ないと）やっていかれへんから。 

 

西尾：踊りとか、最初に習う曲とか決まっていますか。 

Ｔ：決まっています。手習いの曲があって、舞妓さんはもうあと、祇園小唄お稽古つけて。 

 

西尾：何曲くらい、舞えはりますか？ 

Ｔ：私ねえ、ほんまにあかんたれやったから、2 曲しか・・・。とりあえず、祇園小唄だ

けは、覚えやっていわれたんで。 

 

西尾：例えば踊るとき、お座敷によって広さがちがうと、習ったとおりに踊られへんでし

ょう。 

Ｔ：そうなんです。初めはだからわからへんから、舞妓さんに出はる前に、１ヶ月間だけ

見習いで、その間に、おぼえるんです。足の運びとか。 

 



西尾：そうなんですか。 

Ｔ：初めは、行った初めは舞わしてもらえんかもしれへんけど、陰からお姉さんの見てた

りとか、階段の下からのぞいてたりとかして、どういう足の運びするとか、裾さばきをど

うするのかとか、そこで覚えて、見いやっていわれるし。それは、見せてもうてよろしお

すかって、お母さんにいうて、見習い茶屋のお母さんは、第二の置屋さんみたいなもんで

すから、「お母さん、見せてもらっていいですか？ じゃまにならへんようにしますから、

下からって」って言うて。お母さんも聞いてくれはるし、「見せてもろても、よろしいかっ

て」って。見たら、家でもお稽古。一人でと、お姉さんに見てもうて。なんでもお姉さん

に見てもらわなあかん。でも、私は嫌いやったから、お姉さんこわかったから。でも、い

ちおう自分のお姉さんに見てもらうんですけど、「お姉さん、すんまへんけども、お稽古お

たのもうします」ゆうて。 

 

西尾：それはね、時間帯でいえば、何時ごろ？ 

Ｔ：時間は、お茶屋さん行くまでの時間とか。そうやって、お姉さんに見てもらって、（見

習い茶屋に行って、お座敷に一緒になるお姉さんに）「初めてどすけど、お姉さん悪いとこ

ろあった、言うておくりゃす」、地方さんのお姉さんにも「姉さん初めてなんですけど、よ

ろしおたのもうします、」ゆうて。 

 

西尾：「すんまへん」とこういう時は、言わはるの？ 

Ｔ：そう言うといたほうが確実やから。「すんまへん」言うとくのが、確実やから。 

 

西尾：お姉さんとういのは、現役の芸舞妓さん？ では、お母さんと呼ぶのは、置屋さん

やお茶屋さんのおかみさん？ あなたみたいに、置屋の女将さんがお姉さんのときは、お

姉さん？ 

Ｔ：私は、お母さんもやはったし、お姉さんもやはった。やっぱり、お姉さんにお母さん

がやはったら、お母さんやし。若うても、お母さんと呼ばれる人やはるし。 

 

西尾：ああ、そうなんや。 

Ｔ：私の場合は、たまたま置屋さんのお姉さんが、お姉さんやから、お姉さん。お母さん

がやはるからお母さん。たまに、若うても、置屋さんのお母さんはお母さん。 

 

西尾： 別にお姉さんの方が年齢が若くても、役割でお母さんがお母さん。 

Ｔ： そうです。そうです。お母さんは、お母さん。お姉さんは、お姉さん。 

 

西尾：お母さんと、お姉さんは、関係ではどっちが上？ 

Ｔ：やっぱりお姉さんのほうが。 

 

西尾：そう思わはるのは、どうして？ 

Ｔ：特にお杯を交わしたお姉さんは、実の親以上みたいなもんやと思えと私は言われたん

で、実の親兄弟と一緒ぐらいやと。 



 

西尾：それは、置屋のお母さんより？ 

Ｔ：やっぱりお杯を交わしたお姉さんというのは、一生あんたをみなかあんから。置屋は

出たら終わりやけども、お姉さんは一生やから。 

 

西尾：親兄弟以上？ それは誰にいわれました？ 

Ｔ：お母さんと、お姉さんに。（舞妓に）出る前に、きつう。きつう、きつく言われました。

もう絶対に。心得じゃないけども、もうお姉さんに一生ついていくつもりでって。お母さ

んはお母さんで怒らはるけど、お姉さんは、お姉さんで、なんか怒らはるし。お母さんは、

お姉さんのいうことを聞けって、言わはるんで。あー、お姉さんのほうが大事なんかなぁ

みたいな。 

 

西尾：怒らはるとき、これは怒られてもということと、これは理不尽やということはあり

ましたか？ 

Ｔ：ありましたよ。言われたこと、ずいぶん忘れてしもうてますけど、あの当時は理不尽

やという思うことずいぶんありましたよ。 

 

西尾：例えば？ 

Ｔ：音楽きいても怒られるし。 

 

西尾：え？音楽聴いても？ 

Ｔ：あんた、今大事なことは、何って。 

 

西尾：どこで寝起きしてはったの？ 部屋は？ 

Ｔ：仕込みのころは、お姉さんと一緒に部屋で。お姉さんの子供と一緒に。舞妓さんにな

ってからは、離れがあったんで、そこで。 

 

西尾：他の置屋さんは？ 

Ｔ：二段ベッドとか。 

 

西尾：私物ってどんなものがあるの？ 

Ｔ：いちおうあるんですけど、私物と呼べるほどのものがないですよ。 

 

西尾：どんなものですか？ 

Ｔ：いちおうあるものは、内緒で買った漫画の本とか、小説とか。私のところは、本当に

厳しかったので、なんもできひんで。でも、息抜きはないと人間だめになってしまうじゃ

ないですか。私が一番上やったのもあるんですけど、下の子と三人で、ウォークマン買っ

て、CD 買って帯の間に隠したりして。「ただいま帰りました」と言って、帯の間に CD 隠し

て帰ってきて、そのまま「着物脱いできます」と言って、（部屋に置いてある）帯と着物の

奥にだーっと隠して。漫画読んだらあかんって、言われて・・・。 



 

西尾：読んだらあかんといわれたら、余計読みたくなる？ 

Ｔ：そう。私、少女漫画と小説と大好きやったから、こっちへ来るときに漫画本とか、単

行本持ってきたんですけど、全部ほかされて。こんなんいらんし、こんなん読んでる間あ

らへん。 

 

西尾：ものは、読んだらあかんの？ お姉さんやお母さんは？ 

Ｔ：読書とか、きらいやったんちゃうんかなぁ？ 新聞も読んではらへん・・・。 

 

西尾：有名な企業の人とか、結構偉い人がきてはるけど？ 相手せなあんやろけど。 

Ｔ：そういういらんことを言わんように。自分らは、私らがお座敷出ているときに、よう

テレビとか見てはったけど。 

 

西尾：舞妓さんやって、よかったなぁと思うことは？ 

Ｔ：でけへんことをさしてもらったなぁって。例えば、会えへん人に会ったり、まあ仕事

とはいえ、いろんなところへ行けるとか。あの、沖縄と東北以外は全部行きました。 

 

西尾：仕事で？ 

Ｔ：そう、物産展とかの仕事とかもあるし、旅行で連れてもろたりもあるし。そんな普通

の高校生やったら、絶対行かしてもらわれへん。どこいっても VIP 待遇やし。そのころっ

て、狭い世界やと思うんですけど、とりあえず 60 人しかいいひん（舞妓の総数）し、もの

珍しい。みながちやほやとするから、どうしても天狗になっちゃうんですよね。 

 

西尾：日本で 60 人しか舞妓さんはいかなった？ 

Ｔ：ええ、日本で。人数はそんな今も変わってへんやろうけど。全部京都五花街あわせて、

60 人しかいいひんし、そういうことは、世界でもそれだけやから。やっぱり、15,6 歳でそ

ういうことをおぼえてしまうと、天狗になってしまう。 

 

西尾：どういうことやろ？ 

Ｔ：どんなことっていわれても・・・。例えばお店に行って、ないもん頼んでもよろしい

かって言うたら、どうぞどうぞって向こうも言うてくれはるし。荷物持ってもらうのは、

当たり前。何で私が持たなあかんの、なんで私が戸を開けなあかんのって。なんで戸を開

けといてくれへんの、何で私がそんな体動かさなあかんのって、当たり前なんです。それ

が毎日。タクシー呼んでもらうのも当たり前やし。お料理屋さんで 8 時半ぐらいになった

ら、何でタクシー呼んどいてくれへんの、何でって。もうみんな当たり前なんですよ。 

 

西尾：そのときは、こういうことがわからはった？ 

Ｔ：そのときは、わからへんかった。例えば、旅行に行くというてもみんな用意してくれ

はるから、体一つで行く。用意せえへんし。 

 



西尾：行ったらあかんとか、したらあかんことはある？ 

Ｔ：お客さんに牛丼屋さんにつれていってもろうたことがある。仲の良かった先輩の舞妓

さんが襟替えしゃはる前にいっぺん吉野屋で牛丼食べたいと言わはって、お客さんが吉野

屋に予約してくれはって、一緒に言ったことがあるんやけど。お母さんにお客さんとどこ

行ったかは電話せなあかんのやけど、今吉野屋つれてもろてますと言うたら、何やさんへ

といわはったので、○○お姉さんと一緒に牛丼屋さんに連れてきてもろてますって言うた

ら、ふーんと言うてはった。吉野屋さんというても行かはったことないし、お母さんは出

はったこと（花街から）があんまりないから、牛丼屋はんやいうても多分わかってはらへ

んかったみたい。 

 

西尾：行かはってどうでした？ 

Ｔ：面白かったですよ。だって行ったらあかんっていう制限つきやから。そういうところ

（牛丼屋）がまず（花街には）ないし。その当時、ねぇ高校生ぐらいの歳やったらファー

ストフードの店入ってみたいけど、あかんし。祇園の中の喫茶店やったら入ってもいいけ

ど、よそではいったらあかんし。 

 

西尾：高島屋は行ってもいいの？ 

Ｔ：高島屋さんはええ。 

 

西尾：寺町は？ 

Ｔ：うーん、まぁ寺町で電気製品買ったらあかんということはないけど、あんまり買って

いる人見たことあらへんけど。 

 

西尾：映画館は？ 

Ｔ：映画は全然大丈夫。お休みのときぐらいですよね。公休日のときぐらい、月 2回の。 

 

西尾：公休日は守られてた？ 

Ｔ：うーん、お仕事入ったら、守られへんことはあるけど。 

 

西尾：働いてはる時間は？ 

Ｔ：お稽古に行くときやったら、朝は 9時ごろに。お座敷が終わるのは、だいたい 9時と

か 10 時とかになることもあるから、それからおしろい落としてお風呂入ってとしたら、寝

るのは遅うなります。私は置屋さんの中で一番上やから、顔洗うのものろのろしていても

かまへんけど、下の人は（顔洗う順番）待ってんならんし。3 人とか 4 人とか一緒にいた

ら、顔洗うだけでも時間かかる。 

 

西尾：お座敷での仕事はどんな感じ？ 

Ｔ：毎日実践。毎日覚えるみたいな。 

 

西尾：もう少し砕いて言うてもらったら？ 



Ｔ：こう言われたらこうしゃっべときおし、と言われても、全然違う会話がされるわけじ

ゃないですか、ほなあかんというときもあるし、上手く答えられてというときもあるし、

だから毎日お座敷、一つ一つが状況が違うので。なんか毎日が勉強という感じ。 

 

西尾：1日何軒ぐらい行かはるの？ 

Ｔ：多いときは、8軒とか 10 軒とか行きますね。そこで 30 分とか 20 分とかで。どんなお

姉さんが行くかもわからへんし。それは行ってみなわからへんし。姉さん、おいでやすと

言うてわかる。 

Ｔ:あともう、例えば宴会行くとき 5時半にとかに（お茶屋さんに集まって）車に乗って行

くときに、5 時半にきっちり行ったらダメなんです。はよ行って車がきてたら車に乗って

待ってる。車のる順番もあるんで。舞妓さんは前、次は真ん中、ほんで奥、一番お姉さん

が手前。姉さん前乗せたらあかんって。芸妓さんの中に、たまに三味線もってはって荷物

があるから前乗ると言わはっても、「すんまへん」と言うたらあかん。姉さんそんなところ

に乗せられてへんと言うて、「あて、後ろ乗る」と言わはるときもあるし、「あて、かまへ

んえ、お三味線の袋もあるし、前乗るわ」と言わはったら、「姉さんすんまへん」とあやま

って。姉さんが前乗るわって言わはったら、「うち、前乗ります」という一言が。 

どんなお姉さんがきゃはるかわかへんし、時間にすごい正確なお姉さんかてやはるじゃな

いですか。約束の 5時半やったら 5時 20 分くらいには着てはるお姉さんもやはるし、そう

したら 5時 10 分ぐらいにはお茶屋さんについてなんといけないから。それがほら（一緒に

行くお姉さんが誰が）わからへんから、早めに行ったつもりでも遅かったときは、「姉さん、

すんまへん」と言うて一人ずつ謝っていかんならし。謝るっていうのが一番言われるから。

謝ってもだれも怒らへんからって。上のお姉さんから。 

お座敷の挨拶もお客さんがおかしいと言わはるんやけど、まず入って、お姉さんがやはっ

たら、「おいでやすお姉さん」、お母さんがやはったら、「おおきにお母さん」、最後にお客

さん。何で自分がお客が最後やねんと言わはるけど、私らにしたら、それが普通やから。

挨拶する順番も一番上のお姉さんから。 

 

西尾：それは、学校で言わはるの？ 

Ｔ：見習いのお茶屋のお母さんと、あとはお姉さんに教えてもらう。お座敷に入るときは、

まず姉さんから挨拶しよしって。一番上のお姉さんから挨拶しって。 

 

西尾：どうやったら一人前に？ 

Ｔ：一人前という言葉はないんですよ。芸ごとの世界、芸に王道はないて、来たときに私

は言われて。ここまででいいということはあらへん。一生一人前にはならへん。大人なっ

たからって、一人前とは言わへんって。 

 

西尾：それは芸事のことで、仕事をする上では？ 何人か一緒に仕事をするときに、一番

上になることもあるじゃないですか？ 

Ｔ：一応、まぁ舞妓の中では一番上まで行きましたから。でもそれって、「だいたいこうし

たほうがええんちゃう」とか。よその子には言えないじゃないですか。自分の置屋の子に



は、「せなあかんよ」とか言えるけど。やっぱりよその置屋さんの子には、「ちょっとこう

したほうがええと思う」とか。 

 

西尾：その場で言うてあげる？ 

Ｔ：私はね。私はその場で。なんか回りくどく言うの自分がされているから。姉さんに聞

いてみてとか。なんかちょっと髪の毛乱れてるはとか、こうしといたほうがええよとか、

姉さんに怒られるよとか。言ってあげたりとか。 

 

西尾：髪の毛、乱れることあるの？ 

Ｔ：やっぱりさわったりすると。でも、私、なんやきつく言うてる感じに聞こえることが

あるみたいで。今もなんですけど。 

 

西尾：きついって言われはったことあるの？ 

Ｔ：うーん、なんかね、やっぱりもの言いがね、きついって言われるんですよ。 

 

西尾：お座敷では、お客さんも多分毎回違うし、一緒に組むお姉さんも違うし、そのなか

で上手くやっていくことをどうやって身につけていかはりますか？ 

Ｔ：現場で慣れる。慣れってしか言いようがないような。 

 

西尾：慣れたら、天狗にならへん？ 天狗になっているとかわかるの？ 

Ｔ：ちょっとしたしゃべり方とかで。お客さんは気がついてはらへんかもしれへんけど、

この子生意気とか。自分が天狗になったことがあるから、すごいよくわかるんですよ。お

客さんに対するしゃべり方とか。そのままいって治らへんなぁとかいうこともわかるし。

だってこの世界しかわからへんから、それが正しいと思ってしまう。それでできたのは、

あのお姉さん（自分の置屋の）みたいになってしまうって。 

 

西尾：舞妓さんから芸妓になると何か変わる？ 

Ｔ：成人式を迎えると大人やって言われる。つい昨日まであんたまだ子供やろって言われ

たのが、あんたもう大人やろって言われる感覚やと思うんやけど。友だち見てても、芸妓

さんと舞妓さんは違う。 

 

西尾：自前になったら大変？ 

Ｔ：それは大変やと思う。置屋さん出て独立せんならんし、部屋も探したことないから、

とりあえずこれでええっかっていう感じやったって友だちから聞いたし。それに家具を買

う、テレビ買うところから大変やって。お母さんとか何もしてくれはらへんし。手伝うて

くれはるお母さんもやはるけど・・・。お金の管理も今まで渡してたのが、全部しなあか

ん、夏の団扇も全部自分でしなあかんしって。ほんま大変って。 

 

西尾：お座敷のメンバーって何か決まっている？ 

Ｔ：60 才や 70 才ぐらいのお姉さんもやはるわけやから、不思議な話し、自分にとっては



おばあさんぐらいのお姉さんやし。自分が一番上のときもあるし、その場になってみなわ

からへん。 

 

西尾：お客さんもそのときによってわからへん？ 

Ｔ：お客さんが、舞妓ちゃんと若手の芸妓さんと地方さんと呼んでとか言わはるときや、

誰をと言うてはらへんときもあるし。誰それさんが来ゃはるから、来てといわれるときも

あるし、全くわからへんときもある。だから、じゃ舞でもと言われたら、芸妓さんと、舞

妓さんのお姉さんと決めて。 

 

西尾：お客さんから舞でもと言われへんかったら、どうするの？ お客さんが慣れてはら

へんかったら？ 

Ｔ：それは私らが言うことではない。（お茶屋の）お母さんと地方さんのお姉さんがきめは

ることで。舞妓から言うことやない。うちらが言うたらあかん。舞妓さんが言うたらあか

ん。 

 

Ｔ：地方さんのお姉さんが、「舞妓さんに何ぞ舞いでも、祇園小唄でも」とか。「あんた、

次ほなこれ舞うか」とか言うて。他の人が一緒に舞わはったら、「一人でなんか踊ってみる

か」とか言うてくれはる場合もある。「姉さんお稽古さしてもろても、よろしいおすか」っ

て言うてさしてもらう。自分がお稽古してあがったものをお座敷で舞いたいとき、「まだお

座敷で舞うたことないし、一回さしてもろうても、よろしいですやろか」って言って。「か

まへんえ」って言うてくれはったらさせてもろうたり。やっぱりどこぞでせんならんし、

度胸つけとかなあかんし。やはり言い易いお姉さんてやはるんですやんか、「一回もお座敷

で舞うたことないし、させてもらへんやろか」って言うたら、姉さんもいやとは言えへん

やないですか。 

 

西尾：お客さんはそういう事情をわかってはる？ 

Ｔ：うーん、舞妓さんは舞うもんやから、あんまり。手上がったなぁとかは、言われたこ

とはない。 

 

西尾：お姉さんは？ 初めて舞いますと言わはったときに？ 

Ｔ：言うくれはる方もやはりますよ。親切な方は。見てはるので、あんたこの時おうてへ

んかったえとか、あんた足間違ってたえとか、もうちょっとここはこうしたほうがええと

か、やはり教えてくれはる。いろんな方でみてはるから、ねえ。姉さんおおきにと言うて、

ほんでまたこうやって踊っていく。一度やっただけではあかんので。家帰って、○○さん

姉さんと△△さん姉さんといっしょで、例えば祇園小唄なら祇園小唄、舞わしてもろたん

ですけど、こう言われたんですけど、お姉さんいっぺん見てもらえますかって言うて、見

てもらう。それはお姉さんによっていろいろやさかい、おんなじこととは限らへんけど。

一回一回、家に帰ったらお姉さんに言う。自分が下で上のお姉さんと舞うとき、あんたこ

やで違ったは、と言われたら、また家に帰って言う。言われたら、お姉さんに言う。お姉

さんに聞くのが、確実やし。またお座敷で同じこと言われるかもしれへんけど。なんもね、



舞妓はんというだけの名前、なんぼ下手でも、下手なりでも芸ができないと。舞ができな

いと。芸妓さんになったら、舞だけではあかんし。 

 

西尾：そういう芸のことは知ってはった？ 

Ｔ：そんなぜんぜん。ほんま入ってから。舞とかよりも邦楽が好きやったんで、どやろ、

こういう道に進めたらいいなぁと思ってたし。舞があかんかったら、他のもんでと思うて

たんで。全部が全部できるわけなんで。唄で伸ばしていくのもって。地方さんが少ないか

らそれも。今は何でも習わしてくれはったんで。何々を習いたいんやけどというたら、（置

屋さんは）習わしてくれはって。 

 

西尾：そのときのお師匠さんは？ 

Ｔ：お姉さんが、お姉さんとお母さんが相談しはって、あんな、ほな、お師匠さんのとこ

ろ連れていってあげるさかいにって。お稽古させてもらって。 

 

西尾：お稽古の日はどうやってきめる？ 

Ｔ：例えばお座敷と重なったら、お稽古の前の日に電話して、お休みさせてもろうてよろ

しいですかとか、ちょっとだけはよしてもらえますかとか。なるべく休まんように。 

 

西尾：お稽古は週１回とかきまってはった？ 

Ｔ：うーん、重なるときは、３日続いてとか。それはもういろいろ。 

 

西尾：舞妓さんの経験が今の生活に生かせてはるということありますか？ 

Ｔ：所作と着物と着付けとか、すごい役に立っている。 

 

西尾：所作は具体的に？ 

Ｔ：やっぱり、私はそういうふうに思ったことないんですけど、にじみ出る何かが違うら

しくて。一緒にやはる人が、ほかの子とどこか違うって。花柳界にいたから、どことのう

品があるって。どこからから出てくるもんやって。 

 

西尾：それはお客さんに言われはった？ 

Ｔ：お客さんに言われたこともあるし、昔勤めていたお店のママから、やっぱり品がある

って。品があるということはいいことがどうかわからへんけど・・・。 

 

Ｔ：今はお稽古してないけど、踊りやれ言われたら、できますけど。また、お稽古とかし

たいと思っています。今ねえ、お友だちが、三味線している、習っているんで。でも昔習

っていたお師匠さんやから、ちょっと。その子が踊り習いたいって言うてるから、健康と

美容のためにって。 

Ｔ：所作は身についたもんやからって感じますね。あと行儀がええとか言われます。ちょ

っと硬いとも言われることもあるけど、やっぱり身についたものやから。 

 



西尾：だれか、またお話を聞かせてくれはる芸舞妓さんを紹介してもらますか？ やめは

った人でもよろしいですし。 

Ｔ：やっぱり、現役の舞妓さんとかは、無理やと思う。お姉さんに気兼ねするから。やめ

はった人やったら紹介させてもらえるかもしれへん。また知っている人に連絡取ってみま

すが。あんまり期待せんと待っといてくださいね。 
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